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　二年の時が過ぎ、僕、シオンは十歳になった。

　成長がやや遅めらしく、一三五センチくらい。同年代の男の子と比べて身長が低めなのがちょっとした悩みだ。あどけなさが少しなくなった気がする。見た目の変化はそれくらい。

　鬱うっ蒼そうとした森の中。木漏れ日が射さす場所には清涼さは微み塵じんもなかった。

　僕は目の前に広がる光景を確認し、ゆっくりと息を吐いた。

　ゴブリンが三体。奴らは僕を見ると呻うめき声を上げながら、牙をむき出しにした。一体の強さは、コボルト五体程度。それが三体もいる。

　対して僕は一人だ。両手にはめた雷らい火かだけが唯一の味方だった。

　僕は姿勢を低くすると、即座に地を蹴り、両手に魔力を集める。右手を右側のゴブリンに、左手を左側のゴブリンに向けて伸ばす。そして発動。生まれた魔法はフレアだ。

　数年の魔力操作鍛錬により、左右の手から放出する魔力量の調整は自由自在。左右共に魔力量二十程度を集魔し、フレアを発動した。

　フレアはゴブリンたちの目を焼いた。

「ギイィアアァッ!!」

　悲鳴を上げ、暴れ回るゴブリン。目が見えないため、やみくもに仲間を殴りつけてしまっている。

　混乱に乗じ奴らの包囲網を抜ける瞬間、僕は残りの魔力でツインフレアを発動し、奴らの背後に留とどまらせる。

　そして即座にゴブリンたちの背後に回った。奴らは死角に移動した僕の姿を見つけられず、仲間の暴走に気をとられている。

　五秒経過。次の魔力を練る。魔力を合成し、そのまま奴らの足元にあるツインフレアに向けて魔力を放った。接触、そして爆発。爆音と共に空間を焼き払う。まばゆく発光し、炎熱を生み出し、周囲を焦がす。

　ゴブリンたちの姿は弾はじけ、三体すべてが黒こげになった。

　発動まで時間がかかり、それだけで使えばまったく効果がないが、威力は抜群のダブルボムフレア。目くらましをして時間を稼ぐことで、この魔法を最大限に活用することができる。

　魔力放出量は変わっていないけど、魔力を練る速度と総合魔力量は増えている。一日に使える魔法は、百回近く。もうこれ以上は増えそうにないが、それで十分だろう。よほどの長期戦になれば別だけど。

　焦土と化した空間を見つめていた僕は、不意に背後に気配を感じて、その場から飛び退のいた。

　今いた場所の地面には巨大な爪が突き刺さっている。ゴブリンよりも一回り大きい魔物。ホブゴブリンだ。ゴブリンたちのリーダーらしい。

　ホブゴブリンは大人の剣士でもそれなりに練達していなければ勝てない相手。僕の年齢で勝てる人間はそうはいない。まあ、僕は剣士じゃなくて魔法使いだから、別だ。

　じゃあ、新魔法を試すとしよう。

　両手に直径一メートルほどの魔力を集める。魔力濃度はそれほど高くはないが、十分だ。

　僕は風を集約させた。

　ホブゴブリンは警戒して襲ってこない。この場合、それは悪手だ。だが奴にはそんなことはわかりはしないし、むしろ当然の反応だろう。なぜならば、ついさっき僕がゴブリンたちを一瞬で倒したのを見ているからだ。

　五秒、十秒。それでもまだ相手は動かない。しかし、攻撃をしない僕を見て、さすがに怪け訝げんに思ったのだろう。逡しゅん巡じゅんした様子ではあったが、唸うなり声を上げると僕に向かって疾走してくる。だがもう遅い。

　僕が両手を正面に突き出すと、暴風が唸った。

　巨体のホブゴブリンは『ブロウ』を受け、後方へ吹き飛んだ。

　圧倒的な風力だった。単に風と言えば、それ自体に威力はない。だが嵐を思わせるほどの風力があれば、生物など抵抗できはしない。

　ホブゴブリンはブロウを受け、後方へ吹き飛ばされた後、上昇気流に巻き込まれて頭上に上がった。そして、数秒経過したのちに正面数メートルほど先の地面に落下した。

　何度か跳ねた後、ぴくぴくと痙けい攣れんしていたが、すぐに動かなくなった。さすがの魔物も高所から落下すれば死んでしまうようだ。

　今回、初めて実戦で使ったけど、悪くない結果だった。

「ただ、発動まで時間がかかりすぎるな。その割に、威力はダブルボムフレアに劣るし。でも状況によっては使えなくもないかも。それにブロウの本領は攻撃じゃないしなぁ」

　僕がぶつぶつと呟つぶやいていると、不意に近くの茂みが動いた。まだ敵がいたのかと身構えたけど、相手の姿が見えると僕は肩の力を抜く。

「姉さん」

「シオン。無事？」

　すっかり成長した我が姉のマリーだ。

　彼女は十二歳。すでに第二次性徴期が始まっており、二年前とはかなり違っている。身長は僕と同じくらいだけど、女性らしい膨らみと曲線が見え始めている。顔立ちもあどけなさはまだあるけど、美人の片へん鱗りんが見えている。可愛かわいらしさが強いけど、凛り々りしさを感じもする。女の子の成長は早いというが、本当にそうだ。

　僕もかなり成長したけど、マリーの方が大きく変わっている気がする。

　マリーは腰に剣を二本帯びている。速さを武器としているマリーは、剣一本よりも二本扱う方がいいと自身で判断したらしく、一年ほど前から二刀流を主としている。

　僕の武器は雷火だけしかない。ちなみに雷火は三代目だ。一代目は成長のせいで、二代目は実験のせいでお亡くなりになった。

「あら、二人とも合流してたんですのね」

　後から現れたのは友達のローズだった。

　彼女も二年の時を経て、かなり成長している。年齢はマリーと同じ十二歳。

　腰にはやや細身の剣を帯びており、かなり様になっている。

　相変わらずの上品な所作と立ち居振る舞いに、時々高貴な人なのではないかと思うが、普通の農民である。

　マリーは愛らしさがある可愛い系、ローズは整った顔立ちの美人系といった感じだろうか。快活なマリーに比べ、ローズは大人びており冷静だ。落ち着いたその性格が容姿にも表れているようだった。

　ちなみに胸の部分はローズの方が成長しているようだ。年齢の割には大きいかもしれない。いや、言わないし、見ないけどね。本当だよ？

　二人とも数年前に比べると魔力が増えているようで、身体から発せられている魔力の光は明らかに強くなっていた。

　ここ数年で僕の魔力計測能力は上達しており、視認した人の魔力所持の有無も判断がつくようになっている。当然、相手が帯魔状態でなくともそれは可能だ。

　そして気づいたんだけど、魔力は子供だけでなく大人が持っていることもある。それなりに若くないとダメなようだけど、二十代までならば魔力の素質がある人もいた。なぜ魔力を持っている人と、そうでない人がいるのかはまだわからない。

　ちなみにマリーとローズはまだ魔力のオーラの視認はできていない。

「さっき合流したばかりだけどね。二人ともどうだった？」

「問題なく済んだわ。ここら辺一帯のゴブリンは倒したと思うけれど」

「わたくしも同じ感じですわね。見たところシオンもかなり倒したようですわね」

「うん。十くらいかな。ホブは三体」

「わたくしは八、ホブ二体ですわ」

「あら、じゃあ、あたしの勝ちね。二十とホブ五」

　マリーは得意そうに胸を張った。

　対して僕とローズは不服だと言わんばかりに嘆息する。

「また負けましたわ……最近のマリーはかなり好調のようですわね」

「だね。うーん、魔法の方が大人数相手には有効なんだけどなぁ」

「その分、対抗手段が限られてるじゃない。時間もかかるし」

　魔法は一撃の威力は高い。しかし威力が高ければ高いほど発動まで時間がかかる。

　僕には魔法以外に戦闘手段がないので、発動までの準備時間中は防御するか回避するしかないわけで。そう考えると、マリーの方が分があるのだろうか。

　いやいや、ないでしょ！

　さすがに武器で倒す方が大変だし、時間がかかると思う。ということは僕とマリーの間に大きな実力差がある、ということ。二年でかなり強くなったもんなぁ。異常なくらいに。

　僕もローズも強くなってはいるんだけどね。

「それで、風魔法の具合はどうだったの？」

「使い勝手は悪くないけど、使いどころが難しいね。他の魔法に比べると手間もかかるし」

　僕はマリーの問いに肩を竦すくめて返した。

　さっき使ったのは風魔法の『ブロウ』だ。正確には『ハイブロウ』だけど。

　魔力を集めた状態、これを集魔と言うが、大気に触れさせた場合『大気魔法』となる。大気魔法はただそこに存在するもので、それだけでは意味をなさない。

　しかし何かの現象、あるいは魔法に接触させることで大きな変化を促すことができる。

　そして大気中の成分にも魔力を付着させ、分離させることも可能なのだ。これが二年前の僕の見解だった。だが、それだけではない。

　この二年の間、様々な変化があった。魔法の研究を続けた結果、魔力の周辺に風が集まったのだ。左手の大気を加圧し、右手の大気を減圧する。低気圧と高気圧を疑似的に生成しているというわけだ。

　実際、小規模の気圧差では大した変化はないが、これも魔力の特性なのだろう。魔力は増えた対象の特性を増幅、維持する力があるからだ。

　気圧が低くなると、上昇気流が起きる。そうなると自然に風が中心に集まる。

　逆に気圧が高くなると、下降気流が起きる。そうなると自然に風は中心から外部に流れる。

　風は高気圧から低気圧に流れるから、自然に減圧した右手に風が集まるわけだ。

　ちなみに本来は逆だ。熱気球も同じで、空気を暖めると上昇気流が発生して、気圧が低くなる。冷やすと下降気流が発生して、気圧が高くなる。だから本来は上昇、下降気流が発生することで気圧の変化があるわけだ。それを魔力で無理やり、温度変化がない状態で圧力を変えているだけ。

　これは結果的に同じ状況になっているだけで、自然現象ではない。まあそれはいいんだ。僕は別に気象学を勉強したいわけじゃないし。

　しかし問題が発生した。前述の手順で魔法を使うと、微風が吹くだけだったのだ。必然的に、風力を増す必要があった。そのためには五種類の魔力が必要になると研究の結果でわかった。

　高気圧、低気圧、高気圧、低気圧。そしてすべての魔力を覆うように作る魔力の球だ。

　これらの状態を維持しつつ、風魔法へと変化させなければならなかった。

　身体に触れた状態の魔力には随時命令を与えることができ、新たに魔力を与えなくともある程度の変化は与えられる。

　集魔状態で魔法の状態を維持することは可能ということだ。

　そして魔法として発現しない場合、魔力は十秒以上もつのだ。つまり、理論上は体内の魔力が尽きるまで永続的に魔力を維持できる、ということでもある。

　こう考えると、体内魔力が尽きるまで、集めた魔力を増幅させることが可能に思える。

　今のところ、一回の最大魔力放出量は九十だ。これは左右の手から出せる総量のことである。

　再度魔力を練るには五秒の冷却時間が必要。ゲームで言えばクールタイムのようなものだ。

　合成魔力の場合、魔力は十秒間、その姿を維持する。当然、維持し続ければ体内魔力は徐々に失われる。単純計算で十秒間、九十の魔力が維持できるのであれば、一秒ごとに九の魔力を消費するということ。

　そして五秒の冷却の後に一秒ほどで魔力放出が可能になる。

　一度目に放出した九十の魔力は、六秒後には三十六残っている。そこへ新たに九十の放出魔力を合成した場合、百二十六の魔力量になるわけだ。それを何度も続ければ、空中にとどめている魔力が徐々に増えるわけだ。

　これは耐火素材を使っている雷火を活用すれば、放出せずに身体に接触させた状態でもフレアを使うことが可能だということだ。ただし完全防火ではないので、あまり無茶はできない。

　魔力の膜で全体を覆い、自分の身体や外部に魔法が触れないようにすることで、さきほどのブロウのように、ひとところに魔法をとどめることもできる。

　ただその場合はより多くの魔力が必要だし、ブロウの場合は魔力の『継ぎ足し』を活用しなければ発動しないため、時間がかかる。

　これらの原理を活用すれば高威力の魔法も使えるのではないか、そう考えた。

　しかし現実はそんなに甘くはなかった。魔力は一定以上の規模にはならなかったのだ。正確には『おおよそ百五十』が限界だった。

　つまり三回の魔力合成を行って、ようやく約一・五倍の威力を内包したエネルギーになるということだ。たった一・五倍の威力の魔法を使うために、二十秒近くの時間が必要になる。当然ながら、その間は他の魔法は使えない。

　風を循環させ続けると、自然と風力は上がる。だが手元で強風を生めば、僕自身が吹き飛ぶ。しかし魔法は魔力に触れている部分にしか、影響を及ぼさないようにできる。

　つまり魔力を解放し、魔法として使用するまで魔力に触れている部分、つまり僕の手のひらにしか影響を与えないようにできる。

　魔力が弾ければ外部に風が溢あふれるが、それは魔力を維持すれば風を魔力内にとどめることができるということでもある。その原理を利用し、風力を倍増させ続けた後に解放すると強風が吹く、というわけだ。

　本当はカマイタチ的なものを発生させたいんだけど、無理だった。カマイタチ自体、確か原理は解明されていないし、というか眉唾ものだしなぁ。存在しないものを生み出すことは魔法ではできない。今のところは。

　存在するものを新たに作り出す、変化させる、強力にする、というのが魔法だ。奇跡のようなものじゃなく、科学的な側面もある。まあ、かなり不安定だけど。

　とりあえず依頼は完遂した。

　僕はゴブリンたちの耳を回収して袋に入れる。

　うん、これなら結構な報酬が貰もらえそうだ。

「さっ、帰りましょう」

　僕は二人と他愛たわいない会話をしながら帰路につく。背後にはゴブリンたちの死体が積み重なっていた。
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　イストリアの冒険者ギルド。そこには屈強な男たちがひしめきあっている。傷だらけの顔、丸太のような腕、使い古された武器や防具、その熱気。そこは間違いなく子供が来るような場所ではない。だけど僕たちは、ためらいなくギルドの中へと足を踏み入れる。

　僕たちに視線が注がれたけど、それはすぐに散っていった。冒険者の面々はなんだあいつらか、みたいな顔をしている。

　最初の頃、僕たちは父さんか鍛か冶じ師のグラストさんと一緒に討伐依頼を受けていた。しかし一年前から、父さんからお墨付きを貰い、僕たちだけで行動する許可を得たのだ。

　それからは数日に一回、魔物討伐に行くようになっている。最初は子供だけで依頼を受けることに周りからの反発はあったけど、結果を出し続けたことで、信頼を得た。

　ちらっと掲示板を見ると、以前よりもたくさんの討伐依頼書が貼ってあった。

「やっぱり魔物、増えてるわよね」

「うん。世界中でも魔物の数が、明らかに増えてるらしいし」

「街から近い場所であれだけのゴブリンがいるのはおかしいですわ。コボルトならば、わかるのですけれど」

「そうだね。コボルトは比較的数が多いし、街から近い場所に棲すむことが多い。でもゴブリンは大都市の近くには棲まないし、田舎の人家近くに生息していても数は少ないはずなのに」

　ローズの疑念に、僕も同意した。

　僕たちは受付の女性にゴブリンの耳を渡すと報酬を貰い、ギルドを出た。

　僕はギルド横に待たせてあった馬を撫なでる。

　三頭。それぞれの馬だ。ギルドの討伐依頼とグラストさんの手伝いで得た報酬で買った。お金を目的にやっていたわけじゃないんだけど、気づけば結構な小金持ちになっていたのだ。それならばと僕たちは馬を購入した。

　馬に跨またがり、僕たちは通りを進む。

「グラストさんのとこ、行く？」

「うん。寄ろうか。ローズもいい？」

「ええ、構いませんわよ」

　人が行き交う街を、僕たちはゆっくりと進んだ。

　活気がある一方で、道の隅に座っている人が目についた。若い人も少なくなく、何とも言えない気持ちになる。

「最近、ホームレスが多いですわね」

「ええ、数年前に比べると明らかに増えてるわよね……」

　言いながら、ローズとマリーは複雑そうな表情をしていた。

　初めてイストリアに来た時とは違う。街に何か、明らかに不穏な雰囲気が漂っている。

　魔物の数が増えていることも気になる。何が起こっているんだ。たいした理由はなく、単純にタイミングが重なっただけなのだろうか。

　しばらく進むとグラストさんの店に着いた。今は開店中のようだ。中に入ると聞き慣れた声が届いた。

「いらっしゃ……おう、なんだおまえらか。入れ入れ。丁度、客が少なくて今日は閉めようと思ってたところだったからよ」

「いいんですか？」

「構やしねぇよ。新規の客はあんまり来ねぇからな。今日は常連連中が来る日じゃねぇし」

　グラストさんの店は、あまり客入りがよくない。それはグラストさんの腕が悪いわけじゃなく、ただ単に店の立地が悪いからだ。人通りの少ない場所に店を構えていれば、訪れるお客さんは限られる。新規客を得るのは難しいと考えているらしく、新たに別の場所に店を作りたい、とグラストさんは思っているようだ。

　そのために開店資金を貯ためているわけで。雷らい鉱こう石せきの加工もその一端だ。

　すでに二年以上、僕は雷鉱石の精錬を手伝っている。

　グラストさんは慣れた手つきで店を閉めると、店の奥の方に移動する。

　僕たちも続き、居間を通り、鍛冶場へ。

「精錬日じゃないですけど、精錬します？」

「いや、今日はいい。ってか、そろそろいいかなって思っててよ。おまえたちも知ってる通り、雷鉱石の加工ができるのは俺たちだけだ。独占的に販売市場を握っているわけだからな、商人ギルドから目をつけられてんだよ。このままだとあんまりよくねぇ。そろそろやめた方がいいんじゃねぇかと思うんだ。資金もかなり貯まったし、新しい店を開こうかとも考えてるしよ」

　商人ギルド。世界中の商品の流通を牛耳り、経済を回していると言っても過言ではない組織。一国並みの権利、権力を握っていると言われており、国王でさえも簡単に手出しはできない、という話は聞いているけど、実際どうなのかは知らない。

「で？　最近はどうだ？　聞くに、かなり活躍しているみたいじゃねぇか」

「ふふん、あたしたち、もうすぐシルバーランクになるんだから」

「シルバー!?　そいつはすげぇな。おまえたちくらいの年齢でシルバーランクに到達した奴なんていねぇんじゃねぇか？」

「ガウェイン様やグラストさんはもっと早いのかと思ってましたわ」

　ちなみにローズは基本的に年上には全員『様』付けだけど、グラストさんについては本人の要望で『さん』付けになっている。

「いやぁ、俺たちはギルドに登録してなかったからなぁ。魔物討伐はしてたんだぜ？　だけどよ、俺たちの時代は冒険者ギルドもそんなに一般的じゃなかったからよ」

「へぇ、そうなんですか。確か父さんとグラストさんは同じ国の出なんですよね？」

「ああ。俺たちはアドン出身だ。ガウェインも俺も一応は貴族だったんだぜ」

「おじさんが？　見えないわね」

「おいおい、言うじゃねぇか。自分でもそう思うけどよ。でもよ、俺よりもガウェインの方が貴族らしくなかったんだぜ。俺よりも無茶苦茶してやがって……おっと、これ以上言うと、あいつに殺されるから勘弁な」

　マリーの嫌味に対して、グラストさんは人差し指を立てて朗らかに言った。時折見せる子供のような顔に、つい僕たちは心を許してしまう。

　ローズとグラストさんが会話を続ける中、隣に立っていたマリーが何かを見つめていることに気づく。その視線は、部屋の隅にある雷らい光こう灯とうに向けられていた。

　マリーは雷光灯を見ながら、僕に話しかけてくる。

「ねえ、シオン」

「うん？　どうかした？」

「シオンは魔法を色々と使えるようになってきてるじゃない？　もっと色々使えたらどうするの？」

「どうって……もっともっと使えるようになりたい、かな？」

「じゃあ、もっともーっと使えるようになったら？　ずーっと使えるようになるだけでいいの？」

「……それは」

　考えたことがなかったな。

　もちろん自衛、防衛の手段として魔法を使いたいという思いはなくはない。ゴブリン襲撃以来、僕の中ではそういう考えが生まれていた。だから、ただ使いたいから研究しているという以外の目的も僕の中にはある。

　具体的に魔法でどうしたいのか、マリーはそれが聞きたいのだろう。

　誰かを守るために使うとして、今後使う機会がもうないとしたら。ただ自己満足のためだけに使うのだろうか。

「雷光灯とかもシオンがいないとできなかったじゃない？　それに魔法がなければ、あたしたちはゴブリンに殺されていた。魔法があたしたちを助けてくれた。それはシオンでなければできなかったことだと思うの。あ、勘違いしないでね。別にいいの。シオンがしたいようにしていいと思う。でも、なんだろう。シオンが見つけた魔法っていうすごい力を、もっと別の何かのために使ってもいいのかも、って思っただけ」

「もっと別の何か……？」

「例えば、ほら、人助けとか？」

　僕は思わず吹き出してしまった。あまりに率直で純粋な考えだったからだ。

　それが不服だったのか、マリーは頬ほおを膨らませた。

「なによ、笑わなくてもいいじゃない」

「ごめんごめん。確かに、そういう使い方もあるね。今も人助けをしているという点では間違ってないわけだし」

「ええ。魔法はとても便利。でも、とても危険でもある。使い方を考えるべきだとは思うけれど、だからこそ人を助けることもできるんじゃないかしら」

「……まるで父さんみたいな口ぶりだね」

「ふふ、そうかもね。シオンの好きにしたらいいというのは当然だけど。でもシオンの家族としてはもったいないな、とは思うのよね」

「あまり広めるのもよくないかもしれないよ？」

「そうね。とても扱いが難しい。お父様も言っていたけれど、特別な力は良くも悪くも周りに影響を与えるから。簡単なことじゃないのはわかっているけれど、それでも何かないかなって思うのよ。それに……」

　その後のマリーの言葉を僕はきっと忘れないだろう。

　なぜか悲しげに、でも嬉うれしそうに笑って言ったその言葉を。

　僕は少し考え込んでしまった。今までそんな風に考えたことがなかったから。

　マリーは僕の反応を見てか、ぽんっと僕の肩に手を置くと、誤魔化すように笑った。

「まあ、シオンが好きなようにしたらいいと思うわ。ただ、なんとなくね、そう思っただけだからあんまり重く受け止めないでね」

「うん、わかってる」

　マリーの言葉は妙に僕の心に響いた。

　曖昧で、不明瞭だけど、小さな疑問が僕の中に生まれたような気がした。それは不快なものではなく、悪くはないと思えるようなものだった。

　だから僕は、余計なことを言ったかな、という顔をしているマリーに笑顔を向けた。

　マリーの杞き憂ゆうは一瞬でなくなり、いつもの晴れやかな笑みを取り戻した。





　　　　[image: ]






　砂さ塵じんが舞う。全身が粟あわ立だつ中、僕は必死に頭を巡らせた。僕は姿勢を低くし、後方へ跳躍しながら魔力を練る。

　合成魔法は威力が高いし、一ヶ所から発する単純な魔法に比べてメリットが多い。だが、合成しない魔法にもメリットはある。今回の場合は右手と左手から同時に、あるいは『時間差で』魔法を放つことができる。

　魔力を左右の手で練った場合、左右共に四十五の魔力を帯びている。

　右手にフレアを宿らせ、即時に発動し、左手は魔力のまま維持。そして時間を空け『両手のひらを重ねて』ボルトを発動することも可能なのだ。

　合成魔力ではないため威力は劣るし、ボルトを発動する場合、本来は両手を重ねるため、手のひらに集めた魔力はすべてボルトになってしまい一度しか発動できない。

　しかし先んじてフレアを発動すれば、残った魔力でボルトを放つことも可能だ。威力は低いが、五秒の間に二手選択できるという利点は大きい。魔法は再発動までの時間が何よりも重要となる。その時間を少しでも埋める方法があれば、活用しない手はない。

　問題は威力が低いため、相手に致命傷を与えられないということだ。先日のゴブリンとの戦いのように『目つぶし』に使うことが基本になってしまう。

　そしてこれが厄介なのだが、この戦法は奇襲的な意味合いが強く、相手がこの手法を知っていた場合、高い確率で防がれるか、警戒されてしまう。さらに言えば、フレアもボルトも発動にはいくつかの予備動作が必要になる。

　魔力の動きは、相手が魔力を持たなければ視覚的には察知されない。しかしどうしても手をかざす、伸ばすという部分は必要になる。もちろん、これは不可欠なものではない。

　魔法の発動には手を伸ばす必要も、手を使う必要も本来はないのだ。これは実証済みで、頭だろうか肩だろうが足だろうが、魔力を練ることはできる。しかし最初期の段階でもわかっていたことだが、手以外の部分に意識を集中することはかなり難しい。

　何かを使うという場合、どうしても手を使う、というイメージが強い。しかも利き腕にも左右され、右手は比較的簡単だったが、左手からだと苦労した。それほどに繊細な集中が必要なため、手以外の部位からの魔法発動は難しい。

　意思による命令もまた同じだ。手を伸ばさずとも、手のひらを見せずとも魔法は放てるが、威力が減ってしまう。将来的には予備動作なく、特定の動きもなく魔法を発動したいが、今は無理だ。

　ここまで説明すればわかるだろうが、僕は現在戦闘中で、今から通常魔法を放ち、相対する『敵』を倒そうとしている。

　僕は右手からフレアを『父さん』に向けて放った。

　しかし勝手知ったる我が父は、当然ながら反射的にフレアを避よけた。

　僕は左手に残った魔力を両手で掴つかみ、雷火から発せられた放電により、ボルトへと変化させた。そのまま父さんに向けて電流を走らせるが、これもまた避けられる。

　埋められた時間はたった二秒。これでもまだよくやったと言えるくらいだ。

　父さんは空手で、僕の懐へ入り込む。この展開に、僕の頬は緩んでいただろう。

　僕の両手には魔力が残っていない。だが、それは一度の放出量すべてを失ったということではない。確かに手以外で魔力を練ることは難しいし、非効率だし、魔力量は激減する。

　だがそれは不可能ということではない。

　僕は両足にタメていた魔力に意識を集中した。姿勢を左に傾けながら足元に集めていた『ブロウ』を一気に解き放つと同時に地を蹴る。

　魔力量二十程度の微弱な魔法だけど、僕の脚力と、僅わずかながらも生み出された風力によって、僕の身体は通常よりも速く動く。父さんに隠れて開発していた『ジャンプ』だ。

　ブロウを身体に纏まとわせ、意識的に風を操ることで移動を補助する魔法である。

「むっ!?」

　驚きょう愕がくと共に声を漏らした父さんだったが、それも一瞬のこと。僕が回避した場所に視線を滑らせ、即座に態勢を整える。

　回避により、父さんとの距離が三メートルは離れた。予想以上の機動力だが、それは奏功した。

　僕は父さんに背を向けて、全速力で走る。情けないが、父さんを見ながら後方へ走るよりも、こちらの方が距離を離せる。

　僕は瞬時に、三十ほどの魔力を集めておいた右手を『地面についた』。

「ぬおっ！」

　父さんは地面に足をとられてバランスを崩した。

　足元の土は僅かに盛り上がり、明らかに周辺の土とは違い、空気を含んでいた。

　僕は地面に大気魔法を放ったのだ。

　大気魔法とは、空気そのもの。それの質量に変化を与えることができるのならば、必然的に膨張させることもできるということ。

　地面に空気を送り、軟らかくすることで落とし穴を作ったのだ。名付けて『フォール』。

　しかし所しょ詮せん魔力量三十では、僅かな変化しか与えられない。せいぜいが膝下あたりまで足が埋まる程度だ。だがこの時点ではそれだけで十分だった。

　僕はすぐに父さんの横に移動して、父さんの背中に触れた。

「はい、僕の勝ちだね」

「くっ！　まさか、こんな方法を使うとは」

　試合の勝利条件は父さんの背中に触れること。そして敗北条件は、木剣を身体のどこかに当てられることだ。普通の試合ではこんな面倒な勝利条件はない。一本取れば終わり、というのが一般的だろう。

　しかし僕は魔法を扱い、父さんは剣を扱う。僕の魔法が父さんに触れれば、危険だ。

　僕には、父さんの攻撃を避ける手段が、雷火の防御部分で防ぐというものしかない。もちろん単純な回避もできるが、いかに俊敏でも長くはもたない。

　剣であれば、受け、流し、弾きなど色々な手段があるが、僕には無理だ。当然剣に当たれば、僕は致命傷を受ける。そこを考え、いかに攻撃を受けず、回避をし、魔法を使って相手を倒すかの練習をしているというわけだ。

　対して、僕の相手である父さんは僕の姿を見失い、死角に回られた時点で、僕の魔法の餌食になる。それに魔法の再発動時間中でも、背後をとれるほどの俊敏さがあれば、魔法使いである僕の方が上う手まく立ち回ったことになる。そのためこういう勝利条件に設定したというわけだ。

「はあ、やっと十勝した……」

　父さんは落とし穴から抜け出ると嘆息した。

「十分だろう。最初に比べれば、身のこなしは格段に上達している。魔法も単純な威力押しではなく、それを活用し、相手の弱点や隙すきを作れるようになっているし、大したものだ。何より、新しい魔法を常に考え、それを実戦レベルにしているところが素晴らしいぞ。それに先ほどの、ブロウの改良魔法らしきもの。さすがに驚いたぞ」

「うへへ、そうでしょ？　でも調整が難しくて、思った方向に移動できなかったりするんだ。まだ研究が必要なんだよね。将来的には空を飛びたいんだけどさ」

「空を？　鳥のようにか？　ふむ…………それは夢が広がるな」

　父さんは明らかに目を輝かせていた。それも当然だ。それが男の浪漫ロマンというものだからだ。

「うん、そうなったら父さんを抱えて飛んであげるよ」

「その時を楽しみにしておこう。空か……ふむ、いいな。空か……」

「お二人さん。楽しそうに話してるところ悪いんだけど、あたしもお父様と試合したいんだけど」

　マリーは呆あきれた様子で、僕たちにジト目を向けていた。

「あ、ごめん、姉さん」

「これはすまない。つい話し込んでしまった。では始めよう」

　マリーは嘆息して、木剣を抜くと、父さんと対たい峙じする。

　僕は邪魔にならないよう、庭の端に移動する。

　そして固唾かたずを飲んで二人の戦いを見守る。

　双方、木剣を握り、流麗に構える。転瞬、数メートルの距離が詰まる。瞬まばたきさえ許さない互いの身体能力。木剣が生み出したとは思えないような轟ごう音おんが辺りに響く。

　剣けん戟げきは絶え間なく聞こえた。

「むっ？」

　マリーの剣速は父さんを凌りょう駕がしている。これがまずおかしなことだ。

　圧倒的な実力差があれば、弾くなり、いなすなり、避けるなり、受け流すなりする。そしてそれによって相手のバランスを崩し、その隙を狙い一手を繰り出し、倒す。これが基本的な剣術の流れだ。

　もちろん泥臭くすべてを受け、力任せに攻撃を繰り出すこともある。

　しかし剣術の基本は相手の攻撃を受けず、こちらの攻撃を当てることだ。隙をつき、隙を作らない。つまり父さんほどの実力があれば、あえて受けるという時以外は、いなす方が一般的だ。

　だが、父さんはそれをしない。いや、できないのだ。

　マリーの剣けん閃せんは、明らかに熟練の剣士のそれだった。マリーの猛攻は続く。

「やあああっ！」

　縦横無尽に繰り広げる剣の嵐。

　それを父さんはすべてを受けている。見るに余裕はある。しかし圧倒的な実力差があると言えるかは微妙だ。大人と子供、新兵と熟練兵のような大差はないように思えた。

　やはりおかしい。これは異常だ。

　手加減をしていることは明白だが、あしらっているという感じではない。

　マリーは突然、その場から跳躍し、父さんに向かって木剣を振り下ろす。

　父さんは瞬時にマリーの攻撃を半はん身みになり避ける。

　マリーは着地をするかに見えたが、空中で横に回転し、二撃目を繰り出したのだ。猫を思わせる身体能力。あんな動き、常人にはできるわけがない。

　驚きのままに父さんはマリーの二撃目をすんでのところで躱かわした。

　そしてマリーが着地したと同時に、返す刀でマリーの肩を打った。

「あうっ！」

　苦く悶もんの表情を浮かべ、マリーは膝を折ると、木剣を地面に落とした。

　父さんの勝ちだ。しかし勝者である父さんの表情は硬かった。

「また負けちゃった……あたし、一回も勝ててないわ。シオンは結構勝ってるのに……」

　悔しそうに顔を歪ゆがませて、マリーは誰に言うでもなく呟いた。

「シオンとでは条件が違う。マリーは剣士だから、同条件での試合だからな。私に勝つにはまだまだ時間がかかるだろう」

「はぁ……あたしもお父様にはまだまだ及ばないとは思ってるわよ。でも一回くらい勝ちたいなぁ、って思う」

「焦るな。大丈夫、勝てるようになる。近いうちにな」

「そうだといいんだけど」

　マリーは難しい顔をしたまま、視線を落としていた。

　落ち込んでいるというよりは、先ほどの戦いを思い返して、反省点を挙げているのだろう。

　マリーが一人で木剣を振り始めると、父さんは難しい顔をしたまま僕の隣に座った。

　昔から、父さんは僕とマリーに稽古をつけてくれた。だから一番、成長具合を理解しているはずだ。そして恐らくは僕と同じ疑問を持っている。

「姉さんはどう？」

「大したものだ。十二にして、剣士の中でも上位に位置するほどに腕を上げている」

「それって大人の中で、だよね？」

「大人の、世界中の剣士の中で、だ」

　やはりという思いと、まさかという思いが混濁する。

　マリーと僕はもうすぐシルバーランクになる。シルバーランクの子供は、ほとんどいないらしい。大人でもそんなに多くはなく、それなりの熟練冒険者や剣士がなれるランクだ。僕たちもそれくらいのレベルに到達しているということ。

　だけど僕とマリーは違う。

　僕は魔法を使っている。これは裏ワザのようなもので、子供である僕が戦える理由だ。

　根本から条件が違い、圧倒的に僕が有利だ。だからシルバーになるのもおかしくはない。

　でもマリーは剣士で、武器は剣だけだ。それなのに大人顔負けの実績を残しているのだ。マリーが天才だから、という理由もあるだろう。しかし才覚があり、努力をして、環境も整っているにしても、限界がある。少なくとも大人、しかも相当な腕利きの大人相手に膂りょ力りょく勝負をしかけて、十二歳の少女が拮きっ抗こうできるはずがない。

「マリーの筋力は大人並みだ。その上、身体能力は人間離れしている。もちろん、私には遠く及ばないが、十二の子供として見れば明らかに異常だ。これは私の経験則も踏まえてのことだが、間違いなくマリーのような剣士は存在しない。神童と呼ばれる者でも、マリーには及ばないだろう。技や身のこなしは、才能や努力でどうにかなる場合もあるが、筋力はどうにもならん」

　僕は少し考えている振りをして、すでに出していた答えを口にした。

「……もしかして魔力か魔法のせい、なのかな」

「どうだろうな。可能性はあるかもしれない。だがシオンは一般的な子供よりも多少優れている程度だ。別の要因も考えられるし、魔力の用途を考えれば飛躍した考えのように思う」

　魔力自体に何かしらの効果があるわけではない。魔力を纏った状態で壁を殴ってしまったことがあったけど、あの時、僕は身体能力が向上してもいなかったし、普通に痛かったはずだ。魔力にはそういう、筋力を向上させるといった力はないという証拠でもある。

　でも魔力や魔法に関しては不明瞭な部分が多い。一概に、何か問題があるともないとも言えない。しかし間違いなく、マリーの状態はおかしい。

「今のところは問題ないんだ。気にする必要はないと思うがな」

　父さんは穏やかな笑みを僕に向けた。

　その言葉は間違いなく父さんの本音ではないだろう。内心では不安だろうし、マリーの異様な強さには魔力や魔法が関わっているのではと思っている。だけどそのせいだと言えば、僕に責任があるということになる。だから曖昧なままにしたのだろう。

「ところでローズは、今日は来ないのか？」

「うーん、最近家の手伝いとかで色々と忙しいみたいなんだよね。たまに一緒にギルドの依頼を受けたりはしてるけど、頻度は前より少なくなってるんだ。村の農作業とかって大変なのかな？」

「農作業以外にも村を維持するための作業は多いからな。ふむ、村人に対しての労働が偏らないように配慮はしているが、改めて確認しておこう」

「ありがと。あ、でも優遇してってことじゃないからね」

「ははは、わかっている。特別扱いして喜ぶような子ではあるまい。ただ、もったいないと思ってな。彼女は筋がいい。可能性を広げるためにも、個人的にはこのまま鍛えてほしいところだが」

「僕もそう思う。だから今度、ローズの家の手伝いに行こうって姉さんと話してるんだけど」

　父さんは優しく笑いながら言った。

「ほう、それはいいことだ。友人は大切にしなさい。心を許せる相手というのは、なかなかいないものだからな」

「父さんとグラストさんみたいに？」

「そうだな。あいつは軽薄で調子がいいが、悪い人間ではない。長い付き合いだが、だからこそ助かる面もあるし、助けられる面もある。本人には言うなよ？　調子に乗るからな」

「あはは、わかってるよ」

　友達は大切、か。確かに僕もそう思う。家族も友人も僕にとっては大切な存在だ。

　これからも大事にしよう、そう思いつつ、僕はマリーの練習風景を眺めた。
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　僕は中庭で魔法の研究を兼ねた鍛錬をしている。

　数年前まではマリーや誰かが近くにいない場合は、魔法の訓練をしてはいけなかった。しかし十歳になった今では、一人で研究をしてもいいことになっている。日々、続けている鍛錬だが最近ではやや停滞気味だ。

　まずは僕が使える魔法について。

　単一魔法は『フレア』『ボルト』『アクア』『ブロウ』の四つ。

　特殊魔法は『ジャンプ』『フォール』の二つ。

　単一魔法は属性魔法とも言い、基本となる魔法だ。特殊魔法は単一魔法の派生魔法。

　ジャンプは近距離の移動しかできず、方向も自由にとはいかない。将来的には空を飛びたいけど、難しいかもしれない。

　フォールは地面に空気を流して、対象の足元に落とし穴を作る魔法だ。現時点では数十センチの穴というかへこみ程度しか作れない。

　次は合成魔法だ。新たに覚えた、あるいは実験した合成魔法に関しては以下の通り。





　・アクア×フレア＝消火現象




　　　　　…【水と火だから普通に消えた】即時発動




　・ブロウ×フレア＝フレアブロウ




　　　　　…【炎風が生まれる。ただし小規模で威力は低い上、有効距離は中距離】即時発動




　・ボルト×アクア＝アクアボルト




　　　　　…【電流が走る水球が生まれる。ただし持続時間は短い】即時発動




　・ボルト×ブロウ＝個別現象




　　　　　…【互いに干渉せずに発動した】即時発動




　・アクア×ブロウ＝個別現象




　　　　　…【互いに干渉せずに発動した】即時発動




　・（魔力＋魔力＋魔力＋魔力）×ブロウ＝ハイブロウ




　　　　　…【魔力内で風力を増した魔法。有効範囲は広い】十一秒後発動




　・（魔力＋魔力＋魔力＋魔力）×ブロウ×フレア＝フレアストーム




　　　　　…【風に炎を纏わせた攻撃。広範囲、高威力だが扱いが難しい】十一秒後発動






　他にも大気魔法を活用して、いくつかの実験をした。霧の発生と気圧変化、それと大気成分の変化だ。結論から言うと、霧は作れなかった。

　大気中の水分を凝固できるのならば、水蒸気化させて部分的に凝固させて発生させることができるかもと思ったんだけど。霧は温度変化があるから生まれるわけで、大気成分に手を加えても発生させられなかった。僕がやっているのは単純な分離と大気そのものの質量変化と圧力調整だけだからだろう。

　気圧変化はブロウを使えたことからわかるが、可能だった。質量変化、つまり魔力に触れさせた空気に質量の増減の命令を与えることができるため、それが圧力の変化になったと推測される。

　しかし単純な大気圧の変化とは違うと思う。魔力に触れた現象は魔法になるためだ。

　魔法は僕の知っている物理法則から逸脱し、そしてこの世界の法則も僕の知識と合致しない部分もある。思い込みは禁物、ということ。

　次に大気成分の変化。これも無理だった。魔力の性質を考えると当たり前だけど。

　魔力はそれが触れた限定的な物質と現象をそのまま維持して、魔法に変えるものだ。火を起こすことはできても、火自体の性質を変えることは不可能。

　そして現在の僕が執心している魔法は『ジャンプ』だ。この魔法は他の魔法と違い、攻撃よりも回避に向いている。攻撃手段が多いに越したことはないが、僕にとって重要なのはいかに相手の攻撃を回避するかだ。機動力があれば魔法も効果的に使えるし、相手が複数でも強敵でも戦いようがあるというわけだ。

　ジャンプの原理は簡単だ。足元に魔力を集中させ、風を纏わせる。魔力内に高気圧と低気圧を作り、魔力の膜の中で循環、そして風力を増幅させ、任意のタイミングで解き放つだけ。

　通常の跳躍が三メートルだとしたなら、上手く使えばさらに三メートルほど距離を伸ばせる。横に飛ぶと一メートル程度しか飛べなくとも、ジャンプを使えば二、三メートルは飛べる。単純な距離だけでなく、初速が違うため、回避にも活用できるというわけだ。

　ただし癖が強く、跳躍のタイミングも難しいし、着地にも気を使う。

　ハイブロウやフレアストームのように長い発動時間は必要ないが、それでもある程度の時間は必要だ。つまり即時発動はできない、ということだ。

　足元で風が一気に舞うため、非常に扱いが難しく、思った方向へ風が向かわない。五回に二回は失敗してしまうほどだ。しかも、棒立ち状態ではちょっと身体が浮く程度。ジャンプを使う寸前で跳躍するなり、移動するなりしないと意味がないわけだ。

　可能性は感じるんだけどなぁ。

　日々、僕はジャンプを自由に使うための訓練に時間を費やしている。中庭に立てた木の棒を縫うように進むという単純なルールだ。それを、ジャンプを使って行う。時に明後日あさっての方向へ飛んだり、転んだりもする。

　最初に比べるとマシにはなっているけど、まだ実用段階ではない。父さんとの戦いでは一か八かで使ったけど、よほどのことがない限り使うべきではないだろう。

「はぁはぁ……魔法を使いながら身体を動かすと、疲労感がすごいな……」

　魔力が失われることで、肉体的な疲労はない。

　ただし魔法を使い続ければ枯渇して、身体が重くなり、精神的にも自堕落になる。

　魔法使いには体力と身体能力が必要だ。そうでなければ単独で戦えはしない。

　ゲームとか漫画だと魔法使いって、体力がなかったり身体能力が低かったりするけど、あれって自殺行為だよなぁ。単独行動だったり、相手が複数だったり、機動力が高い場合は勝てないし。

　汗だくになりながら訓練を続けていると、正門からマリーが入ってきた。どうやら走り込みが終わったようだ。マリーも僕同様に汗だくで、息を荒らげている。

　僕の姿を見つけると手を振ってきたので、手を振り返す。

「お帰り、姉さん」

「ただいま。ふぅ、疲れた」

　疲れたと言いながらも笑顔のままだ。

　ほんの少しだけ、ドキッとしてしまう。

　ここ最近のマリーは女性らしさが増している。少女と女性の間。成長が早いマリーは、見た目は高校生に見えなくもない。僕も成長はしたけど、まだまだ小さい。まあ、元の世界でいえばまだ小学校高学年だし、しょうがない。

「身体の調子はどう？　違和感はない？」

「またそれ？　大丈夫よ。何も問題なし！　むしろ絶好調って感じよ」

　マリーは薄い胸を張って、したり顔をする。

　確かにここ数年のマリーは特に成長が著しい。剣士としてもそうだし、肉体的にも。ただやはり気にはなる。どうしても普通の人間の成長とは違う部分が目につくからだ。

　父さんや母さんも心配しているし、僕も気にしている。でもマリー自身には特に問題はないように思える。本人の言っている通り、健康そのものだ。

　魔法が関係しているのではと思ってもいるけど、その考えはただの直感だ。

　検査をしようにもこの世界には医療機器はない。この世界の医者は問題が起こらない限り、大抵は動かないし、マリーに症状自体がない。

　今は健康そのものだから、僕たちにできるのはマリーの動向を注視するということだけ。

　魔力や魔法が関係するなら、僕にも影響があるはず。でも僕は普通だ。超人じみた身体能力もないし、特別、身体は好調ではない。

「シオンが考えてることはなんとなくわかるけれど、あたし自身に問題ないんだもの。何かあるわけじゃないと思うわよ。それに身体能力が高いに越したことはないじゃない？　いざとなれば戦えるし、以前のゴブリン襲来のときみたいなことにはならないんだから」

　マリーは表情を引き締める。

　今も、彼女の中には過去の記憶が刻まれているようだ。確かに因縁は振り切った。しかしそれは記憶をなくしたわけでも、受け入れたわけでもない。それは僕も同じだ。

　魔物は恐ろしい。人間の敵なのだから。

「……何かあったら言ってね。ちょっとしたことでもだよ？」

「はいはい、わかってるって。もうみんな心配性なんだから」

　呆れたように嘆息する我が姉の心情は理解できた。

　でも心配してしまうのだ。たった一人の姉のことだ。気にして当然だと思う。あまりうるさくは言いたくないけど。

　しかしマリーの身体から発せられている魔力の光は、いつもと変わりがない。身体中から溢れているオーラのようなものは、これまでずっと見てきたものと同じ。魔力に異常があるのならば、何か視覚的な変化があるかもしれないとも思ったけど、今のところは何も変化はない。

　やはり僕の考えすぎなのだろうか。マリーはどう見ても健康そのものなんだから、あまり心配しすぎないほうがいいのかもしれないな。
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　今日、僕たちはローズの家の手伝いをするために、林道を通って村へと向かっている。

「そういえば、村に行くのは久しぶりかも」

「僕も。まあ、元々あんまり行ってなかったけど」

　村の手伝いなのに、僕たちの格好は討伐に向かう時と一緒だ。マリーは腰の左右に剣を一本ずつ携えているし、僕も腰から雷らい火かを下げている。

　村の中が安全だとは限らないこの世界では、常に武器を携帯するのは常識だ。もちろん戦えるのならばという言葉が頭につくが。

　今の僕たちは冒険者としてもそれなりに戦えるため、常に武器を持ち歩くようになっている。当然、父さんからの許可を得てだ。戦う力があろうとも僕たちは子供だから、勝手に何かを判断する立場にない。何をするにしても父さんの判断を仰ぐのが普通だ。

　それはさておき、我が家は貴族の割にはかなりフランクだ。

　僕は貴族というものは他の貴族やら親戚やらと交流会を開いて、堅苦しい挨拶をして、表面を取り繕い、顔を繋つなぐようなことをするものだと思っていた。

　しかし少なくとも僕たちはそのような場に参加したことはない。下級貴族だからなのか、それとも、この国ではそういう制度がないのかはわからないけど。一応は地方領主ではあるのだからまったくないというのもおかしなものだとは思う。

　どっちにしても僕たちにはまだ関係ない、か。

　畦あぜ道みちを進むと、村の家屋が見えてきた。遠くには畑が見え、領民たちがせっせと畑の世話に勤いそしんでいる。牧歌的で、僕はこの光景が結構好きだった。前世では長らく都会に住んでいたからか、田舎に憧れがあったのだろうか。

「あっ、いたわよ」

　色とりどりに実った作物の陰にローズの姿が見えた。ローズが僕たちの存在に気づき、手を振ってくれた。こちらも手を振り返しながら、近寄っていく。

「ごきげんよう。わざわざ申し訳ありませんわ」

「いいのいいの。当然のことだもんね」

「うん。友達なら当たり前だよ」

　僕とマリーが笑顔で言うと、ローズは柔和な笑みを返してくれた。

「助かりますわ。人手が足りてませんし」

　周りには数人の村人が作業中だった。その中には、母さんの治療を手伝ってくれた、あのリアという女の子もいた。確かローズと一緒に暮らしているんだっけか。詳しい関係は知らないけど。

「それで？　何をすればいいのかしら？」

「虫の駆除をお願いしたいのですけれど、よろしくて？」

　ローズが少し申し訳なさそうに言った。

　虫は特に苦手じゃない。少し抵抗はあるけどそれほどではないし、大丈夫だろう。

「ええ、大丈夫よ。シオンも虫は平気な方よね？」

「うん。じゃあ、早速始めようか」

「二人とも、ありがとうございます。それではこちらへ」

　ローズと一緒に畑の奥に移動すると、数メートルほど縦に伸びている植物が見えた。

　この世界に効果的な農薬なんて便利なものはなく、自然物を混ぜ合わせたものくらいしかない。少しは虫を寄せ付けない効果があるが、十分ではないらしく、手作業で虫を駆除するのが基本らしい。そうしないと作物がダメになってしまい大きな損害を被こうむってしまうということだ。

「では具体的な作業の内容を説明しますわ。まずは──」

　ローズから説明を受け、すぐに僕たちは作業に移った。内容は簡単。ただ虫を見つけ、箱に入れるだけだ。非常に手間がかかるが、重要な作業だ。

　黙々と駆除していると、村人からの視線を感じた。僕が顔を上げると、目をそらされてしまう。

　以前のゴブリン襲撃以来、多少の壁を感じていたから別に驚きはない。どうやら口外はしないでくれているようで、平穏無事に毎日を過ごせている。

　実際、魔法のことを誰かに話したとして信じるかどうかは疑問だけど。まっ、どっちにしても村人たちから嫌悪感や畏い怖ふみたいな感情は窺うかがえないし、多分大丈夫だろう。

　そんな状況の中で僕たちは黙々と作業を続けた。

「みなさん、そろそろ今日の作業は終わりにしましょう」

　ローズの声に顔を上げる。作業に集中していたけど、いつの間にか夕方になっていたようだ。

「ん───！　はぁ、疲れたわね！」

　立ち上がり背伸びをするマリー。

　僕も彼女に倣って、同じように身体をほぐした。農作業ってかなり腰にくるなぁ。若いシオンの体じゃなく、以前の三十歳の体だったら、腰が限界を迎えていただろう。

　リアや他の村人たちも集まってきていた。家庭ごとにそれぞれ田畑を持っているが、作業を共同ですることもあるようだ。簡単なあいさつを終えると、村人たちは家へと帰っていった。

「お、お疲れさまでした。今日はありがとうございました」

　いつの間にか隣にいたらしいリアが、おどおどとした様子でぺこりと頭を下げた。

　以前と見た目はそんなに変わっていない。彼女は二年前の時点で成長期を終えていたらしい。三つ編みでそばかすで、僕が抱く村娘というイメージそのままだ。

「お疲れさま。これで虫の駆除は終わったかな？」

「そうですわね。ですが、またしばらくしたら駆除をする必要もありますし、作物の収穫、別の田畑の種まきなどなどやることはごまんとありますわ」

「た、大変よね、農業って」

　疲弊した様子でマリーが言うと、ローズはくすくすと笑う。

「確か村への買い出しもするんだっけ？」

「そうですわね。最近ではわたしくもガウェイン様と共にイストリアへ行くこともありますわね」

　村長のテッドさんと一緒に住んでいるローズは、彼の手伝いのためにイストリアへ行くことがある。

　もちろん、僕やマリーも馬があるので頻繁にイストリアに行き、三人でギルドへ依頼を受けに行っている。あまり公に話してはいないけれど。

　十歳と十二歳の子供たちだけで、魔物討伐をしている、なんて話せば目立つし、村内でも噂うわさになるだろう。村内だけならばいいけど、交易商人やら村外の人間に噂が広がるとちょっと面倒だ。まあ、ギルドで姿を隠さず依頼を受けているから、あまり意味はないかもしれない。

　ただしイストリア内では、僕とマリーが田舎村の領主の子供であるという情報は広まっていない。絶対的に隠さなければならないことでもないけど、あえて明かす必要もないという感じだ。

「そういえばごく最近、妙な病気がイストリアで流は行やっているらしいことはご存じですの？」

　僕とマリーは顔を見合わせた。

　そんな話は聞いたことがない。少し前にイストリアへ行った時はそういう噂は広まっていなかったと思うけど。もちろん僕たちが知らない場所で広まっていたという可能性もあるが。

「病気？　どんな？」

「それなのですが……あら？」

　ローズが何か言おうとした時、突然空が暗くなった。見上げると、いつの間にか雨雲が空を覆っていた。

　さっきまで快晴だったのに。そう思ったのもつかの間、すぐに空から雨が滴り始める。小粒の雨が大粒になるのに時間はかからなかった。

「みなさん、わたくしの家へ！」

　ローズが叫ぶと同時に、みんな走り出した。

　この世界では風邪を引くだけで命を落とすことさえある。雨に濡ぬれた状態でいるのは危険だ。

　僕たちは急ぎ、畑から離れた。

　その時だった。

　ドサッという音が背後から聞こえた。

　僕は振り返った。

　何の音だ？　という考えしかなく。

　そして、視界に入った光景に、目を疑う。

　誰かが倒れていた。転倒したわけじゃない。

　その人はまだ走り出していなかった。だからつまずいたわけじゃない。

　彼女は。

　姉さんは。

　マリーは。

　地面に倒れたまま動かなかった。

「姉さんッッッッ!!」

　僕は跳ねるように地を蹴り、マリーのもとへ戻った。

　マリーの顔を見ると、気を失っていることがわかった。触れてみると反応がない。

　一体なぜ、どうしていきなり倒れたんだ。外傷はない。誰かがマリーを襲ったわけじゃない。ここにいたのは僕たちだけで、マリーは僕の後ろにいた。その後ろには誰もいない。

　じゃあ、何かの病気？

　なんで。わからない。どうして。

　あまりの出来事に思考が働かなかった。
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　数秒の空白の後に、僕たちの異常に気づいたみんなが戻ってきてくれた。

「マリー！　い、一体何が!?　とにかく運びますわよ！　リア、誰か呼んできてくださる!?」

「は、はい！」

「シオン、しっかりなさい！」

　ローズとリアが対応してくれる中、ようやく僕は我を取り戻す。

　そうだ。放心状態でいる時間なんてない。まずはマリーを屋内へ運ばないと。

　僕はみんなの力を借りて、マリーをローズの家へと運んだ。マリーの身体は水のように冷たく、そして重かった。
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　外は、豪雨と雷が絶え間なく降り注がれていた。

　僕はベッドに横たわり微動だにしない姉を見て、放心状態になる。

「領主様へ使いの者を出しましたので。すぐにいらっしゃるかと」

「ありがとうございます……」

　僕は力なく頭を下げた。

　白髪で妙に鋭い眼光を放っている老人、彼はこの村の村長テッドさんだ。ローズとテッドさんがどういう関係か詳しくは知らない。他人の事情に口を挟むつもりはないし。

　そんなことよりも僕の頭の中はマリーのことでいっぱいだった。

　見た目には何か異常があるようには思えない。ただ寝ているだけ、と言われたら信じてしまうくらいに穏やかな様子だ。

「姉さん……一体、どうしたんだ」

　僕はマリーの手を握ると、顔をこわばらせた。

　現代のように医者がそこら中にいるわけじゃない。医師はとても希少で、大きな街にもそんなにいない。当然、こんな寂れた村にいるはずもない。

　外は嵐になっていた。その上、すでに日は落ちている。夜は魔物が凶暴になり、外出は極力控えるというのがこの世界の常識だ。つまり今からイストリアへ向かい医者を呼ぶのは非常に危険ということ。少なくとも現時点ではイストリアへ行くという選択はできない。

　とにかく、マリーが一刻を争うほどに危険な状態なのか、そうじゃないのか。それがわかれば少しは安心できるのだが。

　部屋の中には僕、マリー、ローズ、リアがいた。

　ローズとリアは心配そうにマリーを見守っていた。

　そんな時、マリーがゆっくりと目を開けた。

　僕は反射的にマリーに声をかける。

「姉さん！　姉さん、大丈夫!?」

　喉が思うように動かない。声は上ずって、自分の声ではないようだった。

　マリーはうっすらと目を開けて、天井を見上げている。僕の声に反応する様子はない。僕を見もしない。返答もない。

「ど、どうしたの？　姉さん」

　じっと天井を見て、ぼんやりとしているだけだ。意識はあるのに心はここにないように見えた。

　僕は激しい動揺を抱きつつも、マリーに声をかけ続けた。しかし結果は変わらなかった。

　一体、どうしたんだ。

　僕がただただ狼狽うろたえていた時、ローズは僕の隣に移動して、マリーの顔を覗のぞき込んだ。

「もしかしたら『怠惰病』かもしれないですわ……」

「怠惰病……？」

「さっき途中まで話しましたわよね。妙な病が蔓まん延えんしていると。その病こそが怠惰病ですわ。突然糸が切れたように無気力になり、何もしなくなる。意識はあるのに反応がなく、ただぼーっとしてしまう病気だと聞いておりますわ」

「そ、それに姉さんが罹かかってる？」

「わかりません……わかりませんが、症状は似ている気がします。怠惰病は最近見つかった……流行っている病ですわ。身体に大きな異常は見られないらしく、命に別状はないかもしれませんが」

「す、すぐに医者に診みせた方がいいのかな？」

「申し訳ありません、わからないんですの……怠惰病に関しては不明な点が多いらしいですし、わたくしも詳しくはありませんから。早めに診せた方が、もしかしたら回復の糸口が見えるかもしれませんし、そうじゃないかもしれませんわ」

　ローズは悔しそうに顔をしかめた。

　怠惰病。名前通り、無気力になり何もしなくなる病気、ということだろう。今のマリーはその名の通り、ただ天井を見上げているだけ。

　まるで別人だ。さっきまで明るい笑顔を見せていたのに。これでは感情のない人形のようだ。

　声をかけても手を握っても、揺すってもマリーは僕を見ようともしない。

「な、治るの？」

「……少なくとも、私が聞いた限りでは回復したという例は知りませんわ。原因も不明ですし、何もわからない、と」

　嘘うそだ。

　それじゃ不治の病だってことじゃないか。

　マリーがこのまま？

　死ぬまで？

　優しい顔も、困ったような顔も、拗すねるような顔も、怒った時の顔も、恥ずかしそうにする顔も、嬉うれしそうに笑う顔も、もう見られないということ？

　嘘だろ。嘘だ。こんなのは信じられるはずがない。

　だってさっきまでいつも通りにしていたんだ。いつも通りに、笑顔で、楽しそうに。それなのに、どうしてマリーがこんなことに。

　不幸は誰にでも突然やってくる。そんな言葉を何度も耳にしても、僕には関係ないと心の底では思っていた。けれどいざ自分がその立場になると無理やりに思い知らされてしまう。これほどに理不尽なことはないと。

　ああ、僕も知っているじゃないか。何もしていないのに、何も予兆はなかったのに、突然死んでしまった過去があるのだから。

　死や時間は平等だって？　違う。世界は理不尽でできている。

　正しく生きていても若くして死ぬ人間もいる中で、悪行の限りを尽くしても長生きする輩やからもいる。

　世界はそんな不平等の上に成り立っている。それを僕は知っていたはずなのに。

　マリーの手に触れる。冷たい。体温をほとんど感じなかった。

　雨に濡れたからじゃない。服や身体を拭いて、こうして手を握っているのに、触れている部分さえ冷たいのだ。これでは本当に人形のようだ。

　僕は強くマリーの手を握る。体温を少しでも感じようと強く。

　そうしていると、玄関からけたたましい音が聞こえた。ドカドカと足音が響き、僕たちがいる部屋へ入ってきた。

「シオン！　マリーはどうした!?」

「シオンちゃん！　マリーちゃん！」

　母さんと父さん、それと数人の村人たちが立っていた。

　僕は両親が来てくれたことで、安あん堵ど感を抱く。

　父さんと母さんは僕の隣に来て、すぐにマリーの顔を見た。

「……これは、怠惰病か」

「ごく最近、街で流行り始めた病のことね……マリーちゃんが、どうして……」

「わからん。原因不明の病だ。命に別状はないだろうが、悠長にしていいわけでもない。早いうちに医者に診せた方がいいかもしれん。エマ、マリーの服を」

「は、はい」

　母さんは鞄かばんからマリーの外がい套とうを取り出して、マリーに着せた。

　父さんも母さんも外套を羽織っている。雨避よけのためだろう。

「私はマリーを連れ、急ぎイストリアへ向かう。シオンはエマと共に家に戻りなさい」

「ま、待ってよ、父さん！　僕も行く！」

「わがままを言わないでくれ。おまえは聞き分けがある子だ。状況を見れば、自分がすべきことはわかるはずだ。今の時間は夜の魔物が現れる。道中は非常に危険だ」

　確かに父さんの言う通りだ。それは僕も理解している。だから今まで、夜に外を出歩いたことは一度もない。でも、今は状況が違う。

「シオンちゃん……明日、朝になったらお母さんと一緒にイストリアへ行きましょう……？」

　母さんが僕の肩にそっと触れた。

　その優しさに甘えたくなる気持ちを抑え、僕は一歩前に踏み出る。

「わがままじゃないよ。父さんは一人で姉さんを抱えてイストリアへ行く気でしょ。父さんが強いのは知ってる。でも一人で、姉さんを守りつつ馬を走らせて、イストリアへ行くのはとても危険だよ。魔物が襲ってきたら？　本当に大丈夫だって言える？　父さん一人なら大丈夫かもしれないけど、姉さんも馬も守りながら戦うんだよ？」

　僕はできるだけ頭を冷静に保ちながら、言葉を紡いだ。

　マリーと離れたくないという思いは確かにあった。でもそれ以上にマリーを助けるために最善を尽くしたいという意志の方が強い。

　父さん一人ではできることが限られている。馬が倒されれば移動するのに時間がかかるし、無駄に時間を費やす。当然マリーを守らないといけないし、馬上では魔物に襲われた場合に対処しにくい。誰か護衛が必要だ。

　この村で比較的戦える人間は父さん、マリー、ローズ、そして僕だけだ。

　他の大人の中にも魔物を倒した経験がある人間はいるが、それは大人数で囲んで駆除しただけ。本当の意味で魔物討伐をしたことがある人は、僕たち以外にはいないはずだ。

「……シオン、おまえは」

「僕は子供だ。でも、できることはある。馬での移動なら、僕がいた方がいいはずだよ」

　魔法使いなのだから。

　父さんは剣以外の武器も扱える。しかし剣ほどの腕前ではないし、何よりマリーを抱え、馬を操作しつつ扱える武器は少ない。

　その点、僕は魔法が使える。遠距離攻撃が得意で、一応は近距離魔法も使えるので臨機応変に対処できる。それを父さんはわかっているはずだ。

　父さんは僕の目をじっと見つめ、そして諦めるように嘆息した。

「わかった。エマ。シオンに外套を」

「…………ええ」

　母さんは何か言いたげだったが、ぐっと堪こらえたらしい。心配そうにしていることはわかったので、胸が痛かった。

　マリーがこんな状態なのに、僕にまで何かあったら……そう考えたのだろう。でも今回ばかりは自分の考えは正しいと、僕は確信している。

　僕は母さんから外套を受け取ると羽織った。

「テッド。私がいない間、村を頼む……それと、馬をシオンに貸してやってくれ」

「ええ、村のことはお任せください。馬もすぐに用意しますので」

　村長さんが急いで馬小屋に向かうと同時に、父さんはマリーを抱え上げる。

　そして、そのまま部屋を出ると僕に振り返った。

「行くぞ。イストリアまで気を抜くなよ」

「うん。わかった」

　父さんの顔は寂しげで、どこか達観しているようだった。

　僕の申し出が父さんの重荷になったのだろうか。でもそれならばきちんと断れたはず。だったらどうしてそんな顔を。

　そんな疑問は村長であるテッドさんの呼び声で霧散した。どうやら馬が用意できたようだ。

「シオン、気をつけて……わたくしは……」

　ローズは何か言いたげにしていたけれど、それ以上何か言うことはなかった。

　彼女が言いたいことはわかる。一緒に行こうと、そう言いたかったに違いない。でも、ローズは僕のようには魔法が使えないし、馬での移動では足あし手で纏まといになるとわかっているのだろう。彼女は聡そう明めいだ。だからこそ理解し、言葉にできない。

　何年も一緒だからローズの心情は痛いほどに読み取れた。

「行ってくるよ」

　僕の声は少しだけ震えていた。

　恐怖ではない。ただただ姉が、無事なのかという不安に襲われ続けていた。その恐ろしい邪念を振り払うように、僕は足を踏み出した。
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　雷らい光こう灯とうを手に、僕たちは馬を走らせた。

　空は暗く、大粒の雨が降り注ぎ、視界は最悪だ。月明かりもほとんどなく、全く見えない。

　雷光灯のおかげで多少は周囲が可視化できているけど、懐中電灯のように便利なものではない。何度も通った場所だから走れるだけで、ほとんど見えてはいない。

　雷光灯の強度は低く、取り扱いに気をつけなければならない。

　この世界のガラスは脆もろい。触れるだけでは割れないが、落とせば必ず割れるし、震動にも弱い。しかし、松明たいまつしかなければ雨の中では使えないため、夜道を歩くことさえ困難だっただろうから、贅ぜい沢たくは言えない。

　蹄ひづめの音、雨の音、風の音、そして雷の音。時折走る稲妻は周辺を照らした。近くに落ちないのであれば、むしろ頻繁に発生してほしいと思うくらいだった。

「シオン！　あまり速度を出しすぎるなよ！」

「わかってる！」

　全力で馬を走らせれば雷光灯が壊れるし、何より障害物があった場合、勢い余って落馬する。そうなれば僕たちのどちらか、そしてマリーが怪我を負うか、最悪の場合は命を落とす。それでは意味がない。

　絶対に失敗しないように馬を走らせる。それが僕たちに必要不可欠なことだった。

　時折、雷光灯に照らされた父さんとマリーの横顔が見える。強こわ張ばった顔。間違いなく僕も同じ顔をしているだろう。

　走らせるだけでも危険だが、もっと危険なものがいる。今のところは遭遇していない。できればこのままイストリアまで出会わなければ、そう思った瞬間、不意に変化が起こった。

　視界に違和感を覚え、僕は無意識のうちに見上げる。空には『それ』が厳然として存在していた。

「オ、オーロラ……？」

　それは光のカーテンだった。空に流れる光の粒子の集まり。淡いルビーを思わせる、幻想的ながらも不気味な情景。その厚い光の布が空をうねっていた。

　僕は呆あっ気けにとられて空に視線を奪われる。こんな空を僕は知らない。

「父さん、あ、あれ、何？」

「あれとはなんだ？　雷か？」

「空に赤い光があるでしょ!?」

「何を言っている！　そんなものは見えないぞ！」

　見えていない？　見えてるのは僕だけってこと？　まるで魔力と同じ。僕に見えて父さんには見えないならば魔力なのだろうか。それともそれに類する何かなのか。

　何かの生物がいるのか？　いやいない。あんな規模の魔力を生み出す生物がいたら、それは数キロメートル以上の大きさだろう。

　わからない。何が起こってる？　これは、何かの前兆なのか？

　とにかくマリーをイストリアへ連れていくしかない。わからないことに時間を費やす余裕は、今の僕たちにはない。

　ふと僕は気配を感じて、肩越しに振り返った。

　音は聞こえない。何も見えない。だが確かに何かいる。そんな感覚が僕を襲った。

　僕はじっと後方を睨にらむ。見えない。気のせいだったのだろうか。気を張りすぎて、思い込みが激しくなっているのかもしれない。そう思い、正面に向き直ろうとした時、視覚と聴覚に変化が生まれた。

　足。爪。そして次に足音が響く。

　僕はすぐに相手の存在を認めることができた。

「魔物だ！」

　僕が叫ぶと、父さんが咄とっ嗟さに振り返る。

「ブラッディウルフの群れだ！　奴らは人間の血を好む、獲物を得るまで執しつ拗ように追ってくるぞ！」

　知っている。昼の魔物と夜の魔物ではかなりの違いがある。

　夜行性の魔物は昼の魔物に比べて非常に凶暴で、積極的に人を襲う。その中でも最悪なのが、群れで行動するタイプの魔物だ。

　ブラッディウルフは名の通り、血を求めて夜の世界を走り回っている。その群れに遭遇したら大抵の人間は死を覚悟するような、最悪の相手だと言える。

　父さんは右手に手綱、左手に雷光灯を持ったままで馬を走らせている。その状態で剣を握れば、何かを手放すことになる。マリーは縄で父さんの身体に巻きつけられているので大丈夫だが、他の部分はそうはいかない。

　父さんは迷いながら無理やりに手綱と雷光灯を左手で持った。かなり不安定で、普段通りの動きはできない。父さんに魔物の相手を任せるのは危険だろう。

　それは事前に覚悟していたことだ。僕が、奴らを倒すしかない。

「そのまま、まっすぐ！　僕がやる！」

「くっ！　無理をするなよ！」

　僕は鞍くらの上で姿勢を変えて、後方を向く。そして鞭むちで馬の臀でん部ぶを叩たたいた。

　馬は叫びながら暴走するように走り続けた。その状態で、僕は後方の脅威を睥へい睨げいする。

　ブラッディウルフは赤い目をした狼おおかみ。その特徴は群れで行動し、夜の間、獲物を求めて走り続け、獲物を貪むさぼり、そしてまた移動する。執拗で狡こう猾かつだ。

　魔法で倒せなくはないが、大きな問題がある。雨が降っているため、当然ながら火魔法と雷魔法が使えない。火魔法は発火した時点で消えるし、雷魔法は自分や馬が感電する。フォールは論外。

　残りは風魔法か水魔法、そして特殊魔法のジャンプくらいしかない。

「ガアアッ、ルゥアアアウゥッ！」

　一定の距離を保っていたブラッディウルフたちは、突如として速度を上げ、距離を詰めてくる。

　僕は両手に集めた魔力をそのまま維持していた。

　それは三重の膜。

　一つは円筒形。近いものを言えば弾丸。『雨』を集めて形作っている。

　一つは弾丸の後方部分に集めたブロウ。

　最後は全体を覆う、さらに長い筒状の魔力。

　直径三センチ程度の小ささで、内部に浮かぶ水弾の大きさは、実弾と同じくらい。

　それが四つ。一つの魔力量は二十程度。魔法としては魔力量が低い。しかし火、雷のように現象を維持する魔法ではなく、実在する物質を活用する魔法。そのため上う手まくやれば必要魔力は少なくて済む。逆に下手をすればより多くの魔力が必要になるが。

　僕はかざした両手の前に浮かんだ、四つの水の弾丸をウルフに向かい放った。

　バシュッという小気味いい音と共に水弾が放たれた。三つはまっすぐ飛び、一つは僅わずかに逸それた。

　予想もしていなかったのだろう。ウルフたちは反応もできずに、三つの弾丸を受けてしまう。

「キャウンッ！」

　数体の魔物が跳ねた。よく見えなかったが胴体に着弾したようだ。

　威力は思ったよりも大きかった。本当に拳銃くらいの威力があるかもしれない。

　僕は内心でガッツポーズをとる。

　この魔法は『アクアブレット』という。雨の日に使えるのではないかと考えていた水魔法だ。

　ぶっつけ本番だったが上手くいった。これが駄目だったら、時間はかかるが、ブロウを使って対処することになっていただろう。

　アクアブレットの原理はそう難しくはない。通常、魔力は放出、つまり大気に触れさせると大気魔力になる。その状態から現象に触れさせると魔法になるため、大気中の水分を集めて凝固することもできる。それがアクアだ。

　しかし湖の水を集めるような手法は、魔力の性質上難しい。それは大量の水を汲くむためにエネルギーも大量に必要だからだ。おそらくは重力と張力に反するためのエネルギーがかなり大きいのだ。

　この問題を解消するには大気中の水分を集めるか、できるだけエネルギーを使わず、水を集める必要がある。僕が目をつけたのは雨だ。

　雨は空から降り、自然に魔力に触れる。自然吸着し、水魔法となる。

　もちろん降雨で生まれる落下衝撃を吸収するためにエネルギーが必要だが、重力に逆らい水を持ち上げるエネルギーよりも圧倒的に少なくてすむ。

　つまり、雨が降る中、魔力を生み出すとほとんど魔力を消費せず、水を集められるわけだ。

　次に水弾を射出させるために、魔力内でブロウを循環させる必要がある。非常に繊細な操作が必要だし、規模が小さいため風力も小さく、集中力がかなり必要だ。

　ブロウ自体は風の方向を定めることが難しい。その制御のために三つ目の筒状の魔力がある。

　銃で言えばバレル、つまり銃身の役割を担うわけだ。ちなみに銃口はない。

　何種類もの魔力に役割を与え、同時に放つこの魔法は効率が異常に悪い。その上、普通の魔法を使用するよりも、疲れが著しい。だけど、今使える魔法の中では最も効果的なはずだ。

　僕は再び魔力を練り、水を集める。有効だとわかったのならば迷うことはない。

　このままアクアブレットで攻撃を続ける。ウルフはまさか攻撃されるとは思わなかったのか、速度が落ちていた。その隙すきを逃さず、僕はアクアブレットを何度も放った。

　ウルフは避ける暇もなく、水弾をその身に受ける。しかし後方から次のウルフが現れ、どんどん増えていった。数が多すぎる。これでは魔力を練る時間がない。

　気づけば、いつの間にかウルフたちが僕を取り囲んでいた。

「シオン！」

　父さんがこちらへ向かってくる。器用に剣を振って何体かウルフを始末してくれた。

　しかし数が多い。僕の周りにはまだウルフたちが並走している。奴らは僕に向かい唸うなり声を上げる。いよいよ来るかと思った時──なぜかウルフたちは速度を緩め始めた。

　何が起こった？　なぜウルフたちがいきなり退却を始めたんだ？　何かの作戦だろうか。

　そんな疑念を抱き、僕はウルフたちの動向を注視した。しかし僕の不安は杞き憂ゆうに終わる。奴らは徐々に僕たちから離れて、闇やみ夜よの中へ姿を消す。音も気配も消えてしまった。

「一体、どうしたんだ……？」

　父さんも狼狽えていた。ということは父さんも思い当たる理由がないのか。

　何があった。いや、何が起こるんだ？

　途端に僕は寒気を感じた。背筋が凍るとはよく言うが、それを体験したのは初めてのことだった。

　何かの気配。それが迫っていることに、僕は気づいた。

「な、何か、な、何かが、く、来る」

　僕の唇は震えていた。反射的に僕は正面に向き直り、即座に手綱を握った。

「父さん！　に、逃げないと！」

「どうしたんだシオン！　魔物は去ったのではないか!?」

「わ、わからない。でも、早く行かないと！　……あっ！」

　正体のわからない震えのせいで、雷光灯を落としてしまった。割れた光源はバチバチと光り、遥はるか後方へ置き去りにされる。だが構ってはいられない。

　感じる。来ている。すぐそこに。

　雷鳴が響いた瞬間、後方に『浮かんでいる何か』が見えた。

　僕は反射的に叫ぶ。

「来た！　速度を上げて！」

　父さんは戸惑いながらも馬を走らせてくれた。

　すでに視界内に入っている。淡い光。緑色の光。ぼんやりとたゆたう物体が、後方からこちらへ向かっている。ウルフよりも速く、空中を浮遊している。

　物体ではない。しかし生物でもない。それは人型だった。しかし人ではなく、青白い顔と落ちくぼんだ目が見えた。足の先は見えず、ボロボロのドレスを着ている。

　女性なのだろうが、やせぎすの上、髪の大半が抜け落ちているため判然としない。それは僕が知っている言葉で表すならば『幽鬼』だろうか。あるいは『レイス』でもいい。幽体、この世のものではないが魔物に分類される存在だ。まさか、この世界に存在していたのか？

　闇夜に浮かぶ不気味な相手に、僕の背には寒気が走った。

「父さん！　あれは何!?」

　父さんはバッと振り向いたが、すぐに僕へと向き直る。

「あれとは何だ!?　何もいないぞ！」

　父さんには見えないのだ。レイスも空の光のカーテンも。原因はわからない。しかし同じような現象には覚えがある。魔力だ。魔力の有無により魔力を視認、認知できるかどうかは決まる。

　僕が見え、父さんが見えないのは魔力があるかどうかによるものと考えられる。しかしそれがわかったところで、レイスが迫っているという事実は変わらない。

「人型の魔物がこっちに来てる！　多分、魔力持ちにしか見えないんだ！　よくわからないけど魔力と同じ原理かもしれない！」

「何だと!?　そんな魔物がいるとは聞いたことがないぞ！　くっ、やはりこれは……」

　父さんは僕の言葉に疑いを向けはしなかった。

　しかし焦った様子で、僕には聞こえない声量で何かを呟つぶやく。

「とにかく、僕がなんとか撃退してみる！　父さんはそのまま馬を走らせて！」

「あ、ああ！　わかった！　私には見えないから、シオンが指示を出してくれ！」

　一般的な魔物でない相手。これはかなり厄介だ。

　僕たちには先人が集めてくれた魔物の情報があるから、多くの危険を回避できている。

　しかしレイスのことは父さんも知らないようだし、対処方法はわからない。未知の敵との対たい峙じは危険だ。だが、そんなこちらの事情なんて魔物は気にもしない。

「キャアァァッ───ッッッ」

　女性の甲高い悲鳴のような声。後方から聞こえる不快感の塊のような声音に、僕は顔をしかめる。

　しかし父さんの反応はない。

　そうか。視覚、触覚だけじゃない。魔力に関連する存在に関しては、聴覚さえも魔力を持っていない人には感知できないのか。

　魔力に近い存在だとしても、レイスには意思があるように思える。仮に幽霊のような存在だとしたら、それは魔力を内包しているのだろうか。あるいは魔力そのものに宿った意思のようなものだとしたら普通の武器は通じないかもしれない。どちらにしても僕が対処すべき相手だろう。

　僕は手元に魔力を集め、アクアブレットの準備をする。

　目の前に浮かぶ四つの水弾。それに構わずレイスは左右に揺らめきながら空を泳ぐ。

　数秒後、準備を終えたアクアブレットを放った。複数の水弾はまっすぐレイスに飛んでいく。

　着弾。避ける仕草さえなかった。

　だが。

「どうしたシオン！　やったのか!?」

「最悪だ。予想通り……当たらなかった。いや、当たったのにすり抜けた」

　相手は半透明状態だ。幽霊のような存在なら物理的な攻撃は通じない可能性がある。だから魔法が効くかもしれないと思った。

　しかしアクアブレットは水の塊を飛ばす魔法。魔法ではあるが飛ばしているのは物質であり、効果がない可能性は感じていた。結果、レイスには効果がなかった。

「他の魔法はどうだ!?」

「アクア以外だとブロウくらいしか……フレアもボルトもこの大雨じゃ使えない！」

　ブロウはまず相手に通じない。相手が何かの粒子の集まりで物体として形成された存在であれば効果はあるだろう。しかしそれはない。なぜならばこの嵐の中、レイスは風の抵抗を感じている様子がないからだ。つまり風の魔法では効果がないということだ。

　イストリアまであと一時間はかかる。その間、逃げ続けることなんて不可能だ。

　どうすればいい。

　魔物は口こう腔こうを開き、金切り声を上げる。真っ暗な穴が三つ、僕たちに向けられていた。

　恐ろしい形相とその威圧感に、僕の全身は震えた。だが逃げることはできない。マリーを守らないと。絶対に死なせてなるものか。マリーにもしものことがあったら僕は生きていけない。

　対策が浮かばず、僕は愚直にブロウやアクアブレットをレイスに放った。

　しかし奴には何も効果はなかった。

「シオン、私がやる！　どこだ!?」

「まっすぐ後ろ！」

　父さんが僕の指示通りに短剣を投げつける。

　だが、やはり効果はなく、レイスの身体に触れた短剣は闇の中へと消えた。

「ダ、ダメだ。やっぱり武器は効かない！」

「くっ、一体、どうすれば！」

　父さんはいつもとは違って余裕がない。

　僕も同じだ。家族が死にかけているのだ。そうなって当然だった。

　レイスは間近に迫る。僕の方へ目標を定めたのか、おぞましい声を発しながら迫ってきた。

　このままだとみんな殺されてしまう。

　ガギャッという音と共に、レイスの指が刃物のように鋭くなった。

　こっちの攻撃は当たらないのに、相手の攻撃は当たるのか？　様子からして、まず間違いなくレイスの攻撃は僕に届く。

　レイスは不気味に笑うと、小刻みに痙けい攣れんして大きく空へ飛び上がった。そのまま、僕を目がけて落下してくる。

　考えろ。どうすればこの状況を打開できるのか。

　僕の頭の回転が速くなる。すると突然にいくつものワードが頭に浮かんだ。

　魔法、ゴブリン、魔力反応、エッテントラウト、光のカーテン、レイス、怠惰病、異常な出来事。生まれてからの情景が一瞬で過ぎ去る。

　これは走馬灯か。僕は死ぬのか。

　目の前にレイスの爪があった。あれに触れれば死ぬ。

　そう思った瞬間、無意識のうちに僕は右手を持ち上げた。

　瞬間的に家を襲撃したゴブリンの姿がレイスと重なる。すでにレイスの爪は僕に迫っている。相手の腕を掴つかむことはできない。しかし『右手で頭を守ること』はできた。

　僕はレイスの爪の切っ先に手を添えた。魔力の脈動が一気に高まる。全身にほとばしる、過去に感じたことがないほどの魔力量。異常なほどの体内魔力量の放出。全身が力を感じ、僕の手にそれは集まった。まばゆいばかりの魔力が右手から放たれる。

　次の瞬間、レイスの爪は先端から根元にかけて崩れ去る。灰の山が風によって崩れ去るように崩壊する。それはまさに『浄化』のようだった。

「キャアアアアアアッッ！」

　そのレイスの悲鳴は、怨恨から生まれるものではなく慟どう哭こくそのものだった。

　痛みに呻うめき、手をかばうように抱きながら、僕から離れる。しかしすでに魔力の侵食はレイスを蝕むしばんでいた。僕から離れても、レイスの手の先は崩壊し続けていた。じわじわと腕の付け根まで消えていく中、レイスは僕ではなく父さんたちに視線を移す。

　あいつは二人に標的を移したのだ。

　レイスが一気に速度を上げた。死に体でありながらも溢あふれんばかりの殺意を放ちながら。

「父さん！」

　僕が叫ぶと、父さんは状況を理解したようで、即座に背後に視線を移した。だが、見えないのだろう。その視線をきょろきょろと動かしていた。

　こうなったら一か八か。ジャンプで飛んで、直接レイスに触れるしかない。

　僕は足に魔力を集め、いつでも飛べるように準備を始める。しかし時間がない。判断が遅かった。これでは間に合わない。ジャンプなしで行くしかない。でもそれでは飛距離が足りない。

　体外放出しなくとも、帯魔状態になるまでに五秒はかかる。先の魔力反応で魔力はすべて使い切ってしまった。あのまま魔力に触れた状態で、できるだけ消費しないように維持しておけばどうにかなったかもしれないが、時すでに遅し。

　こうなったら最後の手段しかない。何の魔法も使わず飛び掛かる。魔力を練らずとも、僕は魔力を内包している。それは魔物も同じで、魔力を放出してない時にも身体が発光しているのは魔力を帯びているということの証左だ。

　魔力がない父さんよりは、僕の方がその効果は間違いなくある。もしかしたら素の状態でも何かしらの耐性はあるかもしれない。それにレイスは僕が魔力を放出するまで時間がかかることを知らない。僕が飛び掛かれば驚いて逃げる可能性はある。

　やるしかない。奴が下りてきたら、飛ぶ。

　父さんは顔をしかめ、後方を睨むがその先にレイスはいない。

　僕は上空のレイスを凝視する。暗闇の中でも魔物の姿ははっきり見える。発光している身体は、僕にだけは視認できた。

　父さんは雷光灯の光の範囲内しか見えないはずだ。直径僅か四、五メートル内。それでもこの世界の光源としてはかなり優秀な方だ。

　レイスが滑空した。

　速い！

　死期を悟ったのか、全力で父さんたちを襲うつもりだ。

　まだだ。もう少し。奴が辿たどり着く、その瞬間まで待つんだ。

　……今だ！

　僕はタイミングを見極め、足に力を入れた。

　そして雷光灯の有効範囲内にレイスの身体が入る。

　すると視線を泳がせていた父さんが、ピタッと顔を止めた。その視線の先にはレイスがいる。

　僕は状況を理解していなかった。しかし反射的に跳躍を中止した。

「キャアア、キィイィイィヤアアッ！」

　悲鳴と共に、レイスは父さんの眼前で止まり、苦く悶もんの表情を浮かべながら光の範囲外へと出た。

　六秒経過。僕は魔力を瞬時に練った。足元に魔力が集まる。発動まで遅い。レイスはすぐに逃げるだろう。時間がない。

　咄嗟に僕は魔法を使わず自分の力だけで跳躍した。空中で魔力を練り、レイスの身体にしがみつくと魔力を流した。

「キイイイイイイイイイイイイ」

　もはやただの甲高い音にしか聞こえなかった。

　それはレイスの断末魔の声。魔力を流されたレイスはすぐに消滅した。

　僕は落下しながら視線を下げた。地面が視界に広がる。

　足に溜ためている魔力は少ない。まだ衝撃吸収できる量ではない。

　死ぬ！

　しかし落下を目前にして僕の身体は途中で停止した。

　すぐに身体を持ち上げられ、僕は鞍の上に戻った。

「大丈夫か!?」

「あ、ありがとう父さん」

　どうやら父さんが瞬時に僕の身体を支えてくれたらしい。

　心臓がうるさいくらいに叫んでいる。生きててよかった……。

　後方にはレイスの姿はない。あの一体だけのようだった。

「なんとかなったみたい。もう魔物はいないよ」

「そうか。それはよかったが、まったく無茶をする」

「そうでもしないと倒せなかったから……ごめんなさい」

「謝る必要はない。おまえがいなければ私たちは無事ではすまなかっただろうからな。しかしあの人型の、恐ろしい姿をしていた魔物は一体？　夜型の魔物の中でも初めて見た種類だったぞ」

「やっぱり父さんにも見えたんだ」

「ああ。近くに来てようやくな。シオンは遠くでも見えていたようだが」

　遠くでは見えなかった、ということか。

　レイスの身体が発光していたから見えた、というわけではなさそうだ。ということは……。

「とにかく急ぐぞ。次の魔物が現れんとも限らないからな」

「……うん。そうだね。急ごう」

　僕たちは馬を走らせる。

　激しい緊張から解き放たれ、同時に僕は雨の感覚を思い出した。

　とにかくイストリアへ急がなくては。空に浮かぶ光のカーテンを見上げる。それは赤く禍まが々まがしく光り続けていた。
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　雨は絶えず叩きつけ、風は僕たちの移動を阻もうとする。それでも僕たちは必死に馬を走らせた。

「見えたぞ、シオン！」

　遠くにイストリアが見えた。松明の光が僕たちを歓迎してくれている錯覚さえ抱いた。

　僕はマリーの横顔を眺める。変化はない。呼吸はしている。けれど意識はないようだった。早く医者に診せないと。

　僕たちは焦りを抑えきれないままに道を急ぐ。小一時間でイストリアの正門へ到着すると、門衛に父さんが話しかけた。

　夜に旅をするような命知らずはほとんど存在しない。しかし火急の時というものは誰にでも訪れるものだ。まさか僕たちにそんな日が来るとは思いもよらなかったけれど。

　父さんと話していた門衛が通用口を開いてくれた。

　僕たちは馬に乗ったまま通用口を通り、街の中へと入った。

「……な、なんだ、これ」

　僕は辺りの光景に一瞬、理性を失った。

　まず道端に倒れている人が多く見受けられた。他にも家族らしき人物を抱えた人たちが道を急いでいた。

　夜の大通りだ。普段、巡回兵以外はほとんど外に出ない。歓楽街では別だろうが、一般人は夜道を歩くことはないからだ。

　それなのに今はぽつぽつと人の姿があった。時刻は深夜一時くらいだと思うけど。まさか他の人たちもマリーと同じ状態なのか？　怠惰病が一気に蔓延したということなのか？

　そんな不安を煽あおるような推測を、僕は振り払う。

「アルフォンス先生のところへ行くぞ」

　母さんが深手を負った時、村まで足を運び、診てくれた老人。あの人の腕は確からしく、村で何かあった時にはよく顔を出してくれていた。

　この世界の医学技術は高くない。薬学治療ならばまだいいが、オカルト治療も流行しているくらいだ。西洋医学のような技術を持つ、アルフォンス医師の存在は貴重だ。

　幸い肉体に傷をつけることで治療する、いわば外科に対しての偏見は薄く、少しずつ医学は進歩しつつあるらしい。ただそれでも、現代に比べると圧倒的に遅れていることは間違いない。

　僕たちは大通りを抜け、閑静な住宅区画に向かう。

　診療所は一般的な店舗とは違い、住民に寄り添う形をとっている。そのため住宅区画に位置していることが多いらしい。

　道には僕たちと同じように、誰かを抱えている人がちらほらと見られた。やはり怠惰病を発症したと考えた方がいいだろう。何がきっかけなのかは判然としないが、今の僕にとって原因はどうでもいい。マリーさえ助かれば。

「あそこだ！」

　父さんの声を受け、僕は我に返った。

　明るい。視線の先にある診療所付近、そこには人だかりができていた。数十人ほどの患者が列を成している。

「は、早く診てくれ！　息子が、息子が動かないんだ！」

「どうか、お願い！　お願いします、娘を助けてください！」

「お母さんが、動かないんだよぉ……ううっ」

　連れられている人たちは誰もが、だらりと腕を垂らして動かない。死体を連想させるほどに反応がなく、目を半開きにして、地面をじっと見つめている。死んでいると言われたら信じてしまいそうなほどに、顔色が悪く、身じろぎもしなかった。

　マリーも同じだ。大雨に打たれても、何の反応もない。呼吸はしているが浅く、注意して見なければわからないくらいだ。

「……どうやら順番を待っている様子だ。待つしかない」

「で、でも姉さんが！」

　順番待ちなんてしていたらここまで来た意味がない。早く医者に診せることで早期に治療ができ、悪化を防ぐことができるかもしれないと思って、ここまで来たのだ。

　危険な夜の道を越えたのに、ただ待つことしかできないなんて。

　強い焦燥感と苛いら立だちを覚えてしまう僕の肩に、父さんは優しく触れた。

「みんな、同じだ」

　誰もが家族のためにここに来ている。大切な人を救ってほしい。そんな思いで集まって、同じように順番を待っている。

　わかっている。けれど僕にとって一番大事なのはマリーだ。だからどうしても、もどかしい。

　歯は噛がみし、こみ上がる負の感情を抑える。それができたのは父さんの手が震えていたからだ。

「馬を宿屋に置いてもらえるように頼んでくる。シオンはここでマリーと一緒に待っていてくれ」

「……うん」

　父さんは馬からマリーを降ろし、僕に預ける。そのまま馬二頭を引っ張り、近くの宿屋へと向かった。

　僕は曖昧な現実感を抱きつつも、じっと診療所を眺めた。マリーの身体を強く抱き、ただただ自分たちの番が来るのを待った。

　父さんが帰ってきて、二人で診療所の様子を眺める。

　患者たちはさほど時間をおかずに診療所の中へ入っていく。列は進み、僕たちも屋内へと足を踏み入れた。

　中は人だらけだった。看護師らしき人が数名。彼女たちは忙せわしなく動き回って、患者に手て拭ぬぐいを渡したり、話しかけたりしている。

　足の踏み場がほとんどない。診療所自体はそれなりに大きく、僕の自宅と同じくらいの規模だ。二階もすべて含めれば百人以上は入れるし、十数人程度ならば泊まれるくらい。

　僕たちに気づいた若い白衣の男性が駆け寄ってきた。少年といってもいいかもしれない。美しい銀髪を揺らしながらこちらへ近づいてくる。しかしその格好と立ち居振る舞いから、新人というわけでもなさそうだった。

　妙に整った顔立ちだった。医者の卵か、それとも看護師なのだろうか。

　彼は真しん摯しな視線を僕たちに向ける。

「症状を伺います。そちらの方ですか？」

「……ああ。夕刻に、突然倒れてしまって。それからずっとこの様子だ」

「そちらの椅子に……失礼します」

　椅子にマリーを座らせた父さんは心配そうに顔を歪ゆがませた。

　彼はマリーの顔を見て、脈を測ったり、目をじっと見たりしていた。

「…………少しお待ちください。先生を呼んでまいりますので。それまでこちらの手拭いで身体を拭いてあげてください。体温低下は体調を崩しますので」

　父さんは白衣の少年に礼を言い、手拭いを受け取った。

　少年は一礼すると人の間を縫って奥の部屋へと消えていった。

　僕たちは無言でマリーの外套を脱がせて、濡れている箇所を拭いた。外套は厚い革でできているため浸水は少なめだ。それでも手足、顔や髪が濡れているため、丁寧に拭いた。

　冷たい。これは雨のせいではないだろう。

　生きているのかどうか不安になった僕は、不意にマリーの口元に手を持っていく。呼吸はしている。浅く小さいが、それでも確かに息は吐いている。

「お待たせしたね。オーンスタイン殿」

　白髪の老人。妙に威厳があり、存在感がある医師。

　僕は一度しか会ったことがないが、以前会った時と容姿は変わっていない。

「アルフォンス先生……娘が」

「わかっておるよ。ちょっと失礼」

　先生はマリーの触診をして、脈を測ったり、身体の一部を叩いたりした。一分ほどの診察を終えて、先生は小さく嘆息する。

「怠惰病、のようだね」

「やはり、そうですか」

　父さんは落胆と共に、肩を落とした。

　僕も同じ心境だった。淡い期待と共に、先生の顔を見つめる。

「……怠惰病というのは原因不明の病で、ある日突然、何もしなくなる奇病。動かず、言葉も発せず、瞳もほぼ動かさない。呼吸は辛うじてしておるし、排はい泄せつ、食事は介助があれば意識のない状態で本能的に行う。その最低限の生きるための行動以外は何もしなくなるのだよ」

「治療法は、あるんですか？」

　父さんの言葉に、先生は渋面のままに首を横に振った。

「残念ながら、今のところはないね」

　足元が崩れるような感覚に襲われた。全身の力が抜ける。僕は倒れないように必死にバランスを保つことしかできなかった。

　治療法がない？

　バカな。そんなバカな。ありえない。

　どうしてマリーがそんな病気になるんだ？

　重い沈黙の中、僕は無意識のうちに口を開いた。

「ほ、本当に、な、何も、治療方法は、ないんですか？」

「見ての通りだ。手の施しようがない」

　確かに他にも怠惰病の患者はいた。彼らはマリーと同じように、だらりと身体を横たえているだけ。家族たちは泣きながら、大切な存在の不幸を嘆いている。

　僕はふらふらと先生に近づいた。

「な、何も？　何もないんですか？　ありますよね？　だ、だって今まで他にも怠惰病の人はいたはず。それなら少しくらいは、な、何かわかったはずでしょ？」

「……確かにここ数ヶ月、怠惰病を発症した患者が増えておった。我ら医者は治療のため研究をしておるが、遅々として進んでおらん。意識はなく、体温が低く、反射反応がない以外には症状がないのだよ。だからこそ過去の研究結果も参考にならない。すまんね」

　先生は申し訳なさそうに頭を下げた。

　違う。謝ってほしいんじゃない。助けてほしいんだ。マリーを。僕たちの家族を助けてほしい。それ以外は何もいらない。

　僕は先生の腕を掴んだ。力一杯握り、縋すがるように引っ張った。

「い、医者は患者を助けるのが仕事でしょ？　そうですよね!?」

「……うむ。その通りだ」

「だったら！　だったら助けてくださいよ……姉さんを」

「すまない。儂わしの力不足だ」

　わかっている。これが誰のせいでもないことは。アルフォンス先生ができる限りのことをしようとしてくれていることは。こんな夜中に、患者たちを診断していることは。恐らくは、この数ヶ月、必死に研究し、怠惰病の治療方法を模索し続けていただろうことは。

　でも僕には、自分の行動を止められなかった。

「どうして!?　ど、どうして」

　僕は先生の腕を何度も引っ張った。

　先生は悲しそうにするだけだった。

「シオン……やめなさい」

「姉さんは！　いつも明るい姉さんはずっと、頑張って、文句言わずに……ただ一生懸命に生きて、誰にも迷惑をかけずに、そうやって生きていたのに。いい人なんだ、優しい人なんだ！　何も悪いことはしてない！　なのに、どうして!?　なんで姉さんが、こんなことに……！」

　もっと他に不幸な目にあうべき人間はいる。なのにどうして善人であるマリーがこんな目にあうのか。

　マリーの色々な顔が浮かんだ。

　笑った顔、怒った顔、悲しんだ顔、嬉しそうな顔、楽しそうな顔、拗ねた顔、悪戯いたずらっ子のような顔、寂しげな顔、眠そうな顔、疲れた顔、残念そうな顔、真剣な顔。

　今までいつも傍そばにいた。いるのが当たり前だった。

　すぐに感情が顔に出てしまう、子供っぽさもあった。

　その彼女が……今は何も言わない。

「ううっ、どうして……ね、姉さんが……どうしてこんなことに！」

　僕は泣き崩れ、先生に体重を預けた。先生は優しく背中を撫なでてくれ、何も言わずにいた。

　後ろから父さんがやんわりと引っ張ってくれ、僕は抵抗せずに父さんの胸の中に顔を埋うずめた。

「……すみません。先生」

「いいや。当然のことだよ。医者として申し訳ないと思っている。これほどに自分の力なさを恨んだことはないくらいにね」

　アルフォンス先生は拳をグッと握っていた。先生は、こんなことを何度も続けていたのだろうか。

　僕たちのような患者を前に毎回、何もできないと言うしかないことの辛つらさを、僕はようやく少しだけ理解した。

　父さんだって一緒だ。みんな辛いのだ。

　僕だけが悲劇の主人公を気取って、何をしてるんだ。僕は子供じゃない。だったらわかるはずだ。ここにいる誰もが悪くはない、誰にも責任はないということを。

　僕は涙を拭ぬぐい、鼻をすすると先生に向き直った。

「……すみません、でした……」

　すると、先生は驚いたように目を見開いてすぐに首を振る。

「気にすることはない。当然の反応だからね……申し訳ないが、他の患者も診ないといけない。怠惰病以外にも、おかしな怪我を負った患者もいてね。コール、すまんが後は頼めるかね？」

「はい。大丈夫です」

　先生はコールと呼ばれた先ほどの少年に向かって緩慢に頷うなずき、僕たちに一礼すると別の患者のところへ行った。

「現在、怠惰病についてわかっていることは少ないです。治療方法はわかりかねますが、対症療法は決まっています。寝たきりになりますし患者は自分で動けません。ですから最長でも二時間に一度、身体を動かして褥じょく瘡そうができないように──」

　僕たちは真剣にコールという少年の説明を聞いた。

　怠惰病は治療することはできない。これからは怠惰病と付き合っていくしかない。寝たきりの患者を介護するようなものだそうだ。

　僕は現実を受け入れきれない本能と、受け入れていかなければいけないという理性とのせめぎ合いの中で、必死にコールの言葉を聞いた。それは父さんも一緒のようだった。

　めまぐるしく変わる現実に心がついていかない。けれど折り合いをつけないと、マリーを助けられない。治療はできなくとも、生きることの手伝いはできる。たとえ、それが今までのマリーとは違っても。

　マリーをじっと見つめる。ふとした瞬間に涙がこみ上げてきそうだった。

　僕はマリーの手を握った。

　冷たく、人の肌とは思えなかった。両手で包み、僕の体温で温める。そうすることで少しだけマリーの表情が和らいだ気がした。

　診察を終えた僕たちはマリーを連れて、宿に一泊した。

　父さんが寝ずにマリーの世話をしてくれた。

　だけど僕は一切、眠ることができなかった。

　そして朝。日が昇ると同時に家を出た母さんと村の人たちが宿屋に来た。

　その中にはローズもいた。彼女はマリーのことを聞くと泣き崩れた。普段冷静な彼女はそこにはいなかった。

　グラストさんも話を聞き、宿屋に来てくれた。

　全員に事情を話すと、誰もが悲しんでくれた。

　父さんが涙を流す母さんを慰める中、僕はずっとマリーの手を握り続けた。
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　僕たちはグラストさんの店に来ていた。

　いつもはマリーと来ていたあの店。離れた鍛か冶じ場から届く炭の匂いが、鼻をかすめる。昨日も作業をしていたんだろう。嗅ぎなれたニオイが鼻び腔こうをくすぐり、僕はほんの少しの感慨を抱いた。

「グラスト、本当にいいのか？」

「ああ、気にすんな。最近いい場所に店が見つかったから、そっちに引っ越ししてるんだ」

「そうか、そういえばそう言っていたな……早いな」

「思い立ったらすぐに行動しないと、なんでも遅れちまうからな……こっちの店はしばらく倉庫として使うつもりだったから、好きにしてくれていいぜ」

　一夜が明け、僕たちはイストリアへしばらく滞留することに決めた。といっても、僕と母さんだけだ。父さんは村のことがあるので長く離れるわけにはいかない。そのため今日のうちに、一度村へ戻ることになっている。

　マリーを連れて自宅に戻るかどうか迷ったんだけど、怠惰病への対策や何かあった時に診療所が近い方がいいだろうということもあって、結局、イストリアへ残るという選択をした。その際にグラストさんが「俺の店に来りゃあいい」と言ってくれたのだ。

　一階は店のスペース。その奥には小さな居間と台所があり、さらに奥は鍛冶場だ。裏庭と廊下奥には倉庫がある。

　グラストさんの案内で、僕たちは二階へ上がる。階段を上ると三つ部屋があり、一つはグラストさんの部屋だったらしいけど、今は空き部屋になっている。他の二部屋は客室らしい。

　思ったよりも綺き麗れいにしている。二階に上がったのは初めてだったので、新鮮なものを感じた。

「掃除はしてる。いつまでも使ってくれていいからよ」

「グラスト、すまないな」

「ありがとね、グラストくん」

　父さんと母さん、僕も頭を下げた。

　するとグラストさんは慌てて、首を横に振る。

「おいおい、勘弁してくれ。俺はおまえたちに色々と世話になってんだ。これくらいたいしたことじゃねぇ。それがなくとも大事なダチとその家族のためだ。俺にできることなら何だってするぜ……何だってな」

　グラストさんはマリーを一いち瞥べつすると、グッと唇を引き絞る。

「あんないい子は他にいねぇ……なのによ、どうして……」

　どうして。なんで。なぜマリーなのか。

　何度も同じことを考えてしまう。そんなことを考えても意味はない。

　たまたまだった。運が悪かった。そういう巡りあわせだった。無関係な人間はそう、簡単に言うだろう。でもそんなことで納得できるものではない。自分の大切な人が不幸な目にあっているのに、仕方がない、運命なのだと簡単に受け入れられるものか。

　この理不尽に、怒りを覚え、嘆き、苦しむ。僕はその痛みを知ってしまった。

　この胸を突き刺す、現実という名の凶器から逃れられない。

　僕たちは何も言えず視線を落とすことしかできない。

「悪ぃ。おまえたちの方が辛つらいのによ……」

「いや……」

　父さんは否定しようとして、できなかったようだった。こんな父さんの顔を僕は初めて見る。自分を責めていることは明白で、その顔は痛々しいほどに強こわ張ばっている。

　母さんは今にも泣きそうなほどに顔をしかめ、いつもの柔らかい表情は消えてしまっている。

　僕はどうなのか。自分のことさえわからなかった。

「とにかく好きに使ってくれ。俺ぁ、引っ越しの作業があるからよ。また昼に戻ってくる」

「ああ。すまない」

「謝るのは今ので最後にしてくれよ」

「すま……ありがとう」

「おう」

　グラストさんは無理やりに笑うと、部屋を後にした。

　父さんは黙したままマリーをベッドに横たわらせ、母さんは持ってきた鞄かばんの中身を、クローゼットに入れ始める。後から村の人たちも荷物を運んでくれた。

　母さんはイストリアへ来る際に、マリーや僕の一週間分の衣服と生活用品を持参してくれていた。こうなることを予想していたのだろう。

　みんながテキパキと動く中、僕だけが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　すごいな。僕以外の人たちはもう現実を受け入れて、何をすべきかわかっている。僕の足は地に張り付いたように動かないのに。

　置いてけぼりにされてしまったように感じて、僕は傍観者に徹した。

「シオン……」

　いつの間にか隣にはローズが立っていた。

　昨日はみんなで一緒にいたことを思い出す。あの時はマリーも元気だった。元気だったのに。

　僕は何も言葉に出す気力がなく、漫然とマリーの姿を眺めた。

　マリーは夜が明けると、うっすらと目を開けた。何か話すのか、何か反応があるのかと期待してしまう。けれど、薄く目を開け天井を見上げているだけで話さないし、動きもしない。

　ローズが僕に何か言おうとした。でも言葉は続かなかったようだった。

　彼女の心情がわかる。慰めようとしてくれたことも、その言葉が浮かばず、口を閉じてしまったことも。その優しさに僕は応えられない。そんな余裕もなかった。

　僕は無意識のうちに歩きだしていた。気づけばマリーの隣に座り、そっと彼女の手を握っていた。

　冷たいその手を少しでも温めようと、それだけを考えていた。
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　どれくらい時間が経たったのか。数日。恐らくはそれくらいの時間が経過した。

　毎日をマリーと共に過ごした。寝る時もマリーと同じ部屋で寝て、起きたらずっとマリーの世話をした。父さんがいる時は父さんが、母さんがいる時は母さんが主な世話係だったけど、僕は子供の身体ながらできることをした。むしろ、それしかしなかった。

　今まで続けていた魔法の鍛錬も家の手伝いも他の何もかもを僕は放棄し、ただただマリーの世話を続ける。

　一週間は経っていないだろう。時間の感覚がなく、五感も鈍麻し、現実感が乏しい日々が続く。

　父さんも母さんも僕を心配した。

　休みなさい。少しは気晴らしに外へ行きなさい。村へ戻ってはどうか。魔法の鍛錬はしないのか。そんな言葉を投げかけられても、僕は頭を横に振るだけだった。

　僕はマリーの傍そばに居続けた。

「シオン」

　声が聞こえた。

　時間と場所の感覚が鈍くなっている。横を見ると、扉の前に父さんが立っていた。他には誰もいない。ああ、そういえば母さんは一階に行っているんだった。

　僕は父さんを一瞥して、すぐにマリーに視線を戻した。

「なに……？」

「おまえに会わせたい人がいる。今から会いに行くから準備しなさい」

「会わせたい人……？　医者？　姉さんを治せる人？」

「……違う」

「だったら行かない。僕は姉さんといる」

　他のことはどうでもいい。マリーを治せないなら、それ以外のことに価値はない。

　僕はじっと姉の顔を眺める。無機質な人形のような顔を見ると、どうしてもやりきれない思いが浮かぶ。それでも僕はマリーの手を握り、その顔を見つめることしかできない。

「四日前の夜、姿の見えない魔物と遭遇したことを覚えているか？」

「四日前？　ああ、そうか。もう四日経っているんだね」

「……あの日、姿の見えない何者かに攻撃された事案が十数件も発生した。死んだ人も少なくない。イストリアでも王都サノストリアでも、だ。恐らく私たちが出会った魔物の仕業だろうと、私は睨にらんでいる」

　僕が反応を示さずとも、父さんは話を続けた。

「この三日で、同じような報告は上がっていないようだが、また同じことが起きないとも限らん。私たちはあの時、なんとかあの魔物を撃退した。つまり、私たち……いやシオンならばあの魔物に対抗する手段を持っているということだ」

「それが、どうしたの？」

「いいか？　あの魔物を放置しておけば、また犠牲者が出るということだ。そして現状ではあの魔物に有効な魔法を使えるのはシオンだけだ。剣は効果がなかった。だがおまえの魔法なら」

　父さんの武器はレイスに当たらなかった。つまり物理攻撃はあいつには効かないということ。

　有効な手段は魔法しかない。魔法を使えるのは僕だけ。僕しかあの魔物を倒せないかもしれない。

　でも、それがなんだというのか。

「僕は……ここにいる。姉さんの傍にいる。ずっとここにいる。姉さんを一人にしない」

　だってずっとそうやって生きてきたんだ。

　二度目の人生でマリーがいない日々なんて考えられない。マリーがいなくなってしまったら、僕の人生は色を失う。僕の日々にはマリーが不可欠で、いて当たり前の存在だったのだ。彼女がいないなら、なにも意味がない。

「他の誰かが死んでも構わないと、そう言ってるのか？」

　父さんの声に感情がこもり始める。怒りだろうか。今の僕にはその感情の機微がくみ取れない。

　父さんは僕の隣に立った。いつも感じる威厳はなく、どこか焦りを滲にじませていた。

「おまえしかできないことかもしれないんだ。シオンが協力すれば犠牲を減らせるかもしれない」

「……関係ない」

「夜の魔物が街を、私たちの村を襲い、領民を殺しても、関係ないと思えるのか？」

「僕が助ける必要なんてない！　僕が何かする必要なんてない！　そんなこと、僕には関係ないじゃないか！　どうして僕がそんなことをしないといけないんだ！　僕は、僕は姉さんの傍にいたいだけ！　なんでそんなことも許されないんだ！　父さんは姉さんが心配じゃないの!?」

「心配に決まっているッッ!!」

　父さんの声は、切迫していた。これほどに感情的になっている父さんは見たことがない。

　僕は思わず父さんの顔を見た。ひどく悲しく、ひどくやりきれない、そんな顔だった。

「心配に、決まっている……ッ！　私の娘だ。大事な、愛している娘だ。代わってやれるなら代わってやりたい……！　ずっと傍にいて、ずっと世話をし、すべてを投げ打ってでも助けてやりたい……ッ！　仮にすべてを捨てて家族を救えるならば、私は悪魔にでも命を売ろう……しかし現実は、そんな選択肢さえ与えられない……だから、できることをするしかない。私たちに与えられた、許されたことの中で、必死に抗あらがうしかない。おまえが協力すれば多くの人を救えるかもしれない。おまえだけがそれをできるかもしれないんだ」

　父さんは僕の肩を掴つかみ、顔を向き合わせる。

　必死な形相に、僕は言葉を失った。父さんの目には複雑な感情が浮かんでいた。最も強い感情は恐らく葛藤。肩に触れる父さんの手は震えていた。いつも強く頼りになる存在の父さんが、今は弱く儚はかなげに見える。

「頼む……シオン……助けてくれ」

　僕の脳裏に過去の情景が浮かび上がる。それはマリーと共に過ごした時間。ある日の光景。




『ねえ、シオン』

『うん？　どうかした？』

『シオンは魔法を色々と使えるようになってきてるじゃない？　もっと色々使えたらどうするの？』

『どうって……もっともっと使えるようになりたい、かな？』

『じゃあ、もっともーっと使えるようになったら？　ずーっと使えるようになるだけでいいの？』

『……それは』

『雷光灯とかもシオンがいないとできなかったじゃない？　それに魔法がなければ、あたしたちはゴブリンに殺されていた。魔法があたしたちを助けてくれた。それはシオンでなければできなかったことだと思うの。あ、勘違いしないでね。別にいいの。シオンがしたいようにしていいと思う。でも、なんだろう。シオンが見つけた魔法っていうすごい力を、もっと別の何かのために使ってもいいのかも、って思っただけ』

『もっと別の何か……？』

『例えば、ほら、人助けとか？　……なによ、笑わなくてもいいじゃない』

『ごめんごめん。確かに、そういう使い方もあるね。今も人助けしているという点では間違ってないわけだし』

『ええ。魔法はとても便利。でも、とても危険でもある。使い方を考えるべきだとは思うけれど、だからこそ人を助けることもできるんじゃないかしら』

『……まるで父さんみたいな口ぶりだね』

『ふふ、そうかもね。シオンの好きにしたらいいというのは当然だけど。でもシオンの家族としてはもったいないな、とは思うのよね』

『あまり広めるのもよくないかもしれないよ？』

『そうね。とても扱いが難しい。お父様も言っていたけれど、特別な力は良くも悪くも周りに影響を与えるから。簡単なことじゃないのはわかっているけれど、それでも何かないかなって思うのよ。それに……』

　そして、マリーは悲しげに、でも嬉うれしそうに笑って、




『それにシオンにしかできないことがあるから。シオンならきっと沢山の人を救えると思うわよ。だから、そういう時が来たら助けてあげてほしいの』




　そう言ったんだ。




「──姉さんは」

　不意に口をついた言葉。

　父さんは反射的に顔を上げる。

　僕はマリーの顔を見つめ、続けて言葉を紡いだ。

「姉さんは、魔法で人助けをしたらどうかって言ってた」

「…………そうか。マリーが」

「うん。姉さんはいつも、自分のことじゃなくて他人のことばかり考えてた。文句も言わず、僕のことを考えて、行動して、努力して。そんな人だから、真っ先に人助けなんて言葉が出たのかな」

「そうかも、しれないな……マリーは優しい子だからな」

「そうだね。僕もそう思う。姉さんだったらこういう時、きっとこう言うんだろうね。『シオン！　なんでそんな顔してぐずぐずしてるの！　誰かを助けられるのはシオンだけなんだから、しゃきっとしなさい！』って」

「それでシオンの手を引っ張って強引に連れていくんだろう」

「うん、うん、そうだね。そういう人だ。姉さんは」

　姉の顔をそっと撫なでる。

　今は何も言わない。けれどきっと今の僕を見たら怒るだろう。マリーはそういう人だから。

　今まで空虚だった心が、少しだけ満たされた。なぜだろう。気け怠だるさもなくなり、活力が生まれてきた。

「僕ができることがあるのなら、手伝うよ。父さん」

「……そうか。ありがとう、シオン」

　父さんは、ほっと胸を撫でおろした様子だったが、すぐ顔をしかめる。

「すまない。おまえの気持ちはわかっているつもりだが……」

「いいんだ。父さんは僕の気持ちの整理ができるまで待ってくれたんだから。僕の方こそ……身勝手なこと言ってごめんなさい」

　四日間。短期間の空白だけど、状況を考えれば、すぐに対策を練るべきだった。いつレイスが現れるかわからない状況で、父さんが僕に与えてくれた日数としては十分すぎるほどだろう。

　まだ具体的な話は聞いていないから現状を把握しているわけじゃないけど。

　僕は立ち上がろうとした。マリーの顔を見つめると、視線が一瞬だけ合った気がした。

　目を擦こすり、再び凝視する。けれどマリーの視線は天井に向けられたままだった。

「どうしたシオン？」

「う、ううん、何でも──」

　ない、と言いかけて僕は違和感に気づく。

　あれ？　おかしいぞ。

　冷静になった頭が、異常を僕に訴えてくる。それに何の意味があるのかはわからないが、間違いなく変化はあった。なぜこんなことに気づかなかったのか。

「……魔力がない？」

「どうしたシオン？」

　僕は次々に浮かぶ疑問を解消できないままに、口を開いた。

「姉さんの魔力がないんだ。いつもは薄く光っていたのに、それがまったくない」

「……寝ているから、というわけではないのか？」

「寝ていても魔力は発せられているよ。僕は姉さんとずっと一緒だった。だからわかる。どんな時でも、魔力は帯びていたんだ」

「ここ数日に消えた、のか？」

「いや。多分、四日前。思い起こすと、その日から魔力がなかったと思う」

　我ながらどうかしていた。あまりの出来事の連続に、僕はまともな思考ができなかったらしい。冷静さを取り戻した今では、記憶を掘り起こすことは可能だった。

　間違いない。四日前の嵐の日、怠惰病を発症した時には魔力が見えなくなっていた。

「それはつまり……怠惰病に関係がある、と？」

「わからない。そうかもしれないし、そうじゃないかも。もしかしたらあの赤い光のカーテンや、幽霊のような魔物……レイスが関係してるのかも」

　父さんと目が合う。互いに何を考えているのかわからない。

　僕自身、自分の考えが掴めていない。けれど、小さな疑念は大きな波紋を生む。

　すべては偶然？　しかしあまりに時期が被かぶりすぎている。

　それに確実に、マリーの魔力は見えなくなっている。それが何を意味するのかまだわからないし、もしかしたら関係ないかもしれない。でも、その疑問はしこりとなって僕の心に残った。

　動揺し、冷静さを欠いていたけれど、少しだけ視野が広がった気がする。

　その時、ガチャと扉が開いた。母さんが家事を終えて戻ってきたようだった。

「母さん、姉さんをお願い！」

「え？　わ、わかったわ」

「父さん！　僕たちは外に！」

「ま、待て、シオン！」

　父さんと共に僕は店を飛び出した。走りながら周囲を見回す。

　そこかしこにいる人たちの魔力を確かめる。老若男女。手当たり次第に観察した。

「やっぱり、そうだったんだ」

　僕は確信と共にアルフォンス先生の診療所へ向かった。玄関をくぐると辺りを見回す。

「本日はどのようなご用件で、あっ！　ちょっと！」

　看護師の女性を振り切って、奥へ。ベッドが足りないらしく椅子やベンチ、床にまで患者と家族が座っていた。怠惰病患者の数は多い。

　僕は一人一人見つめた。

「あ、あのちょっと、患者さんたちの迷惑になりますので！」

「も、申し訳ない。シオン、出るぞ！」

　父さんに引っ張られて、僕は診療所の外に出た。その間も思考は巡っている。やはりそうだ。

「まったく……どうしたんだ、シオン。何かわかったのか？」

「うん。いくつかわかったよ。まず『怠惰病の患者は全員魔力を帯びていなかった』。少なくともアルフォンス医師の診療所の怠惰病患者は全員ね」

「なんだと……？」

「それに街に魔力を持っている人がまったく見当たらなかった。以前は街中にもちらほら見かけたのに、今は一人もいないんだ」

　街のホームレスの大半、診療所の怠惰病患者は全員が魔力を帯びていなかった。ホームレスの中には健常者もいたんだろうけど、怠惰病患者を調べれば判断はつく。

　もちろん、もっと検証をすべきだろうが、まず間違いなく、怠惰病患者には魔力がない。それも恐らくは『魔力を帯びていた人たちの魔力がなくなっている』と考えられる。

　全員なのか一部なのかは判断がつかないが、マリーのように魔力を持っていた人たちが魔力を失っているのはほぼ確実。

　魔力を持っているのは比較的、若い人ばかりだ。そして怠惰病らしき患者もみんな若かった。熟年の人はおらず、ほとんどが二十代以下に見えた。もちろんこれは目に見える範囲内だけのことで、世界中の人間に当てはまるかは検証が必要だ。

「恐らくだけど魔力を持っている人、魔法の素養がある人が怠惰病を発症しているのかも。魔法の素養がある人の年代と怠惰病を発症した人の年代は同じみたいだし。それに姉さんの魔力は消えているか、見えなくなっていた。とすると魔力が関連する可能性はあるんじゃないかな？」

「……では、もしかすると」

　すべては偶然なのだろうか。もしも必然であるのならば、僕にできることもあるんじゃないか。

　怠惰病の治療方法もその糸口も、原因さえも見つかっていない。

　だったら『僕が見つければいい』。

　魔法と一緒だ。ないならば自分で見つけ、生み出すしかない。すでに一度、僕はそれを成功させている。だったら同じこと。

　マリーを救う。僕自身の力でマリーを治すのだ。

　道筋は見えない。けれどほんの少しの光明は見えた気がした。

「怠惰病の集団発症、新たな夜の魔物の出現、すべては魔法に関わり、そして『そのすべての始まりに我々が関わっている』。やはりこれは……」

　父さんは眉間に皺しわを寄せ、何か考え込んでいる様子だった。

「父さん？」

「シオン。会わせたい人がいると話したな。今からその人のもとへ向かいたいのだが、いいか？」

「う、うん。いいけど」

　父さんは重苦しい空気を纏まとわせたまま歩を進めた。

　僕は不穏な空気を感じつつも、父さんの後に続く。足取りは軽くはなかった。けれど、そっと何かに背中を押されたような気がした。

　頑張れ、諦めるなと誰かが言っているように思えた。

　ほんの少しだけ身体に力が満ちた気がした。
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　そこは華美な応接間だった。

　目に入るものすべてが高価であることは明白で、ソファに座っていても気を使う。

　隣り合って父さんが座っている。厳いかめしい顔つきで、緊張しているようだった。

　僕たちが座っているソファの正面にはテーブル、その先に同じ形のソファが置かれている。

　壁際にはいくつかの家具やインテリアがあるけれど、僕の興味を引きはしなかった。

　ここがどこなのか、僕は聞いていない。ただこの家の持ち主がいわゆる高貴なお方であることは間違いなかった。

　しばらく無言で待っていると、扉が開いた。

　現れたのは初老の男性。がっちりとした体格で髭ひげ面づら。短髪の上に強こわ面もてで眼光は見る者を竦すくませる。

　一瞬だけ視線が合うと、僕は萎い縮しゅくしてしまった。

　第一印象は怖そうな人。高身長の父さんよりもさらに身長が高い。多分百九十センチくらい。

　そんな彼は流れるように僕たちの正面にあるソファへと座った。そして無言のままにギラッという効果音が聞こえそうなほどに鋭い視線をこちらに向けてくる。

　一体、彼は何者なのだろうか。そんな疑問と居心地の悪さから僕は父さんに視線を投げかける。

「バルフ公爵。突然の訪問、失礼いたします。こちらは私の息子シオンにございます」

　公爵って、上級貴族じゃないか。

　僕はバルフ公爵と呼ばれた男性に一礼するだけにとどめた。状況もわからないし、余計なことを言うべきではないと思ったからだ。

　僕の所作は特に問題はなかったらしく、公爵は泰然としたままだ。

「早速ですが本題に入らせていただきます。先日にご報告した件に伴い、現状の確認をさせていただきたく、参上いたしました。見えない魔物対策として雷らい光こう灯とうを所持するように進言した件ですが……」

　バルフ公爵と呼ばれた男性はじっと父さんを見つめ、沈黙を貫く。

　雷光灯？

　そうか。思い出した。あの夜、レイスに雷光灯の光を当てると怯ひるんだことを。もしかしたらそのことを言っているのだろうか。

　レイスは恐らく、魔力を持つ人間にしか見えない魔物だ。しかし父さんは『雷光灯でレイスを照らした瞬間、その姿が見えていた』ようだった。

　そういえば診療所で、アルフォンス医師も言っていた。『おかしな怪我を負った患者がいる』と。

　判然としないが、もしかしたらそれは見えない魔物に攻撃された人なのではないだろうか。

　話の内容からして、ここ数日、僕が塞ふさぎ込んでいる間に父さんはあの魔物、レイスのことを報告していたらしい。

　バルフ公爵は父さんの上司みたいなものなのかな。この世界の貴族の事情なんてよく知らないし、知ろうとしたことがないのでよくはわからないけど。

　あれ？　そういえば父さんって爵位はどれにあたるんだろう。下級貴族だって言ってたし、子爵とかなのかな。交流会とか行ったことがないし、父さんや母さんも参加しているそぶりはないんだよね。今まで興味がなくて聞いたことがなかったけれど。

　僕が考え事をしている間も、バルフ公爵は微動だにしない。怒っているんだろうか。父さんの横顔を盗み見ると、特に動揺した様子はなかった。

　そうして数秒すると、突如として変化が訪れた。

　バルフ公爵が厳めしい顔つきのままプルプルと震えだしたのだ。

　何かの発作だろうか。もしそうだとしたら大変だ。

　妙に冷静な頭が導き出した答えに僕は声を出そうとした。だが、それは叶かなわなかった。

「もうやだああっ！　なんなの!?　なんなのだね？　うん!?　なんで儂わしがイストリア領を統治することになってからこんなことになっとるの!?　ホームレスは増えるわ、怠惰病患者が次々現れるわ、未知の魔物が出現するわ！　なんなの!?　どうなっとるのよ!?　もうやだ！　やだやだ！　儂はもうイストリア領主やめる！　ガウェイン殿に譲る！」

　バルフ公爵は駄々っ子のようにばたばたと手足を動かした。強面で大柄のいい大人が、子供のように泣き叫んでいる。

　僕はその異様な光景に声を失った。

　なんじゃこりゃ。

　僕は錆さびた機械人形のように、ギギッと首を動かして隣を見る。

　父さんは乾いた笑いを浮かべていた。

　ああ、そうなのか。いつものことなのか。
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　僕はバルフ公爵の人となりを『ダメな大人』と認定する。理解できれば、あとは落ち着くだけだ。

　僕は姿勢を正し、正面を見据えた。できるだけ公爵は見ないようにして。

「バルフ卿、落ち着いてください」

「これが落ち着いていられるかっつーの！　もうやだ！　公爵ってもっと楽かと思ってたのにぃ！　偉くなればふんぞり返って部下に仕事任せられると思ったのにぃ！」

「それは難しいでしょう。通常の業務ならまだしも非常事態においては。諦めてください」

　泣きながら、ソファに倒れ込んでいたバルフ公爵はようやく気を取り直したのか、背筋を伸ばした。しかし表情は完全に子供のそれだった。

　この人が公爵でいいのだろうか。この街は大丈夫なのかと思わずにはいられない。

　僕の不安をよそに父さんは会話を続ける。

「それで先ほどの件はどのような状況ですか？」

「……雷光灯なら街中から集めて、哨戒兵や衛兵へ配布。それと防壁上にも設置しておいた。商人ギルドが独占しようとしていたがね、なんとか回収は済んだ……大変だったけどの！」

「さすが、バルフ卿です。辣らつ腕わんは健在ですね」

「褒めても何も出ないんだからの！」

　そんなことを言いながらもちょっと嬉しそうにしている。ちょろい。なんとちょろいのだろうか。この人が公爵の地位に甘んじていられる理由がよくわからない。こんな安直だと悪人に丸め込まれそうだけど。

「改めて他の状況を確認させていただきたいのですが」

「魔物に関しては、報告が十数件上がっていての。そのうち、何件かは死亡しておる。ガウェイン殿の助言に従い兵には雷光灯を持たせたが、魔物の姿を見た、という報告はまだないの。四日前から今日にかけて、見えない何かから攻撃を受けた、という報告もない。ということは、あの日以降は魔物が現れていないということだろうのぉ」

　二人の会話を聞き、わかったことがある。

　まず父さんはバルフ公爵にレイスのことを話しているということ。そしてその報告で、レイスの姿は普通の人には見えず、雷光灯を使えばその姿が見えると言及しているということも。

　それ自体は当然の行動だ。多くの人に関わることだし。気になるのは、父さんが僕についてどこまで話しているかということだけど……。

「雷光灯が有効かどうかはまだわからないということですね」

「うんむ。現状維持が妥当だろうの。怠惰病に関してはほとんどわかっておらんのぉ。治療の目め途どもたっておらんし、王都に早馬を走らせておるが、まだ帰っておらん。異常事態がイストリアだけなのか王都サノストリアにも至っておるのか、それとも世界中のことなのかはまだ判断がつかんのぉ。ううっ、やだのぉ。ほんと、平和が一番なのに、どうしてこうなってしまうのか」

「嘆いても仕方がありません。私たちに切れる手札はないのですから。ならば状況を把握し、無理やりにでも対策を練るしかありますまい」

「しかし、その対策がなんもないのよ。ああ、もうおしまいだぁ……穏やかな生活がしたかったのぉ……ううっ……」

「バルフ卿、まだ諦めるには早いです。魔物や怠惰病に関して、他に情報がございます」

「なぬ!?　ほ、ほんとかの!?　聞かせてくれるかの!?」

　バルフ公爵はわかりやすいほどに目を輝かせた。

「倅せがれのシオンがその鍵を握っております」

「おぉ……そういえば、そなたはガウェイン殿の……」

　突然、真顔になった公爵を前に、僕は虚をつかれた。ギャップが激しい。

　というかなんで父さんのことを『殿』なんて呼ぶんだろうか。下級貴族に関しては、この呼称がこの世界の常識なんだろうか。

「レイスを倒せたのはひとえにシオンの力のおかげです」

　父さんは間違いなく魔法のことを言っている。

　僕は僅わずかに動揺した。バルフ公爵に話していいことなのか逡しゅん巡じゅんしたからだ。

　でも父さんは僕を一瞥すると、大丈夫だと言うように、小さく頷うなずいた。

　父さんは魔法に関してはできるだけ人に話さず、広めないようにしていたはずだし、僕やマリー、ローズにもそうするように言ったはず。それなのにバルフ公爵に話していたのは、なぜだろう。

　互いに親しかったとしても、必要もなく父さんが話すとは思えない。グラストさんにも魔法のことは話していなかったのだ。

　では必要があったから話した、ということなのか。

「魔法のことだな。魔物に有効であり、魔力を用いた不可思議な力であったか。シオン。そなたは聞いておらんだろうが、儂はガウェイン殿から、そなたのことをすでに聞いている」

「そう、でしたか」

　予想通りだった。

　僕は視線で疑問を父さんに投げかける。しかし父さんは僕の視線を受け止めはしなかった。

　いいさ。僕が知りたいのはそんなことじゃない。

　どうすればマリーを救えるのか。そして魔物の対策方法。その二点を考えることが先決だ。

「なるほど。では未知の魔物に関しては雷光灯以外にも、シオンの魔法も有効であると。ならば、その魔法の素質のある者を集めればその魔物も倒せるのだな！」

「いえ、それは難しいかと……」

　僕が即座に返答すると、バルフ公爵は泣きそうな顔のまま立ち上がった。

「なんでなの!?」

「魔法を習得するには時間がかかりますし、そもそも魔力を持っている人の大半は怠惰病に罹かかっています。中には僕やローズ……僕の友人ですが、彼女のように無事な人もいますが」

「むぅ!?　ということは、怠惰病の発症には魔力が関わっているのか？」

「その可能性もあるのではないかと考えています。怠惰病に罹った場合、魔力量は減少、あるいは消失していますので。ホームレスの中にも怠惰病に罹っている人はいましたが」

「ふむぅ、むむっ！　そうか。すでに街にいるホームレスたちの一部は怠惰病に罹っておったと。ホームレスは大体が身寄りのない奴らばかりだからの、気づかんかったわ。後で調査員を送り、怠惰病の症状がある患者を探してみるかの……死んどるかもしれんが」

　怠惰病に罹り、ホームレスになった人の多くは、恐らく独り身の人間。そしてかなりの軽度だったのだろう。そのためなんとか生きてはいけたのだと思う。

　しかし四日前の出来事で怠惰病が大きく進行した、ということかもしれない。すべては推測の域を出ないけれど。というかホームレスに関しての扱いがぞんざいだな。こんなものなんだろうか。

「未知なる夜の魔物、怠惰病。その二つは魔力、魔法が大きく関わっておる、と。シオン。現状、魔法を誰かに教えることは難しい、そう言ったな？」

「はい。少なくとも魔物を倒せるほどの魔法となると習得にかなりの時間がかかるかと思います。そもそも、有効だと思われる魔法は魔物と接触しないといけないので、相当な危険を伴いますし」

　直接触れて魔力を流す、いわば『浄化』のこと。ボルトやフレアに比べて、魔力を流すだけなので簡単かつ有効な魔法ではある。

「となると女や子供には難しい、か」

「ええ。その上、僕が見た限りでは魔力を持っている人はそれなりに若い人です。二十代以下の人だけだと思います。それと魔力を持っている人は数が少ないようです」

「うぐぐっ、どうしようもないのぉ！　はぁ……しかし見えない魔物……レイスだったか、そっちに関してはとりあえず雷光灯がある。撃退はできなくとも凌しのぐことはできよう。心もとないが……怠惰病に関しては、医師の研究も遅々として進んでおらん。ならば別の切り口を考え、シオンの言う魔力という観点から調査すべきか。うぬぅ、シオン。そなたは怠惰病治療にあたり、何か案はあるか？」

「ございます」

　バルフ公爵は笑顔を咲かせる。

　その表情を見て、僕は小さく苦笑した。正直、これはあまり言いたくはないんだけど。でも背に腹は代えられないし、必要なことだ。

「ほう！　その案とは？」

「生体実験です」

「……ふむ。なるほど。せ、生体実験だと!?　それはつまりどういうことだ!?」

「魔法は使いすぎると魔力が枯渇し、身体がだるくなり、何もしたくなくなり、動けなくなります。この症状はとても怠惰病に似ています。これを踏まえて、怠惰病のことを僕なりに分析しました。現時点でわかっていることは、怠惰病患者は『魔力を失うか、減少した』ということと『怠惰病に罹る前は魔力があった』という実例が確認できたということ。これが普遍的なのか局所的なのか判断はつきませんが、変化があったということは事実です。つまり怠惰病は魔力を失うか減少したことで発症するか、発症によって魔力が失われるか減少したということ。単純に考えて患者に魔力を与えるか、魔力を維持させることで健康状態に戻る可能性があります。魔力の枯渇状態と症状が似ており、健康状態であれば休息を得た場合、魔力は戻る。ですが、それが自力ではできなくなっているとしたら」

「それが怠惰病となるのではないか、ということだな？」

「仮説に仮説を重ねているだけですが……今のところはそれくらいしか考えが浮かばないので」

「ふむぅ……それで生体実験とは？」

「僕は自分の魔力に関しては比較的研究はしていますが、他人の魔力に関しては特に研究をしていません。自分の魔力をどうにかする方法はわかりますが、他人の魔力に干渉し、操る術すべを知らないのです。それに伴い、怠惰病患者に対して魔力を注ぐ、与える方法を僕は知りません。魔力を持たない相手は魔力の存在を感知できないし、魔力を持っている人は魔力を持たない相手に対して魔力を注いでもその感覚はない。ですが魔力を持つ者同士であれば感覚はある。熱を感じるのです。その熱の感覚を上う手まく扱うことができれば、魔力を与えることができるようになるかもしれません。ですが、もし強引に怠惰病患者に魔力を注げば、患者たちは痛みを訴えない状態なので注ぎすぎてしまうかもしれない。そうなると下手をすれば殺してしまうかもしれない。ですから健康で意思があり、魔力を持つ協力者が必要です」

　実際、父さんや母さんのように魔力を持たない相手に、魔力を当てても何も変化はない。与える側にも、何の手ごたえもないのだ。

　しかし魔力を持つ者同士であれば互いにその『魔力が反応している感覚』があるのだ。

　だが魔力反応は危険でもある。レイスに魔力を直接接触させることで『浄化』させることができた。人間に同じことをすればどうなるかわからないのだ。

　しかし魔力を反応させる感覚がなければ、相手に魔力を注ぐなんてこともできないだろう。

「魔力を持つ者に魔力を与える実験をする、ということか。それは危険なのだな？」

「恐らくは」

「しかし、要かなめであるシオンが魔力を注ぎ与えることができなければ、怠惰病患者は助けられない」

「かもしれません」

　医学の発展に最も必要とされたもの。それは犠牲者の数だ。

　解明されていない病気を治療するには、多くの犠牲を必要とする。非人道的である研究や実験もあっただろう。だがその所業の上に、昨今の医学は存在している。綺麗事で人は救えない。誰かに不安や犠牲を強いなければ得られないものもある。

　僕は、どんな汚名も責務も罪悪も背負う。そうすることでマリーを助けられるならば。

　隣で父さんが何かを言おうとしていた。しかし結局口を閉じる。父さんも同じ気持ちなのだ。

　大丈夫だよ。僕は無む闇やみに誰かを犠牲になんてしない。

「とりあえずは魔力を必ず持っていて、殺してしまっても構わない相手がいますので、そちらを使おうかと」

「それは？」

「魔物にございます。魔物相手に魔力を注ぐ方法、『浄化』をしていけば魔力を対象に注ぐ感覚も掴めるかと。イストリア付近の魔物であればある程度は知っていますので。ただ、レイスに関しては今のところできることはないかもしれませんが」

「よい。僅かにでも糸口が掴めただけでも……ううっ、心配だけど、しょうがないし……と、とにかくシオンにすべてを任せるわけにもいかんでの。当然、こちらでも調査は続ける。何かわかったら知らせよう。それと、医療に詳しい者を選出して送ろう。あとは、そうだのぉ、魔物に詳しい者も必要か？」

「そう、ですね。色々と聞きたいこともありますし。専門家ならば調査中に色々と気づくこともあるかと」

「うんむ、では、魔物学者の中で優秀な者を送ろう。他に研究に必要な資金、設備等々があれば遠慮なく言うといい。魔物相手の研究は危険であろうし、こちらから私兵を出してもいいでの。儂、公爵だし。それなりに私財もあるでの！」

「ありがとうございます。その際にはよろしくお願いします」

　僕は頭を下げながら、浮かんでは消える疑問を口にするか迷っていた。

　しかし父さんの手前、それはできなかった。

「話は終わりだな。では儂は業務に戻るでの。やだやだ。早く王都から返答が来ないかのぉ……」

　バルフ公爵は愚痴を漏らしつつ部屋を出ていった。

　そのすぐ後に、侍女らしき人が入室し、玄関まで案内してくれた。

　僕たちは公爵邸を出て、帰路につく。

　バルフ公爵邸はイストリアの住宅街の中央付近に位置しており、周囲を高い塀に囲まれている。街中では広い庭はあまりないが、公爵邸だけは緑で溢あふれていた。

　バルフ公爵との会話で疑問はいくつも浮かんだ。

　なぜ父さんは公爵に魔法のことを話したのか。

　なぜ父さんは公爵という高位の貴族と直接話せたのか。

　バルフ公爵との関係性は一体。

　なぜ父さんの進言をバルフ公爵はあれほど素直に受け入れたのか。

　他にもいくつも疑問はあった。しかしその中でも最も大きな疑問。

『なぜバルフ公爵は子供である僕の話を信じたのか』

　あの話し合いの場に侍女なり執事なりがいなかったことも気になる。あの空間には僕たち三人しかいなかった。まるで内密の話をする時のような状況だったのだ。

　最初からバルフ公爵の方から魔法のことを話すつもりだったのか。いや、彼は僕が来ることを知らなかったように見えた。それでは人には聞かせられない話を父さんとするつもりだった、ということになる。

　しかし僕が同席しても、咎とがめることも疑念を持つこともなかった。その上、僕の言葉を聞き、父さんに疑問を向けるでもなく、すんなりと僕の意見を受け入れた。

　どうして？

　僕がバルフ公爵の立場ならば、たとえ魔法という存在を知っていて、その子供が魔法を生み出したとしても、直接会ってもおらず、魔法の存在も確認していない状態で、あんな風に話を鵜う呑のみにするだろうか。

　いくらバルフ公爵が素直で人を疑うことを知らない人だったとしても、ありえないだろう。

　では、なぜなのか。

「すまんな」

「え？」

　突然、父さんが呟つぶやいた言葉に、僕は思わず聞き返した。

　まるで僕の心を読んだかのような言葉とタイミングだった。

　しかし僕の疑問は氷解しない。父さんがそれ以上、何も言わなかったからだ。

　けれど僕は何も聞かなかった。父さんを信頼しているからだ。父さんは無駄に隠し事をするような人ではない。きっと理由があるのだ。だからその時が来るまで、いや、来ないとしても僕は待つ。

　その揺らぎそうな決意の中、小さく何かが聞こえた気がした。

「いずれ……」

　僕は聞こえない振りをして正面を見据えた。

　父さんの視線も正面から動かなかった。

　掠かすれそうな声に、父さんの感情が透けて見えた気がする。だからこそ僕は何も言えなかった。

　あんなに力なく、怯おびえたような声を聞いては、どうしようもなかった。

　帰ろう。マリーと母さんのところへ。この状況を覆せると信じて。
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　翌日。グラストさんの家、一階の居間にて。

　グラストさんには申し訳ないが、そこは一般的な家屋の広さしかなく、数人が入れば手狭に感じるほどだ。そこに四人が集まっている。バルフ公爵の命めいにより集まった面々だ。

　僕の手伝いをするという名目はあるが、彼らの心の内は不思議と手に取るようにわかった。

　張り詰めた空気の中、引きつる頬ほおをなんとかなだめ、僕は口こう腔こうを開く。

「え、えと、それじゃ自己紹介を。僕はシオン・オーンスタイン。バルフ公爵の命で怠惰病の原因究明と治療方法の模索、それに加えて五日前の夜に襲われた見えない魔物の調査とその対策を考えることになっています」

　反応はない。

　正面に座る三人の表情は様々だった。一人は冷淡な表情を浮かべ、一人は厳めしく、一人は興味なさげにしている。なんとなく心境は理解できるけど、何とも言えない気持ちになった。

　僅かな時間を経て、白いシャツを着ている少年が口を開いた。

「俺はコール・アレイスター。医師であるアルフォンス先生のもとで助手をしている。バルフ卿から、誰とも知らない子供につき怠惰病の治療方法を見つけろ、とのお達しがあったためここに来た。イストリア中の医師が必死で研究しても治療の糸口も掴めない病気の治療を、外部の素人が、しかもただのガキが調査するから手伝えと言われてな。落ち着いてきたとはいえ現場は人手不足だ。そんな中で坊ちゃんのお戯れに付き合わされる。はっきり言って無駄な時間でしかないが、公爵の言葉だから仕方なくここにいる。以上だ」

　明確な敵意と嫌悪を僕に向けてきた彼は、アルフォンス先生の診療所にいた少年だった。

　年齢は僕よりも五歳くらい上だろう。綺麗な顔立ちなためか、歪ゆがむと余計に感情的に見える。

　しかしその表情の変化は一瞬で、すぐに冷徹な顔に戻る。

　僕は僅かにたじろぎはしたけど、ぶつけられる敵意に不快感を抱かない。当然の感情だからだ。

　彼の隣、僕の正面に座っている少女が嘆息しながらコールに言う。

「コールといったな。貴様は無礼極まりない。相手がたとえ子供だろうと、公爵の命で仕方なく付き従うことになろうと忠義を以もって接するべきだ。どのようなことにも意味がある。たとえ成果を出せなくともその過程に意味があるのだ」

　仕方ない奴だと肩を竦めた少女は、顔や体格に似あわない鋼鉄の鎧よろいを纏っている。

　フォローをしているつもりだろうが、完全に裏目に出ている。皮肉なのか、ただの天然なのか。

　年齢は十五歳くらいかな。華きゃ奢しゃではないが冒険者や傭よう兵へい、兵士としては些いささか心もとない。金色の髪を頭の後ろでまとめて、少年に近い雰囲気さえ纏っているが、胸の膨らみと妙に高い声音が女性を主張している。

　腰には細剣。使い込まれていないことは明白で、かなり頼りない。はっきり言えばマリーの方が剣士としては上だろう、と思えるくらいの佇たたずまいだった。

　ただ僕は剣士じゃないし、相手の力量を正確に測れるほどに強くはない。もしかしたらものすごく強いかもしれない。そんな雰囲気はないけれど。

　コールが小さく舌打ちをしたが、少女には聞こえなかったようだった。

　僕からはコールの表情が見えたから、小さな音の正体がわかったけど、彼女からは死角だったらしい。無駄な軋あつ轢れきは勘弁してもらいたいので、助かった。

　少女はコールが何も言わないので、理解したと勘違いしたらしく鷹おう揚ように頷いた。見み目め麗うるわしい少女の所作としては適当ではないように思えた。

　少女は自信に満ちた顔のまま続ける。

「私はラフィーナ・シュペール！　リスティア国ゼッペンラスト領を統治する我が父アルフレッド・シュペール侯爵が嫡子！　イストリア第七十五親衛騎士隊……のラフィーナ・シュペールだ！」

　知らないな。誰だろう？　というかゼッペンラストってどこなんだろうか。聞いたことないけど。それになんで自己紹介なのに父親の名前を名乗るんだろうか。

　貴族っていうのはそんなものなんだろうか。他の貴族に会ったことがないからわからないな。

　それに気になったところがある。騎士隊の後に続いた言葉がよく聞こえなかったのだ。

　聞いた方がいいんだろうか。聞かない方がいいんだろうか。

　あんなに自信満々にキリッとしているし、聞かない方がいい気がするけど。

「第七十五親衛騎士隊って、雑務ばかりしている役立たずの隊だって聞いたけどな。しかもその中で『兵長』って。人数が少ない隊だから実質下っ端だろ」

　コールの耳には聞こえていたらしい。

　彼の言葉に、ラフィーナはあからさまに慌てふためいた。

「なっ!?　何を言うか!?　私はれっきとした騎士だ！　見よ！　この剣を！　陛下から賜りし剣だぞ！」

　シャンという小気味よい音と共に抜かれた細剣は手入れが行き届いていた。美しく、窓から射さす日光が反射してキラキラと光っている。美術品としては高価だろうが、実用性はあるんだろうか。

　本人はそれを知ってか知らずか、ふふんと鼻を鳴らしてポーズをとっている。

「室内で剣を抜くなよ、騎士様」

　皮肉で言われているにもかかわらず『騎士様』という言葉をそのまま受け取ったラフィーナは、したり顔で剣を納めると椅子に座り直す。

「ふん。ようやくわかったか」

　始まりから波乱しか感じられない。

　僕は小さく嘆息し、最後の人間に視線を向けた。

　彼女はここに来てからずっと本を読んでいる。硬い革で作られたその本の表紙には『魔物生態学における実用的な知識と対処方法』と書かれていた。恐らく彼女は魔物に精通している人物なのだろう。

　髪はぼさぼさで手入れをしているのかどうか疑問だった。目が覆われるほどに前髪を伸ばしているため、彼女の目は見えない。

　僕たちの視線を受けても気づいている様子もなく、自分の世界に入り込んでいるようだった。

　歳は多分マリーよりも少し上。十三、四歳くらいだと思う。ただし細く、小柄なのでもっと幼いかもしれないけど。

「あ、あの、すみませんけど、自己紹介をしてくれますか？」

　僕が声をかけると少女はピクッと肩を揺らした。

「…………ブリジット・ギーテ」

　声が小さすぎる。

　なんとか聞き取れはしたが、少しでも雑音があったら聞こえなかっただろう。

　僕は戸惑いを覚えつつも、会話を続ける。

「あなたもバルフ公爵の命で来たんですね」

「……うん」

「魔物学に詳しいとか？」

「……魔物に関してなら……色々、知ってる」

　やはり間違いないらしい。となるとコールが怠惰病に精通しており、ラフィーナが護衛と魔物調査のお供で、ブリジットが魔物に関して詳しい学者ということになる。

　確かにバルフ公爵に頼んだことはこれで通ったことになる。

　しかしこれは。なんというか僕という子供にとっては過ぎた人事だけど、僕が怠惰病と未知の魔物対策を練る立場だとすればお粗末なような気がする。みんな若いし。これは彼らが優秀かどうかは関係なく、ただ人員や環境整備の観点から考えてのことだ。

　ラフィーナはともかく、コールとブリジットはこの仕事に納得していないように見える。

　話を通した次の日に命を受けて異動している彼らの心情は理解できる。

　隊に所属するラフィーナ以外は恐らく一般人だ。突然、翌日から子供の手伝いをしろと言われて、納得できる方がおかしい。しかしバルフ公爵はこのイストリアを統治している。彼の命を突っぱねられる人間はこの街にはいまい。

　その感情を理解できた僕はすべてを受け入れていた。一人でもやるつもりだったので、誰かが手伝ってくれること自体、ありがたいと思っている。とにかく、役者は揃そろったわけだ。

「まずは三人共、集まってくれてありがとう。最初に言っておくけど、今回の任務に関して、僕は決して遊びじゃない。それに多少なりとも情報や根拠があってのことだよ。成功するとは言いきれないけど、進展は必ずあると思う」

「アルフォンス先生でも見つけられない怠惰病の治療方法を見つけられるっていうのか？」

　コールから感じられたのは明らかな憤りとアルフォンス先生への畏敬だった。彼にとって、アルフォンス先生は尊敬に値する人物のようだ。

　しかしそんな感情の機微をくみ取る余裕は、今の僕にはない。

「少なくともその手伝いはできると思うよ。怠惰病の研究はほとんど進んでいない。原因も不明だし、患者は増えるばかり。だというのに医師たちはその治療方法の糸口さえ掴めない」

「医師を馬鹿にしてるのか……っ！」

「いや、違うよ。僕は医学に精通していないし、素人だから。イストリア中の医師が原因を掴めないのなら、医学的な見地では、きっと誰も怠惰病治療の方法を見つけられないと思う。当然、僕も。専門家の足元にも及ばないからね。だから別の切り口から攻める必要があるんだ」

「別の？　ちっ！　まさか呪術的な方法でも試すつもりか？　そんなことするんなら俺は真っ先に降りる。馬鹿げた信仰に無駄な時間を費やすつもりはない」

　彼が言うのは儀式的な治療、神に祈ったり呪いを用いたりするような方法だ。

　何の根拠もない、呪術めいたもの。いわゆるオカルト的な治療方法である。

「違うよ。僕が試したいのはそんな不確かなものじゃない。確かに存在して、そして僕以外にはできないこと」

　僕はほんの少しだけ迷った。でもここまできたら隠すべきではない。信用されるには、まずこちらが相手を信用しなければならない。事前に父さんに許可も得ているし。

　僕は雷らい火かを装着し、右手をかざしてフレアを発動した。

　目の前に浮かんだ青い炎を見て、三人が一様に驚きょう愕がくの表情を浮かべる。本に視線を落としていたブリジットも呆あっ気けにとられ、蒼そう炎えんを見つめた。

　やがて炎は消え、静寂が訪れる。

「い、今のはなんだ？　何が起こったんだ？」

「ほ、炎が突然、現れたように見えたが!?」

「…………不思議」

「今のは魔法だよ。僕が生み出した技術。それが魔法。現象を増幅、維持する魔力という体内の力を放出して具現化しているんだ。今みたいに火を生み出したり、他にも雷、水、風を作ったりすることができる。正確には作るというより、合わせるという感じだけど」

　動揺から立ち直っていないラフィーナはあわあわと視線を動かしている。

　ブリジットもパチパチと瞬まばたきを繰り返しているだけだった。

　三人の中で唯一、冷静さを取り戻したらしいコールが顔をしかめる。

「今の……魔法だったか、それがどうであれ、怠惰病の治療に関係してるのか？」

「魔法は、さっき言ったように魔力を使うんだ。これは身体や精神に宿る力のようなものを言う。だから使いすぎるとひどく疲れるし、何もしたくなくなるし、動けなくなる。これって何かの症状に似ているでしょ？」

「……怠惰病」

「そう。僕は何度も同じような症状になったことがあるから間違いない。そして僕は、魔法の素養がある人の魔力が見えるんだ。人の中には稀まれに、僕のように魔力を持っている人がいる……僕の姉さんもそうだった。彼女は魔法を少し使えた。姉さんは五日前、突然倒れて、怠惰病を発症した。それをコールは知ってると思うけど」

　コールは視線を合わせずに緩慢に頷いた。

　彼は医者の卵だ。だからだろうか、患者のことを想おもう気持ちが言動に表れている。そこに恐らくはマリーも含まれているのだろう。

「その姉さんが怠惰病を発症した時、姉さんの身体から魔力がなくなった。正確には見えなくなった。それは『魔力が枯渇している時と同じ症状』だったんだ」

「共通点はあるって言いたいのか。魔力とやらが枯渇している時と怠惰病は同じ状態。つまりその魔力が体内に戻れば怠惰病は治る、と？」

「そう。本来、魔力は休息を取れば回復するんだけど、怠惰病患者はそれができない状態なんじゃないかな。それが怠惰病の正体なのかもしれないと僕は睨んでるんだ。実際、魔力を持っているであろう年代の人しか怠惰病に罹ってなかったし」

　そこまで話すとコールは視線を落とす。

　眉間の皺を深くしていた。その心中は僕にはわからなかった。

　コールはこれ見よがしにため息を漏らすと、肩を竦めた。

「……で？　それを証明する方法は？　あるのか？　その魔法とやらがあるのはわかった。だがその魔法があるっていうのと、さっきの魔力が怠惰病に深く関連するってのはまったくの別問題だ。魔力が存在する、それが怠惰病に関わっているって証明する方法はあるのか？」

　小ばかにするような言動。しかしその瞳は僅かに揺れていた。

　ああ、そうか。彼にも矜きょう持じがある。仮に僕が正しいことを言っているとしても、素直に受け入れられるはずもない。真剣であればあるほど、多くの犠牲を払い、努力をしてきたものほど譲れない。それが僕にとっては魔法で、彼にとっては医学なのかもしれない。

　ただ僕は誰かに認められるためにこの力を得たわけじゃない。単純に楽しかったから、好きだから得た力だ。でも今はマリーの言葉に従って、怠惰病患者を助けるために尽力する。

　それだけのことで、そこに拘こだわりはない。助けられればなんでもいい。

「あるよ。それは後で見せられると思う。信じるかどうかは、コール次第だろうけど」

「……まあいいさ。どうせすぐにやめるわけにもいかない。先生の指示でもあるからな」

　むしろバルフ公爵よりもアルフォンス先生の指示だったから仕方なく来たんじゃないだろうか。なんてことを思いつつも、僕は苦笑を返すだけに留とどめた。

　ラフィーナは僕たちが話している間も特に何か口を挟んだりはしてこなかった。いや、この人、もしかして事情を把握してないんじゃ。なんだかそんな気がする。

　僕がじっと見つめていることに気づいたラフィーナはハッとした表情を浮かべ、腕を組んで背中を反らせた。威厳を示すポーズらしい。けど、さすがに手遅れだよ？

　いつの間にか本を畳んだブリジットがゆっくりと手を挙げた。

「え、と。何か質問かな？」

　コクコクと頷いたブリジットは小ぶりな唇をプルプルと震わせる。

「ボクは……見えない魔物……の調査のために呼ばれたの……？　怠惰病に関わり……ない？」

「直接、怠惰病に関わりはないね。でもまったく無関係ってわけでもない。まずさっき稀に魔力を持つ人がいるって話をしたよね？　実は魔物は全員魔力を持っているんだ。魔法は使えないみたいだけどね。あくまで僕が知っている範囲内でのことだから、もしかしたら世界には魔法を使える魔物もいるかもしれないけど」

　ブリジットは、ふるふると首を横に振る。顔が動く度に野暮ったい髪が左右に揺れた。

「いない……。あんな力……使える魔物……いない」

「そっか。そうだとは思ったけど、わかってよかった。魔物に関して情報が欲しいと思ったのは、他にも理由があって。怠惰病治療をするにあたって、魔力を供給する方法を模索したいんだ。魔力は危険で、魔力自体で対象を殺してしまうこともできる。魔物相手に何度か使ったけど、魔力を流すと魔物が持つ魔力に反応して、魔物が炭化されるんだ。怠惰病を治療するには恐らく魔力を供給して、患者の体内魔力を満たさなければならないと思う。その方法を調べるためにどうしても魔力を持つ相手に魔力を流す実験をしないといけない。魔力を流した時、どんな反応をするのか。どう変化するのか。それを知るには専門家がいた方がいい。それに夜の新たな魔物、レイスに関しても調査が必要だからね」

「あ、あなたはそのレイスを見たの？」

「え？　ああ、うん。見たよ」

　そこまで言うと、突如としてブリジットは前のめりになって、テーブルに腹はら這ばいになった。その状態で僕に手を伸ばす。

　ホラーだ。怖い。めっちゃ怖い。

　長い髪を振り乱して迫ってくる様子は怖おぞ気けを誘った。

「ほ、ほんと!?　どんな形をしてた？　いつ、どこで見たの!?」

「お、落ちついて！　い、以前、夜にその魔物と遭遇したんだ。その時はなんとか撃退したんだけど、今はその対策を練っている最中。雷光灯が有効だってことはわかったから、事前に父さんが公爵に報告していたらしいけど。と、とにかくその対策のために魔物に詳しい君を呼んだってこと！」

「そ、そっか、うふふ……新しい、魔物が……わかるっ！　楽しみぃ」

　本人は嬉しくて笑っているらしいが、はたから見れば恐怖をそそる光景だ。魔物が好きな娘こらしい。

　彼女の前で魔物の話をする時は気をつけよう。

「それで魔物を相手にすることもあるからラフィーナにも来てもらった……んだと思う」

「ほ、ほう！　そうか！　魔物相手！　よかろう！　こう見えて、私はオークを何体も仕留めた実績があるからな！　大船に乗った気でいるといいぞ、シオン殿！」

　ふんぞり返っているが不安しかない。大丈夫だろうか。

「そ、そう。それと、その『殿』っていうのはいらないよ。呼び捨てでいいし」

「ふむ、それもそうか。爵位も持たぬ童わらべ相手に敬意を払いすぎるのも問題だな。よかろう！　では特別にこの任務中だけは私をラフィーナと呼ぶがいいぞ！」

「そ、そうするよ。あはは……」

　一人は不服そうに視線を逸そらし、一人はがははと笑い、一人はぶつぶつと独り言を漏らしている。

　大丈夫だろうか。大丈夫じゃないだろう。先行きが不安だ。でも一人よりはいいはずだ。そう信じて、僕は乾いた笑いを浮かべることしかできなかった。
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　三人と顔を合わせてから、僕の生活は一変した。

　まず午前中。僕はラフィーナとブリジットと共にイストリア近辺の森林、荒原、山岳地帯などに向かう。魔物を対象とした魔力反応の実験のためである。

　木漏れ日が薄く、視界が暗い森の中、僕たちは三人で進んだ。

　僕の武器は魔法、そして雷火。それなりに戦える自負がある。

　ブリジットは自衛くらいはできるらしく、一般的な長剣を腰に携えている。彼女が同行する理由は、魔物の反応を詳しく調査するためと遭遇した魔物に対しての情報を貰もらうため。そして、夜の魔物以外にも魔物に変化があるかもしれないので、その保険としてだ。

　レイスのことを知ってから、ブリジット自身が参加したいと言ってきたのが大きいけど。

　とにかく自衛できるのならばと了承し、今に至る。彼女は大丈夫そうだ。魔物調査のために自分で魔物の生態を確かめることも少なくないらしく、戦う術も心得ている。

　問題はラフィーナである。

「はぁはぁっ！　よ、鎧が重い！」

　彼女は荒い息を吐きながら僕たちの後ろを歩いている。本来は彼女が先頭を行くべきなのだが。

　実際、出発時は「私が先頭を行こう！　ついてこい！」とか言っていた。

　しかし歩き出して一時間。彼女は今のような状態に陥ってしまった。小柄な少女には鋼鉄の鎧は重かったのだろう。しかし矜持か誇りか、彼女は鎧を脱ぐことはない。正装なのかな。他に同じような格好をしている人は見たことがないけれど。

　僕とブリジットは時折止まってはラフィーナが追いつくのを待ち、そして進み、また待つ、ということを繰り返している。かなり時間を費やしてしまっている。

「ま、まだまだぁ、まだ私はやれるぞっ！」

　まだ何もしていないんだけどね！

　僕は人知れず嘆息し、木々を眺める。一時間経過してもまだ魔物と遭遇していない。

　イストリア周辺にはコボルトが主に生息しており、少し離れた場所にゴブリンがいる。

　他にも色々と魔物は存在しているんだけど、僕はほとんど見たことがない。冒険者ギルドで依頼を受け、討伐した対象はコボルトかゴブリン、その亜種くらいだ。つまり他の魔物はほとんどいないということでもある。

　あまり気にしてはいなかったけど、専門家がいるし話を聞いてみようかな。

　ラフィーナの移動速度に合わせるとどうしても時間が余るし。

「ブリジット。魔物ってゴブリン、コボルト、オーク以外はあんまり多くはないんだよね？」

　ほぼ無言だったブリジットが、ぱあっと笑顔を咲かせた。

「……うんっ。正確には、その三種類は亜人科亜人属だけど。ゴブリンの正式名称はゴブゥリング。ゴブゥって種族が特別変異した種なんだ！　コボルトとオークはそのままだけどね。でもでも、その三種は特殊で、ずーっと昔から存在している魔物だって言われてるの。一説には千年前の戦争、ルグレ戦争の後に生き残った数少ない魔物だって言われてるんだけど、ルグレ戦争自体が眉唾ものだし、それ以前の資料がほとんどないからただの噂うわさだけどね！　他の魔物、特に夜の魔物は数が少なくてブラッディウルフ、ウィングバッド、ダークラフレシアくらいしかいないけど、もちろん希少種は存在していて、まだまだ未知の魔物はいるんだ。でもそういう種はとても弱くて生きられない。だから昼の魔物だと主にその三種が存在していて、人間にとって害になっているわけ！　新たな魔物、特に人を襲うような危険な魔物が出現することは、ここ数百年では初めてのことなんだよ！　レイスは魔物生態学の歴史に大きな変革を与えるかもしれない、そんな存在なの！　すごいでしょ!?」

　早口である。というか何を言ってるかよくわからなかった。

　あまりにまくしたてるものだから、僕は途中で意識を絶った。これはまともに聞いていては疲れ果ててしまう。

　しかし僕のことなんてお構いなしに、ブリジットは話を続ける。

「千年前には魔物だけじゃなく魔族なんて種族もいたとかいなかったとか。噂だとしても魔物に精通する人なら誰でも知っていて、いまだに論争になるくらいなんだ。ボクはね、魔族は存在していたんじゃないかって思うの。その方がロマンがあるからね！　なんでも魔族は人に近い容姿をしていて知能も高かったとか。まっ、千年前に潰ついえた種族なら、もう存在しないんだろうけど。ルグレ戦争では大量に生まれた魔物を各国が協力して討伐したらしいんだ。あまりに大規模だったから、魔物相手でも戦争なんて言葉がついたくらいにね。ああ、その時の魔物は今よりも種類も数も豊富だっただろうに、見たかったなぁ」

「そ、そう」

　ようやく絞り出した言葉は、自分の声とは思えないほどに掠れていた。

　僕は理解した。ブリジットに魔物のことを聞く時は覚悟をすべきだ、と。

「はあはあ、くっ！　おのれ魔物めっ！　わ、私を恐れるあまりに、このような罠わなを！　見ろ、この傾斜！　明らかに不自然ではないか！」

　自然である。むしろ僕たちは普通に上ってきたわけで。

　ラフィーナが息を整えている間、ブリジットはまだ魔物うんちくをペラペラと喋しゃべっている。

　そんな中、僕は違和感を抱き、瞬時に口走る。

「しっ！」

　僕が言うと、ブリジットは両手で口を押さえる。

　ラフィーナも何事かと視線を動かしていた。

　いくつかの足音。一つ、二つ…………六つか？

　この付近に生息しているのはゴブリンのはず。コボルトならば集団行動をすることが習性となっているが、ゴブリンは複数で行動することはあまり多くない。

　強い違和感を覚えつつも、僕は雷火を装着して身構える。

「なんだ……あれ……」

　現れたのはホブゴブリンだった。しかしその肌色は土気色でも緑色でもなく赤色だった。

　そしてその手には大剣が握られている。コボルトと違い基本的にゴブリンは武器を扱わない。だが稀に道具を扱うゴブリンもいる。それがホブゴブリンの上位種であるゴブリンウォーリアーだ。

　相当な強さを誇り、一体でホブゴブリン十体ほどの強さ。ゴブリンウォーリアーを先頭に、後ろにはゴブリンが五体続いている。

「そんな!?　こんなところにゴブリンウォーリアーがいるなんて!?　本来は大規模な巣にしか生息していないはずなのに！　こ、ここ、これは前代未聞の非常事態だよっ!?」

　ブリジットが喜びとも恐れとも取れる表情で言った。一応、小声にしていることには感心した。

　いずれにしても、やはりこの場にいる魔物としては違和感があった。

　厄介だ。ゴブリン程度ならばどうとでもなるけど、ゴブリンウォーリアーとなると危険が伴う。

「あ、あれはなんだ!?　あれがいわゆるゴブリンという奴か!?」

　この反応。マジですか。ラフィーナさん。あなた本当に騎士なんですか。

　コールが言っていた通り、もしかしたら第七十五親衛騎士隊とやらは雑務しかしていないのだろうか。

　参ったな。ブリジットは戦えはするだろうけど、自衛が限界だと言っていた。となるとやっぱり僕がどうにかするしかないようだ。

「ギィギャッ！」

　ゴブリンたちはとっくに僕たちに気づいている。あれだけ騒げば当然だろう。

　奴らは本能のままに突如として疾走する。統率されていないのが唯一の救いだ。

　ゴブリンウォーリアーは余裕のある様子で、ゴブリンたちの背後で佇んでいた。これは助かる。あいつらは油断している。即座にゴブリンを倒せば、こちらに勝機は十分にある。

「二人はその場で待機！」

　僕は二人の返答を得る前に魔力を練りながら走り始めた。

　奴らは僕を標的にしたようで、五体全員が僕へと迫ってきていた。

　僕は足元にブロウを纏わせ、両手に集魔する。その状態でゴブリンたちの近くまで移動し、すぐ傍にフレアを設置した。

　奴らは突然生まれた青い炎に慄おののいた。

　僕はその隙すきを見逃さずジャンプで横へ跳躍。瞬時に三メートルほど移動した僕は、着地と同時に残っていた魔力をフレアへ向かい放る。接触した瞬間に爆発が起こる。ボムフレアだ。

　直撃を受けたゴブリンは爆散する。

　しかし僕が着地すると同時に、硝煙のせいで魔物の姿は隠されてしまう。

　煙が晴れる前に、一つの影が動いた。

「ギャアアッ！」

　けたたましく叫びながらゴブリンが地を蹴る。一体倒し損ねていたらしい。

　ラフィーナが鎧の重さのせいでたたらを踏んでいる中、ブリジットは剣を抜き、受けて立つ態勢。思っていたよりも堂に入っている。

「ギャッ！」

　ゴブリンが片手を振るう。だがその凶爪はブリジットには届かない。

　彼女は剣の腹で爪を受けると、そのまま滑るように前進した。

　バランスを失ったゴブリンは一歩、前に踏み出してしまう。

　ブリジットは流れるように半身になり、剣を持ち上げる。次の瞬間、ゴブリンの腕が吹き飛んだ。両手を失ったゴブリンは膝を折り、地面に倒れ込む。そのまま失血死するようだ。

　僕は思い出したかのようにゴブリンの身体を見た。死ぬ『数秒前』に魔力の光はなくなった。

　ブリジットのおかげでなんとか五体とも倒せたようだ。

　ラフィーナはようやく立ち上がる。

「お、おお？　ブリジットが倒したのか。や、やるではないか！」

　君は何もやってないけどね……。

　とにかく残った敵はゴブリンウォーリアーだけだ。

　奴はようやく動き出した。悠然と一歩、また一歩と進む。その姿は異様。強者の威風。

　さて、どうするか。

「ぐぬっ！　このっ！　おのれ！　わ、私も戦うぞ！　くっ！　せっかくおろしたのに、重すぎて使えないではないか！　ぐぬぬっ！」

　背後ではガチャガチャと擦過音が聞こえる。

　ラフィーナはまだ鎧と格闘しているらしい。

「ああああああああ、もおおお！　鬱うっ陶とうしいっっ！」

　肩越しに振り向くと、ラフィーナは鎧を脱いでいた。

　思ったよりもスタイルはよく、鎧に隠れていた乳房が揺れた。服の上からでもそのサイズは容易に測れる。ほう……これは、なかなかに大きいな。

　騎士隊のショートコートを纏っているが、防御力はないだろう。

　身軽になったラフィーナは、肩をぐるぐると回しながら身体の調子を確かめている様子だった。

「待った待った！　あれに突っ込む気!?　死ぬよ!?」

「ふふん、私がただの美しく清く正しく誇り高い可か憐れんな女騎士だと思ったら大間違いだ！」

「い、いやそんなことは言って──」

「私の本気を見せてやろう！　見るがいい！　私はラフィーナ・シュペール！　リスティア国ゼッペンラスト領を統治する我が父アルフレッド・シュペール侯爵が嫡子！　イストリア第七十五親衛騎士隊……のラフィーナ・シュペールだ」

　あ、それ毎回言うんだ……なんて悠長に考えている暇はない。

　僕は両手に集めた魔力に電流を走らせ、ラインボルトを放つが、ゴブリンウォーリアーは完全に雷撃を避よけた。さっき魔法を使った時に手を伸ばしたのを見ていたのか。しかし避けるとは。

　僕に動揺はあった。しかしすぐに気を取り直す。

「魔法は効かんようだ！　私に任せろっ！」

「ラフィーナ、危険だ！」

　僕の忠告を無視してラフィーナは魔物に向かっていく。なんという猪ちょ突とつ猛もう進しん。彼女は今までの戦いを見てなかったのか。

　ゴブリンを見るのも初めてのような反応をしていた。しかもここまでの様子を見ると頼りになるとは思えないし、強いとは思えない。殺されるぞ。

　僕は焦りを抱きつつも、魔法の再発動までの時間が足りないことも忘れてはいない。

　再発動まで時間がかかりすぎだ。もっと早く発動できれば。

　ふと強い違和感を覚えた。気づく。光。熱。それが手元に宿っていることに。

「は？」

　発動して『まだ一秒』だ。おかしい。どうして四秒も短縮されているのか。

　周囲の水分を集めて、ゴブリンウォーリアーの前方数メートルの上空にアクアを作った。

　ラフィーナとゴブリンウォーリアーは互いに迫る。

　タイミングを合わせて上空のアクアを落下させ、ゴブリンウォーリアーに着弾する瞬間、僕はボルトを放つ。アクアボルトだ。

　ほとばしる電流。光が明滅する中、ゴブリンウォーリアーは足を止める。声を漏らしもしない。そしてすぐに動き始めた。効かなかったのか？　いや多少はダメージがあったはずだ。

　ラフィーナの援護としてはやや弱かった。すぐに魔力を練る。やはりすぐに魔法が使えるようになっている。どうして？　いつから？

　もしかして──赤い光のカーテンを見たあの夜から？

「やああああっ！」

　ラフィーナが細剣を振るい、ゴブリンウォーリアーは大剣を振り下ろす。

　明らかに膂りょ力りょくの差がありすぎる。真っ向勝負をすれば勝てるはずがない。

　交錯。ラフィーナの負けを確信していた僕は呆気にとられていた。

　結論から言えば、ラフィーナは生きていた。それだけならば安あん堵どしただけだっただろう。しかし彼女の剣はゴブリンウォーリアーの喉を突き刺していた。

　あまりに一瞬の出来事に、僕は状況がわからなかった。しかし見えていた。

　ラフィーナはまっすぐ魔物に迫ると見せかけ、大剣の攻撃を寸前で避けたのだ。ほんの僅かに身体を動かしただけで魔物の攻撃を避けた。回避の動作が小さければ小さいほど二の太刀を繰り出す速度は圧倒的に速くなる。

　返す刀でラフィーナは一切の無駄なく剣を突き出した。その一撃でゴブリンウォーリアーの喉を貫いたのだ。

　驚愕だった。回避の身のこなし、無駄のない一撃。その動きはマリーを思わせた。

　細剣を抜き、即座に一歩飛び退のいたラフィーナ。

　それから数秒間、相手が動かないことを確認すると血ち糊のりを振り払い、納刀した。

　彼女の細剣は速さを優先しているからこそのものだったのか。使い込まれていないように見えたのは、無駄に剣を振るわず、一撃で終わらせる戦い方だからなのかもしれない。

「ふふん、どうだ！　私の強さを見たか！　剣だけじゃないぞ！　私は弓の腕も一流なのだ！　がははっ！」

「ラ、ラフィーナって強かったんだ。魔物を見るのは初めてなんじゃなかったの？」

「ゴブリンはそうだな。しかしゼッペンラストにはオークが多く棲すみついているのだ。だから相手はもっぱらオークばかりだったな」

　三種の中で最も強いのがオークだ。集団行動をせず、知能はないが、肉体的な強きょう靭じん度は尋常ではない。巨きょ躯くのため、倒すことも難しく、小隊が必要なくらいらしい。

　そんな魔物を相手にしていたのであれば、これくらいはできるのかもしれない。巨体の魔物相手だからこそ、一撃で倒すように狙い定める術を知っているのかも。

「鎧さえなければこんな魔物、お茶の子さいさいだ！　ブリジットもなかなかだったし、シオンの魔法は予想以上だったが、戦いは私の方が上だろう。次からは私に任せるといい！　うははっ！」

　確かに彼女は強いし、頼りになることがわかった。それは非常にありがたいことなのだが。

　僕たちの目的を忘れているようだ。

「……魔力供給って、結構難しいかもしれない」

　相手が強すぎると倒すことを優先しないといけないし、相手の数が多いと手を抜けない。一体で行動している魔物は少ないし、殺さずに捕まえることもまた難しい。それがわかっただけでも収穫はあったのかも。次からは慎重にやるとしよう。

「さあ、行くぞ！　こんな鎧はここで捨て置いてやる！　後で防具屋に文句を言うぞ！」

　鼻息を荒くしてラフィーナはさっさと先に進んだ。

「あの人……本来の目的……忘れてる？」

「多分ね」

　ブリジットと共に、僕は嘆息を漏らす。

　まあ、彼女が魔物との戦いに大いに役立つことがわかったのは嬉しい誤算だった。とりあえずあと一時間ほど森を散策し、午後に備えて街に戻るとしよう。
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　ラフィーナとブリジットと別れて、グラストさんの家に戻る。

「シオン、おかえりなさい」

　玄関を開けて出迎えてくれたのはローズだった。

　彼女は心配そうに眉根を寄せた。

「ローズ、来てくれたんだ」

「ええ、当然ですわ」

　ローズはマリーが倒れてから、家業の合間を見て何度かイストリアに来てくれていた。僕は意気消沈していたからあまり話せなかったけど。

　ローズは僕の顔を見て、嬉しそうに笑みを浮かべると台所へ向かった。

　僕が元気になったから安心したんだろうか。ローズにも心配かけちゃったな……。

　居間の椅子に座ると、ローズがお茶を出してくれた。僕が知らない間に、ローズはこの家の勝手を知っている様子だった。

「母さんは？」

「マリーの看病をしていますわ。食事もあるのでわたくしが交代するとは言ったんですが……もう少し傍にいるとおっしゃったので」

「そっか……」

　ローズが僕の正面に座り、紅茶の入ったカップに口をつけた。

「怠惰病治療の研究を始めたらしいですわね」

「父さんに聞いた？」

「ええ。何か、思うところがあるようでしたが」

　なんとなく父さんの心情はわかった。仕事があるから娘の面倒も見られず、娘の病気を治療する研究の手伝いもできない。きっと父さんは複雑な心境だろう。

「……シオン、わたくしにも手伝わせていただけませんこと？」

　ローズの真しん摯しな視線を真っ向から受け止めた。ローズならそう言ってくれると思ったし、素直に嬉しかった。しかし僕は首を横に振る。

「ありがたいけど、それは難しいよ。ローズには家の手伝いがあるし、イストリアに頻繁に来られるわけじゃないでしょ？」

「そ、それはそうですが……」

「それに怠惰病の研究には、専門家の三人がいるから、大丈夫」

　ローズはカップに視線を落とした。長いまつ毛が震えているのは僕の見間違いじゃないだろう。

「大事な友達が大変な時に、わたくしは何もできないということですのね……」

「そんなことない。ローズにはローズにしかできないことがあるよ。お願いがあるんだ。ローズには母さんの手伝いをしてほしい。僕は普段研究しないといけないし、父さんは仕事がある。母さん一人で姉さんのお世話をするのは大変だ。かといって姉さんのお世話を任せられるような人はなかなかいない。だからローズにお願いしたいんだ。ローズなら信頼も信用もできるから」

　はっと顔を上げて、ローズは小ぶりな唇を引き締めた。

「も、もちろんですわ！　わたくしにお任せくださいまし！」

　胸元にそっと手を添えて、凛りんと応えるローズ。

「ありがとう、本当に助かるよ」

　僕は心の底から感謝を述べた。

　するとローズは少しだけ目を見開いて、

「いえ、マリーのためですもの。なんでもしますわ」

　と、優しく言ってくれた。その柔和な笑みとほのかに染まった頬が僕の心を温かくしてくれた。

　ローズの応援は心の底から嬉しかった。彼女がいれば母さんの負担も大幅に減るだろう。人の心を汲くんでくれる母さんなら、マリーの友人であるローズの手伝いをしたいという申し出を完全に断ることはしないはずだ。

　その後、僕はローズと一緒に昼食を食べた。

　食事後はマリーの様子を見に行き、ローズが母さんに看病を手伝いたいと話した。母さんは少し悩んでいたけど、ローズの思いを受け取り、手伝いを頼むことにしたようだった。

　これで僕も安心して怠惰病治療の研究に勤いそしむことができる。

　それから少しの休憩を経て、僕はアルフォンス先生の診療所に足を運んだ。

　中に入ると忙しそうに看護師が走り回っている。

　また患者が増えている。五日前に発症した怠惰病患者が最も多いけど、それからも日に日に増えている。どこの診療所も人手が足りないらしい。

　引け目は感じているけど、怠惰病の治療ができれば救われる人も増え、現状の問題も解消される。決して無駄ではないはず。

　入り口で看護師に声をかけようとした時、歩いていたコールと目が合った。

「……出るぞ。ここは邪魔になる」

　コールは顔をしかめつつ、僕の返答を待たずに診療所を出た。外に出ると、コールは僕を待たずに通りを進んでいた。

　コールの背中から苛いら立だちを感じる。目の前にいる患者を放って、僕と行動を共にすることが気に食わないのだろう。気持ちはわかるけど、やるからにはきちんとしてほしい。というかどこへ向かっているんだろうか。

　僕は小走りでコールの隣に並ぶ。

「それで怠惰病患者の症状と健康だった時の状況はわかった？」

「ああ。調べてはおいた。怠惰病患者の大半は自発行動を何もしなくなったが、一部の患者は軽度だった。ホームレスの中にはそういう類たぐいの連中がいたようで、官憲が別の診療所に何人か連れていったらしい。まともな会話はできないが、言葉は発することができるようだ。実際に確認するために、バルフ公爵に話を通してもらった。許可は得ているから、今からその診療所に向かう。いいな？」

　了承する前に移動しているじゃないか、とは言わない。実際、僕は了承するつもりだったし、コールもそうなるとわかっていたんだろう。少し癪しゃくだけど、無駄に争う必要もない。

「わかった。いいよ」

「それと患者の家族に聞いておいた。全員じゃないが、ほとんどが『怠惰病を発症する直前はかなり元気だった』ようだ。元々、明るい性格じゃない患者も比較的前向きになっていたりしたとか」

「そっか。やっぱり魔力の多寡に関わりがあるのかも……姉さんも妙に好調だったし。性格は元々明るい人だったけど。あれは前兆だったのかな」

「ありえなくもない。病によっては性格や調子に影響を与えるものもある。しかし前兆がわかっても予防の手段もわからないし、怠惰病を発症した患者には意味がない」

「でも少なくとも突然発症するということは防げるかもしれないよ。この事実を流布して、同じような状況の人を集めて、診断すれば何かわかるかも」

「……ちっ！　確かにそうかもしれないな」

　気に入らないが納得はした、という感じのようだ。しかしそんなに不服そうにしなくてもいいだろうに。この人、僕のことかなり嫌いみたいだな。

　別にいいけど。好意的に接される方がどうしていいかわからなくなるし。

「おい。一応、診療所までは案内してやるが、俺がいる必要があるのか？」

「あるよ。患者さんの症状の変化とかを敏感に感じ取ってもらう人が必要だから。僕は魔物相手に魔力供給をして練習するつもりだけど、その前に治療に先駆けて、魔力反応による対象者の変化も見たいし、それによって悪影響があるかどうかの診断は僕にはできないから。そもそもやり方は医学とは違うかもしれないけど、終着点は同じなわけだし」

「……魔力を注ぐのは危険だと言っていただろ。おまえが魔力調整のできない段階では魔力を供給できないんじゃないのか？　それとも調整ができない段階で無理やり患者に対して実験をするつもりか？」

　答えによっては容赦はしない。彼の目がそう言っていた。

　しかし僕は冷静に首を横に振る。

「まさか。そんなことはしないよ。ただ僕は姉さんと共に魔法の研究をしていて、その時に魔力反応の実験は少ししてたんだ。人間が問題ないレベルの魔力量は知ってる。ただしこれはあくまで魔力に触れさせるだけで、相手に温度や光を感じさせるだけ。魔力反応と魔力供給は違うからね。でも反応させるだけで何かしらの変化はあるかもしれない」

「……魔力がない相手には意味がないんだろう？」

「元々魔力を持たない人ならね。でも怠惰病患者は魔力を持っていた人たちだから。無意味じゃないかもしれない。軽度の人なら特にね」

　コールは顎あごに手を添えて、思考している様子だった。

「いちいち理に適かなったことを言う奴だな。気に入らないが……おまえの案には乗ってやる。ただし本当に必要な時だけにしてくれ。必要ない時は診療所に戻りたい。それでいいか？」

「うん。それでいいよ。少なくとも今日はいてほしいけど」

「わかった。俺も知りたい部分ではあるからな」

　コールは感情的な部分もある。けれど理性的な面も強く、どんな状況でも冷静に判断できる人らしい。医者だからだろうか。心のコントロールが上手い。最初に会った時よりは、僅かに態度が軟化したように思えた。

　しばらく歩き、別の診療所に到着すると医師と看護師に迎えられた。異常なほどに愛想が良かったのでちょっと気持ちが悪かったけど、邪険にされるよりはいいか。

「申し訳ないですがね、一応付き添わせていただきたい。何かあっては困りますので」

　診療所の医師が言う。ニコニコとしたままだが言葉には棘とげがあった。自分たちの場所で好き勝手にしやがったら容赦しねぇぞ、ってところか。

「もちろんです。ご協力いただき、ありがとうございます」

　医師に案内されて病室へと向かった。

　大部屋に集められた患者数は四十。かなり広い診療所で、アルフォンス医師の診療所よりも広い。

　看護師たちは忙しそうに患者たちの世話をしていた。

「手前の患者たちが比較的軽度の怠惰病患者です。大半は元ホームレスですが……中には言葉を話せる患者もいますが、大半は声を出すことが限界です」

　近場にいた患者の顔を見ると、視線で僕たちを追っている。見えているらしい。

　マリーのように完全な怠惰病患者は何もできないが、彼は意識があるのか動くものを見ている。

　近づくと、声を漏らした。意識はある、ということか。

「触れてもいいですか？」

「まあ、構いませんが」

　僕は患者の手を握ってみた。

　反射反応がある。なるほど、確かに軽度の症状だ。身体も冷たいがマリーほどではない。

　僕はじっと患者を見つめる。魔力は見えた。ほんの少し、肌の表面に薄い光の膜があった。

　ローズやマリー、エッテントラウトも魔物も魔力を持っており、今ではその光が容易に見える。しかし、目の前の患者はほんの少ししか魔力がない。

　他の患者も診みてみた。そして誰もが同じような症状だった。つまり怠惰病患者の魔力は減少している。間違いない。

　怠惰病は魔力が減少しているか、魔力の減少が原因で起こっている。減少した原因はわからないけど減少に至る前、妙に好調だったという証言もある。

　マリーが元気だった時は魔力の減少はなかった。怠惰病を発症する直前までは元気だったし。

　魔力を供給できれば治せるはずだ。問題はどうすれば魔力を供給できるか、だ。

　今のところ僕が直接魔力を供給するという案が有力だが、まだ魔力反応までしかできていない。

　僕が直接的に、魔力を相手に与えることができるのかもわからない。

　献血のように何かの器具や道具を使い、魔力を分け与えないといけないかもしれない。そんな方法が可能なのかわからないけど。とにかく今のところは魔力を与える手段を模索すべきだ。

　コールに視線を送るとコールは呼応するように小さく頷いた。

　マリーに魔力反応をさせた時の感覚を思い出し、魔力を帯びさせた。

　触れた部分が光を発する。この光が見えるのは僕と恐らくは怠惰病患者だけ。魔力量十程度を維持し、手に接触させた。

　ピクリと手が動いた。明らかな反応。彼の顔を見る。瞳が僅かに揺らいだ気がした。

　数秒だけ反応を見て終えた。まだ問題ない魔力量だとは思うけど、これ以上はやめておこう。

　僕は再びコールを見て、終わったことを伝えた。

　引き続き別の患者のもとへ行って同じように反応を見た。

　コールと共に軽度の患者の診断を終えると、診療所の医師から離れて話す。

「おい、どうだった」

「重度の怠惰病患者と比べると体温が少し高かったね。魔力も少しあった。魔力を流してみたけど、見た感じの変化はなかったよ。そっちは？」

「脈拍が僅かに速まり、反射反応が見えた。それと眼球が痙けい攣れんしていたな。おまえが魔力を流している間は指先が動いていた。反応はあった。それが好転反応なのかどうかはわからないが。もう少し長期的に様子を見つつ、魔力とやらの量を増やすしかない」

「少しは認めてくれたってこと？」

「勘違いするな。反応があったというだけで、それが治療に繋つながるかはわからない。やってみる価値はあるかもしれない。それだけのことだ」

　それって認めてくれたってことじゃないのか。僕を、じゃなく魔力が怠惰病治療に使えるかもしれないと。

「あの、どうでしたか？」

「あ、ああ、ありがとうございました。色々とわかりました」

「色々と……？」

　医師が怪け訝げんそうにしている中、コールが慌てて口を挟んだ。

「なんでもないです。俺たちはこれで失礼します。また診断させていただきたいのですが」

「毎日は勘弁してほしいですが」

「週に一度くらいでいいので。事前に連絡させていただきます」

「まあ、それくらいなら」

　仕方ないという感情を隠しもせず、医師は緩慢に頷いた。

　僕たちは医師に礼を言うとそそくさと診療所を出た。

　するとすぐにコールが睨んでくる。

「おい、他の奴の前で魔力や魔法のこと、それと怠惰病治療に関して詳細は話すな」

「魔力や魔法に関してはわかるけど……治療に関しても話したらだめなの？　なんで？」

「あのな、医師たちは怠惰病治療の研究に執心しているんだ。誰もが自分が真っ先に治療方法を確立しようと必死になっているんだよ。イストリア、もしかしたら他の街や国でも蔓まん延えんしている怠惰病の治療を確立したとなれば、医学界で注目されるからな。国から褒賞金も出るし、地位も用意されるだろう。俺はそんなもんはどうでもいいけど、他の誰かに邪魔されたらこの研究を中断することになるかもしれないんだぞ？　公爵からの指示だから表立っては邪魔しないだろうが、別の方法で嫌がらせをしてくる可能性もある」

「面倒だね。怠惰病患者の人たちを助けられるならそれでいいのに」

「……それに関しては同意だな。ただそれを理解してるから、公爵は他の医者に魔力の説明をしなかったんだろう。とにかく気をつけろ。医者ってのは患者に寄り添うタイプと、自分の利益だけを考えているタイプしかいないからな」

「うん、わかったよ。言わないようにする」

「頼むぞ。おまえ、なんか危なっかしいからな」

「そうかな？　そんな風に言われたことないけど。しっかりしてるって言われるよ？」

　精神年齢はかなり高いはずなんだけどな。魔法に関しては暴走しているという自覚はあるけど。

　コールは僕の顔をじっと見つめて、何やら難しい顔をしている。

「おまえの周り、善人ばっかだろ？」

「え？　あー、うん、そうかな」

「世の中、悪人もごまんといるんだよ。もっと人を疑った方がいい。さっきの医者も、腹の底じゃ何を考えてるのかわかったもんじゃないからな」

　呆あきれたように吐き捨てるコール。

　医者の間でも色々とあるんだな。確かにコールの言う通りだ。

　幸運にも、僕の周りにはいい人ばかりが集まっている。けれどイストリアには沢山の人がいて、その中には悪人もいるんだろう。

　現代で生きていた時は酸いも甘いも経験したはずなんだけどな。この十年で、かなり軟化してしまったようだ。肝に銘じておこう。

　ふと僕はコールを見た。

「いいか？　まずは相手に心を開く前に、話していいことかいけないことかを考えろ。自分を守るために、誰かを守るために、簡単に本音を話したらいけない。わかるか？」

　今もくどくどと説教じみたことを言っている。

　そんな彼を見て、僕は思ったのだ。

「コールっていい人だよね」

「はっ!?　はぁっ!?　な、何言ってんだ!?」

「いや、だって、僕のこと嫌いなのに、僕のことを思って話してくれたじゃない？　それに今も理解できるように噛かみ砕いて丁寧に話してくれているし。患者さんのために一生懸命に考えて働いているし、真面目だし」

「ば、ばかじゃないのか！　俺がいい人!?　そんなわけないだろ！　俺は医者だから患者のことを考えるのは当たり前！　協力者なんだからおまえがしくじらないように教えるのも当たり前！　別に善人じゃない！　ば、馬鹿らしい！　もういいな!?　俺は帰るぞ！」

　視線を泳がせつつ、コールは帰っていった。なんだかその背中を見ていると、親近感を抱いてしまう。

　僕は思わず笑みをこぼした。すべてはいい方向へと向かっている、そんな気がした。
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　夕方前、僕はグラストさんの家に戻った。

　いつもは鍛か冶じ場から鉄を打つ音、炭や木のすえたニオイがしたのに今はすべてが存在しない。閑寂で動きのない空気がただそこに充満している。

　グラストさんは別店に引っ越し中だ。時折マリーや僕たちの様子を見に来てくれるし、たまにマリーの看病をしてくれる。グラストさんにも生活があるのにありがたい。

　僕は二階に上がって、部屋に入った。

「あら、おかえりシオンちゃん」

　母さんはベッド横でマリーの世話をしていた。

「ローズは？」

「少し前に帰ったわよ。その間、休ませてもらったわ」

　少しは寝られたのだろうか。マリーが倒れてからあまり休めていなかったようだし。

「とってもいい子よね。マリーちゃんのためにできることをしたいって、あんなにまっすぐに言ってきて……お母さん、つい甘えちゃったわぁ」

「ありがとう、母さん。ローズの申し出を受けてくれて。彼女もきっと喜んでるよ」

「ふふふ、お礼を言うのはこっちの方よぉ。すごく……嬉うれしかったわ」

　おおらかで優しい、いつもの母さんとは違っていた。

　少しは休んだみたいだけど、やはり疲れは残っているようで、笑顔に力がないし、目の下にはクマができている。そうなって当然だし、その心労は理解できる。

　父さんは二、三日に一度こちらへ来て、また村へ帰るということを繰り返している。

　大きな問題は、赤い光のカーテンが出たあの日から出現するようになった夜の魔物、レイス。それに加えて昨今、魔物の行動が活性化しており、数が増えているらしい。そのため、戦える上にすぐに指示ができる父さんの存在は大きい。

　イストリアは比較的安全だけど、村の方は自分たちで対策を練らなければ危険だ。衛兵なんて存在はないし、地方領主である父さんには私兵がいない。基本的には村の人間で対処し、手に余る問題が起きた場合は、イストリア領主であるバルフ公爵に救援要請しなければならない。

　我が家の領土は自治地区であるため、父さんがいなければ村人たちは不安に駆られ、魔物が出たら下手をすれば殺される人が出るだろう。

　父さんも母さんも辛つらいだろうに弱音も吐かずできるだけ表情に出さないようにして、僕に心配をかけないようにしてくれている。

「大丈夫？　辛かったら、休んでいいのよ」

　母さんは自分は大丈夫だと言わんばかりに、笑顔を浮かべて言った。

　そんな母さんを見ると、胸が締め付けられてしまう。

「ううん、全然疲れてないから」

　心配させまいと笑顔で言ったつもりだった。けれどそれが逆効果だったのか、母さんは今にも泣きそうなほどに悲しげな表情を浮かべると僕を抱きしめた。

「ごめん、ごめんなさいね……シオン。あなたにばかり苦労をかけて。あなたはまだ子供なのに、こんなに頼って、ごめんね。もっと自由に生きてもらいたいのに……こんな」

　母さんの身体は少し震えていた。

　親の立場はわからない。でも大人の気持ちはわかる。

　子供に頼ること。子供に苦労をかけること。子供が不幸になること。それを真っ当な大人は嫌う。かわいそうだと、憐あわれだと、申し訳ないと思う。僕も逆の立場ならそう思うだろう。

　僕は落ち着いた心のままに、母さんの背中をぽんぽんと叩たたいた。

「僕はまったく辛くないし、苦労なんてしてないよ。本当だ。気を使ってるわけでもない。ただ自分にできることを頑張りたいだけなんだ。姉さんと母さんと父さんのためなら、僕は何でもしたいから……大丈夫。全部上う手まくいくから。大丈夫だよ。母さん」

　子供をあやすように穏やかにゆっくりと語りかける。そんなことをすれば母さんの心をかき乱すかもしれない。そんな不安を抱きつつも、僕にできることはそれしかなかった。

　数秒を経て、やんわりと身体を離した母さんの顔は泣いてはいなかった。

「ありがとう、シオンちゃん……」

　母さんは自分を卑下しない。親が子供の前で自虐的になれば、子供が余計に傷つくことを知っているからだ。だから母さんはそれ以上、何も言わずに僕の頬ほおに触れた。

「晩御飯作るわね、ちょっと待ってて」

　僕が何か言う前に、母さんは部屋を出た。母さんの背中はいつもよりも小さく見えた。親の弱った姿ほど胸を締め付けるものはないと、僕はその時に初めて気づいた。

　僕は椅子に座り、マリーの顔を眺める。

「僕が絶対に助けるから、安心してね。姉さん」

　彼女は反応を見せない。手に触れても冷たい体温が返ってくるだけ。うっすらと目を開け、天井を見上げるだけ。彼女の身体には魔力がない。

　僕はほんの少しの魔力を手に集め、マリーの手に触れた。しかし何の反応もなかった。軽度の怠惰病患者とは違い、今のマリーには魔力がない。だからか魔力反応がなかった。

　見えないだけか、それともまったく反応がないのか。どちらにしても十程度の魔力の接触では、マリーには効果がなさそうだった。

　少しずつ、着実に研究を進め、治療をするしかない。

　焦るな。結果を求めすぎるな。魔法を開発した時の経験を思い出せ。渇望しつつも、予断を許すな。欲しいものがあるなら、近道はないと知れ。

　僕は知ってる。だから同じ道を歩むだけだ。

　小さく震え始めた手を強引に抑える。不安を忘れるしかない。足を止め、ふとした時に考えてしまう、最悪の未来を振り切る。

　そうしないと僕は前に進めないんだから。
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「どらああああっ！」

　荒々しい気勢と共に刺突を繰り出すラフィーナ。彼女の剣けん戟げきは凄すさまじく、視認することさえ困難だ。しかし彼女の剣けん閃せんは攻撃ではなく、回避と受け流しの動作で生み出されている。

　相手はウォーコボルト。ゴブリンウォーリアー並みに強いコボルトの上位種。体たい躯くの小さいコボルトの中では、巨きょ躯くの戦闘種である。左右の手には赤く錆さびた鉈なたを握っており、口から唾液を垂らしながら、暴れ回っていた。

　一撃受ければ致命傷はまぬがれない。だがラフィーナはそのすべての攻撃を避よけている。やはり鎧よろいを着けなくなったことが彼女の俊敏性を高めているのだろう。

　調査を始めて三日。ラフィーナの装備は初日とは違い、軽装になっていた。失敗を反省したのかあれ以降、重そうな鎧を着ることはなくなっている。

　彼女が纏っているコートは、騎士へ配給されたものに違いない。そのおかげで小こ綺ぎ麗れいな格好に見える。だが戦いに挑む格好かと問われれば首を傾かしげずにはいられない。式典に参加しそうな格好だ。

　それでも華麗に戦う姿には、殺し合いの泥臭さはあまり感じられない。一撃も受けていないからだろう。そのおかげか、彼女の服には一点のシミもなかった。

　敵はすでに二体しか残っていない。ラフィーナが相対しているウォーコボルト。それと僕が戦って『いた』ウォーコボルト。こっちはもう、ほぼ終わっている。

「ガルアァ！」

　すでに打倒したウォーコボルトは、苦く悶もんの悲鳴を発しながら涎よだれをまき散らす。

　僕はそれに構わず、魔物の腕に魔力を流した。魔物は敵。同情の余地はないが、それでも痛めつけているような気分になり、不快だった。

　魔物は高圧の電流のせいでまともに動けないようだった。動けないようにするためにアクアボルトを使っておいたからだ。一度では効かなかったので『連続魔法』で三度ほど直撃させた。さすがの大柄な魔物もこれには抵抗できなかったようだ。

　地面に横たわるウォーコボルトの腕を掴つかみ、僕は徐々に魔力を流す。

「十、十五、二十、二十五」

　感覚的な魔力量を口に出して、その反応をブリジットに記録させる。彼女は魔物に詳しいため、明らかな異常や異変にはいち早く気づくはず。

「三十、三十五、四十」

　叫ぶコボルト、冷静に数字を口にする僕、真剣な表情で魔物を観察するブリジット、奇声を発しながらもう一体のウォーコボルトと戦うラフィーナ。

　はたから見れば異常な状況だろうが、僕たちは真剣そのものだ。

　ちなみにラフィーナがなぜコボルトを倒せていないのかというと、わざと手を抜いているからである。彼女は相当に強く、僕よりも先にコボルトを倒せるだろう。しかしそれでは生体実験ができないため時間稼ぎをしてくれているのだ。

「四十五、五十」

　コボルトの腕が変色する。ぶすぶすと煙を上げ、やがて腕は火に燻いぶされたように灰色となった。

「ググルゥア、ガルグゥウゥッ！」

　悲鳴。直後、コボルトの腕が炭化していく。さらさらと消えていく身体の一部を視認する。それからは一瞬だった。腕の付け根まで侵食した魔力は、そのままコボルトの半身を蝕むしばむ。
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　そのまま絶命すると、コボルトは地に伏した。身体の半分を残し異臭を発していた。臓ぞう腑ふから立ち上る血なまぐささが鼻をつく。

　しかし僕とブリジットは意に介さない。

「五十か。普通のコボルトやゴブリンは三十くらいだったから、やっぱり強さによって必要魔力量が違うみたいだね」

「……うん。それに魔力を……接触させるか注ぐかすると……少量でも火傷やけどを負うみたいに、皮膚が炭化していく……っぽい。まったく同じ症状……じゃないけど。シオンの言う通り……『浄化』みたいな……感じ？」

「人に対しての反応と違う、かもしれないね」

「……もう少し多めの魔力を……人に試せばわかるかも……だけど」

　魔物相手とは違う。人間相手に強い魔力を与えた場合、同じ症状が出るとは限らないのだ。もしも二十ほどの魔力を与えて、触れた部分が魔力に侵食され、腐れ落ちたりしたら……。

　ありえない話ではない。そう考えると人間と魔物では魔力反応は違うのだから、この実験も無意味なのではないかと思うかもしれない。しかしモルモット実験があるように、できるだけ近い存在で実験するのは必要なことだ。

　もちろん人間を治療するなら人体実験をする方が確実に研究は進むだろう。だがそんなことを安易にできるはずもないし、安全性を可能な限り確かめるべきだ。

　軽度の怠惰病患者に対して魔力反応を見たけど、あの時の魔力量は十。つまりマリーが問題なかった量に留とどめている。

　いつかは人で試さないといけない。しかしその前に確かめられることはできるだけ確かめないといけない。失敗確率を低く、成功確率を高くするために。

「とりあえず、あとは根拠を示して、検証結果を出さないとね」

「……いっぱい、試すって、こと……だね。同じだとは……思うけど……」

「できることはしておかないと。不安要素は潰つぶしておきたい」

　石橋は叩きすぎれば壊れる。問題はどこまで叩くか、だ。僕にとってはその『どこまで』は時間にあたる。調べすぎれば、もしかしたら間に合わないかもしれない。

　怠惰病に罹かかった人間はまだ少ない。発生して数ヶ月の新たな病なのだ。つまりこれから容態が急変する可能性もあるし、今の状態が続くとは限らない。だから悠長にしている暇はない。しかし焦ると危険だ。

　大事なのは把握すること。そのためには状況をきちんと理解し、最悪と最善とその中間の状況を想定し続ける。考え続け、動き続け、自分のできることを全力でこなす。それが僕に与えられた使命であり、僕の願いを叶かなえるための唯一の手段だ。

「おい！　そっちで悠長に話してるんじゃない！　もう倒していいのか!?」

「あ、ごめん。倒して」

　多少の申し訳なさしかないのは、ラフィーナの強さを理解しているからだ。彼女は強い。ちょっとバカっぽいけど、強さは間違いない。いや、手伝ってくれる人をバカにするべきじゃないな。ラフィーナにもブリジットにもコールにも、手伝ってくれているみんなにも感謝しないと。

　ラフィーナは見事な一撃でコボルトを無力化した。死んではいない。ただし放っておけばそのうち死ぬくらいの負傷はしている。

　ラフィーナは剣を納めると喜色満面でこちらに歩み寄ってきた。

「ふふん、どうだ。これが私の、ぎにゃっ!?」

　こけた。それは見事にこけた。足元を見ると、何もなかった。木の葉が地面に散り敷かれているだけだ。足を引っかける場所はなかったんだけど。

　僕とブリジットは手助けもせず、その場でラフィーナを眺めていた。

　薄情と思うだろうか。しかしこの状況は本日すでに五回目である。最初は助けていたけれど、さすがにもう助けようとは思わない。

　ラフィーナは何事もなかったかのように立ち上がり、黙したまま身体についた土を払うと、腰に手を当てた。

「ふ、ふん！　まったく、コボルトの罠わながこんなところにもあるとはな！　彼奴きゃつら、なかなかに頭が回る！　おまえたちも気をつけるのだぞ！」

　誤魔化すのが下手すぎるが、僕たちは何も言わない。何を言っても無駄だからだ。

　足元に何もないと言っても「見えなくなっているだと!?　奇怪な罠だ！」とか「よく見ろ、ここにあるではないか、ほら、この石！」とか言いながら小石を見せてくる。

　コールと違い、ラフィーナは思い込みが激しく、こちらがきちんと説明したり、筋が通っていることを言ったりしても聞く耳を持たないのだ。だから面倒なので放置することにした。

「さあ！　行くぞ！　次こそは、罠にかからず完勝してみせよう！」

　ラフィーナは大股で先を進んでいく。その後ろ姿を僕とブリジットは見送った。

「いや、まだ生体実験してないんだけど……」

　さっき自分が倒したコボルトを無視して、ラフィーナはさっさと先へと進んでしまった。また目的忘れてるよね、あの娘こ。

「……変な人……」

　ブリジットの呟つぶやきに「君もね」と言いかけて、僕は口をつぐんだ。

　おかしな人たちだけど協力をしてくれているし、悪い人たちではない。

　このまま続けていれば必ず、道は開ける。そう信じて僕は実験を続けた。
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　今日はコールとの診察は休み。

　一週間に一度しか、あの診療所にいる軽度の怠惰病患者の診察ができないからだ。軽度の患者がアルフォンス先生の診療所に入院してくれればやりようがあるんだけど。たまたまか手回ししたのか、あの診療所にしか軽度の患者はいない。そのため一週間に一度しか、試すことができない。

　もちろん無茶な実験はできず、あくまで間違いなく問題ないという程度の内容だ。

　いつかは患者の家族なりに治療の実験をさせてもらうように頼むかもしれないけど、それは今ではない。

　とにかくまずは魔物での実験で、ある程度の結果を出す必要がある。そうすれば軽度の患者に対しての、有効で問題ないアプローチ方法が見つかるかもしれない。

　贅ぜい沢たくを言えば、魔力を持つ健康な人に人体実験に協力してもらいたい。軽度の患者でも言葉で状態を説明できないし、即座に反応しない。そのため危険性はやはり高いし、正確な反応がわからない。健常者であればその貴重な説明を自らできるし、危険だと判断すればすぐに中断できる。

　そんな奇特で貴重な魔力持ちの人間……それは一人しかいない。

　僕は頭を左右に振った。

　いつかは通らないといけない道なのはわかっているけれど。やはり憚はばかられる。自分の身体で実験していい、なんて簡単に言える人がいるだろうか。それも……他人のために。

　現在、僕はマリーの部屋にいる。

　彼女の手を握り、時には身体を動かしてあげた。僕の仕事はそれくらいで、それ以外のお世話は母さんやローズがすることになっている。

　家族とはいえ、女の子だから男の僕に任せない方がいい、ということらしい。言わずともわかる部分なので、僕から何か言ったことはない。

　反応を期待するようにマリーの手をさする。微み塵じんも動かない姉の姿を見るとやりきれない気持ちになった。

　コンコンとノック音が聞こえる。

　返事をすると、ドアを開けたのはローズだった。

「ごきげんよう、入ってよろしくて？」

「うん、もちろん。どうぞ」

　ローズは部屋に入ると手に持っていた小さめの桶おけを差し出してきた。

「頼まれていたものを持ってきましたわよ」

　桶の中には水とエッテントラウトが何匹か入っていた。以前、僕が頼んでおいたものだ。

「申し訳ありません。あまり持ってこられなかったのですが」

「ううん。十分だよ。ありがとね」

　不意にローズと目が合った。

　半ば無意識に視線を逸そらしてしまう。

　彼女に言わないといけない。それは必要不可欠なことなのに、言葉が出ない。

　ローズは『魔力を持っている上に怠惰病に罹っていない数少ない人間』だ。彼女ならば魔力反応の実験に適している。その上、彼女を調べればなぜ彼女は無事だったのかもわかるかもしれない。

　しかし僕はまだ逡しゅん巡じゅんしている。人体実験の被験体になってくれなんて、簡単には言えなかった。

「それで、エッテントラウトで実験するんですのね？」

「うん、トラウトで魔力反応を試してみたくてね」

　ローズは僕の隣の椅子に座ると桶の中を観察していた。

　僕はトラウトを凝視する。僕が知っている動物の中で、唯一魔力を持った魚だ。魔物、人間以外で魔力を持っているのはエッテントラウトだけだ。

　今まで、トラウトの魔力反応を見たことはなかった。魔力の存在を見つけたのはトラウトのおかげだけど、それ以降はあまり気にしてなかったし。でも今は魔力の反応を色々な条件で見たい。トラウトには悪いけど実験させてもらう。魔物と同じ反応になりそうだけど。

　先入観で何もしないことが最も危険だ。ダメで元々だしね。

　僕はトラウトを手にして魔力を流す。

「十、十五、二十──四十、四十五──」

　そのまま手元が発光し続ける。四十五までくるとかなりの光量だ。弱い魔物ならばすでに炭化している魔力量だけど、トラウトはならないようだ。これには僕も驚いた。

「……九十」

　僕が集魔できる最大値まで到達した。トラウトはピチピチと暴れているが健康そのものだった。

　僕は水にトラウトを放すと、呆ぼう然ぜんとした。予想もしていなかった。魔物相手ならば『浄化』できたのにトラウト相手ではできなかった。これはどういうことなんだ？

「流した魔力量はかなり多かったように見えたのですけれど」

「うん。僕の限界まで魔力を出してみたんだ、でもトラウトは何の影響も受けてなかった……もしかして魔物とは別なのかも。魔物だから浄化できるけど、トラウトは浄化できないとか」

　これは大きな成果だった。つまり魔物とトラウトで、全く別の反応が出るということ。その根拠があるのなら、怠惰病の研究はさらに進む。

　人間は、魔物と同じ反応なのか、それともトラウトと同じ反応なのか、あるいはまた別の反応なのか。それがわかれば人体実験に対してのアプローチが変わる。

　もし魔物と同じように浄化の前兆があれば、かなり危険だ。

　しかしトラウトと同じように、少量の魔力供給をしても炭化現象がなければ、多くの魔力を供給しても人体には影響がないかもしれない。

　まだ確実性はないが、問題なければ今よりも積極的な方法が模索できる。

　結局、調べてもどこかの段階で人相手に実験をする必要がある。条件は別としても共通点がある上で問題ないという前例があれば、心づもりも違うし、不透明な部分が少なくなる。

　情報があればあるほど実験は成功し、治療することもできるかもしれない。

　他のトラウトで試しても同じだった。さすがに試した数匹だけの反応ではないだろう。

「全部同じ反応ですわね。ということは魔物と違い、トラウトには悪影響がない、ということですのね。人もトラウト同様に悪影響がない可能性がある、と」

「そうなるね……」

　確実性はない。あくまで可能性ができただけだ。でも確実に一歩進んだ。次にすべき実験が目の前にある。言わないといけない。

「あの、さ」

「ええ、どうかしましたの？」

　ローズが優しく微笑ほほえむ。そんな顔を見て、言えるはずがない。

　魔力を持ち、意識がある人間。その人が実験に協力してくれたら、かなり研究は進むかもしれない。でも人間を、しかも親しい人を実験台にするなんて。言葉にすることが困難だった。

　僕は俯うつむいて元気に泳ぐトラウトを眺めることしかできない。

「いいですわよ」

「……え？」

　僕はまだ何も言ってない。けれどローズは笑顔で言った。

「魔力反応を見るならば、必ず人間で試す必要があるのではなくて？　そして魔力を持っていて、意識を保っているのはわたくししかいない。そうですわよね？」

「そ、それは……」

「ですからいいですわよ、と申しました。マリーを助ける手伝いができるのであれば、わたくしはなんでもしますわ」

　ローズは僕の考えを見通していたのか。

　僕の表情に出ていたのか、それとも状況から理解していたのかはわからないけど。どちらにしても彼女は、自ら志願してくれたのだ。

「でもローズ……魔力反応を見るってことは、何が起こるかわからないってことだよ」

「魔物のように炭化する可能性もある、怪我をする可能性も。もしかしたら命を落とす可能性もあるのですわね。理解しています。ですがわたくしに迷いはありませんわ」

　真しん摯しな視線。迷いがなく恐怖もない。その毅き然ぜんとした態度に僕の方が狼ろう狽ばいしてしまう。なんて強く正しい人なのかと思わずにはいられなかった。

「ありがとうローズ……本当に、ありがとう」

「友人なのですから、当たり前のことですわ。すぐに始めてよろしくてよ」

　あまりの潔さに僕の方が臆おくしてしまう。けれど彼女の気持ちに応えたいと思った。

「じゃあ、お願いできるかな」

「ええ、構いませんわ。魔力反応を見るんですのね」

「うん。まず僕がローズに魔力を流す。ローズには自分の身に起きている状況をできるだけ早く、詳細に教えてほしい。痛いとか苦しいとか何か違和感がある場合はすぐに教えて。我慢は絶対にしないで。大事なのは具体的に変化を知ることだから」

「わかりましたわ」

「じゃあ手を出してくれる？」

　ローズが手を差し出し、僕は優しく触れた。

「じゃあ、いくよ」

「いつでもいいですわよ」

　僕は魔力を少しずつローズに流す。魔力量を十から徐々に増やしていく。

　熱を感じる。痛みはなく、柔らかい何かに触れているような感覚がある。

　二十。変化なし。三十。

「ちょっと熱いかもしれないですわ。でもそれだけですわね」

「もうちょっと大丈夫？」

「もうちょっとどころか全然大丈夫ですわね」

「じゃあ続けるね」

「ええ、どうぞ」

　四十。ローズは集中している様子だったけど、口は開かない。

　五十。同じ状態。

　六十。同じ。

　七十。同じ。

　八十。同じ。

　……九十。

「どう、かな？」

「腕は変わりませんが、身体がちょっとポカポカしてきましたわね」

「痛みは？」

「ないですわ。むしろ心地いいくらいですわね。今ので最大魔力量ですの？」

　僕はローズから手を離した。一度の魔力放出量はこれが限界だ。

「うん、これ以上は放出できないね。ということは一時的に僕の最大魔力量を供給しても、魔力持ちの人には問題ない、ということかも」

「一時的ではなく継続してみないとわからない、ということかもしれませんわね」

「そうだね。考えてみれば一瞬だけ魔力を与えても表面的な反応しかないよね。魔力が枯渇しているのなら、供給するための時間が必要。となるとしばらくは少量の魔力を供給し続ける方式に変えた方がいいみたいだ。魔物と違って、人体は炭化するようなことはないとわかったし」

　合成魔力によって集魔状態を常時維持することはできているため、一定以上の魔力の供給を継続することも可能だ。

　理由は判然としないが、十日前から連続して魔法を使うことも可能になっている。

　ほぼ一秒ごとに魔法を発動できるようになっているのだ。ただあまりに再発動までの時間が短くて、魔力を練ることが上手くできない。多分、慣れていないからだろう。

　もっと効率的に魔力を連続して練ることができれば、連続魔法も威力を落とさず使えるだろう。要は溜ためだ。魔力放出量自体は変わっていないんだけどね。

「じゃあ、最初は少量の魔力を供給し続けるやり方にするんですのね？」

「うん。一応、最初だし十分程度に抑えてやろうと思う。それで問題なさそうなら徐々に時間と量を増やしてみたいんだけどいいかな？」

「構いませんわ。ちなみに副作用というか、何か変化がある場合はどんな症状が？」

「身体の炭化と火傷かな。魔力が身体の活力を担っているとしたら、それ以外の副作用はあんまりないとは思うけど。異常があったらすぐ言ってね。ちょっとした変化でもいいから」

「ふふ、心配しなくても、きちんと報告しますわよ」

「そうだね、ローズならわかってるとは思うんだけどさ、やっぱり心配だし……姉さんだけじゃなくローズに何かあったら……」

　不意にローズが僕の頬に手を添えた。

　予想もしていなかったことに、僕は少し狼狽うろたえてしまう。

「シオン、わたくしは大丈夫ですわ」

　ローズの綺麗で少し濡ぬれた瞳が僕の姿を映し出していた。

　彼女の慈しむ気持ちが伝わり、僕は無意識のうちにローズの手を握った。

「うん……ありがとう」

　たった数秒間。見つめ合った後、なんだかとても恥ずかしくなってしまい僕は目を伏せた。

　顔が熱を持ち、心臓が何度も胸の内を叩いている。

　不意に視線を上げると、ローズの白く透き通った肌は朱色に染まっていた。スカートの裾をぎゅっと握り、視線を逸らしている姿は、いつものローズとは違っていた。

　大人びていて冷静で聡そう明めいな彼女はそこにはおらず、ただただ年齢相応の女の子に見えた。

「え、えーと、そうだ！　じ、次回からは医者の卵のコールに付き添ってもらうよ。何かあったらすぐ処置できるし、専門家がいた方が気づくこともあるだろうからさ」

「え？　え、ええ、わかりましたわ。そうですわね、その方がいいかと思いますわ」

　お互いにどぎまぎしながら話した。

　それからしばらくはぎこちない時間を過ごしたことは言うまでもない。
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　約一ヶ月が経過した。

　魔物相手の魔力供給実験は終了した。魔力供給の調整の感覚が理解できたからだ。魔物相手の実験は十分にできたといえる。それに伴ってブリジットの仕事がなくなることになる。

　そこで彼女にはイストリア周辺だけでなく、サノストリアや他国の魔物の生態系変化を調べてもらうことにした。レイスのことだけでなく、近辺に強い魔物が増えたことが気になるからだ。

　バルフ公爵は、数ヶ月前から起きていたことだし異常は特に見られないので問題ない、と判断しているようだが、どうも気になる。

　レイスの出現と何かしら関係がある可能性もあるからだ。

　一ひと先まず、魔物討伐は完了したためラフィーナには騎士の仕事に戻っていいと言ったんだけど。日中、ラフィーナは僕の護衛をするらしい。

　彼女曰いわく、

「怠惰病治療に関して、魔法を使える人間は不可欠！　シオン以外は怠惰病を治せないのならば、シオンに何かあってからでは遅い！　ゆえに私はシオンを守るぞ！　怠惰病を治すまでな！」

　ということらしい。なんとも騎士らしいというか、騎士そのものというか。とにかく移動する場合は彼女が同行することになってしまった。さすがに屋内では別行動だけど。

　怠惰病に関して、患者が回復した例は一つもなかった。

　魔力反応の人体実験の方は、ローズが手伝ってくれているおかげでかなりの進しん捗ちょくがあった。そろそろ軽度患者に対しての検証段階に入ってもいいだろう。

　そんなことを考えていると、ふいに鼓膜に違和感を覚えた。

　喧けん騒そうがかなりうるさい。一ヶ月ほど前の出来事を忘れてしまったかのように、住人たちは以前通りの生活を続けている。

　僕は今、ラフィーナとブリジット、それとコールの四人で街中を歩いている。

　レイスに関してだが、いまだに出現は確認されていない。そのためレイスなんて魔物は存在しないという認識が当たり前になりつつあった。それに加えてランプや松明たいまつよりも脆もろく、扱いづらい雷らい光こう灯とうを使うことに対して、現場から不満の声が絶えなかったらしく、街なかの雷光灯はほぼ撤去されてしまったらしい。

　雷光灯がない状態でレイスが出現すれば無事では済まないだろう。どうにか雷光灯の再設置なり別の対策なりを練ってくれるといいんだけど、それも難しいようだった。

　一ヶ月ほど変化がなかったのだ。人々がもう安全だろうと思ってしまうのも無理はない。

「やっぱり雷光灯はない、みたいだね」

　僕が落胆と共に呟くと三人は顔をしかめる。

「危険性はないと判断したのだろうな。まったくシオンの言葉を信じないとはな」

「……危険な状況……にならないと人は信じないから……」

　ラフィーナとブリジットの言葉に、僕は頷うなずいた。

　同じようなことを言われた場合、信じられるかと言われれば首肯できないだろう。他人の信用を得るには証拠や信頼が必要だ。そのどれも僕は持っていない。

「そのレイスって魔物が必ず現れるとは限らないだろ。それに俺も雷光灯が有効だなんて信じてないからな」

「コール！　貴様、シオンが嘘うそを言っているとでも!?　今まで何を見てきた！　シオンが怠惰病患者のためにやってきたことを見てなかったのか!?　睡眠時間を削り姉の看病をしつつ、母親の手伝いをし、怠惰病の研究をし、魔物討伐までやって、医師共の圧力を受けつつも折れず挫くじけず、その上で結果を出したのだ！　世界中の医者が何もできずにいる中で、シオンだけが怠惰病を治療する糸口を見つけている！　それは偶然ではない。そこに至るための努力と苦難があったはずだ！　貴様は、少なくともその一部は近くで見ていたはずだ！」

　ラフィーナは怒りに顔を赤くしながらコールを睨にらんだ。その勢いにコールは渋面を浮かべる。そしてブリジットは何も言わずに隣で何度も頷いていた。

　いやいや、えー……何言ってんの。いつの間に、そんなことになってんの？　美化されてるよね？　僕はそんなたいした人間じゃないのに。

「あ、あの、僕は別にそこまで」

「まともな医者を見下しているわけでも、その努力をなかったこととするわけでもない！　しかしこの怠惰病に関してはシオンがいたからこそここまで来られた。有効な治療ができるかもしれない、そういうところまで来ている！　レイスに関してもそうだ。シオンの魔法が、製作した雷光灯があったから、対策を練ることができる。その功績を見ても信じられないと!?　そう言うのか!?」

　ええ……ま、待ってよ。なんでどうして二人が熱くなってるの？

　僕の話をしてるのに、僕は蚊帳の外だった。

「だ、だから僕は気にしてな……」

「ああ！　わかってるさ！　こいつが、シオンがいるから怠惰病の研究も進んでるってな！　俺たちが何をしても患者に反応さえなかったんだ。だが魔力反応は確実に患者に影響を与えている。『反応をするようになってきている』ことは間違いない！」

　最近、軽度の怠惰病患者に対して魔力供給を始めた。もちろん患者の家族に許可を得て。

　バルフ公爵に無理を言って、なんとか一人だけ軽度の患者をアルフォンス診療所に転院させることができたのだ。もちろん勝手にじゃなく、事前に家族に話を通してのことだ。その人を中心に魔力供給をして経過を見ている。

　ローズのおかげで人体に魔力供給をしても問題ないことはわかった。ローズ以外の人間にも該当するのかはわからないため、油断は禁物だけど。彼女に試して問題ないと判断した魔力量と供給時間で、軽度の患者に治療を施している。

　そもそも治るかどうかもわからないが、ほんの少しだけ変化があった。

　ほんの僅わずか。しかし確実に患者は『瞬まばたきをした』のだ。

　怠惰病患者は軽度であっても瞬きをしない。目を瞑つむったり開けたりはするんだけど、それは寝る時と起きる時だけ。そんな状態だから自発的に瞬きをすることなんてない。

　しかし魔力を供給している間、何度も瞬きをした。それだけの変化だったが、確実に反応があったという証拠でもあった。だからコールは認めてくれている。

「ふん！　わかっているならいいがな」

　ラフィーナはとりあえず矛を収めたが、コールは納得がいっていないようだ。

　専門家である医師を差し置いて素人の僕が病の治療を行おうとし、しかもその研究に光明が見えたことに複雑な感情を抱いているのだろう。

　ラフィーナとコールは反りが合わないらしく、頻繁に喧けん嘩かをしている。その原因が僕の場合もあり、なんとも申し訳なくなる。

　気まずい雰囲気の中、僕たちは歩を進める。この空気をなんとかしたいと思い、僕は口を開く。

「あーっと、ブリジット。他の国の魔物はどうだった？」

「……レイス以外は同じ……状況、みたい……新しい魔物の目撃証言はない……けど、強い魔物は多い、とか……魔物学協会の情報網だから……魔物に関しては間違いない……」

「そうか。レイスはこの地域だけなのか。なぜなんだろう」

「わからない……でも色々調べたところ……もしかしたらレイスはルグレ戦争以前の……魔物かも。千年前にはもっと魔物がいた……らしいから……その中に、似た形態がいた、とか」

「……千年の間、目撃されたことは？」

「ない、と思う……少なくとも……そういう情報は魔物学協会には、ない……」

　どういうことだろうか。いくらなんでも千年もの間、目撃されなかった魔物と遭遇するものだろうか。可能性はあるだろうけど、にわかには信じがたい。

　それならば、突然生まれたとか出現したとか、何かの魔物の突然変異だとか言われた方が納得できる。あれはどう見ても生物とは思えなかったけど。

　とにかく現状ではわからないようだ。

「うーん、とりあえず保留かな。あれ以来、レイスは現れてないわけだし。話は変わるけど、そのルグレ戦争ってなんなの？」

「千年前の戦争……各国が協力して……魔族という種族と戦ったとか……それ以前には、魔物が今より多くいた……ルグレ戦争で魔物と魔族を倒したから……平和になった……らしい」

「らしい？」

「知らんのか？　ルグレ戦争は伝説のような扱いをされており、歴史的根拠は薄いらしい。ゆえにらしい、とブリジットは言ったのだろう」

「この話、有名なんだ？」

「絵本にもなるくらいに有名だぞ。平民ならばまだしも貴族がどうして知らないんだ？」

　どうしてと言われても困るんだけど。知る機会がなかったからとしか言いようがない。

「それでルグレって意味は何なの？」

「………………知らん」

　ばつが悪そうにラフィーナは視線を逸らした。

「……ラフィーナだけじゃなくて……世界中で、知られてないから……諸説あるけど……ルグレという名前の誰かが……各国を先導した、とか……亡国の名前……とか……言われてる……」

　千年前の歴史の喪失、か。

　考えてみれば日本でも千年前の歴史が明確にわかっているかどうかもわからない。別の情報が出て、日本史の教科書の内容が変わることだってある。

　しかし世界を巻き込むであろう戦争にも匹敵するのかな。大規模な戦争だったからこそ資料がなく、時間と共に人々の記憶から忘れ去られたんだろうか。

　ルグレ戦争。ルグレ、か。

　なぜだかその言葉は、僕の頭にこびりついて消えなかった。
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●経過報告



　怠惰病集団発症と共に赤い光のカーテンが浮かんだ夜──便宜的に【赫かく夜や】と名付ける──からの怠惰病、新たな魔物発生に関しての経緯、結果をまとめる。

　怠惰病に関しての記載を【▼】、魔物発生に関しての記載を【◆】とする。

　件くだんのガウェイン・オーンスタインの子、シオン・オーンスタインの報告を主として報告とする。

　協力者数名の名称、略歴は別途記載。





●赫夜以前

　▼ホームレス増加。当時、怠惰病発症者であるという事実は判明しておらず。

　　その後、怠惰病患者の発生を確認。数ヶ月にわたり増え続けた。発症者数は七百人程度。

　◆イストリア周辺において、魔物数が増加。サノストリアにおいても魔物数の増加報告が上がっており、世界的に同現象が確認された。

　　対応として各国ごとに討伐部隊を結成し、哨戒させる。冒険者ギルドへの依頼増加。

　　民間依頼の増加に伴い、冒険者の被害者増。

　　怠惰病患者への対応も含め、医師たちへの負担が増える。




●一日目【赫夜】

　▼大量の怠惰病発症者を確認。深更において突如として発症した患者が多数。

　　夜半に診療所を訪れる市民が多く、医師たちへの負担がさらに増加。

　　王都でも医師の数は少なく、イストリア内への支援も不可能。

　　同時に『見えない何か』からの攻撃により十数名の負傷者、数名の死亡者を確認する。

　　発症者数は三千人程度にまで膨れ上がる。

　◆イストリア周辺で見えない魔物【レイス】の存在を確認するも一件の目撃証言のみ。

　　雷らい光こう灯とうが有効であるという報告に従い、雷光灯を各所に支給する。




●経過七日目

　▼怠惰病患者が日々増加。医師たちの研究は遅々として進まず、進しん捗ちょくはない。

　　軽度の怠惰病患者が、ホームレスの中にいることを確認。

　　シオン・オーンスタインが魔法という特殊な技術によって怠惰病患者の診察を始める。

　　軽度の怠惰病患者への魔力反応観察を週に一度行うことになる。

　　医学界からの横やりが入る。シオン・オーンスタインの行動に対して懐疑的な様子。

　　医学とは関係ない子供が医師たちを差し置き診察を行っていること。

　　その内容が非合理的──周りからはただ触っているだけに見える──であること。

　　そのような理由から余計なことをさせるなと抗議が入る。

　　伝つ手てを使い、交渉の後、なんとか矛を収めさせたが今後はもう少し慎重にすべきだろう。

　　軽度の怠惰病患者は魔力への反応あり。経過を見て、徐々に条件を変える方針に決定する。

　　数日前から魔物に対しての魔力供給実験を開始。魔力量によって炭化するもよう。

　◆有事に備え雷光灯の生産を開始。イストリア、サノストリア、他国への輸出を検討。

　　商人ギルドの横やりが入る。雷光灯の販売権を巡って『以前から押し問答はあった』。

　　あのシオンの製作物ならば何かあると考えての独占だったが、商業ギルドはおかんむりだ。

　　その時は一部、ほぼ無料で譲渡することでとりあえずは和解した。

　　今回も同じようなことになるだろう。

　　彼らが儲もうけだけでなく現状を理解してくれれば利益と供給という利害は一致するはず。

　　交渉を根気強く進めようと思う。それらをシオンに話す予定はない。

　　街周辺では確認されない強力な魔物が出現。

　　討伐隊の負担が増加するも、人員増強できず。

　　雷光灯撤去への意見が続出。徐々に撤去する数が増えていく。

　　討伐隊や守衛、兵士たちへの負担増加によりストレスが増えたことも起因しているようだ。

　　完全な安全性の確認はできず。しかし兵士たちの不満は業務に支障をきたす可能性あり。

　　魔物数、強力な魔物の増加。さらに兵士たちへの負担が増えている。

　　このまま雷光灯の所持を義務づけるのは難しいか。

　　完全撤去に至らなくとも、哨戒、討伐兵への使用指示は不可能になるかもしれない。




●経過十六日目

　▼魔力持ちの魚、エッテントラウトへ魔力供給をして反応を観察する。

　　魔物と違い炭化せず、外傷もない。魔物への魔力反応とは大きく違う結果が出た。

　　魔力を持つ数少ない協力者を得る。魔力供給による悪影響がないことを確認する。

　　徐々に量と時間を増やして経過確認をする予定。人体に負荷をかけないように注意する。




●経過二十日目

　▼魔力所持協力者への実験を継続。

　　シオン・オーンスタインの魔力最大量を供給しても悪影響はなし。

　　長期間をかけて、経過を確認する予定。

　　そのために軽度の怠惰病患者一名をアルフォンス診療所へ転院させる。

　　これにより医学界から横やりを入れられることなく治療が可能となる。

　　しかし転院させるにはかなり苦労した。

　　今後、仮に治療ができた場合、報告書に『医学界の貢献』を明記しろと要求された。

　　彼らも焦っている。医学の力は絶大で、半ば殿様商売。

　　その権威が揺らげば国民の信頼はがた落ちする。

　　それは政治に携わる人間としても好ましくはない。

　　医学は必要。仲たがいをするべきではない。

　　『奇病治療における特殊な治療法を確立した個人に対して支援を行った』という旨を記載し体裁を保つことで合意。

　　一応は納得がいったようだが『支援の内容』に関しては色々言ってくるだろう。

　　今後、彼らの力が必要な時も来るかもしれないため、むしろ好都合と思われる。

　　協力者への実験で得た情報をもとに、軽度の患者一名に魔力供給し、徐々に反応が見え始めたため継続を決定。

　◆雷光灯の撤去数が増加。当初の十分の一にまで減少する。

　　多少、雷光灯の在庫を倉庫に保管しているが、心もとない。

　　有事の際に活用するには圧倒的に足りない。

　　今後とも生産を継続する必要あり。

　　幸か不幸かレイスの存在は確認できず。




●経過三十一日目

　◆雷光灯をほぼ完全に撤去。屋内には僅わずかに残すことになるが、大量に返却される。

　　保管することもできず商業ギルドへ卸すことになり、一般人への販売が始まる。

　　余っていた雷光灯は他国へ出荷され、イストリア内にある雷光灯は少なくなる。

　　同時に雷光灯を生産中だが雷らい鉱こう石せきの数が減少中。

　　近辺の鉱山からの採取が困難となるが、他よ所そからの輸入の目め途ども立たず。

　　イストリア内には行き渡っているがサノストリアへの供給は少なめ。

　　五万程度の人口のイストリアと、十五万程度の人口のサノストリアでは条件が違う。

　　雷光灯の不足により王都に影響がないとも考えられない。

　　商人ギルドへそれとなくサノストリアへ多めに出荷するように進言。

　　他国への販売額の方が高いためか渋られる。

　　海賊、山賊、盗賊や災害など、途中で商品を無駄にする危険性も高いが利益も大きいらしい。

　　船による大量運搬が可能なため他国への輸出を検討していたようだ。

　　結果、多少はサノストリアへの出荷が多くはなったが、それだけに留とどまった。




●経過四十日目

　▼魔力所持協力者の実験を継続。

　　魔力供給による悪影響はなく、身体の好調化が見られる。

　　本人曰いわく「身体が軽い」ということだった。

　　怠惰病患者の怠惰病発症の前兆として妙に快調であることを確認している。

　　同じような症状なのかもしれない。要経過観察。

　　軽度の怠惰病患者への治療続行。

　　魔力供給をするが、大きな変化はない。

　　医学界からの連絡はない。

　　ただし何かしら結果が出た場合は即座に連絡するように言われる。

　◆状況変化なし。レイスの存在も確認できないまま。

　　すでに見えない魔物の存在は忘れ去られる傾向にあり。

　　雷光灯による対策は無意味となる。

　　雷光灯の生産量は維持されたまま。

　　ついに、雷光灯の生産方法を教えるように商人ギルドから催促される。

　　現段階で、シオンの存在が明るみに出るのはまずい。

　　幸いにも彼は怠惰病治療のことで噂うわさになりつつある。

　　怠惰病治療を行おうとしている人間が、雷光灯生産に関わっているとは考えにくいだろう。

　　以前の雷光灯生産時に多少の根回しもしていたので、その部分も問題ないはず。




●経過九十日目

　▼協力者、経過良好。快調な状態で数日経過すると元の状態に戻る。

　　繰り返し通常状態で魔力供給をし、好調状態を観察。

　　数十回の試行錯誤により、好調状態が続く魔力量と時間をいくつか発見。

　　今後の経過を確認し、より効果的な条件を模索する。

　　軽度患者へ、効果的な条件で魔力を供給。瞬き、反射、指先の震え、口こう腔こうの動きを確認。

　　短い単語を発することも稀まれに見られた。

　　医師たちのシオンに対する風当たりが異様に強くなっている。

　　彼を目の前に悪態をついたり、蔑さげすんだりしているようだ。

　　個人的には看過できない。だが医師たちへ苦言を呈すか、圧力をかけると余計にこじれる。

　　幸いにもシオンは気にしていない様子だ。

　　私には何もできない。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過百三十五日目

　▼協力者への実験を終了。効果的な魔力量と時間を明確にできた。

　　好調状態中に魔力供給をしたが、好調状態が終わると怠惰状態へと移行した。

　　これ以上は危険と判断。同時に『魔力を供給しすぎると反動で怠惰状態になる』ことが判明。

　　怠惰病は魔力枯渇ではなく、過剰な魔力供給の反動で発症したという可能性が考えられる。

　　その場合、魔力供給の調節が必要。今後はより慎重な魔力供給をすべきだろう。

　　残念ながら協力者が怠惰病に罹かからなかった理由は判明しなかった。

　　医学界からの連絡はなくなった。どうやらシオンに対して期待をしなくなったようだ。

　　元々、治療できれば儲けもの、できないなら別にいいというスタンスだったのだろう。

　　ただ、治療できた場合、医学界の立つ瀬がないため横やりを入れてきただけ。

　　シオンへの風当たりは同じまま。子供のやること、オカルト治療などと言われている。

　　コール・アレイスターとアルフォンス医師は彼の支援を続けてくれている。

　　医師という存在に光明を見た気がした。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過二百一日目

　▼軽度の怠惰病患者への治療は続行。

　　魔力所持協力者への実験情報をもとに、好調状態での魔力供給と同条件で実験。

　　結果、一時的に身体を自主的に動かすことが可能に。

　　大きな進歩だが、健常者には遠く及ばない。

　　この好調な状態を過ぎればまた元に戻った。

　　供給をしすぎると危険なため、徐々に魔力量と時間を増やすことを家族との話し合いで決定。

　　経過を観察する必要あり。

　　オカルト的な治療を施しているという噂が立っている。

　　そのため医師や看護師だけでなく、患者たちの目も冷たい。

　　それでも治療を続けるシオン・オーンスタインに敬意を禁じ得ない。

　　彼は子供などという範はん疇ちゅうにいない。立派な人間だ。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過二百九十九日目

　▼軽度怠惰病患者への治療続行。

　　連日の魔力供給により好調状態へ移行した後、さらに魔力を供給。

　　副作用を覚悟した上で、経過を確認しつつの治療だった。

　　結果、好調状態は急には変わらず、魔力を供給し続けると徐々に怠惰状態に戻った。

　　他者からの供給では徐々に体内魔力が失われ、好調状態から怠惰状態へ戻ることを確認。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過三百五十日目

　▼軽度患者への治療。進捗なし。

　　好調状態でかなりの魔力を供給するも、次第に怠惰状態へと戻った。

　　シオン・オーンスタインは魔力供給作業により、魔力を頻繁に枯渇。

　　魔力の調整問題ではなく、魔力量自体が足りない、という結論が出る。

　　シオン・オーンスタインは魔力量の増加を模索中。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過三百八十日目

　▼軽度患者への治療。進捗なし。

　　シオン・オーンスタインが怠惰病治療、研究を継続。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過四百日目

　▼軽度患者への治療。進捗なし。

　　シオン・オーンスタインが怠惰病治療、研究を継続。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。雷光灯生産は継続。




●経過五百六十二日目

　▼軽度患者への治療。進捗なし。

　　シオン・オーンスタインが怠惰病治療、研究を継続。

　◆状況変化なし。報告なし。魔物数、強力な魔物増加も止まる。




●怠惰病に関しては医学界からの大きな進捗報告はなく、目途も立っておらず。



　現状、赫かく灼しゃくの系譜、シオン・オーンスタインの成果に期待するしかない状態。

　しかし最近は魔力による治療に関しては進捗がない状態の上、周囲からの反発が強く、予算を割きにくい状況。私の独断で、私財にて支援中。

　怠惰病治療に最も貢献しているシオン・オーンスタインに対し、医師たちの心証は芳かんばしくない。

　大半の医師は彼に敵てき愾がい心しんを持っているもよう。慎重に経過を確認すべき事案。

　悪環境でもシオン・オーンスタインは治療を継続している。

　シオン・オーンスタインへの肉体的、精神的負担が著しい。今後が気にかかる。

　魔物に関しては現在目立った変化はなし。レイスの存在は現在まで確認できず。

　【ルグレ】の啓示かと考えたが、その気配はない。何かしらの勘違いであることを祈る。





【イストリア領主　アウグスト・Ｒ・バルフ】　　
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　僕は十二歳になった。

　身長は十センチ程度、伸びたと思う。今は百四十五センチくらいかな。大きい方じゃないけど、成長期はこれからだから、まだ伸びるさ。うん……そう信じよう。

　嗅ぎなれた薬剤やアルコールなどの独特のニオイを感じつつ、僕は集中していた。

　ここはアルフォンス診療所。毎日のように訪れている場所だ。

　ブルーノさんは赫かく夜やより軽度の怠惰病を患っている。彼がアルフォンス医師の診療所へ運ばれてからすでに一年以上。毎回、僕が魔力治療を施している。

　妻のカミラさんはいつものように後ろで見守っていた。

　数分ほどの魔力供給を終えると、ブルーノさんが何度も瞬まばたきをし、ほんの少しだけ笑顔を見せた。視線をこちらへ動かし、意思の光を灯ともすが、しばらくしてまた怠惰状態に戻ってしまう。

　怠惰病の治療には魔力一万を費やしても変化は少ない。好調状態を維持するには魔力を供給し続けなければならないけど、魔力量が足りないためか、徐々に怠惰状態へと戻ってしまう。

　それでも、患者の身体に好影響を及ぼすかもしれないし、見えない変化があるかもしれないし、続ければ別の発見があるかもしれないという思いから魔力供給を続けている。

　僕は医師ではないけど、この一年以上の期間で誰かを救う辛つらさや怖さを知った。

　最初はマリーを救うためだった。でも色々な人と関わって、みんなを救いたいという思いも抱いた。それなのに僕は何もできていないんだから。

　カミラさんはそれでも希望を持てていることがありがたいと、話してくれている。その気持ちに応えたいけれど、進しん捗ちょくは芳かんばしくなかった。

「ありがとうございました、シオン先生」

　お礼を言われるようなことはしていない。だって回復の兆しがないんだから。

　けれどそれを口にするとカミラさんに気を使わせてしまう。だから僕は曖昧に笑みを浮かべて、お辞儀をしてから病室を離れた。

「シオン」

　廊下でコールとすれ違う。

　彼はこの二年近くの期間で少し成長した。身長も伸びて、顔つきも精せい悍かんだ。十七、八歳くらいだから当然だろう。白衣姿は以前よりも似合っており、医師としての威厳も漂わせた。

「顔色が悪いぞ。寝てるのか？　根を詰めすぎだ」

「寝てるよ。休憩もとってるし、食事もしてる。ただ魔力を使いすぎて、疲れてるだけだから」

　本当だ。別に自分を追い詰めてもいないし、誰かに追い詰められてもいない。

　焦燥感はある。だって五百日以上もかけているのに、治療ができてないのだ。

　マリーや患者を早く治したいという思いは常に持ち続けている。

　怠惰病患者数はあまり増加しないようになってきているし、不幸中の幸いか怠惰病患者で容態が急変した人はいない。でも、それは現状維持をしているだけだ。どうにかしないといけないと思い、対策を考えてはいるんだけど。

　コールは僕の言葉を聞き、嘆息する。

「……一人で背負うなよ。おまえはよくやってる。他の医師や看護師たちのことなんて気にするな。奴らは無能なくせにプライドだけは高いからな」

「いきなり何？　気持ち悪いんだけど」

「き、気持ち悪いとはなんだ！　せっかく心配してやってるのに！」

　コールは不器用だし、言葉遣いが荒い。しかしそれは実直で真面目な性格の表れだと思う。

　彼は自分にも他人にも厳しい。しかしそれ以上に優しく、だから弱者や努力をしている人間には手を差し伸べ、背中を押す。

　この一年余りでコールのことはある程度わかっている。前みたいに行動を共にする機会は、あまりないけれど。

「あはは、ありがと。大丈夫だから、心配しないでよ」

「……そんな口が利けるなら、嘘うそはないみたいだな。とにかくたまには気分転換でもしろ。毎日診察に来て、怠惰病にかかりっきりだろ。いいか。今日はまっすぐ家に帰って休めよ！　食事もしろ！　いいな!?」

「わかったよ。そうする」

　コールはまだ言い足りない様子だったけど、看護師に呼ばれて病室へ入っていった。

　僕は診療所を出た。通りの人混みを抜けて、グラストさんの家に向かう。

　かなりの長期間お世話になっている。頻繁にお見舞いもしてくれているし申し訳なく思うと同時に感謝している。本人は「いつまででもいてくれ！　むしろそうしてくれた方が借りを返せるからな！」とか言ってくれた。もう十分色々としてもらっているし、むしろ僕の方に借りができたような気がする。

　街には活気がある。レイスの存在はなく、周囲の魔物討伐も安定してきている。ホームレスも少なくなり、新たに怠惰病を発症する人も減った。

　平和だ。表面上は。

　どこの世界でも苦しんでいる人が存在しているものだ。日々生きるのに精一杯な人たちには、そんな苦しんでいる人のことを気にする余裕はないだろう。

　だから責める気はないし、当然のことだと思う。

　重い足取りで歩き続け、グラストさんの家に到着。玄関前には見知った顔があった。

「顔色が悪いな、シオン。大丈夫か？」

「……やあ……」

「ああ、ラフィーナ、ブリジット」

　しなやかな肢体を見せるラフィーナ。彼女は大人の色気を漂わせ始めている。元々整った顔立ちの上、スタイルもいいので人目を引く。以前よりも女性らしい部分が強調されていた。ただし中身はポンコツだ。おバカ騎士である。

　対してブリジットは変わらないままだ。彼女の成長は止まっているようだった。ある意味では羨うらやましいと言われるだろうが、本人としてはあまり好ましくないらしい。本を片手に、いつものように無表情で佇たたずんでいる。

「どうかしたの？」

「いやな、業務の合間に顔を見に来ようと思ってな。本当は忙しくてしょうがないんだがな！　仕方なくな！」

「……第七十五親衛騎士隊は……清掃とか雑務ばかりで……暇だけどね……暇すぎて、頻繁に……シオンのところへ来て……護衛とか言いながら時間潰つぶして……」

「な、なな、何を言ってる、ブリジット！　おかしなことを言うんじゃない！」

　慌てふためく姿は図星であるという証拠だった。

　僕とブリジットは生暖かい視線を彼女に送った。

「ぐぬぅっ！　そ、その目をやめんか！　そ、それよりもだ！　ブリジット、おまえはどうなんだ！　学者様は忙しいんだろう!?」

「……最近は、魔物の生態が変わって、色々と情報が交錯してる……それをまとめるのが忙しかったし……他にもすることがあったけど……それもなんとか上う手まくいきそうで……ようやく一区切り……だから……シオンの様子を見に来た……」

　どうやら二人とも僕を心配してくれて、顔を出してくれたらしい。

　僕は苦笑しつつ言った。

「コールにも言われたけど、大丈夫だよ」

「し、しかしだな……シオン。おまえはこの二年近く、毎日を治療法の研究に費やしているではないか。だというのに、治療の目途は立っていないのだろう？」

「……奇病の治療なんて……簡単にできることじゃない……あんまり根を詰めない方がいい……」

　二人の気遣いを感じる。

　心が温かくなり、僕は思わず笑みをこぼした。

「ありがとう、二人とも。本当に大丈夫だから」

「そ、そうか……ならいいんだが」

「……シオンがそう言うなら……ボクはもう何も言わない……」

「うん、ありがとね。よかったら中に入っていって」

「うむ。ではお邪魔するか」

「……うん」

　二人を伴って家の中へ入ると居間に向かった。

「シオン、お邪魔してますわよ」

「シオンちゃん。お帰りなさい」

　ローズと母さんが迎えてくれた。

　背後でぺこりと頭を下げる気配がする。

　ラフィーナ、ブリジットとローズ、母さんはみんな面識がある。顔見知り程度の関係だけど。

　ローズの身長も伸び、少女の成長を感じ取れた。彼女は十四歳。至るところに女性としての魅力を感じる。見ないようにしても見てしまうのはローズの豊満な胸だ。母さんには遠く及ばないが、将来的にいい勝負をしそうな気がする。くっ、これが成長期か。

　みんなで談笑していると玄関から誰かが入ってきた。

　どうやら父さんとグラストさんのようだった。

「あなた、来てくれたのね」

「ああ、今日は早めに家を出たからな。途中でグラストと会ったから一緒に来た」

「よう。邪魔するぜ。って俺の家だけどな！」

「つまらんぞ、グラスト」

「う、うるっせぇな！」

　睨にらみ合う父さんとグラストさん。他の面々も挨拶をしたり、談笑したりしている。

　にぎやかな室内。誰もが相手を想おもい、行動してくれている。

　ここに元気なマリーがいればどれだけいいか。そう思わずにはいられない。

　僕はみんなを見て、悲しげに笑った。

　するとみんなの視線が僕に集まった。

「……シオン。少し休んだらどうだ？」

「うーん、特に疲れてはいないよ。魔力があんまり残ってないだけで」

「いや、今日のことではない。これからのことだ。母さんと話したんだ。このままではマリーを治す前にシオンが倒れてしまう。シオンはまだ子供だ。一人で背負う必要はないし、弱音を吐いてもいい。もう十分に頑張ったんだ。誰も責めはしない。だから……もう休んでいいんだぞ」

　父さんの言葉は屋内に響き渡った。

　誰もが顔を曇らせ、やりきれないという思いを抱いているようだった。

　僕を心配していることはわかっていた。いつも気にかけてくれていたことも。

「長い間、おまえは努力した。結果を出して、努力をして、時間を費やし、苦労を重ねた。もう十分だ。ずっとずっとやってきた。これ以上は……やらなくていい」

「そうよ、シオンちゃん。もういいの。いいのよ……シオンちゃんが頑張らなくてもいいの」

　父さんと母さんが労わるように僕の肩に触れた。僕は視線を流してみんなの顔を見た。

「……みんなもそう思ってるの？」

　誰も、何も言わない。しかしその顔が、肯定を表していた。

　父さんと母さんは僕を抱きしめた。父さんは力強く、母さんは温かく。

「辛かったろう。すまない。私たちはシオンに頼りすぎていた。もう我慢しなくていい。もう自分ですべてを背負わなくてもいいんだ……！」

　感情を噛かみ殺したような声音が響いた。僕は二人の体温を感じつつ、そっと離れる。

　やっぱりそうだったのか。みんなそう思っていたんだ。じゃあ僕も言わないといけない。

「いや、全然辛くないけど」

　僕が言うとそこにいた全員が何を言っているかわからない、という顔をしていた。

「ど、どういうことだ？　やはり我慢を」

「シオンちゃん……もう気を使わなくていいのよ……」

「全然辛くないよ、本当に。まったく辛くないから」

　ああ、やっぱりだ。なんとなくわかっていたんだけど。なんだか言い出せなくなっていた。

　父さんや母さんもローズもそうだし、周りのみんなやバルフ公爵にまで「大丈夫？」とか「休むんだぞ」とか「気負わないでいいから」とか色々と言われる度に、大丈夫だと返答してきた。

　きちんと休んでるし、無理はしてない。しかし魔力が枯渇したり、時には集中しすぎて疲れていたり、目の下にクマができたりするものだ。

　その姿を見るとみんな心配する。そりゃもう過剰なほどに気にかけてくれる。みんないい人だから特に気にかけてくれる。それが続くとみんなの中で、シオンは無理をしているという考えが芽生えたのだろう。そんなことは微み塵じんもないんだけど。

「そりゃ姉さんを早く治したいと思う。毎日考えるよ。でもね、成果が出なくても焦っちゃ意味がない。それくらいはわかってるし、きちんと休むことも大事だとわかってる。僕が倒れたりしたら余計にみんなに心配をかけるんだしさ」

「し、しかし、おまえは長い間、ずっと研究と治療をしている。かなりの負担になっているのではないか？」

「いやいや、父さん。考えてもみてよ、僕はずっと魔法の研究をしてきたんだよ？　あるかどうかもわからないのに、研究して見つけて開発したんだよ？　確かに怠惰病を治療できるかどうかはわからない。けれど何もない状態から魔法を作るよりは、苦労も負担もないよ。僕は一生をかけても研究を続けるつもり。姉さんや怠惰病の人たちを助けるために。これは負担でもなんでもない。僕がそうしたいんだ」

　本当だ。気負いはある。焦りもある。でも我慢なんてしてないし、辛いなんて思わない。やめようなんて思ったこともない。

　その場にいる全員が面めん喰くらったような顔をしていた。強い戸惑いだけがこの場を占めている。

「……そうか、そうだったのか。すまんシオン。私たちは勝手に勘違いしてしまった」

「ごめんなさい、シオンちゃん。余計なことを言っちゃったわね」

「余計なことなわけないよ。みんなが僕のことを心配してくれていることはわかってる。だから嬉うれしいよ。僕は幸せ者だと思う。本当にそう思うよ。でもね、大丈夫だから。僕は我慢してない。だからね、みんな心配しないで。安心して。僕が姉さんを救うから」

　根拠はない。まだ治癒に至る明確な道は見えていない。でもきっとできる。僕ならきっとできると信じている。

　自分を疑い、自分を貶おとしめて、誰かを救えるはずがない。自信を持ち、前に進み続ける意志の強さを持つ。それが何かを達成するために必要なことだと、僕は知っている。

　魔法を作った僕だからこそわかるのだ。

　僕は諦めない。僕は逃げない。これからもそうやって生きていく。

　みんな僕を見ている。その視線には色々な感情が見え隠れしていた。すべてを理解はできないけど、恐らく驚きょう愕がくが大半だったと思う。

　そんな中、父さんと母さんが再び僕を抱きしめた。

「私たちには過ぎた息子だ、おまえは」

「わたしたちのところへ来てくれてありがとう、シオンちゃん……」

「おおげさだよ。その台詞せりふは僕がみんなを治してからにしてほしいなぁ」

　僕は苦笑しながらも二人の背中を撫なでた。
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　数日後の夜。

　マリーの部屋で、僕は世話をしていた。今日は母さんの代わりに、夜の世話を僕がすることになった。今日はありがたいことにローズもいてくれるので、もう少ししたら交代する時間だ。

　月夜。

　月の光がマリーの横顔を照らす。動かない間も、マリーの身体は成長している。一年以上の期間で脂肪はかなり落ちているけど、病的に細くはない。

　しかし以前のように健康的な身体ではなかった。もし治療ができてもしばらくは普通に動けないだろう。

　僕はマリーの頬ほおを撫なでた。冷たかった。マリーに魔力を流したことはある。その際、全魔力を流したけど、結局反応はほぼなかった。しかし体温は僅わずかに残った。

　軽度の患者に比べると反応は少なかったが、魔力は確かにマリーの身体に影響を与えた。

　やはり圧倒的に僕の魔力が足りないのだ。もっと豊富な魔力があれば、研究が進むだろうが。

　問題はその方法だ。何か考えないといけない。

「大丈夫。僕は諦めないからね」

　マリーの寝顔を眺めながら僕は呟つぶやいた。早く元気だった時のマリーに戻ってほしい。

　そう思いつつ、僕はなんとはなしに外を見上げる。

　星々が煌きらめく空。ほとんど明かりがない夜空に変化が見えた。

「……なんだ？」

　黒の中に生まれた色。暗く淀よどんだ空が、禍まが々まがしく光り始める。

　赤く。紅あかく、朱あかく。光のカーテンが空を這はう。

　赫かく夜や。

　間違いない。あれは、あの夜に見たものと同じだ。

　そんな。二年近くも起きなかったのに。どうして今の時期に？

　混乱する思考を強引に立て直し、僕は立ち上がる。このままだと危険だ。兵士たちが、雷らい光こう灯とうを持たない人たちが。

　僕は棚の上の雷光灯の一つを手にしてマリーの近くに置いた。

「行ってくるよ、姉さん」

　もう一つの雷光灯を手にして部屋を出た。

「シ、シオン。空が！」

　廊下に出ると丁度ローズがいた。どうやら彼女も異変に気づいたようだ。

「赫夜だ。レイスが現れたあの夜がまた来たんだ！」

　僕は言い放つとすぐに走り出した。

「シオン、どこに行くんですの!?」

「バルフ公爵に知らせないと！」

「わ、わたくしも参ります！」

「ローズは姉さんと母さんのことをお願い！　母さんを起こして事情を説明してあげて！」

「で、ですが」

「レイスが襲ってくるかもしれない。魔力があるローズならレイスの姿が見えるし、いざという時に戦える強さもある。だからローズには二人を守ってほしいんだ」

　ローズは僅かに迷いながらもこくりと頷うなずいた。

「わかりましたわ！　二人はわたくしに任せてくださいまし！」

「ありがとう、絶対に外に出ないで！　それと雷光灯をつけっぱなしにしておいてね！」

　言い放つと僕は外へ飛び出した。

　あの空は誰にも見えない。魔力持ちの人間しか視認できないのだから。僕が知らせないと誰も気づけない。見えない魔物、レイスに襲われるまでは。

　今日、父さんは村の方にいるはずだ。僕が行かなければ。

　僕は全力でバルフ公爵の邸宅に向かって走った。

　空が赤くとも、何かを照らしているわけじゃない。あの光は魔力と同様にそのものの存在を主張しているだけで、何かの姿を映し出すことはない。

　僕は走った。雷光灯を手に地面を蹴る。

　早くこの事態を知らせなければ。被害にあう人が出てしまう。

　深夜のため道を歩く人はほとんどいない。静寂の中で僕の足音だけが響いている。

　遠くの方に小さな明かりが見えた。目を凝らすとそれは巡回兵だと気づく。二人一組らしく、鎧よろい姿の兵士がこちらへ向かって歩いている。片方はひょろっとして身長が高く、片方は背が低く太った兵士だった。彼らが持っているのは雷光灯ではなくランプだ。暗闇の帳とばりを振り払うには頼りない。

　すれ違うと誰何すいかされるかもしれないけど、構ってはいられない。とにかく無視して公爵邸へ。

　だが、その計画は即座に訂正されることになる。彼らの背後に見えたものによって。

　僕は速度を上げる。前傾姿勢になり足元に魔力を集める。連続魔法の要領で跳ねる度にジャンプを発動。足を踏み出す度に速度は上昇する。

　景色が流れる。人間の出せる速度を超越し、一歩の距離は三メートルを超える。身体が後方に流されないように僕は前傾姿勢で進む。

　彼らの姿が鮮明に見える。巡回兵たちも僕に気づき、明らかに怪け訝げんそうな顔をしている。

　しかし僕は構わず叫んだ。

「後ろだ！」

　言うと片方の巡回兵がつられて即座に後ろを振り向く。

　しかし何も気づかず、こちらに向き直った。

　くそ！　いるのに！　すぐそこに、レイスが！

　魔力のない彼らには見えていない。雷光灯も持っていない。レイスからすれば格好の獲物だ。

「止まれ！　こんな夜中に何をしている！」

　僕の叫びが彼らに不信感を抱かせたようだ。しかしそんな声に応える気はない。

　兵士たちの正面すぐ傍そばへ。

　レイスもすぐ兵士たちの後ろへ。

　間に合うか!?

　多めの魔力を足元で弾はじかせ、ジャンプをする。内心で小さな驚きょう愕がくが生まれる。

　同時に兵士たちからも声が上がる。

「うお!?」

「なんだ!?」

　僕も同様の心境だった。僕は『兵士たちを飛び越えた』のだ。

　ジャンプはあくまで前後左右での移動に使う魔法。主に回避に使うもので、上に跳躍してもせいぜい二メートルくらいしか飛べない。今までであればそれが限界だったのに、今は『五メートル近く跳躍した』のだ。

　は？　え？　なんで？

　自分自身の力に驚きながらも、僕はレイスの姿を視界に入れる。

「キャアアアアアア！」

　魔物の金切り声も兵士たちには届かない。幽鬼の爪が僕へと向けられる。

　僕はレイスに向かい滑空。魔力を練る。一秒で再発動が可能になっているため隙すきは少ない。

　連続魔法。両手には濃密な魔力が集まっている。そして集魔状態。

　空中で方向転換は不可能。レイスはそれを知ってか知らずかまっすぐ僕へ手を伸ばす。

　足元に残りの魔力を集め僅かに加速すると、同時に落下角度をずらす。

　直線に突如生まれた斜角。レイスの攻撃を避よけつつ、僕の腕はレイスの頭に触れた。

「ギャアアア、アアアッ！」

　浄化。

　レイスは苦く悶もんの表情を浮かべながら暴れようとしたが、すでに力が入っていない。

「な、なんだあの化け物は!?」

「ひ、ひっ!?　い、いつの間にいたんだな!?」

　雷光灯に照らされたためか、レイスの姿は二人にも見えているようだった。

　いや、浄化したからかもしれない。

　レイスの身体は炭化し、瓦が解かいし、そして霧散した。

　僕が着地すると、同時に衝撃に耐えられなかった雷光灯が壊れてしまう。この文明レベルでガラスが生産できるのはすごいが、かなり脆もろい。透明度も高くなく、生産数も多くはない。最近は比較的一般的になってはいるのだが、とにかく壊れやすいのだ。

　今回はガラス以外の部分も壊れてしまったからどうしようもないけど。

「お、おい、おまえ。さっきの見えてたのか？」

「ええ。あれが一年くらい前に噂うわさになっていた見えない魔物、レイスです。他にも街に侵入してるかもしれません。他の方たちに注意喚起をしてください。雷光灯であれば相手の姿が見えますし、近づけさせないようにできます！　ですが剣のような攻撃は効かないので注意してください！　では、僕はバルフ公爵邸に行って報告しないといけないので！」

　一気に言い放つと、僕は走り出そうとした。

「お、おい！　も、持っていけ！」

　振り返るとひょろ長い兵士がランプを差し出していた。

　確かに雷光灯以外の明かりはない。まあフレアを使い続ければ見えるんだけど、魔力はできるだけ温存したい。ランプを受け取ると走り出した。

「ありがとうございます！　では！」

「き、気をつけるんだな！」

　背中から声をかけられ、僕は手を上げて応えながら走った。

　魔力の気配がそこかしこでする。街中へレイスたちが侵入しているみたいだ。やはり奴らは存在したんだ。この赤い夜に現れる魔物だったんだ。

　一年という間にそんな事実は忘れ去られてしまった。僕も、もう同じようなことは起きないのではないかと思っていた。

　甘かった。僕は怠惰病にかまけてレイスのことを忘れていたのだ。一応、雷光灯は生産して保管するようにしてもらっていたけど。それくらいだ。とにかく急がないと。

　ジャンプで地を蹴る度に速度を上げる。レイスの姿を何度も見たが、倒していては報告が遅れる。迷ったけど、まずはバルフ公爵への報告だと思い、僕は走り続けた。

　数分でバルフ公爵邸へ到着。守衛が二人いたので、話しかけようとしたが槍やりを突きつけられる。

「そこで止まれ！　何者だ！」

「シオン・オーンスタイン！　バルフ公爵に火急の報告があります！　赫夜が来た！　そう伝えてください！」

「赫夜？　何を言っている！　そんなことよりこの夜中に無礼であろう！　明日、出直せ！」

　僕が大人であれば対応は違っただろうか。でも僕は子供だ。こんな夜に訪れる子供の言葉なんて信じはしないだろう。それでも僕にはそうすることしかできない。

「そんな時間はないんです！　早く、報告を！」

　不幸にも守衛は僕のことを知らない。彼らは新人らしく、明らかに融通が利かない。

　それにこんな深夜の訪問者を信用できないのだろう。ここで問答をしている暇はないのに。

　守衛たちは僕を通す気はないらしい。むしろちょっとでも怪しい真似をしたら殺す、目がそう言っている。

　僕は彼らに背を向け、門から離れた。

　背後からほっとした気配が伝わる。

　しかし僕はピタッと足を止めて即座に振り向く。

「止まらないと、子供といえど命はないぞ！」

　武器を構えている守衛を無視して、速度を上げてそのまま跳躍。五メートル近くある正門を飛び越えようと空を駆けた。しかし高度が足りなかったようで、門の先端に足が当たった。

「うわ！」

　悲鳴と共に落下。地面に触れる直前で足元にブロウを集めたが、衝撃を吸収できずに明後日あさっての方向へ、僕の身体は吹き飛んだ。

　五、六度転がるとようやく勢いが弱まった。

「い、痛い……ぐっ！」

　身体中、土だらけだったけど、なんとか立ち上がる。どうにか庭の中に入れたようだった。

　正門前にはぽかんとしたままこちらを見ている守衛たちがいた。

　僕は彼らに構わず公爵邸の扉を叩たたいた。

「バルフ公爵！　お話があります！　赫夜が」

　最後まで言い切る前に、扉は開かれた。

　そこにいたのはバルフ公爵その人だった。

　燭しょく台だいを手にして、寝間着姿だった。

「何事だ騒がしい！　む？　シオンではないか!?　どうした!?」

「赫夜が！　赫夜が訪れました！」

「赫夜、だと!?　シオン、詳細を話せ！」

　彼は即座に対応してくれた。

　僕は早口で先ほど見た光景を含めた説明をした。

「……儂わしには見えんが、シオンには見えるのか。むぅ、しかし部下たちがレイスの存在を確認したのならば、存在していたというのは間違いないか。マジかぁ、本当に来ちゃったのぉ？　ううっ、何かの間違いって可能性を信じていたのにさぁ！　やるしかないのだな……おい」

「はっ！」

　いつの間にそこにいたのか、バルフ公爵の背後に鎧姿の男性がいた。

「詰め所、防壁場の守衛、それと門衛たちにも雷光灯の準備をさせろ。防衛部隊を招集させ、雷光灯を配っておけ。生産しておいた雷光灯が保管庫と特定倉庫にある。それを使え」

「よろしいのですか？　一度、問題なかったと判断した案件ですが」

「よい。何かあれば儂が責任を取る。取りたくないんだがの……と、取るぞ！　とにかくそういうことだから、さっさと行け」

「……はっ！」

　鎧姿の男性は即座に立ち去っていった。

「あの、よかったのですか？　僕の証言だけで判断してしまって」

「何を言っているのだ。そなたは長きにわたり怠惰病の研究に尽力し、成果を上げている。真しん摯しな人間の言葉はそれだけで信用に値する。シオン、そなただから信じたのだ」

「ありがとうございます」

「シオンは家に戻るといい。雷光灯ならば家にあるな？」

「ええ、ですが僭せん越えつながら僕がいた方がいいかもしれません。雷光灯だけではレイスは倒せないと思いますし」

「それは……ありがたいが、いや、しかし、そなたにはすでに負担をかけている。これ以上、何かを頼るわけには」

「いえ、やります。少なくとも今日は、みんなレイスの存在を信じていませんから、余計に危険です。今日の急襲を乗り越えられれば、今後は対策を練られるでしょうし」

「……わかった。すまんなシオン。毎度、そなたに負担をかけてしまっておるの。では招集中の防衛部隊と合流。レイス撃退に当たってくれ。儂は他にやることがある。防衛部隊の部隊長へ話を通しておくから、そっちに聞いてくれ。部隊長の名前はローンドという。特徴はあまりないが、目立つからわかるだろう。では、頼んだぞシオン」

「はい！」

　バルフ公爵は申し訳なさそうに顔をしかめつつも、威厳ある声音で言った。

　僕はバルフ公爵に応えて頷く。

　これから始まるのだ。赫夜の戦いが。

　それからの、バルフ公爵の行動は早かった。

　僕が報告して十分ほどで、公爵邸に隣接している訓練場に防衛部隊が集結した。

　訓練場は巨大な兵舎の隣に存在している。普段は兵たちが訓練に勤いそしんでおり、日々掛け声が響いている。僕もその訓練場に移動していた。

　イストリアの人口はおおよそで五万程度。イストリア兵の数は五、六千くらいらしい。かなり多いが、実際に街に駐在している数は半分程度だ。

　本来、街の防衛にはできるだけ多くの兵を割くものだ。

　それは他国や別組織の侵攻を警戒するため、そして街中の治安維持のためだ。しかしこの世界の情勢は最近においては安定している。昨今では魔物数が増加しており、どこの国もその対応に迫られているという理由もある。

　以上のことから現在、イストリア領内に駐在している兵は三千ほどしかいない。うち、すでに守衛として配置されているのが千五百。残りの千五百のうち、すぐに防衛戦に参加できるのは千二、三百。それが防衛部隊の数だ。

　防衛部隊は有事の際に結成される部隊の名称らしい。普段はそれぞれの役割を担っている連中が協力して防衛にあたるわけだ。平時には、バルフ公爵に与えられた私兵たちが各場所へ配置されている。

　私兵はバルフ公爵が自分で雇った兵ではなく、あくまで国から与えられた兵であり、基本的にはバルフ公爵の裁量で指示を与えられるが、所属は国軍である。

　サノストリアからの指令、王の勅命がない場合は、イストリアにおいてはバルフ公爵が最高司令官であるため、兵たちは命令に背くことはできない。しかし『最低限の命令に従えばその限りではない』ということでもある。僕はその意味を目の当たりにしていた。

　隊列は全くできていないし、ぱっと見は鎧を着た野次馬たちが何かを見物しようとしているかのような光景だった。統率という言葉はこの場には存在しない。

　訓練された兵の割にはお粗末だった。おそらくは慣れだろう。イストリアの街では小さな諍いさかいはあるが、大きな事件は滅多にない。他国からの侵攻はないし、魔物が多いため山賊、盗賊の類たぐいも比較的少ない。そのため基本的に人間の敵はほぼ魔物だけだ。

　街は襲われない。人間が大量にいる街を襲う魔物はいないからだ。そのため緩んでいるということなのか。そうだとしたらレイスの件も納得がいく。

　魔物や他よ所その者を相手に戦うこともない彼らに切迫感はない。討伐隊、遠征部隊に参加していた経験があれば別だろうが、どうやらそういった兵は少ないようだ。

「またバルフ公爵のお戯れが始まったか」

「雷光灯を集めろとか言い出したらしいぜ。あんなの使えねぇっての」

「ランプでいいだろ。ランプで……雨降ってないし松明たいまつでもいいしよ」

　不安がこみ上げてくる。こんな人たちがレイスの急襲を防げるのかと思わずにはいられない。しかし彼らがいなければレイスを駆逐できないだろう。とにかくローンド部隊長に話をしなくては。

　僕は兵たちの視線を受けつつも周囲を探る。まあ、こんな場所に子供が一人いたら怪しいとは思うだろう。しかし声はかけられなかった。

　事情を知っているわけじゃなく、面倒臭がっているような印象が強い。夜中に起こされて、余計に面倒事に巻き込まれたくないという心情になっているのか。

　部隊の正面にその男はいた。妙に華美な鎧を纏っているくせに覇気はない。顔をしかめ、部隊員たちの姿を眺めている。一喝でもすればいいのに。

「失礼いたします。私はシオン・オーンスタイン。バルフ公爵より部隊に参加するように指示をいただいたのですが」

　ローンド部隊長と思われる男に声をかける。

　月光を反射する彼の無駄に豪ごう奢しゃな鎧が目立っていた。彼が身じろぎすると、金属の擦過音が鼓膜に届く。小さな不快感が顔を出したけど、僕は表情を変えない。

「貴様がシオン・オーンスタインか……雷光灯の件のみならず、また余計なことをしたらしいな。おかげで兵たちは無駄に集まることなった。存在もしない『見えない魔物』のためにな」

　嫌味ったらしいことを言われても僕は何も言わない。彼らの立場からすれば、そう思っても不思議はないからだ。

「ふん！　第七十五親衛騎士隊へ入れ。端の隊だ」

「承知いたしました」

　僕はローンドの蔑さげすむような視線を無視して、踵きびすを返す。

　部隊の端、そこに集まっている数人は、なぜか部隊から少し離れて整列していた。

「おーい、シオン！　どうしてここにいるんだ!?」

　ラフィーナがこちらへ手を振る。そりゃもう嬉うれしそうにブンブン振っていた。

　飼い主を前にした犬が尻尾を振っているように見えて、僕は思わず笑いそうになる。

　ラフィーナは、ハッとした表情を浮かべて慌てて手を下ろすと表情を繕った。

「ラフィーナ。ローンド部隊長に第七十五親衛騎士隊に入れって言われたんだけど」

「なに!?　シオンも!?　しかし、シオンは軍属ではないだろう」

「魔法しか効かないレイスが相手だからね。協力を申し出たんだ。それに……この状態だし」

　僕は視線を他の兵たちに向けるだけで意図を伝える。

　ラフィーナは渋面を浮かべた。

「討伐部隊以外はこんな感じだ。こんな緊急招集自体珍しいんだが、それでもまだ気が抜けたままらしい。その理由もわからないでもないが」

「見えない魔物を誰も信じてないから、だろうね」

「ああ。一度、雷光灯で対策を講じた後、何も起きなかったからな」

　予想はしていたが、ラフィーナから聞くと現実がのしかかってきた。思ったよりもまずい状況なのかもしれない。

「他の隊員は？」

「いるぞ。そこに」

　僕たちに背中を向けて二人の兵士が佇たたずんでいた。彼らが振り向くと顔が見えた。

「お？　おまえ、さっきの」

「すんごい飛んだ子なんだな！」

　道中で会った二人の巡回兵だ。高身長で細い男と、小柄で太った男だった。

「俺はヒューイ。さっきはありがとよ！」

「僕はデーブなんだな。みんなはデブって言うんだけど、デーブって呼んでくれると嬉しいんだな。君のおかげで助かったんだな！　ありがとなんだな！」

「僕はシオンです。よろしく」

「しかし、なんで子供が？　さっきの化け物を倒したのはわかってるから、強いんだろうけど」

「バルフ公爵に言われまして、今回は参加させてもらうことになりました。さっきの見えない魔物は、普通の攻撃は当たらないので、僕がいた方がいいかなと思いまして」

「レイスだっけか、あの魔物に触って倒してたな。なんかカラクリがあんのか？」

「まあ、それは後々……」

「何があるにしても、今は信じるしかないんだな。本当に見えない魔物はいたんだな」

　二人は実際にレイスを見ている。だったら二人が報告してくれれば、他の兵士も信じるのでは。

「あの、レイスのことは報告してくれました？」

「した。けど信じてくれなかった」

「僕たち、第七十五親衛騎士隊は見下されてるんだな。騎士隊は七十四隊まで、と言われてたりもするんだな……」

「雑用係だからな」

　二人は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

　事前に少しは聞いていたけど、第七十五親衛騎士隊は損な役回りをさせられているようだ。しかし部下の報告を無視するとは。バルフ公爵と同じことを言っているのに。信じないだけでなく、調査も警戒もしないとは。

「あの、他の隊員は？」

「いない。元々は十人いたのだが、今はこの三人だけだ。そして、先日な！　私が！　この私が！　隊長に昇進したぞ！　がはは！　どうだシオン！　すごいだろう！　褒めろ褒めろ！　私を褒めろ！」

　自慢げに笑っているラフィーナだったけど、ヒューイとデーブの顔は引きつっている。

　ヒューイが僕に耳打ちする。

「他の七人は除隊したんだ。大半は、こんな隊にいられないって言ってな。隊長は胃痛で倒れて、除隊した。俺とデーブが隊長なんてやりたくないっていったら、ラフィーナが率先して隊長になるって言いだしてな」

「本人は幸せそうだから、言わないでくれると嬉しいんだな」

　僕たち三人は何とも言えない気持ちになり、生暖かい視線をラフィーナに向けた。

「静まれ！　これより各隊へ指示を与える！」

　ローンドが、しゃがれた声を張り上げる。一応は静まりかえったが、僅かに小声が聞こえた。本当に学生みたいだな。

「各部隊は倉庫で雷光灯を受け取り、担当区域へ向かい防衛せよ！　担当区域を巡回、目標を見つけた場合は即時排除しろ。以上だ。迅速に動け。二時間ほどで問題なければ撤収する！」

　ため息が漏れる中、最後の一言が彼らの気持ちをなんとか持ちこたえさせたようだ。朝まで、ではないらしいとわかったのは大きかったのだろうか。

　ぞろぞろと部隊が動く中、ラフィーナはローンドのもとへ走り寄る。

「ローンド部隊長！　私たちは担当区域がございません！　第七十五親衛騎士隊はどこへ参ればよろしいでしょうか!?」

　忌いま々いましげにラフィーナを睨にらむローンド。

　しかしラフィーナはそんなことを気にした風もなく、自信満々な笑みを浮かべている。この娘こ、本当に肝が据わっているというか、すごい神経だな。褒めてるんだよ。本当に。

「貴様らは好きにしろ。帰宅して寝ていても構わんぞ？」

「いえ！　このような事態で休んでなぞいられません！　粉骨砕身、すべてを以もって、解決にあたりましょう！」

　ビシッと敬礼するラフィーナを前に、ローンドは舌打ちをして立ち去っていった。

　あいつ、僕たちに命令違反をさせるつもりであんなことを言ったのだろうか。もしもローンドの言葉を真に受けて帰宅しようものなら、命令違反、職務放棄とみなされて解雇されそうだ。

　ローンドが言っていたと僕たちが訴えても、彼は決して肯定せず、誰も僕たちの言葉を信じないだろうし。まあ、ラフィーナはそんなこと考えてもいないだろうけど。

「よし！　では行くぞ！　三人共！」

「い、いや隊長。行くにしてもどこに行くんで？」

「四人でできることも限られてるんだな。支援するにしても邪魔になると思うんだな」

「むっ、確かにその通りだな！　どうしような!?」

　ラフィーナは、これは本当に困ったとばかりに首を傾かしげる。

　やはり何も考えていなかったようだ。やれやれ、ここは僕がどうにかするしかなさそうだ。すでにこれ以上ないほどの回答を僕は出している。

　僕はしたり顔で三人に言った。

「よし、走ろう！」

　ラフィーナは首を傾げ、残りの二人は何言ってんだこいつ、というような顔をしていた。

「走る？　どこに向かうつもりだ？」

「走りながら説明するよ。三人は騎士の訓練をしているだろうし、体力はあるよね？　ということで行こう！　時間がないし！」

「そうか！　よし！　わかった！　じゃあ、おまえら行くぞ！」

「え？　お、おう!?　マジで走るのか!?」

「わ、わかったんだな!?　走るの苦手だけど頑張るんだな！」

　そして僕たちは走り出した。他の部隊を追い越して、倉庫で雷光灯を受け取ると再び走り出す。

「それで!?　どこへ向かうのだ!?」

　僕の隣をラフィーナが軽快に走っている。

　すでに走り出して十数分。走り慣れていないならば速度は落ち、息切れを起こしているだろう距離だ。しかしラフィーナはうっすら汗を掻かいているだけだった。

「どこの部隊も雷光灯を支給されてから現場に向かうから移動には時間がかかる。だから機動力がある僕たちは最も遠く、最も重要な場所……正門に行く！　防壁上からなら、ある程度は街を見渡すこともできる。僕だけは遠くからでもレイスの存在が視認できるから、確認しつつ移動して見つけたら叩く。ただし行く手にいる場合だけね。遠回りになるだけだから。まずは防壁上を通って、正門へ向かおう！」

「なるほど！　よくわからんがわかった！　防壁に上る塔はこの近くにある！　そちらに行くぞ！　ヒューイ！　デーブ！　聞いたな!?　ついてこい！」

「りょ、了解！」

「し、死にそう、なんだな……！」

　明らかに鍛錬不足の二人を連れて、僕たちは防壁に備え付けられている塔を目指す。

　防壁には間隔を空けて見張り塔が伸びており、そこから昇降する。兵士以外は立ち入り禁止だけど、特別施錠がされたりはしていない。

　防壁には木製の扉が備え付けられていた。すぐに扉を開けて、螺ら旋せん階段を上る。

　防壁上に到達すると左右に同様の扉があった。正門へ向かう方向の扉を開き、すぐに外へ出る。防壁は十メートルほどの高さがあった。

　走りながら街中を見下ろすと淡い光がそこかしこに浮かんでいた。

「いる！　近くに三体！　遠くに五体！」

「なに!?　どうする!?　もう一度下りるか!?」

「奴らも移動してるから、向かっても間に合わない！　このまま正門へ向かおう！」

「了解だ！」

　後方からの声は聞こえない。ヒューイとデーブはかなり疲弊している。鎧を装備した状態で階段を一気に上ったせいだろうか。しかし構ってはいられない。とにかく雷光灯だけは落とさないでほしいと願いつつ、僕とラフィーナは防壁上を走った。

　街中だけでなく、イストリアの外にもレイスの姿が散見された。

　赫夜ではこれほどにレイスが発生するのか。しかし前回はレイスはこんなにいなかった。どうして、これほど大量に？　以前とは違うということなのか。

　不安に駆られたが、その先を考えている時間はない。

　すると見張りの兵と遭遇した。

「む!?　何をしている!?」

「私は第七十五親衛騎士隊、隊長のラフィーナ・シュペール！　街中に見えない魔物、レイスが侵入している！　防衛部隊を結成し、討伐に当たることになった！」

「見えない魔物？　それは存在しないと聞いたが」

「詳しい説明は後ろの奴から聞け！　おいデーブ、後は頼んだぞ！　説明を終えたら追ってこい！」

「はぁはぁ、へ？　わ、わかったんだな！」

　デーブは嬉しいような、面倒臭がっているような顔をした。

　僕、ラフィーナ、ヒューイの三人でさらに先を進む。

　途中、見張りの兵と出会うと今度はヒューイを説明係として残して、先を急ぐ。

　面倒だけど、手間を惜しむと妨害されてしまうかもしれない。防衛部隊が結成され、行動しているということは間違いないのだから、きちんと説明すればいい。

　レイスが見えるのは僕だけ。雷光灯を通さないと見えないが、これだけの数が街中に侵入しているならば、どこかの部隊はレイスと遭遇するはず。そうなれば僕の言葉が真実だとわかるだろうし、本腰を入れるはずだ。それまでできるだけ被害を抑えるようにしないと。

　僕たちは数十分かけてようやく正門が見える位置まで辿たどり着いた。

　街中には雷光灯の光が見え始める。レイスの光もふわふわと浮かんで移動しているようだった。

　雷光灯は屋内に使うために一般的に普及している。全家庭ではないと思うけれど、レイスが襲う可能性は低いだろう。

　危険なのは守衛たちだ。松明かランプしか持たない彼らが襲われる可能性が最も高い。

　公爵邸はイストリアの中央付近に位置している。僕たちはそこから出発したわけで、防衛部隊たちが防壁に到達するには時間がかかる。

　途中でレイスと遭遇したら余計に、正門へ到着する時間は遅れるだろう。

　そして夜半になれば、最も兵士が多い場所は正門付近である。そういう理由から僕は最初に正門へ向かっている。

　徐々に近づく正門の光景。

「レイスが五体！　このままだと門衛が危険だ！　僕は先に行く！」

　端的に状況を説明すると僕はジャンプで速度を上げる。

　魔法を無む闇やみに使うとすぐに枯渇するため、移動にはあまり使いたくなかったけどしょうがない。なんせ、外部から正門へ向かうレイスの集団がいたのだ。

　あの五体のレイスは門衛の存在に気づき、襲おうと向かっているように見えた。

　幸いにもまだ兵士たちは無事だった。しかし当然ながら彼らにレイスの姿は見えていない。

　雷光灯を置いておけば視認できただろうが、すでに撤去されている。

　僕は風の力を得て疾走する。防壁上を通っては遠回りになる。僕は防壁から家屋の屋根に下りる。ジャンプを活用して衝撃を吸収。速度を維持しつつ、跳躍しつつ、屋根伝いに正門へと向かった。

　やはりおかしい。長い間、魔法の鍛錬はしていなかった。それなのになぜこんなにも魔力が思うように放出できるのか。ジャンプは風の扱いが難しく、数回に一回は失敗して明後日の方向へ飛んでいた。発動にも時間がかかっていた。それなのに今日は風の揺らぎも移動も、即座に行われている。意思と魔力の放出と同時に風が動く。今は、思うように風の力を使えているのだ。

　身体が軽い。連続魔法を活用し、継続してジャンプを発動し、移動速度を維持できている。

　魔力の扱いが妙に上う手まくなっている。毎日、魔力の調整と供給をし続けていたことで、扱いに慣れたのだろうか。図らずも魔法の鍛錬になっていたのかもしれない。

　僕は屋根を跳び、正門へと到達。防壁を飛び越えて、外側の正門前へと着地した。

「な、何者だ!?」

　突然、空から降りてきた僕に、門衛たちは警戒する。当たり前の行動だけど、僕の視線は彼らには向かない。

「下がって！　魔物が来る！」

「魔物などいないぞ！　嘘うそをつくな、怪しい奴め！」

　僕は雷光灯を持っていない。移動が激しくなることを見越して、持ってこなかったのだ。それに試したいこともあった。

　僕は門衛たちを無視して、正面からこちらへ迫っているレイスたちを睨んだ。

　よく見ると一体一体の姿は微妙に違う。髪の長さ、顔の形、服のデザイン。やはり魔物というよりは元々は人間だったような風貌だ。しかし死霊なのかどうかは、今は気にする余裕はない。奴らが門に到達する前に倒さなくては。

　僕は地を蹴る。ジャンプで移動速度を上昇させ、一気に加速。雷らい火かを装着し、手元に魔力を集める。そして左右にフレアを生み出した。まだ両手に留とどめたままだ。はたからは手が炎を纏っているように見えるはずだ。

「な、なんだあれは!?」

「手が燃えている!?」

　門衛たちの声が遠くで聞こえた。近づいてこないのは助かった。

　僕はレイスたちに向かい、フレアを放つ。放った後で即座にフレアを使い、また手を燃やす。フレアは魔力とは違い、青い炎として辺りを照らす。

　僕はじっとフレアの行く先を観察する。レイスの近くに到達したフレア。

「ま、魔物!?」

　門衛の驚愕の声と共に、僕は心の中で自分の推測は正しかったことを確信した。フレアの光に触れたレイスの姿は魔力を持たない人にも見える、ということ。

　やっぱり。おかしいと思ったんだ。松明やランプでは見えないのに、なぜ雷光灯ではレイスの姿が見えるのか。

　雷鉱石の効果なのかと思いもしたけど、僕はその可能性を否定した。なぜならレイスは魔力の塊、あるいはそれに類する魔物だからだ。

　雷鉱石自体は天然の鉱石で、魔力に関連するような要素はない。ではなぜ雷光灯がレイスの姿を映したのか。レイスは雷光灯の光を嫌がったのか。それは魔法を使って雷鉱石を加工した鉄てつ雷らいが、雷光灯の素材になっているからだ。

　つまり魔力に影響を受けた素材を使っているからこそレイスに効果があった。そう考えれば行きつく先は決まってくる。フレアのような魔法が有効なのではないか、という答えに。

　レイスはフレアを避けて、大きく軌道変更した。

　思った以上に嫌がっている。よほど魔法の光が苦手らしい。

　僕は連続してフレアを放った。一秒に一度、発動できるのだ。ならば左右交互に魔法を放ち、また魔力を集めて魔法を発動すれば、ほぼ連続して相手を攻撃できる。

　たいして狙いを定めず、僕はフレアを放った。

　レイスたちは僕から距離をとり、空を舞っていた。奴らの飛行速度はかなり速く、狙って当てるのは難しい。しかしそれは想定内。

　フレアを放ったのは視界の確保と、相手に有効なのかを確かめるため。そして布石だ。

　僕は魔力を溜ため、今度は『ボルト』を放った。両手を突き出し放たれた赤い電流はまっすぐレイスに向かう。

「キャアアアアッ！」

　不快な悲鳴を上げ、レイスは消失した。

　やっぱりボルトも有効だった。雷光灯が効くなら当然、ボルトも有効だろうとは思っていた。フレアはレイスたちを油断させるためのものだ。

　ボルトに巻き込まれたレイス二体が死んだ。

　僕は即座にボルトを二度発動し、残りのレイスを討伐。弱点がわかれば倒すことは容易だ。わからなければ、かなり強敵ではあるけれど。

　しかし、遠くの方から大勢のレイスたちがこちらへ迫ってきていた。

「……続々やってくる。やっぱりこれは異常だね」

　数体ではない。十数体。一体でも危険な相手なのに、あんなのに襲われたら兵たちは殺されるだろう。レイスはまだ遠い。僕は踵を返して、正門へ向かった。

　門衛たちは僕が魔物を倒したことで警戒心を薄めたようだった。槍を下ろして、強い戸惑いを見せた。

「な、何だったんだ？　さっきのは。君は一体？」

「僕はシオン・オーンスタイン。バルフ公爵の命めいで防衛部隊に参加しています。さっきの魔物、レイスが街中へ侵入したので討伐するため部隊が結成されました」

「な、なんだと!?　この門からは魔物は侵入していないはず……いや、さっきのように見えない魔物だったら侵入されてもおかしくないのか」

　門衛の兵は比較的冷静に現状を把握してくれた。僕と魔物の戦いを見ていたからだろうけど。

「ええ。奴らにはさっき僕が使っていた魔法か雷光灯が有効です。魔法は僕しか使えないですが」

　非常事態だ。魔法に関して隠しても話がこじれるだけ。

　信じる信じないは別として、話しておいた方がいいだろう。

「魔法……？　ら、雷光灯は昔はあったが、今はないな……」

　わかっていた返答だった。もちろん、だから諦めろとは言わない。

　僕は門の横に置かれている巨大なかがり火に近づいた。鉄製の入れ物の中にはいくつもの薪まきが入っている。見張りのために使っているものだ。

　横には燃料用の薪と松明用の細い木が箱に入っていた。僕はかがり火に向けて魔力を放つ。するとかがり火の炎は一気に青く変色した。

「い、一体何が。これが、魔法、とやらか？」

「ええ。この火でしたら、恐らくレイスに有効です。さっきの魔法と同じ効果なので。これを松明につけて、身を守ってください」

「武器は当たらないのか？」

「魔法以外は当たりません。この火か雷光灯だけが有効だと思います」

「わ、わかった。言う通りにしよう」

　思いのほかに素直な人たちでよかった。いや目の前であんな戦いを見れば、素直にもなるか。

「シオン！　無事か!?」

「ぜぇはぁ、し、死ぬ。もう死ぬぅ」

「おぇ！　は、吐くんだなっ！　もう吐くんだな！」

　ラフィーナたちも到着したらしい。彼らの手には雷光灯が握られていない。途中の見張り兵たちに渡してきたんだろう。

　僕は魔法を使えるし、傍にいれば大丈夫ということを把握した上での行動だと思う。ラフィーナがそこまで考えているかどうかはわからないけど。

「レイスはどこだ!?」

「五体は倒したけど、まだまだやってくるみたい……百体はいるね」

「百!?　そ、そんなにいるのか!?」

　話しているうちにもどんどん増えてきた。レイスの放つ光が、視界を埋め尽くしている。

　僕は心中の動揺を表に出さない。なぜなら、僕は理解していたからだ。レイスを倒せるのは僕だけで、僕がいなければ被害は甚大だろうということを。これは過剰な自信じゃない。

　マリーの言葉は事実だった。僕がいなければ救えない人がいる。ゴブリン襲撃の時も、怠惰病患者の治療も、今回のレイス襲撃も。僕がいるからなんとかなっている。

　これは偶然？　それとも必然？　魔法を生み出し、人々を救うために僕は転生したのだろうか。

　ラフィーナでさえ、絶望の色を見せた。

　僕はそんな中、振り返り言った。

「大丈夫。僕がなんとかするから」

　自信満々にそう言った。驕おごりだと思われてもいい。言い切ることで、みんなの不安が払ふっ拭しょくできるなら。

　僕の笑顔を見て、全員の不安が僅かに薄れた。僕は子供だけど、もうそんなことを気にしている人はここにはいないようだ。これは良い傾向だった。

「僕が先陣を切って戦う。みんなは青い炎の松明を持って、周囲を警戒して！　それと誰か援軍を呼んできてほしい！　防衛部隊が街中を巡回しているから報告を！」

「お、俺が知らせてくる！　交代員も連れてくるから待っててくれ！」

　門衛の一人が志願してくれた。僕たち四人は移動で疲弊しているし、彼の方が適任だろう。

　僕が了承すると、門衛の兵士は松明片手に急いで街中へ入っていった。

「他のみんなはこの門を守ろう！」

「了解した！　任せろ、シオン！」

「や、やってやるぞ！　お、俺だって、やればできるんだ！」

「は、走らないでいいのならなんでもいいんだな」

　それぞれの思いを胸にイストリア正門前防衛戦は始まった。

　他のみんなは知らない。僕が見えている光景を。

　レイスの数は百と言った。しかし実際は違った。もっと数は増えている。世界の終わりのような光景だった。

　僕が倒さなければこの街は滅ぶかもしれない。フレアの炎でできることも限界がある。

　だけど僕は絶望的な光景を見ても、まったく諦めるつもりはなかった。

　みんなを守る。父さんを、母さんを、マリーを。出会った人たち、助けてくれた人たち、知り合った人たちを。みんなを助けるために僕はここにいる。心は萎なえない。

　僕は正面を睨んだ。

「一度死んだ人間を舐なめないでよね」

　死を一度経験しその恐怖を知っている。だからこそ耐えられないこともあり、耐えられることもある。死の恐怖はたいしたことじゃない。

　僕が怖いのは何もできず大事なものを失うこと。何もせず、死んでしまう恐ろしさを知っている。

　だから戦う。逃げない。諦めない。僕は諦めが悪いんだ。

　レイスたちが迫る。

　僕は手に魔力を集めた。

「行くよ！」

　僕が叫ぶと、みんなが呼応した。

　彼らは松明を手にした。

　僕は地を蹴った。

　死地へ向かう足取りは軽く、僕は高揚していた。

　レイスに最も有効な魔法はボルトだ。しかしボルトを使っても倒せるのは至近距離にいるレイスのみ。対してフレアは当たれば一時的に魔物の身体が炎を纏うので、周囲の敵を巻き込める時もある。それに視界が明るくなる。それぞれを適したタイミングで使う方がよさそうだ。

「松明を投げろ！　シオンを支援するんだ！　シオンに当てるなよ！」

　レイスには剣や弓は効かないことを知っているラフィーナは、即座に声を張り上げる。

　僕が走る中、左右には松明が落ちる。後方からみんなが松明を投げてくれている。

　草木は少なく燃え移ることはないし、松明には油が染み込んでいるためしばらくは燃え続ける。雨も降っておらず、風も弱いためこの戦術は有効だ。

　フレアの炎をつけた松明であればレイスは近づけないし、奴らの姿がみんなにも見える。もしも回り込むレイスがいても、みんなも気づけるだろう。

　僕は疾走しつつ、両手足に魔力を集める。スムーズな魔力放出。それに身体中から魔力が溢あふれている気がする。ある程度移動すると足を止める。あれだけの敵の数だ。飛び込めば、いかに魔法を使おうと一瞬で殺される。

　僕はその場に留まり、周りの松明を利用してレイスから距離をとると、フレアとボルトを放つ。

「キャアアアアッ！」

　先頭のレイスに命中。

　魔物数が多すぎるためか適当に撃っても当たる。これならばボルトよりもフレアがいいだろう。

　僕はフレアを連続して発動する。左右の手で交互にフレアを放つと、光の集団に吸い込まれる。

　レイスたちはフレアを避けられず、次々と燃えた。

「うわああっ！　ま、魔物が！」

　後方の悲鳴を受けて、僕は即座に振り向いた。

　レイスたちが防壁に沿って正門へ向かっていた。

　ラフィーナたちは青い炎に守られているため、レイスは近づけない。やはり魔法は有効だ。

　レイスたちは光の範囲外から、ゆらゆらと恐ろしい形相でラフィーナたちを睨んでいる。左右から上から近づこうとしているが、青い炎の松明から離れない四人には近づけない。

「かがり火から離れるな！　松明を持ち続けろ！」

「ひぃっ！　な、なんだこいつら！　来るな来るな！」

「こいつめ、こいつめ！　どくんだな！　来るんじゃないんだな！」

　みんなまだ健在のようだ。だが悠長にしている時間はない。できるだけ数を減らさなければ。

　次々にフレアを放つと空が青く光る。

　空を舞うレイスたちは松明の光を嫌い、僕に近づけない。

　このまま続ければ徐々に数を減らせるはず。僕の魔力がもつか、それともレイスたちが耐えきるかの勝負になる。

　僕はフレアを放ち続けていたけど、レイスの数は一向に減らなかった。

　相手の数が多すぎる。最初は百くらいしかいなかった。しかし徐々に増えて、今は二百近くはいる。かなりの数を倒したのに。ジリ貧だ。

　しかし魔力はまだ残っている。百回は魔法を放っているのに、余力があった。体内魔力量が増えていることは間違いない。昨日までは魔力は通常通り、つまり百回使えば終わる程度の量しかなかったはずだ。でも今日は百回分の魔力を使ってもまだ余裕がある。

　赫夜の影響か？　あの空を彩る赤い光が僕にも影響を与えるのか。だとしたらあの光が魔力を与えているということなのか。

　過剰な魔力の消費。体内魔力の枯渇。前兆として異常な快調。その反動として怠惰になったのならば、それはつまりこの過剰な魔力供給によるものなのか。過剰な魔力供給と消費により身体は快調になるが、その反動で体内魔力の調整がおかしくなった。それが怠惰病だとしたら？　やはり赫夜の影響だったのか。

　僕やローズが無事な理由はわからないけど、体内に巡る異常なほどの魔力の奔流を感じると、なんとなく理解できた。この魔力を上手く扱えずにただ消費したら、身体に凄すさまじい影響が出そうだ。

　あるいは過剰供給により身体が耐えきれなくなったとしたら……。

　恐らくはこの魔力を使っても怠惰病にはならないけど、魔力がなくなって、身体が悲鳴を上げても使い続ければどうなるかはわからない。

　とにかく、この夜を越えなければ僕もみんなも死ぬのだ。根拠のないことに気を割いて慎重に事を運べば、目的を失する。持てる力をすべて使うしかない。

「キャアアア、アアアッ！」

　レイスの金切り声が夜の空にこだまする。おぞましい光景の中で僕は無心に魔法を放ち続けた。

　身体は快調。体力も十分。むしろその事実が僕に恐怖を与えてくる。しかし僕は手を止めず、魔法を放ち続けた。

　百、二百とレイスを倒す。

　やがて体力が徐々に失われ、魔力の脈動も弱くなる。快調だといっても限界がある。すでに僕は魔法を二百近く撃っていた。

「はぁはぁはぁっ！　くっ、さすがに……きつい……！」

　身体が重い。魔力が枯渇した時の、あの感覚がこみ上がってくる。この感覚に身を委ねれば、終わりだ。最後まで抗あらがわなければ。

　レイスは続々と増える。倒しても倒しても意味がないのではないかと思うほどだった。

「シオン！　無理をするな！　下がれ！　松明も消えるぞ！」

　地面に放った松明は火力を弱めている。微風の上、雨は降っていないが、それでも長く燃焼し続けることはないだろう。この場での戦いはそろそろ限界か。

　かがり火付近にいれば、一ひと先まずはレイスが近寄ってこないだろう。だったら下がって、体力を回復しつつ戦うしかない。

　僕は踵を返し、正門前へ戻ろうとした。だがその瞬間、事態は急変する。

「ギイイィイィアアアアアアアッ！」

　レイスたちが一斉に松明の光に突っ込んだのだ。

　光を嫌い離れていたレイスたちが示し合わせたように、かがり火と松明の光に突っ込んでくる。

「む、迎え撃て！」

　ラフィーナの叫びと共に、他の面々は松明を突き出す。

　その炎に触れたレイスは燃えながら消失した。しかし数が尋常ではない。レイスたちは自爆覚悟でラフィーナたちを殺すつもりだ。

　雷光灯やフレアの松明の光をレイスは嫌っているが、それだけで倒せるわけではない。

　強引に突っ込めば、やられるのは僕たちだ。

　僕はジャンプで正門前に戻る。戻りながらフレアを放ち、レイスの群れを一気に消滅させる。

「す、すまないシオン。助かる！」

「気にしないで！　今はレイスを！」

　僕も松明を手にした。勢いがあるレイスたちに対しては魔法を使うよりも、松明で対応した方がいい場合もある。

　僕はレイスたちの動きを注視する。遠い場合はフレアを、近い場合は松明を突き出した。

　最初、レイスたちは五体程度で突っ込んできた。しかし徐々に数が増え、今度は周囲のレイス数十体が一斉に飛び込んでくる。

　無茶苦茶だ。こいつら命が惜しくないのか。

「もうダメだ！　おしまいだ！」

「死んでしまうんだな！」

　ヒューイとデーブの悲鳴が響く。

　ラフィーナや門衛の顔にも諦てい観かんの色が浮かんでいた。

　瞬時に思考が巡る。このままフレアを使っても一部しか倒せない。しかし僕は、それとは違う未来を予想していた。

　僕は現在の最大放出量の魔力を両手に集めた。煌こう々こうと光る魔力。集めた魔力量は以前とは比べ物にならない。既に循環させたブロウが唸うなっていた。

「伏せて！」

　僕の叫びに、全員が反射的に姿勢を低くした。

　僕はかがり火の後ろに立つとブロウを放つ。魔力の表面にはブロウを流さず、純粋な魔力の膜を張っている。そこにフレアが走る。魔力の表層を青い炎が走り、内部の風が炎を纏いつつ空へと昇った。
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　フレアストームだ。

　発動まで時間がかかるけど、威力は絶大。現在使える、僕の最強魔法。炎を纏った風が周囲を焦がす。空を舞っていたレイスたちは一斉に燃え上がり吹き飛んだ。

　辺り一面が一斉に青く染まる。燃えたレイスが他の魔物をも巻き込む。山火事のように、火が次々と周囲の魔物を襲った。

「キャアアアアアアアアアッ！」

　無数のレイスの悲鳴。金切り声を聞き、僕は顔をしかめる。

　魔力の残ざん滓し。焦げるようなニオイ。それを残し、レイスたちは全滅した。

「くっ……はぁはぁ……倒した、かな？」

　僕は膝を折った。一気に身体の力が奪われた気がした。

　おかしい。さっきの魔力はどれほどの量が込められていたのか。明らかに威力が高すぎた。

　なんだったんだ。あれは。これも赫夜の影響なのか。

「シオン、大丈夫か!?」

「う、うん。なんとか」

　ラフィーナが手を貸してくれると、なんとか立ち上がれた。

　ふらふらだ。全力で数時間走り続けた時と同じ感覚。かなり辛つらい。

「す、すごかったな！　さっきの！」

「レイスが全滅したんだな！　シオンはすごいんだな！」

　ヒューイとデーブの賞賛にも、僕は苦笑を返すことしかできない。

　正直、かなり限界が近い。赫夜の魔力増幅効果がなければ死んでいたと思う。

　とにかくなんとか危機は去った……とその場の全員が思った。だけど現実は甘くない。

「嘘……でしょ」

　僕は遠くを見つめる。そこにはまたしても光が。ぽつぽつと浮かび、こちらへ迫っている。

「ど、どうした？」

「……レイスがまた迫ってきている。さっきと同じくらいの数が」

「なんだと!?」

　まだこちらへ到着するには時間がかかると思う。しかし数分程度で辿り着くだろう。

　僕たちだけでは耐えきれない。

「さ、さっきのと同じ数が……？　もう、終わりだ……な、中に逃げるしか」

「逃げても意味がないんだな……僕たちはここで死ぬんだな！」

　諦観。それは当然のことだった。こんな状況でまだ希望を抱くことは難しい。

　けれど僕は諦めるつもりはない。

「僕が、時間を稼ぐ。みんなは松明を周囲に投げておいて。自分の身を守ってくれればいい」

「む、無理をするな、シオン。もう限界だろう！」

「そうだね。きついし、辛い。限界かもしれない。でもね、こんな時に無理だなんだと言っている余裕はないよ。僕は最後まで諦めない。みんなを守る。ここで死ぬつもりもない！」

　僕は歩を進める。足元が覚おぼ束つかない。それでも退却の二文字は僕の中にはない。

　戦うしかないのなら、逃げても意味はないのだから。

「あっ」

　足に力が入らず転倒しそうになった。しかし寸前で僕の身体は支えられた。

　誰かの手によって。

「よく頑張ったな、シオン」

　それは聞き慣れた声。

　僕の腕を掴つかんで支えてくれたその人を見上げる。

　それはグラストさんだった。

　グラストさんは僕を安心させるような声音で言った。

「冒険者の連中を集めてきた！　加勢するぜ！　野郎ども！　見えなかろうが、未知の魔物だろうがビビるんじゃねぇぞ！　シオンがここまでやってくれたんだ、冒険者の意地を見せてやれ！」

「「「「「オオオオオオ─────ッッッ!!」」」」」

　振り返ると屈強な冒険者たちが気勢を張り上げた。彼らは続々と正門に現れる。

　そこには数百人ほどの冒険者たちが集結していた。

「ど、どうして、ここに？」

「立役者はそこの嬢ちゃんだ」

　グラストさんが顎あごをしゃくった先にはブリジットが立っていた。

「……やぁ……」

「この嬢ちゃんが、頻繁に冒険者ギルドへ足を運んで、レイスの危険性を説明してくれてたんだと。最初は半信半疑だったんだが、あまりに熱心に説明するもんでよ、冒険者全員が覚えてたんだ。んで、さっきバルフ公爵から冒険者にレイス出現の通達があってよ。実際にレイスの姿を見て、事前にレイスのことを知ってた冒険者連中で集まったってわけだ。まあ、それもこの嬢ちゃんが伝えに来てくれたんだけどよ」

　そういえば魔物の調査以外にもやることがある、と彼女は言っていたな。このことだったのか。

「そ、そっか、ブリジットが……ありがとう」

「……ボク、見てたから。シオンが頑張ってるところ……だから……自分にできること……やっただけ……」

　ブリジットが少し恥ずかしそうに、それでいて自信に満ちた表情を見せてくれた。

「いい友達持ったな」

　グラストさんがいつもと変わらない無邪気な笑みを見せてくれた。

　それがあまりにも当たり前でいつも通りだったから、緊張が解けたのか、僕の足から力が抜けた。

「おっと、大丈夫か？　無茶したんだろ」

「あ、あはは、ちょっと無理しちゃいました」

「……もう大丈夫だ。こっからは俺たちがいるからな」

「で、でも魔法じゃないとあいつらは倒せません」

「……それ、なんだけど……ボクに考えがあって……丁度そこにあるから……グラストさん、さっき話してたのお願い……」

「よっしゃ！　おい！　さっきブリジットの嬢ちゃんが言ってたやつやるぞ！」

　背後の冒険者たちは一斉に弓を構えた。そして矢の先端をかがり火の青い炎に触れさせる。先端には布が巻かれていた。

「あ！」

　僕はその行動で何をしようとしているかわかった。

「シオン、レイスはどこだ？」

「もうちょっと先！　あと数秒で矢の射程範囲内に入ると思います」

「よしわかった！　野郎ども！　構えろ！　矢や番つがえ！　……………………一射目！　撃て！」

　冒険者たちが火矢を空へと放った。

　空を進む無数の火矢。一部はレイスを射貫いたが、それ以外は逸それた。しかしそれはレイスを狙ってのものではなかったらしい。

　一射目の射出によって、レイスの姿が一瞬だけ見えた。

「よし、嬢ちゃんが言ってた通りだ！　レイスの姿が見えたぞ！　第二射！　撃て！」

　即座に二射目が放たれる。一射目の火矢で一瞬だけ見えたレイスを狙ったようだ。

　魔物の悲鳴が上がる。一射目に比べて、圧倒的に命中率は高かった。

「よし！　いいぞ！　同じ方法をこのまま繰り返し、魔物を倒す！　三射目、撃て！」

　グラストさんの指示で冒険者たちの矢が放たれていく。

　僕はその花火のような光景を呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「これ、ブリジットが考えたの？」

「……うん……レイスは雷光灯の光で見えるってこと……魔法が効果的ってこと……それに、シオンの魔法で、フレアは普通の火みたいに使えるってこと……全部、知ってたから……」

「それで火矢として使えば有効だって思った、と」

「……そういうこと……ぶっつけ本番になったけど……効いてよかった……」

　僕の場合は、かなり場当たり的に対応していただけだ。でもブリジットは事前に対策を考えてくれていたのか。

　ブリジットは魔物の専門家だから、様々な魔物の特徴や弱点を知っている。そのため、僕から聞いたレイスの情報をもとに効果的な戦闘方法を考えることができたのだろう。彼女のように頼もしい仲間がいてありがたく思った。

「なんとか、なりそうだな」

　いつの間にか隣にいたラフィーナが小さな安あん堵どと共に呟いた。

　彼女は僕の肩を支えてくれた。

　明滅する光の玉が、空を彩っていた。こんな状況なのに、綺き麗れいだという感想を抱いてしまう。魔力が生まれては消え、炎も同様に消える。その中でレイスたちの命もまたこの世を去る。

「身体は動くか？」

「うん。ちょっと疲れてるけど、魔力を消費しすぎただけだから。動こうと思ったら動けるよ」

「そうか。無茶をする奴だ。自分だけで背負うな。私たちもいるんだからな」

「……うん……いる……」

　ラフィーナは呆あきれたように、ブリジットは真剣な表情で言った。

　彼女たちは松明を手にしてレイスを警戒している。二人とも僕を守ろうとしてくれていた。

「ありがとう、二人とも」

「……気にしなくていい……ボクたち、友達だから……」

「なに、騎士として当然だ。私はシオンを守るように言われているからな！」

　二人の言葉を嬉しく思う。いつの間にか僕たちは大切な友人になれたんだと実感した。

「しかしまだまだ私は修行が足らんな。もっと強くならねば。レイスを剣で斬れるくらいに！」

「いや、それは無理じゃ──」

「やる前から無理だ無理だと言っていては何もできん！　できるかもしれんだろ！」

　確かにそうかも。僕も無理だ、不可能だと言われることを実現してきたという自負がある。だったらラフィーナの言葉を否定するべきじゃない。

「そうか。そうかもしれないね」

　僕が言うと、ラフィーナは笑顔を見せた。

　しかし警戒心は解かず、レイスが迫ってくると松明をかざして追い払う。

　グラストさんを筆頭とした冒険者たちのおかげで事態は一気に収束へと向かう。

　そして、空を埋めんばかりにいたレイスたちは火矢により掃討された。

「やったぞ！　全滅させた！　俺たちの勝ちだ！」

「「「「「オオオオオーッッ！」」」」」

　冒険者たちが勝かち鬨どきを上げる。

　もしもあのレイスの大群を倒せなければどうなっていたか。大勢の人間が死に、街は全壊していたかもしれない。しかしその未来は変わった。全員の尽力により、街は守られたのだ。

　軽傷者数名。死者ゼロ名。終わってみれば呆あっ気けないものだった。

「なんとか終わったみてぇだな。シオン、ありがとよ。おまえがいなけりゃやばかった」

「そんな。グラストさんと冒険者のみんながいてくれたからなんとかなっただけです」

「相変わらず謙虚な奴だ。とにかく危険は去ったしよ、公爵に褒美をたんまり要求しないとな！　野郎ども！　今夜は祝杯だ！　がっつり飲み明かすぞ！」

　豪快に笑うグラストさんに呼応するように他の冒険者たちも声を張り上げる。戦いの後だというのに、もう酒宴の話をするなんて、豪気な人たちだ。

　僕は苦笑と共に頼もしさを感じて、力を抜いた。

　終わった。緊張が弛し緩かんし、笑い声が響く中、ふいに正門付近が騒がしくなった。

「貴様ら何をしている！」

　声の主は、兵士達を引き連れたローンド部隊長だった。

　物々しい雰囲気の兵士たちを前に、僕たちは互いに顔を見合わせる。レイスは殲せん滅めつしたので、もう危機は去ったはずだ。警戒する理由はないはずなのに。

　僕たちの疑問をよそに、ローンド部隊長はけたたましく叫んだ。

「怪しい奴らめ！　もしや貴様らが見えない魔物を装い騒ぎを起こした犯人どもか!?」

　あまりに想像だにしていなかった言葉に、誰もがこいつは何を言っているんだという顔をした。

　通用口から続々と防衛部隊の連中が出てくる。誰もが無傷だった。

「シュペール！　貴様もそこの輩やから共の仲間か!?」

「彼らは冒険者であり、見えない魔物であるレイスの撃退に手を貸してくれました！　彼らの尽力があり、今しがた数百にも及ぶレイスを討伐し終えたところです！」

　言葉は丁寧だが、ラフィーナの顔には明らかに不服そうな色が見えた。

「レイス？　馬鹿め！　そんな魔物は存在しない！　バルフ公爵の狂言に付き合ってやったばかりでは飽きたらず、騒ぎを起こしていたのか!?　そいつらがレイスとやらに成りすまし、問題を起こしていたのではないか!?」

「な、何を根拠にそのような」

「何を、だと!?　見てわからんか！　そこら中に火矢を射ておるではないか！　だというのにそのレイスとやらの死体はない！　これが狂言でなくて何と言うのだ！」

　確かに平地には地面に刺さった火矢があるだけだ。レイスは消滅してしまっているため、存在を証明するものがない。彼にとって魔物とは『死体が残るもの』なのだ。

　僕にはゲームや漫画を通じて死体が消える魔物がいるという先入観がある。だからレイスの存在に疑問を持たなかった。

「ま、街中にレイスがいたでしょう!?」

「いない。レイスなどという魔物はいなかった！」

「……もしかしたら……レイスはボクたちの方に……移動したのかな……レイスは集団で……行動する特性が……あったみたいだし……共通の敵が……正門にいるって……判断したのかも……」

　ブリジットの言葉通りかもしれない。

　レイスに仲間意識があるかどうかはわからないけど、あれだけ集団で行動する習性があるのならば、自然に集まってくることもありえるだろう。

　僕たちが急ぎ正門に向かい必死に戦ったせいで、防衛部隊は奇跡的にレイスと戦わなかったのか。それで僕たちのことを、夜に大人数で集まり、正門前で火矢を放って騒ぎを起こした連中だと決めつけているのか。

　不穏な空気が漂う。ローンドは間違いなく僕たちを犯人扱いしている。

　そんな中、グラストさんが怒りに肩を震わせながら叫んだ。

「遅れてきておいてふざけんな！　シオンがいなけりゃこの街はどうなっていたかわからねぇんだぞ！　それを疑うなんて間抜けにもほどがある！　レイスは確かにいた。ここにいる俺たち全員がその証人だ！」

「そうだ、俺たちはレイスと戦って倒したんだ！」

「これだけ大勢の証人がいるのに、まだ嘘だって言うつもりか!?」

　グラストさんの訴えに呼応するように冒険者たちも賛同の声を上げた。

　ローンドはグラストさんたちの勢いに圧倒されていた。しかし一度言ってしまった手前、後には引けなくなったのか、首を何度も横に振った。

「だ、黙れ黙れ！　貴様ら全員嘘をついているんだろう！　おい、この場にいる全員を捕らえろ！」

　ローンド部隊長からの指示を受け、兵士たちも戸惑っていた。状況的に冒険者たちが嘘を言っているとは思えないだろうから当然の反応だ。

　部下の行動に苛いら立だったローンドはさらに声高に叫んだ。

「何をしている！　さっさと捕らえろ！　一人も逃が──」

　それは突然起きた。

　誰もがその光景に釘くぎ付づけになった。

「きゃ、か？　おご？」

　言葉にならない言葉を吐くローンドの首が不自然に回転する。時計回りに顔が回り、頭頂部が下に向くとだらりと力を失い、地面に倒れた。

　空中に両手があった。瞬時に、あの手がローンドの首を折ったのだとわかった。その手は暗闇から伸びており、肘あたりまでしか見えない。

　全員が声を失い、その手に目を奪われていた。

　その中で僕だけが空を見上げていた。

　赤い。赤い空が色濃く、血に染まるように、黒い空は赤に変わっていた。あまりの光景に僕は夢なのではないかという錯覚さえ抱いた。しかしそれは現実。

　次の瞬間、真っ赤な空が一気に色を失う。赤い粒子の集まりのようなものが、空中の両手に集結していく。巨大なカーテンが凝縮され、両手に飲み込まれていく。

　数キロメートルにも及ぶほどの禍々しい色彩は、突如として黒へ戻り、両手の付け根へと吸収された。

　そして、ズズッと両手が手前に出てきた。

　肘、肩、そして顔。真っ白な長い髪。赤い瞳。鋭い牙。

　貴族を思わせる豪奢なシャツにコートを纏っている。

　それは人を模かたどっているが人ではない。レイス以上に人に近い容姿。しかし確実に違う。

　空間から抜け出てきたその男は、ぽんぽんと身体の埃ほこりを払い、周囲を見渡した。

　そして、すーっと息を吸うと相好を崩した。

「久しぶりの外だ。ようやく出られた」

　誰もが声を出せずにいた。

　ローンドが殺された。何もないところから現れたこの男によって。

　こいつは何者だ。そんな疑問が頭の中に浮かぶばかりで、現実を受け入れられない。

「おや、我輩の出迎えかな？　これはこれは『人間』の割には気がつくではないか」

「な、なんだ、てめぇは！」

　グラストさんが何かに追い立てられるように叫んだ。

　いつもと違い余裕がなく、顔中に汗を掻いていた。

　それは僕も同じだ。ラフィーナも他の人たちも。誰もが理解している。目の前のこれは危険な存在だと。

　そして恐らくは最も僕がその明確な理由を理解していた。奴の身体には赤い粒子が纏わりついていた。その濃密な光は間違いなく『魔力』だったのだ。

　空に浮かんでいたあの赤いオーロラ。あのすべてが『目の前の男に注がれた』。そう、あれは魔力そのものだったのだ。数キロメートル規模の巨大な魔力の膜がこの男の身体だけに宿っている。それがどれだけの量なのか見当もつかない。

　通常、人が持つ魔力は非常に少なく、身体から僅かに溢れる光が、その魔力の量を表している。

　僕はその中でもかなり魔力が多い方。鏡を見れば自分の魔力量はなんとなくわかる。身体から一センチほどの厚み、その程度の光しかない。

　目の前の男は魔力がほとばしり、うねり、魔力の粒子が空へと昇っている。

　普段の僕の魔力が『一万程度』だとしたら。男の魔力は恐らく……『一千万以上』。

　こいつが何者なのかは関係ない。それだけの魔力を内包しているというだけで脅威だ。

　強大な魔力を持っているということは、それだけ強力な身体を持っており、異常なほどの生命力や精神力も持ち合わせているということ。

　奴はバケモノだ。

「不敬を許そう。今の我輩は非常に気分が良いからな。我輩の名はエインツヴェルフ。高潔なる魔族である」

　誰もが魔族というものを知らないようで、武器を構えながらも互いの顔を見合わせていた。

　魔族……確かブリジットがその名を言っていたような気がする。

「まさか魔族を知らぬと？　無知なる人間だ。いや、もしや伝わっておらんのか？　くくく、やはり人間は愚かなり。『千年の間』に忘れ去られておるのか。くくく、まあいい。我輩は長い間、閉じ込められていた。解放されて爽快だ。今なら優しく殺してやろう」

　エインツヴェルフがニィと笑うと同時に、その場にいた全員が武器を構えた。それは反射的な行動だった。しかし意味はなかった。

　僕は叫んだ。

「逃げて！」

　エインツヴェルフの赤い魔力が生き物のようにうねった。

　それが周囲を満たすと同時にエインツヴェルフはパチンと指を鳴らした。

　爆炎が昇った。轟ごう音おんと共に熱が生まれ、僕たちの周囲を焦がした。

　僕はブリジットとラフィーナを両脇に抱えて瞬間的にその場から移動し、間一髪、難を逃れた。

　その場に留まってしまった人たちは炎に焼かれていた。

「ぎゃああああ！　熱いいいぃいいっ！」

「助けて、助けてくれええ────っ！」

　一瞬にしてその場は地獄と化した。

　エインツヴェルフの攻撃……いや魔法によって周囲にいた兵士や冒険者が焼かれていた。

　僕は勘違いしていた。赫夜に新たな魔物が現れたということだけに気を取られていた。だけど実際は違ったのだ。あれはただ、この化け物が現れる前兆にすぎなかったのだ。

　本番はこれからだったのだ。

「ぐっ！」

　僕たちは離れたところに着地し、そのまま転がった。強引に跳んだため受け身は取れない。

　痛みに呻うめく暇もなく、立ち上がった。

「ふ、二人とも逃げるんだ！」

「し、しかしみんなが！」

「あれには勝てない！　みんな魔力が見えてないのに倒せるはずがない！　あれは魔法を使う！」

　敵にしてみて恐ろしさに気づく。

　見えない魔法という存在。脅威以外の何物でもない。たとえ見えていても回避は困難だし、相手の魔法がどんなものなのかわからないまま対たい峙じするのは危険すぎる。

「シオン！」

　グラストさんが僕たちのところまで移動してきた。どうやら上手く避けられたようだ。

　僕は安堵の息を漏らした。

「あ、あいつはなんだ!?　魔法を使ってないか!?」

「わ、わからない。わからないけど、魔法みたいなものを使ってるのは間違いない。魔力があいつの周囲を満たしてる。僕の数百倍以上の魔力を持ってる！」

「マジかよ……くっ、おまえたちは街の中に戻れ！　俺はあいつを食い止める！」

「グラストさん、無茶だ！　殺される！」

「そうかもしれねぇが、あいつを街に入れるわけにゃいかねえ！」

　そうだ。あいつが街に入ったらどうなる。みんな殺されてしまう。母さんもマリーも、みんな。ここで逃げても意味はない。だったらやるしかないんだ。

「僕も、やります。僕しかあいつの魔力は見えないんだから」

　魔力が見えれば相手の攻撃を避けることもできるかもしれない。魔法は魔力を費やすもので、魔力の動きが見えれば相手の手段も予想できる。確実ではないけれど、何も手段がないよりはいい。

「……くそっ！　シオンに頼るしかねぇか！　おい、嬢ちゃんたち。おまえたちは街に逃げつつ、避難誘導してくれ！　他の奴らは混乱してる！　冷静な奴が呼びかけねぇと危険だ」

「わ、私も……いや、わかった。誘導しよう。私たちにできることはそれしかなさそうだ」

「……ボクたちにできること……やるしかないね……」

　二人は悔しそうに顔を歪ゆがめつつも納得してくれた。

　僕も力量は大したことはないけど、魔法を使えるし、魔力が見える。僕は残るしかない。

「シオン、気をつけて」

「……無理しちゃ……ダメ……」

　二人は呟くように言うと、走り去っていった。

「さあ。行くぞ、シオン！」

「はい！」

　エインツヴェルフは爆炎で周囲を焦がしていた。

　あまりに恐ろしい光景に、足が竦すくんでしまう。

　しかし僕は無理やり立ち上がると、グラストさんと共にエインツヴェルフを睨んだ。

　エインツヴェルフの周辺は燃え盛り、騎士や冒険者たちを焼き殺している。

　ニオイがここまで届く。人が死ぬ姿を見るのは初めてだ。でもなぜか僕に動揺は少なかった。一度の死を乗り越えたからか、それともあまりの恐怖に頭が麻ま痺ひしているのか。

　とにかく僕の頭は思ったよりも冷静だった。

「どうする？　突っ込むか？」

　グラストさんらしい作戦だけど、それじゃあまり意味はない。

　僕は表情を変えずに口だけを動かした。

「いえ、僕があいつの相手をします。グラストさんは回り込んで後ろから奇襲をかけてください」

「おいおい、俺にこそこそしろって？　しかもシオンに囮おとりを任せて？」

「気に食わないかもしれませんけど、これが一番勝率が高いんです。魔力が見える僕だけがあいつの攻撃を避けられますから」

　グラストさんは僕の魔法を何度も見ている。だから魔法の特性も知っているはず。

「……わかった。それしかねぇか。くそっ！　情けねぇが、シオン、おまえに頼るしかねぇようだ。頼むぜシオン。死ぬなよ。おまえが死んだらおまえの家族に顔向けできねぇからな」

「大丈夫です。僕も死ぬ気はないので」

　グラストさんは尚なおも何か言おうとしたけど、寸前で思いとどまったようだった。

　そして改めて口を開いた。

「勝つぞ」

「ええ、必ず」

　言うとグラストさんは炎に隠れながら、瞬時に地を駆ける。

　僕はエインツヴェルフへと向き直る。距離があるため、こちらに気づいてはいない。でも魔力が見えるあの魔族にとって、僕を見つけるのは容易たやすいだろう。

　だったら隠れ進んでも意味はない。

「ハーッハッハッハッ！　楽しい、楽しいぞ！　虫けらを殺す快感は久しぶりだ！　もっと、もっとだ！　もっと殺させろ！」

「ギャアアア！」

　人が死ぬ。悠長にしている暇はなく、しかし考えなしに突っ込めば危険だ。

　僕は走り出す。炎の合間を縫って、エインツヴェルフへと迫った。視界から逃れることもなく、真正面から堂々と近づいた。

　僕の身体は魔力を放っている。奴まで十メートル。

　そこまで近づくと、エインツヴェルフは僕に視線を移した。

「おや？　貴様、魔力持ちか」

　やはり見えている。奴には僕の魔力が視認できている。

「ほう。その血のように赤き髪と目は『ルグレの系譜』か……しかし、他の人間は持たざる者だったが。これはどういうことだ。なぜ他にいない？　答えろ、子供」

　ルグレ？　持たざる者？　こいつは何を言っているんだ。

　僕の反応を見てか、エインツヴェルフは首を傾げる。

「知らぬと？　いや、待てよ。千年の後のこと。それにあの時、奴らは……ならば、くくく、そうか。そういうことか。小こ癪しゃくな。裏切り者どもが小こ賢ざかしい真似を……くくく！　面白い。だがどうやら何も知らされてはおらんようだな！　愚か愚か愚かなりっ！　やはり人間は愚ぐ昧まい！　あの時のことを何も学んではおらんな！　憐あわれな翻ほん弄ろうされし子よ。貴様はここで何も知らず、死ぬがよい」

「……死ぬわけにはいかない。こんなところで」

　僕は姿勢を低くすると足元にブロウを集める。

「ふん。『魔術』は使えるようだな。拙つたないが」

「これは『魔法』だよ。魔術なんてものじゃない」

「どちらでもよい。貴様は死ぬのだからな！」

　赤い魔力が僕へと迫る。まっすぐ生き物のように放たれ、僕の眼前に伸びてきた。

　瞬間、エインツヴェルフが指を鳴らす。同時に火薬に着火したかのように爆炎が生まれた。

　しかし僕はそれを読んでいた。すでに行動を起こしている。

　魔力を解き放つと同時に、その場から跳躍。炎を避けつつ、空中に集めたアクアを落とした。エインツヴェルフと僕との中央付近に水の袋が落下する。

　思った以上の魔力量。今までは手のひら程度の大きさだったのに、直径一メートルほどになっていた。赫夜の影響か。今はこの力を活用させてもらう。

　水は周囲を濡ぬらし、炎を消した。水しぶきが燃えている人たちを消火していく。地面は水浸しになった。

「ほう！　面白い魔術を使う」

　感嘆とも嘲ちょう笑しょうともとれないエインツヴェルフの笑みを見ると、僕は怖おぞ気けを抱いた。

　あいつは楽しんでいる。実力差があることはわかっている。僕ができるのは時間稼ぎくらいかもしれない。でも逃げるつもりも諦めるつもりもない。全力を尽くすしかない。

　奴は炎の魔法しか使っていない。ならば水魔法が有効かもしれない。

　そう方針を定めて、僕は魔力を練る。滑らかで生暖かくそしてこみ上がる得体の知れない力の奔流。それらに僅かな高揚を抱きつつも僕は着地して、ジャンプで移動を継続。

　エインツヴェルフを中心に円弧を描き、走る。魔力を練り、手元に浮かぶは水弾。水風船くらいの水弾が二十個ほど生まれた。

　推定魔力量は千ほど。これだけの量を使えば相当に疲労する。もうすでにかなりの魔力を使っているし、体内の魔力が薄れていることは間違いない。どこまでいけるのかはわからないけど、やるしかない。

　アクアブレットを放つ。矢を思わせる速度で、まっすぐエインツヴェルフに向かった。

　着弾。一つの威力は鉄球が当たる程度はある。ダメージはあるはず。

　そう思ったが、次の瞬間、大量の水蒸気が浮かび上がった。

　見えない。何が起こった？　そう思ったのもつかの間、一瞬のうちにエインツヴェルフは僕との距離を詰めてきた。一蹴りでかなりの距離を詰めたのだ。人間では到達できない身体能力。これが魔族なのか。

　僕は恐怖を抱きつつも、即座にジャンプを発動。横に跳躍すると魔力を両手に練った。

「逃げるとは、つれないではないか」

　エインツヴェルフは瞬間的に、僕を追う。

　なんという速さ。至近距離で見たエインツヴェルフの姿は本能的な嫌悪感を抱かせた。空中で殴られた僕は、遥はるか後方へ吹き飛ぶ。

　ギリギリで雷火の鋼鉄部分でガードしたけど、それでは衝撃を吸収しきれなかった。手の甲が激しく痛む。骨が折れたのは間違いなく、鼓膜にピキッという小気味いい音が聞こえた。

　身体中にブロウを纏い、着地の瞬間に発動し、衝撃を吸収する。

　しかし視界にはエインツヴェルフが迫っている。接近戦かという予想は一瞬で覆される。

　奴の両手には巨大な火の球が浮かんでいた。なんだあの魔力量は。一万くらいの魔力が込められている。あんなもの喰くらったら、僕の身体は弾け飛ぶ。

「これはどうだ!?」

　愉悦の笑みを浮かべ、エインツヴェルフは炎を放った。

　僕は魔力を急いで練る。しかし逃げる暇はない。魔力を練ってもアクアを発動する時間はない。

　どうすればいい。時間がない。このままじゃ死ぬ。何もかもが終わる。

　死ぬ？

　死ぬものか。

　みんなを守るんだ！

　一瞬の閃ひらめき。深い考えはなく、ただの反射的な行動。しかし僕の身体は確かに反応した。魔力を『足元の地面に放った』のだ。

　地面が一気に空気を含み、もこっと盛り上がると僕の身体は地面に吸い込まれた。

「なに!?」

　エインツヴェルフは驚愕の表情を浮かべた。

　まさか地面に魔力を流して土を軟らかくし、自らの身体をめり込ませるなんて、思いもよらなかったのだろう。これは特殊魔法のフォールだ。本来は敵の足場を軟らかくし、バランスを崩させたりする魔法だが、自分の足場に使うことで身体を地面に沈めることができた。

　巨大な火の球は僕がいた場所を素通りし、そのまま後方の地面に着弾した。背後から生まれる衝撃波を屈かがんで耐える。振り向かず、その衝撃波に乗りながら、僕は地を蹴る。

　正面、すぐそこにエインツヴェルフはいた。

　奴は魔力を練っていない。巨大な魔力を練り、魔法を発動するには多少時間がかかるようだった。魔力量は相手の方が上だ。しかし魔力を練ることにかけては僕の方が上らしい。

　しかも奴は魔法を使う時、必ず指を鳴らす。今はまだ鳴らす気配はない。つまり発動までもう少し時間がかかるということ。絶好の機会だ。

　連続魔法を放つ。即座に発動した魔法はアクアボルト。手元に浮かべたアクアを放ち、即座にボルトを放った。

　今度は当たったはず。しかし奴の身体は水浸しになることはなかった。

　奴の目の前には火球が浮かんでいた。いくつもプカプカと浮かび、エインツヴェルフを守るようにたゆたっている。どうやら火球にアクアが当たり、蒸発してしまったようだ。

　しかもそれだけではなかった。アクアの次に放ったボルトも、その存在が消えたのだ。奴は固めた魔力をボルトにぶつけたのだ。それだけでボルトは消えた。そう。魔力を放出すると大気に干渉を受け、大気魔力となる。その状態でボルトに触れさせると電流は消える。大気、空気の絶縁性を利用したものだ。それを僕は知っていた。しかしこの魔族も知っていたのだ。

　どういうことだ。水に対して火を使えば消せるという考えが浮かぶのはわかる。しかし雷、いや電気の方は雷鉱石を加工した僕だから思いついたもの。ボルトはこの世界の人間にはありえない発想の魔法だったはず。

　動揺から立ち尽くす僕に向け、エインツヴェルフは小さく笑う。

「なかなかに面白い魔術を使う。だがすべての魔術は必ず反属性が存在する。貴様が放つ水と先ほどの雷もな。貴様は恐らくそれを自分の力のみで探したのだろうが。こんな程度のことは初歩の初歩。我々にとってはな」

　考えれば当然。魔族は魔法を使っている。僕と違い、当たり前のように。火を生み出す時、火打ち石のようなものを使わずに。

　原理はわからないが、僕よりも魔法に関して詳しいことは間違いない。

「火と雷に関してはその道具がなければ使えないようだが、未熟だな」

　エインツヴェルフは親指と人差し指を近づけた。すると指の間にビリッと電流が走った。その電流が手のひらの上を走り、周囲を電気の茨いばらで埋め尽くす。

　僕のボルトに比べて、圧倒的に強力だった。

「これくらいは簡単だ。『元素の理ことわり』を理解すればな。だが貴様には理解できまい。なかなかに面白い見せ物だったが、これまでだ」

　エインツヴェルフの左手には巨大な電流、右手には巨大な火球が生まれる。

　絶望がそこにあった。もう避けられない。魔力もほとんどなくなってきている。今度こそ終わりなのか。そう思った瞬間、視界に揺らぎが見えた。

　無言のままに、グラストさんがエインツヴェルフの背後から戦せん斧ぷで斬りかかろうとした。

　その気配のなさと迅速な攻撃。あんなものを避けられるはずがない。

　振り下ろしの攻撃がエインツヴェルフの首に落ちる。当たった、と思った瞬間、エインツヴェルフの身体が震える。

　まるで飛び飛びの動画。それほどに一瞬にしてエインツヴェルフの身体が回転し、後方のグラストさんを蹴り飛ばした。

「ぐはっ！」

　避けることもできず、グラストさんのわき腹にエインツヴェルフの蹴りが埋まった。

　奇襲をしたにもかかわらず、奴はグラストさんの攻撃を読んだのだ。

　吹き飛ぶグラストさん。回転してこちらに向き直ったエインツヴェルフ。

　次は僕だ。どうせ死ぬなら悪あがきをしてやろう。すべての魔力で奴を。

　エインツヴェルフがニヤッと笑う。殺意が僕だけに向けられている。

　ギィン！

　不意に聞こえた金属音。

　僕はその正体を探し、そして見つけた。

　父さんだ！

　なぜここにいるのかわからないけど、父さんが来てくれた。

　父さんは剣をエインツヴェルフの首に振り下ろしていた。そう、もうすでに振り下ろした後だった。それなのに剣はエインツヴェルフの首の表面で止まっていた。

　恐らくは父さんが全力で放った一撃。それをまともに受けたというのに、首を切断することも、致命傷を負わせることもできなかったのだ。

「何だと!?　グゥッ！」

　父さんの声が響くと同時に、父さんの身体は吹き飛んだ。

　グラストさんと父さんの奇襲にも、エインツヴェルフは動じなかった。

　冷静に淡々と対応し、再び僕に向き直った。

「人間の武器で我輩が死ぬと思ったかね？」

　余裕の態度のまま、エインツヴェルフはゆっくりと歩み寄ってくる。

　両手に発動していた魔法はなくなっていたが、それに意味はない。

　奴が魔法を再発動させれば僕は死ぬ。

　周囲では生き残った冒険者たち、兵士たちが遠巻きに見ている。誰もこんなバケモノに近づこうとは思わないだろう。

　助けは来ない。もう手段はない。足が震えた。死を目の前にしても、僕が恐ろしいと思っているのは大切な誰かを守れないということに対してだった。

　死んでも、何があってもこいつだけは殺さないと。

　目の前で立ち止まったエインツヴェルフは僕を見下ろした。

「たいした子供だ。この状況でも我輩を倒すために思考を巡らせている。恐怖を押し殺し、戦う目をしている。さすがはルグレの系譜、といったところか。くくく、その気概、その精神、その力。悪くはない。気に入ったぞ、小僧。貴様は我が眷けん属ぞくにしてやる。長寿と強大な力を得ることができる眷属にな。その代わり人としての自我を失い、我輩の傀かい儡らいと化すが、なあにすぐに忘れる。すべてをな」

　僕の本能が逃げろと叫ぶ。その警告通りに、僕は瞬時に地を蹴った。しかしそんなことは奴にはお見通しだった。

　逃げることは叶かなわず、僕は首を掴まれた。

「ぐっ！」

「怖がることはない。すぐに終わる」

　エインツヴェルフは口を大きく開く。

　口こう腔こうには鋭い牙が見えた。

　まさか噛むつもりか。こいつ『吸血鬼ヴァンパイア』のような存在だったのか！

　僕はなんとか逃れようともがく。

　しかしエインツヴェルフはまったく意に介さない。眷属になんてなってたまるか。

「ぐっ、は、離、せ……ッ！」

　抵抗虚むなしく、首に痛みが走る。奴が僕の首に牙を突き立てていた。

　瞬間、身体の感覚が奪われる。全身麻酔をされているのかと思うほどに、自由が利かない。

　ダメだ。もう何もできない。

　僕には抗えない。

　数秒ほどのまどろみ……その後に。

「があああああああああっ！　がはっ！　ぎぃっ！　ごぇっ！」

　苦しみだしたのはエインツヴェルフだった。

　僕を放り投げ、口元に血を滴らせている。苦悶の表情を浮かべて喉に触れていた。

　一体どうしたんだ。

「こ、これは……ぐぅ、あの羽虫めぇっ！　貴様！　『妖精の祝福』を受けていたのか！　ぐぅ、ぐはっ！　う、裏切り者どもめ、ま、またしても邪魔をしおって！　ぐぅ、血が！　穢けがれた血が！　体内に入ってくる！」

　エインツヴェルフは顔中に血管が浮かび上がり、目が血走っている。

　憤怒の顔を僕に向け、魔力を練り始める。

　身体が動かない。しかし何かしないと。頭もまともに働かない。

「ぐっ、死ねっ！」

　エインツヴェルフは震える手を僕へと伸ばして、火球を放った。

　小さな火の球。しかし当たれば僕の身体が吹き飛ぶくらいの威力はあるだろう。

　僕は身体を横に逸らした。だがそれだけでは回避するには不十分だった。

　しかし着弾の寸前、僕の身体はぐいっと何かに引っ張られる。

　爆発と共に土と石が飛散する。僕の身体は何かに守られ、痛みを感じない。

「シオン！　大丈夫か!?」

　ラフィーナが僕を助けてくれたようだった。

　火球に当たる直前で引っ張り、砂さ礫れきから守ってくれたのか。

　ありがたい。この一撃を避けられただけで、新たな一手が生まれた。

「手、を、上げ」

　僕は言葉をまともに紡げない。身体が麻痺してほぼ動かないからだ。

　しかしラフィーナはすぐに僕の意図を汲くんでくれたようだった。

　僕の手を掴み、手のひらをエインツヴェルフに向ける。

「こ、こうか!?」

　身体は鈍麻しているけど、魔力は練ることができる。

「お、おのれ、ルグレェ！」

　エインツヴェルフはふらつきながらも魔法を放とうとしていた。

　奴の身体から湧き上がる魔力は不安定で、身体に纏っているようには見えなかった。

　僕は魔力を手に集めた。しかしいつも以上に時間がかかる。これではあいつを倒すには足りない。

　エインツヴェルフが先に魔法を生み出す。さっきよりも魔力放出量が増えている。数十センチの火球が両手に生まれた。

　まだ。

　まだ早い。

　これでは。

　エインツヴェルフは怒りの表情のままに火球を放とうとした。

　もうダメか、やるしかない。

　だが、奇跡が起きた。

「オアアアアアッ！」

「喰らえぇっーッ！」

　エインツヴェルフの背後から父さんとグラストさんがほぼ同時に武器を振り下ろした。

　跳躍と共に振り下ろされるそれは隙の大きい技だった。しかし当たれば威力は絶大。

　先の攻撃は当たらなかったが、今度は当たった。

　明らかにエインツヴェルフは冷静さを失っており、僕を殺そうと躍起になっていた。それが二人には奏功した。

　エインツヴェルフの左手にグラストさんの一撃が届く。

　ガギィンという重い金属音。硬い肌は巨大な戦斧の攻撃をも通さない。しかしほんの少しだけ亀裂が見えた。ダメージがあるのは明白。

　攻撃から数瞬後。グラストさんの戦斧による亀裂に父さんが全力の一撃を見舞う。

　結果。

「グアアアアアアァァァ──ッッ!!」

　エインツヴェルフの左手は斬り落とされた。

「今だ！　シオン！」

　父さんの叫びと共に、父さんとグラストさんはエインツヴェルフから距離をとった。

　僕はすぐさま魔力を放った。それは魔法ではない。ただの魔力だ。

「そんなものが効くかァ────ッッ!!」

　エインツヴェルフは怒声と共に『僕の魔力に向けて火を放った』。

　やはり奴は知らなかった。火魔法が魔力に触れるとどうなるかを。

　だからさっき、僕が放ったボルトに対して、安易に魔力をぶつけてくるなんて所業ができたのだ。

　周囲は自分が放った火魔法が燃え盛っているのに。普通は危険すぎてそんなことはできない。それを奴は躊ちゅう躇ちょなく行っていた。それはつまり知らないということだと僕は推測したのだ。

　そして。

　火魔法に触れた魔力は爆発する。奴の火魔法は三万程度の魔力。すべてを込めた僕の魔力は数百程度。それが相乗され、大規模な爆発が生まれた。

「グアアアアアアアッ！　な、何が!?　ギイィィッ！　熱いぃっ！　熱いっ！　崩れる、我輩の身体があああああああっ！　なぜだああああ───ッッ！」

「無知、だったのは……おまえの、ほう、だったな……」

　断末魔の悲鳴を聞きながら僕は呟いた。
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　強者ゆえの慢心か。恐らくエインツヴェルフは魔法を研究することも、深く知ろうともしなかったのだ。その結果が、今だということ。僕の長年の研究は無駄ではなかった。

　エインツヴェルフの赤い瞳が僕へと向けられる。瞳には強い憎悪が込められていた。

「おのれぇ！　おのれぇ、おのれええぇ────ッッ！」

　強い発光と共に、エインツヴェルフの身体は爆散した。

　跡形もなく砕け散った。魔族は己の魔法で自爆したのだ。エインツヴェルフが死ぬと同時に周囲の炎は消えてしまった。同時に辺りを占めていた大量の魔力も消えてしまう。

　そして静寂が訪れる。

「倒した、のか？」

　僕の隣でラフィーナが呟いた。

　声音には強い疑心が含まれていたけど、僕も同じ気持ちだった。

　全員の協力を得て、ようやく倒せた。それは奇跡の積み重ね。何度も死ぬと思った。もう終わりだと思った。魔力はもう残っていない。

　そして……ああ、だめだ。いつものが来る。あれがやってくる。

「……死にそう。いや、死ぬ。死んでる。僕は死んでるんだぁ。もうダメだぁ。おしまいだぁ。何もかも終わりなんだぁ……僕なんて、生きている価値もない……死ねばよかったんだぁ……」

　枯渇した魔力のせいでネガティブな状態に陥った精神と、限界まで苛いじめ抜いた身体。すでにもう我慢の限界だった。僕は後ろ向きなことを言いながら、その場に倒れた。

「シ、シオン!?　お、おい！　シオン！」

　ラフィーナの声が聞こえる中で、こちらへ走ってくる父さんたちの姿を眺めた。

　戦いは終わった。どうやら僕たちの人生はまだ続くようだ。それだけわかればいいだろう。

　僕は睡魔に抵抗することなく意識を手放した。強い安堵と負の感情と共に。
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　熱い。身体中が熱を持っている。

　僕は何をしているのか。どこにいるのか。そんなことを考える余裕さえなかった。

　熱い。熱い。熱い。

　内側からこみ上げてくる何かが、僕の身体に染み渡る。意思を奪い、身体さえも奪い。力を抜いてしまうと身体が弾けそうだ。

　我慢の限界だった。もう耐えきれない。

　気を抜けば、力が解放されてしまう。そうなったら僕は死んでしまう。そんな根拠のない確信を抱く。

　何も見えない。暗闇が視界を占めていたけど、そこに光が生まれた。その光は遥か遠くから揺らめき、こちらに近づいている。それが目の前に来るとようやく正体がわかった。

　妖精。

　彼女は確か、僕が助けた妖精。

　彼女は僕の目の前で飛ひ翔しょうし、光の粒子を降らせている。そして眼前で止まると、一ひと際きわ、眩まばゆく光る。すると暗闇が一瞬にして白く染まった。同時に熱は引いていき、痛苦は消える。

　妖精は嬉しそうに笑うと、また遠くへ消えていく。

　彼女のいた場所には魔力の残滓があった。
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　目を覚ました。

　見えたのは天井。思考が働かずしばらく見つめていると、鼓膜が揺れた。

「シ、シオンちゃん!?」

　声と共にふわりと届いた香りは、僕の知っているものだった。

「母さん……？」

「そうよ。お母さんよ」

　母さんが僕に抱きついている。それがわかると、僕はここが安全なのだと理解できた。僅わずかに抱いていた警戒心は一気に薄まる。

　アルフォンス先生の診療所らしい。個室のようで木造の部屋には棚とベッドが一つあるだけ。時間は昼時だろうか、陽光が窓から射さしている。

　母さんの体温を感じていると、扉が開く。

「シオン！　起きたのか！」

　僕の姿を見て驚いたのはコールだった。彼はすぐに僕の隣に来ると診察を始めた。いくつかの質問をされ、答えた。

　母さんは心配そうにしながらも身体を離してやり取りを見守っていた。

「……正常だ。身体に異常はないみたいだな」

　ほっと胸を撫なでおろすような母さんの表情に、僕の胸はズキッと痛んだ。心配をかけたらしい。

「僕はどれくらい寝てたの？」

「一週間だ。ずっと眠ったままだったんだぞ」

「そんなに？」

　どうしてそんなことに。やはりエインツヴェルフに噛かまれたことが原因だろうか。

　あの時、奴は気になることを言っていた。眷けん属ぞくにするとか、妖精の祝福とか。

　妖精……何かあったような気がするけど覚えてない。

「おまえのご両親も、友人も心配していたんだぞ」

「そ、そっか。ごめんね、母さん」

「いいの。謝らなくていいの」

　母さんの顔には安あん堵どと共に疲労が浮かんでいる。一週間、どれほどの心労をかけたのか。

　マリーだけでなく僕まで目を覚まさなかったら。そう考えてもおかしくはないだろう。

　罪悪感を抱くも何も言えなかった。僕はコールに質問を投げかける。

「あの場にいたみんなは無事？」

「ラフィーナとブリジット、それとグラストさん、ガウェインさんは軽傷で済んだ。あのヒューイ、デーブって奴も無事だったぞ」

「よかった……母さん、ローズと姉さんは？」

「二人とも無事よ。ローズちゃんはマリーちゃんを看みてくれてるわ」

「そっか、よかった……それで、僕が倒れてからどうなったの？」

「……すべての魔物は倒せたが、被害は甚大だったようだ。死傷者は百二十人。軽傷者は三百人くらいだったな。今はだいぶ落ち着いたが、当日は大変な騒ぎだったんだぞ」

「そう……そんなに亡くなった人が」

　僕がもっと上う手まくやっていれば助けられたかもしれない。

　たらればで後悔しても意味はないと、わかっていても考えてしまう。

「おまえのせいじゃない。おまえがいなければ街はどうなっていたかわからなかったと聞いたぞ。自分を責める必要はないさ。むしろ自分の功績を誇ってもいいんじゃないか？」

　コールは僕の感情をくみ取ったのだろう、慰めの言葉をくれた。

　ぶっきらぼうなのに優しい。そんな彼の思いが伝わってきた。

「一週間の間に、何かあった？」

「いや、何も。レイスはあれ以降現れていないみたいだし、怠惰病患者の症状も改善されてない」

　赫かく夜やによる悪影響はなかったらしい。よかった。

　最初の赫夜を機に怠惰病を発症する患者が一気に増えた。二度目はもっとひどいことになる可能性もあったのだ。しかしそれは杞き憂ゆうだったようだ。

　僕はふと思い出して手を見下ろす。何度か拳を握ってみる。痛みはない。おかしい。エインツヴェルフの攻撃を防御した時、骨が折れたと思ったけど。

「あのさ、僕、手の骨を折ってなかった？」

「骨折？　いや、してなかったが」

「…………そう」

　勘違いだった？　いや、それはない。あの痛みは間違いなく骨折、あるいはヒビが入っていたはず。しかしその症状は今はない。寝ている間に治った？　いや、コールが気づいていないということは気絶して運ばれ、診断を受ける前に治っていたということか？

　僕は徐々に気づく。僕の身体は明らかに変わっていた。

　ようやく頭が働き始めた。視界を満たすこの光はなんだ。それは『僕の身体から出ていた』。

　これは魔力。魔力の光だ。部屋を満たすほどの規模の魔力。それが僕の身体から溢あふれていた。

　それにすこぶる快調だった。身体中に溢れるこの活力。これは魔力の影響なのか。

　今の僕の魔力は大体『百万』近くあるように見えた。エインツヴェルフほどじゃないけど、明らかに魔力量が増えている。

　赫夜の影響か、エインツヴェルフに噛まれた影響かわからないが、僕の総魔力量は百倍ほどに増えている。

　僕はあえて魔力を意識の外に逸そらす。そうすることで視界には魔力の光は映らなくなる。

　視界的感知、体内魔力の認識、対象の所持魔力への干渉。この三つは僕が長年の間に身につけた技術だ。

　体内に蠢うごめく魔力の胎動。あまりに強い力に僕は僅かな恐怖さえ抱いた。

「どうしたの？　シオンちゃん」

「……ううん、何も。ねえ、母さん。父さんとバルフ公爵に話を聞きたいんだけど」

「え、ええ、すぐ呼んでくるわ」

　母さんは慌てた様子で部屋を出た。

　別に急ぐ必要はない。僕も冷静になる時間が必要だ。焦ってはいけない。正確に状況を把握して、決断しなくては。

　コールと共にしばらく待っていると、母さんが戻ってきた。

　母さんの後ろにはバルフ公爵と父さん、グラストさんが続いていた。

　待ったのはたったの数分間。ということは待合室にいたのだろうか。

「シオン！　無事か!?」

「うん、大丈夫。身体も問題ないよ」

　父さんは僕の身体を何度も確認すると、大きなため息を漏らす。

「よかった、本当によかった……あの日、レイスが現れたことに気づいてからイストリアへ向かったのだが。なんとか間に合ってよかった」

「そうだったんだ。だから父さんはあそこにいたんだ」

「ああ。あまり役には立たなかったがな」

「そんなことないよ！　父さんとグラストさんがエインツヴェルフの腕を斬ってくれたから、僕はあいつを倒せたんだから」

　父さんが苦笑する中、グラストさんが補足した。

「でもよ、あいつ明らかに身体が軟らかくなってたぞ。直前で苦しんでたからな。あれが原因だと思う。一撃目は全く手ごたえがなかったからよ」

「ああ、グラストの言う通り。シオンのおかげであの魔族に攻撃が効いたようだった。たまたまだ。次があれば、同じ手は通じまい」

　確かに僕の血を吸ったエインツヴェルフの魔力はひどく乱れていた。となると、魔力があいつの防御力の源ということになる。僕はその答えがあながち間違っていないとわかっていた。今の僕にはそれが痛いほどに理解できてしまう。

　背後に控えていたバルフ公爵が前に進み出た。

「シオン。どうやら山は越えたようだな。一時は、高熱でうなされておったんだがの」

「ええ、なんとか。ですが今回の騒動、わからないことばかりでした。エインツヴェルフは魔族と名乗っていましたし。千年前のことだの、ルグレだの、わけがわからないです……」

　僕の呟つぶやきを聞くと奇妙な空気が流れた。僕は探るように言ったつもりだったんだけど。

　コールを除く四人が顔を見合わせた。

「すまんがコール。外に出てもらえるか？」

「……わかりました」

　コールは表情を変えず、一礼をすると部屋から出ていった。

　足音が遠ざかると、バルフ公爵が僕に向き直る。

「シオン、そなたには色々と疑問があるはずだ。事が起きる前までは話すべきか迷ったが、今は話すしかないと判断した。聡さといそなたは気づいている点もあるだろう？　今なら質問に答えよう」

　バルフ公爵、父さん、母さん、グラストさん。

　この四人がこの場にいるということは、全員が知っているということ。

　なんとなくはわかっていたけど。僕が知らないことをみんなが知っていると。

　しかしいざ質問していいと言われると戸惑いを覚えた。疑問はいくつもある。けれど一つ一つを消化していくには、長い時間が必要だろう。

　僕は数秒間考え、一つの問いにたどり着いた。

「では……僕は何者なんですか？」

　四人の表情が一斉に変わった。驚きの表情へと。

　僕は続けて言葉を紡ぐ。

「僕が魔法を使えるようになった時、父さんは反対したけど最終的には応援してくれました。母さんも同じで、それは父さんたちが僕のことを考えてのことだと思ってました。もちろんその思いもあるでしょうが、やはり思いました。『理解がありすぎる』と。それだけならたいして引っかからなかったと思います。でもグラストさんは、僕の魔法に驚くも妙に納得したような反応を見せたし、時折、何か知っているかのような口ぶりになったこともありました。僕に何かある。それは魔法を使えるという部分だけでなく、その根っこの部分に。僕はそう考えていました」

　バルフ公爵の眉間に深い皺しわが刻まれる。彼の内心はわからないが、あまり良い状態ではなさそうだ。

「疑問がさらに強くなったのはバルフ公爵と会った日のことでした。父さんはバルフ公爵に魔法のこと、僕のことを話していた。それ自体は旧知の仲だったとか理由づけはできるでしょう。でもバルフ公爵は僕の話を疑わず信じた。何よりも『僕の魔法を見ずに信じていた』ことはどう考えてもおかしい。まるで『魔法が存在していると知っている』かのようでした」

　僕は頭の中で整理しながら、言葉を繋つなげた。

「そして僕しか使えないはずの魔法を特別視しつつも、僕の言葉を信じてくれた。子供である僕の、妄言とも思える話を、です。『怠惰病やレイスに僕が深く関わっているという確信を抱いている』なんてことがなければ、信じようなんて思わないでしょう。魔法なんて特別な力が使えるけど、その魔法が何なのかわかっていなければこんなことにはなっていないはずです」

　僕はそこまで言うと、顔上げた。

　まっすぐにバルフ公爵の目を見る。

「だから聞きました。僕は何者なのかと。ここにいるみんなは知っているんでしょう？」

　元々、考えてはいた。僕が魔法を生み出したのは僕自身の意志だ。間違いなく僕が努力し、開発し、時間をかけて見つけ出した力だ。

　それに一度、父さんは魔法の開発をやめろと僕に言った。だから僕が魔法を使えるようになったことは誰の強制でもないし、誰かが仕組んだことでもない。けれど魔法を使えるようになってから、あまりに魔法が役に立ちすぎている。

　そしてみんなも魔法に対してか、僕に対してかは判然としないが、疑問を抱いていない。こんな力が存在していることは非現実的なのに、妙にすんなりと受け入れた。それがあまりに都合がよすぎるように思った。

　僕の問いにみんなの顔が険しくなる。重苦しい雰囲気。それでも僕は前言を撤回せず、回答を待った。

　バルフ公爵は長いため息を漏らし、一拍置いて、口を開いた。

「ガウェイン殿、エマ殿。いいのだな？」

「……はい。もうシオンに隠し事はできません」

「わたしも、覚悟はできています」

　神妙な面持ち。僕の不安を煽あおるくらいには。

　僕は明確な答えを知らない。見当がついている部分もあるけど、核心をついてはいないはずだ。

　だから怖かった。何を言われるのかと。

　バルフ公爵は僕をまっすぐ見つめ、そして言った。

「そなたはルグレの末まつ裔えいだ。ルグレとは……千年前、魔族と苛か烈れつな戦いを繰り広げた種族の名前だ。赤い髪と瞳をしており『魔術』という不可思議な力を使ったという。ルグレは千年前、魔族の戦いにおいて魔族を封印したが魔族たちに死の呪いをかけられ、そして滅んだ」

　予想はしていた。エインツヴェルフが僕のことをルグレと呼んでいたし、恐らくはそうなのだろうと。しかしルグレが種族の名前で、魔術、いや魔法を使えたということは知らなかった。

　そして千年前のルグレ戦争のルグレという名称が、その種族の名前だということも。

「ま、待ってください。それならどうして、僕はここにいるんですか？　僕はその千年前に滅んだはずのルグレ族なんですよね？」

「うむ。その姿とその力は間違いなくルグレのもの。しかしどうして滅亡したはずのルグレ族が生き残っているのかは知らん。王都リスティアにおわす女王ラクシュア様の前に突如として現れた女がそなたを連れてきたと聞き及んでおる。その者は『この赤子はルグレ族の末裔。世界を救う唯一の光となる。育て、導きなさい。そうしなければ人間は滅ぶでしょう』という言葉を残し、消えたと。女王は迷いの末にその赤子を信頼していた男に預けた」

「それが父さんだったの？」

「……ああ、そうだ」

　父さんと母さんは渋面を浮かべていた。僕を見ない。いや見られない。そんな表情をしていた。

　今思えば、最初の記憶は『生まれてすぐではなかった』。生後しばらくは経たっていたと思う。あの記憶の前に、僕は連れてこられたのだろう。

「そう、だったんだ。でも、姉さんは？　僕のことを知らないみたいだったけど」

「マリーはその頃の記憶がないようだ。私たちもあえて話していなかったからな。実の息子として育てようと思っていた」

「ごめんなさい。シオンちゃん……ずっと黙ってて」

「ううん、大丈夫。実は、知ってたんだ。たまたま父さんたちが僕のことを話しているのを聞いちゃって……」

　僕の言葉に父さんと母さんは驚きょう愕がくの表情を浮かべた。

　その後、悲しそうな、申し訳なさそうな顔をする。それが僕の胸を締め付けた。

「すまないな……私たちはシオンに気を使わせていたんだな」

「……ごめんなさい、シオンちゃん。辛つらい思いをさせたわね」

「ううん、大丈夫だよ。血が繋がっていなくても二人は僕の父さんと母さんだから。今まで通り変わらないしさ」

　父さんと母さんは複雑そうな表情を浮かべる。息子にこんなことを言われて、素直に受け入れられるはずもないだろう。でも、僕にはそう言うしかない。

　僕が当時、そのことを受け入れられたのは僕が転生者だったからだ。もしシオンという子供の人格であればショックだったに違いない。

　だから父さんたちの方が、心の整理ができないんだと思う。

「話を続けてください」

「う、うむ。ルグレに関して王族にはある程度の情報は伝えられていた。女王は半信半疑ながらも、もしも赤子がルグレならば危険な未来が迫っているかもしれない。そう思い、子を育てることに決めた。しかし表立って育てるわけにもいかん。そこで当時、エマ殿との結婚が決まっていたガウェイン殿に預けたわけだ」

「ということは父さんや母さんは僕がその、ルグレの末裔だとはわかっていたわけですね」

「そういうことになる。しかしルグレの末裔だとしても、世界を救わせるために育てたわけではないだろう。そもそも儂わしらは今回の一件がなければそなたの力が必要だとは思わなかった。だがそなたを連れてきた女の言葉通り、そなたがいなければ多くの人間が死んでいただろう。だからこそ儂らは女の言葉は真実であると確信したのだ。そなたがルグレであるという言葉も、その時までは半信半疑だったがな」

　公爵の言葉を一つ一つ噛み砕き、記憶にとどめる。

　僕を連れてきた女は一体何者なのか。疑問はあるけど、この場では解消しそうにない。別の質問をしよう。

「気になっていたんですが、バルフ公爵は父さんをガウェイン殿と呼びますが、これは一般的なんですか？　公爵が下級貴族を殿と呼ぶのは違和感があるような」

　貴族の敬称であれば卿をつければいいだろうが、殿と呼ぶのはやや敬意が過ぎるような気がする。同列あるいは上位の相手に使うのならばわかるのだけど。

「ふむ。なるほど、目ざといの、シオンは。儂とガウェイン殿は旧知の仲での、以前から知っておった。ガウェイン殿は十数年前までリスティア国において有名な騎士団長だったからの。昔は寡黙で、剣を一振りすれば敵は十は落ちると言われての。常に兜かぶとを被かぶっておったから顔を知っているのは城内の一部の人間だけだったのだ。いや、あの時はなんとも頑かたくなな騎士道を貫いていたというか、暗黒的というか、俺に近づくなオーラが出ておったの」

　つまりあれか。中二病的な。いや違うか。中二病は中身が伴わないけど、父さんは中身が伴っていたと。身分も騎士だったのかな。

　ちらっと父さんを見ると顔を真っ赤にしていた。

「バ、バルフ公爵、それくらいでご容赦を！　と、とにかく！　そういうことで公爵と私は以前から知り合いだったのだ。グラストも一応は軍属だったのでな。バルフ公爵とも顔見知りだ」

「俺ぁ、高貴な連中とはほとんどつるんでねぇけどな」

　グラストさんは肩を竦すくめるだけに留とどめた。含みがある言い方だったけど、色々あるんだろう。

　とにかくバルフ公爵と父さんは昔から顔見知り。そして父さんはリスティア国で有名な騎士団長だったと。

　なんか色々と脱線しそうだから、追及はよそうかな。父さんはあんまり話したくなさそうだし。

　わかるよ。黒歴史は話したくないもんね。

　父さんの背後では母さんがくすくすと笑っていた。

　母さんも父さんの過去は知っているようだ。

「父さんは昔、騎士団長だった。でも今は下級貴族ということ？　母さんの家に、オーンスタイン家に婿入りしたんだよね？」

「……それについては私とエマから話そう。よいですか、バルフ公爵」

「よいよ。儂も詳しくは知らんし」

「ありがとうございます。シオン、実はな、私たちは貴族ではないのだ」

「貴族じゃない？　どういうこと？」

「正確に言えば、一般的な貴族ではない。私たちは名誉貴族という、特殊な貴族で爵位を持たない。本来、貴族は爵位を持ってこその貴族だが、名誉貴族には公的に与えられた称号はなく、その代わりに女王自身がその後ろ盾になり、叙任される特殊な地位だ。爵位がないため、名乗る時はなかなかに面倒でね。下級貴族、という風に自称することが多い。元々名誉貴族なんて存在は少なく、かなりの田舎に住んでいる上に交流会や顔合わせには出ないでよいから、私たちの存在を知っている貴族はほとんどいない」

「だから僕や姉さんは、他の貴族たちと交流する機会がなかったんだね」

「ああ。普通、貴族となれば大抵は催し物に顔を出さなければならないし、定期的に開かれる茶会や宴うたげと称される自慢大会にも出席が不可欠だ。しかし私たちはそのしがらみに囚とらわれない。爵位はないし、基本的には政治活動ができないから、伝つ手てを作っても意味をなさないわけだ」

「あれ？　でも父さんは領地を持ってるよね？　交流はしなくてもいいのに、領地は与えられるの？」

「本来、名誉貴族は領地を与えられないが、私は特別に領主としての活動を許されているのだ。実質的には私が領主だが、名目では私が領主というわけではない。エッテン地方の領主、つまりバルフ公爵の統治下に置かれた領地であり、私に実権は与えられているが他の地方領主のように確固とした権力は与えられていない」

「つまりバルフ侯爵が直属の上司で父さんが部下、みたいな感じ？」

「そうだな。私は領主ではなく勤め人に近い立ち位置だ。そういう特殊な立場から『周知されにくい土地』を管理することになっている。あの村に住む人間は全員ではないが、特殊な生い立ちをしていてな。外部との接触が極力少ない私たちが、その世話を任せられているということだ」

「特殊って？」

「色々だ」

　詳細は話してくれないらしい。外部に顔を出さなくていいように、田舎に住まわせているなんて、深入りすれば嫌な予感しかしない。

「とにかく、そんな複雑な状況だからこそ『村には名前がない』のだ。シオンも気づいていただろうが」

　父さんが真剣なまなざしを僕に向ける。その言葉を受け、僕は虚きょをつかれた。

　言われてみればそうだ。僕たちの住まう村には『名前がない』のだ。今まで気づいていなかったけど、僕は自分の村を、そのまま『村』と呼んでいた。

　普通は土地名があるはず。それなのに僕は気にしたことがなかった。

　正直に言おう。僕は魔法以外のことはたいして興味がなかった。知識として学んだことは多い。でも興味も好奇心もないから、矛盾があっても気にかけなかったのかも。

「そ、そ、そうだね、き、気づいてたよ！　う、うん！」

　動揺からか、素直になれない僕は声を震わせて返答した。

　とにかくこの話は危険だ。話題を変えよう。

「え、えーと、じゃあもともと、あの村に父さんか母さんが住んでいたわけじゃないんだ？」

「ああ。私はオーンスタイン、つまりエマ方に婿入りした形だ。しかし、あの村にある家はオーンスタイン家のものではない。私が購入したものだ。それと私とエマが結婚する時には、私とエマの両親はいなかった」

「わたしの家は貴族だったけれど、もう没落してたのよねぇ。そんな中、お父様が病気で亡くなって、お母様が心労ですぐに後を追って。形だけの爵位はあったけど、剥はく奪だつ寸前。わたし一人じゃどうしようもなくてね。あの時は大変だったわぁ。お父さんがいてくれなかったら、本当に辛い思いをしていたでしょうね。でも、お父さんはずーっとわたしの傍そばにいてくれたのよぉ。貴族たちとは違って実直で真面目で優しくて不器用で、素敵だったわ」

「お、おい、エマ。む、昔のことはいいじゃないか」

「あら、そう？　ふふ、昔もそうだけど、今も素敵よ」

　父さんは緩んだ頬ほおを誤魔化すように咳せきばらいをした。こういう誤魔化し方はマリーに似ている。というか、マリーが父さんに似てるんだろうけど。

　僕は笑いそうになる自分をこらえつつ、話を促す。

「じゃあ父さんに僕を預けたのは、外部との接触が少ない土地の領主になる予定だったから？」

「そうだな。それもある。シオンの存在を明るみに出すと、問題が発生する可能性があるからな。ルグレ族を知っている人間は少ないが、それでも知っている人間がいないわけではない。もしもシオンがルグレ族ならば魔術……魔法が使える。それを利用する人間もいるだろうからな」

「雷鉱石の加工については止められなかったよね？」

　グラストさんが苦笑しながら説明してくれた。

「ああ。まあ、あれは実はシオンを試す意味合いもあった。本当にシオンはルグレなのかを知りたくてよ。ルグレってのは魔術だけでなく、知識も豊富で当時は有名だったらしいからな。絶縁体なんて知識を持っているシオンなら、何かしらの案を出してくれるんじゃないかってな。魔法を使えるってのはわかってたけどよ、もっと他に何かできるんじゃねぇかと思ったんだよ。シオンは色んなことを知っていたからな」

「……欲を出しすぎて、シオンに泣きついただけかと思っていたが？」

　父さんが言うと、グラストさんは慌てて首を横に振った。

「おいおい、俺がそんなことするわけないだろ!?　……ちょっとだけ、ほんのちょっとだけそういう考えはあったけどな」

　父さんにジト目を向けられ、グラストさんは視線を逸らした。我欲がなかったわけではないらしい。

　父さんは嘆息しながら話を続けた。

「本心を言えばグラストの依頼を受けさせるかどうか迷ったが、シオンの行動が世界にどんな影響を及ぼすのかは気になっていた。あの女の言葉通り、シオンが世界の救世主であるのならば、私たちが行動を止めてはならない部分もあると思ってな。当然、事前に女王へ連絡は入れてある。許可を貰もらい、鉱石加工に取り組んでもらったというわけだ」

「でも、父さんは僕が魔法の研究をする時、一度止めなかった？」

「止めた……シオンがルグレだと信じたくなかったのかもしれないな。私はシオンをルグレだから育てたわけじゃない。実の息子として育てた。だからあの女の言葉を、私はあまり信じていなかったし、そうでなければいいと思っていた。しかし実際は、シオンはルグレだった。魔法を使えてしまった。本当は普通に生きてほしかったんだが、シオン自身がその生き方を望んでいると知ってしまった。だから止められなかった。その時は、シオンがルグレであっても世界を救う存在なのかわからなかったし、もしもそうならシオンを止めることは危険だとも思ったからだ。それに子供の真剣な、楽しそうな顔を見ては、親としては止められなかった」

　なるほど。だから父さんはあんな風に言ったのか。

　僕は勝手に自分がしたいことを主張したのに、父さんは色々と考えて否定した。その差に僕は愕がく然ぜんとし、そして自分の身勝手さを恥じた。知らなかったとはいえ、父さんの心痛を考えもしなかった。僕は思わず俯うつむいてしまう。

「おまえが気にすることじゃない、シオン。むしろ私たちを責めてもいいんだ」

「責めるわけないよ。僕は父さんにも母さんにもみんなにも感謝してる。怒ったり、憎んだりなんてこと、少しも考えたことないから」

「……そうか。ありがとう」

　父さんと母さんは複雑そうな表情のまま笑った。僕は今知ったけど、二人はずっと前から知っていて、悩んでいたんじゃないだろうか。少しでも心情を吐露して、心が軽くなったのならいいけど。

「……なあ、シオン。ずっと気になってたんだけどよ。シオンがルグレだとして魔法が使えるのはわかるけどよ、なんで他のことも色々知ってたんだ？」

　グラストさんの言葉に、僕は逡しゅん巡じゅんした。

　僕は転生している。大人の記憶がある。それも別世界、異世界での記憶が。この世界よりも遥はるかに進んだ科学力が存在する世界で生きていた。だから色々と知識がある。それを話すべきなんだろうか。

　みんなはほとんど包み隠さず話してくれているように思えた。僕も話すべきかもしれない。

　嘘うそをつくのは憚はばかられた……けど。それは僕が黙っていることに罪悪感を抱いている、というだけのこと。

　本当に話していいものだろうか。血が繋がっていないとはいえ、自分の子供が自分よりも年上か同じくらいの歳だと知って、困らないわけがない。

　もしも僕が父さんと母さんの立場だったら、折り合いをつけるのは難しいように思う。

　何を言うにも、どんな行動をとるにも、その子供は自分と同じくらいの大人。そんな考えがずっと引っかかるだろう。

　僕は数秒間考え、そして答えた。

「えーと、自分でもよくわからないんだけど、そういう知識が記憶されているだけだよ。その、僕を連れてきた女の人なら何か知ってるかも」

　逃げだった。しかしこれ以外の選択肢はないとも思った。

　僕の返答に父さん、母さん、グラストさんは渋い顔をしている。

　僕が嘘をついているとバレてしまったんだろうか。たとえそうだとしても僕はしらばっくれることにした。時に、嘘をつくことが人を救うこともある。そう信じることにした。

　僕は話題を変えたい一心で、バルフ公爵に視線を向けた。

「あの……ルグレ族のことをもっと教えてもらえませんか」

「うむ。現在、ルグレという名前の意味を知っている者はほとんどおらん。そしてルグレ戦争の詳細もほとんど伝えられておらん。ゆえに歴史的にルグレ戦争は『魔物の大軍を世界各国が協力し、撃退した』という風に伝聞されておる。しかし実際、敵は魔族と千年前の魔物だった。しかも魔族には通常兵器が効かず、ルグレ族の力しか効果がなかった。結果、ルグレの尽力により、魔族を封印した。そしてその事実を当時の王たちは隠いん蔽ぺいした。それが正しい歴史だ。各国の軍隊は格下の魔物を討伐することが精一杯だったというのにな。しかしリスティアの当時の王は、この戦争の事実を書にしたためておいたらしい。罪悪感を抱いていたのやもしれんが、もうその本心を知る者はおらん」

「……どうしてその歴史が失われたんですか？　そこまで隠すものでしょうか？」

「それはルグレが……魔族と人間、両方の種族を先祖に持つからだ」

　なぜか不快感はなかった。妙にすんなりと受け入れられたほどだ。

　僕は心の底ではわかっていたんだろうか。

「千年前、魔族は人間と全面的に敵対しておった。その魔族と人間の両方を先祖として持つルグレは迫害を受けておってな。人間とは共存できず、隠れ住んでいたのだが、魔族が本格的に侵攻してくるとルグレが率先して人間側に立ち、戦った。人間側は表面上はルグレの協力を受け入れ、利用し、そしてルグレが命を懸けて魔族を封印すると『ルグレの存在を歴史から抹消したのだ』。そして自分たちの功績にし、歴史を改かい竄ざんした。世界を救ったのがルグレである、という事実を残したくなかったのだろう」

　ありがちな話だ。伝わっている歴史の真しん贋がんなんて、簡単にわかるものじゃない。

　歴史学者でさえ、真実を見間違えてしまうことは多い。千年前の歴史が正しいかどうかなんてわかる人はいない。国民たちにとっては余計に。

　人は忘れる生き物だ。過去の痛みも恩義も忘れ、存在さえもなかったと思う。それが人間だ。

　しかし同時に死ぬまですべてを覚えていて、感謝し続け、生きる人もいる。それもまた人間なのだ。

「あまり気分のいい話じゃないですね」

「そうだな。しかし、そなたはもっと不愉快な顔をしていいんだがの」

　僕は昔、大人だった。子供とは違い、人間の汚さは十二分に知っている。

　人間は潔白では生きていけない。知っているからこそ簡単に否定も批判もできない。

「儂とグラスト、そしてガウェイン殿とエマ殿以外では、王都の数人しかシオンのことは知らん。秘密裏に連絡を取り合っていたが、今まではそなたの身の上や世界の危機に関しては信じてはおらんかった。しかし事情は変わった。そなたの魔法が、そなたそのものがこの世界を救う鍵であると知った。魔族は一体ではない。より強力な魔物が、封印が解ける度に現れるはずだ。その前兆に赫夜が訪れ、そして千年前の魔物たちも跋ばっ扈こし始めた。魔族だけでなく、強力な魔物も現れる。怠惰病も封印が弱まった影響なのだろう」

「それもその女性が教えてくれたことなんですか？」

「うむ、そうだ」

　なぜその女性は赫夜が訪れることも、何が起こるのかも、そして僕の魔法が世界を救う鍵であるということも知っていたのだろうか。

　彼女はいったい何者なんだ？

「女の言葉が正しいのであれば、それらの大半は魔術が、いや魔法がなければ解決できん。魔族は魔法でしか倒せんのだ。まるで示し合わせたようにそなたが現れ、魔法を生み出し、そしてこの街を救った。これは運命と考えるしかあるまい。そなたこそが世界を救うルグレであることは認めざるを得ない」

「でも他の人にも魔力はありましたよね？　怠惰病患者は全員魔力があったし。それに姉さんも威力は弱くても魔法は使えましたから」

「それに関してだが、先ほどのリスティア王が書いた歴史書には、千年前には魔法を使える人間は一人もいなかったという記述がある。それが真実だとしたら、千年の間に何らかの理由で体質が変わり魔力を持つ人間が増えてきたのやもしれん。ルグレの子孫であるという可能性もあるが、それにしては魔力を持つ人間の数が多いから、理由としては弱いのぅ。それに真っ赤な髪と瞳を持つ人間はシオン以外には見つかっておらん。赤みがかっていたりする人間はおるから、特別目立ってはおらんが」

　様々な人を見てきて思ったけど、ほとんどの人は魔法を使えるほどの魔力を持っていない。魔法を発現できるレベルの魔力を持っている人はとても少ないと思う。少なくともイストリアでは。

「つまり現時点で、魔法を使える人間は僕と姉さん、ローズの三人くらいってことですか」

「そういうことになるのぅ」

　この髪と瞳の色、それと魔法を使えるということが、僕がルグレだという証あかしということか。

　そもそも謎の女が僕を連れてきた時点でルグレであるかもしれない、という疑念はあったわけで。

　千年前はルグレしか魔法を使えなかった。でもこの千年の間で、人間にも魔力を持つ者が出てきたということか。

「確認なんですが……魔法に関しての細かい記述は残っていないんですか？」

　ここまでの出来事や反応を見ると答えは予想できたけど、念のための確認だ。

「ルグレの魔術により、魔族は封印されたという程度の情報しか残っておらん。実際、シオンが魔法を見つけたことで、これが魔術と呼ばれていたものなのだと初めて認識したくらいだからのぅ。知っていればもう少し助力ができたと思うが……」

　そうでなければ怠惰病患者の治療に関して、まったく情報がないということにはならなかったはずだ。治療に直接関わらずとも、少しの情報や助力も得られなかったことにも違和感がある。

　つまり僕が開発した魔法に関しては『誰も知らなかった』ということでもある。

「しかし気にはなるのぅ。シオンの魔法は魔族を封印というよりは、撃退したという風に思える。どうも伝聞されたルグレの能力とは表現が微妙に違う気がするのぅ」

「僕もそこが気になっていました。僕の魔法は封印ができるようなものではないので」

　エインツヴェルフは砕け散ったはずだ。あれを封印と言うのは無理がある気がする。

　それに魔族であるエインツヴェルフは僕の魔法を魔術だと言っていたけど、僕のやり方を見て、珍しいという風な反応をしていた。

　エインツヴェルフの魔術と僕の魔法は似て非なるものなのだろうか。

　僕の魔法、ルグレの魔術、そして魔族の魔術。それらは全部一緒なのか、それとも……。

　気になる。でも現状ではわかることはないようだ。今さら、バルフ公爵や父さんたちが隠し事をする必要はないし、知らないのならば知らないということなのだろう。

　どうにかして自分で調べるしかないようだ。

　しかし考えれば考えるほど頭がこんがらがってきた。

　世界がどうとか、魔族がどうとか、歴史がどうとか、ルグレがどうとか言われても実感はない。

　理解の範はん疇ちゅうを超えていた。推測していた内容を軽く凌りょう駕がする事実に、僕の頭は拒絶反応を起こす。しかし僕は強引にすべてを飲み込む。

　父さんと母さん、グラストさんがすべての話を否定しなかったからだ。信頼している三人が否定しないのならば、それは真実だ。

　僕は千年前に滅んだ魔族と人間の両方の血を引くルグレ族の末裔。

　現在、魔法を使えるのは僕と姉さんとローズだけ。姉さんやローズが使える魔法は、威力が低く、攻撃に使えるレベルじゃない。つまり僕があの魔族を倒さなければ、あの化け物たちは人を一方的に殺してしまうということ。

　あの時、エインツヴェルフに魔力の乱れがあったから父さんたちの攻撃が届いた。そしてあの魔力の乱れは偶然起きたものだ。今後はあいつと同格、それ以上の魔族と戦わないといけないのか。

　僕が戦わないと、みんな死ぬのか。

「突然のことだ。混乱して当然だろう。幸いにも次の赫夜まではしばらく期間が空くはず。明確にはわからんが、数年は猶予があるだろう」

「バルフ公爵は赫夜がいつ来るか知っていたんですか？」

「いや、知らん。赫夜自体の危険性も、そこまで詳しくは知らんかった。しかし赫夜が短期間で再発することはないということは知っている。それが数年なのか、数十年なのかは知らんが……眉唾ものだと思っていたが、今は信じている」

　今すぐというわけではないらしい。

　僕は小さく安堵した。さすがに準備なくあんな化け物と戦っていては命がいくつあっても足りない。

「ルグレに関して、儂らが知っていることは以上だ。他に聞きたいことは？」

「一つだけ。これから僕はどうすればいいんですか？」

「……恐らく女王からの招しょう聘へいの書簡が届くだろう。その内容に沿うように行動をしてもらうことになると思われる。褒賞に関してもその際に知らされることになるだろう。すでにシオンのこと、イストリアで起きたこと、これから起こるであろうことは報告済みだ。もちろん、シオンの意見も尊重する。できるだけ希望が通るようにしよう。だが……断ることはできんだろう」

「そうですか。まあ、正直褒賞は別にいらないんですが。今後、どうなるかはわかりました」

　世界を救う鍵である魔法を使えるのは僕だけなのだ。統治者として当然の行動だろう。

　バルフ公爵は驚きの表情を見せる。

「それだけか？　そなた、よいのか？　今しがた話をしたばかりのことだ。だというのにもう受け入れるのか？　理不尽だとは思わんのか？　子供の身であれだけの危険な目にあい、そしてそれ以上に危ない橋を渡ることになるというのに」

「でも僕がやらないとみんな死んじゃうんですよね？　そんなの嫌ですよ、僕は。世界中の人を救いたいなんて大口を叩たたく気はないですけど、僕しかできないならやりますよ」

　言ってみて、軽口を叩いているような口調だと思った。もう少し、真剣に言えばよかった。

　後悔した時はすでに遅く、みんな戸惑いを見せていた。

「い、いや僕もですね、怖いのも、痛いのも、面倒なのも嫌なんです。でもやっぱり父さんや母さん、姉さんやグラストさん。友達や仲間や知り合いやこれまで出会った人たちを助けられるなら、頑張りたいんです。あんまり現実感がないっていうのもあるんですけど」

「……そうか。すまないなシオン。子供であるそなたに縋すがらねばならないとは。すでに多くの部分で頼っている儂が言うべき言葉ではないだろうが」

「いえ。まだどうなるかも明確にはわかっていませんし。それにこう見えて、嫌じゃないんです。僕の魔法が人の役に立つって、悪い気分じゃないので。最初は自分が好きで自分勝手に創り出した力が、こんな風になるとは思ってもなかったですけど」

「……そなたと話すと、年上の人間と話している気分になるのぅ」

　言われてみると、僕とバルフ公爵って精神年齢は同じくらいなのかも。

　同年代だと考えると、不思議な気分だ。

「しかし王都へ招聘されるとなると、マリーは……」

　バルフ公爵の絞り出すような声。その声音には強い苦渋が混ざっている。

「それなんですが、もしかしたら解決できるかもしれません」

「シオン。それはどういうことだ？　マリーを治せるということか？」

　黙して話を聞いていた父さんが慌てた様子で口を開いた。

　僕は即座に頷うなずく。

「確実じゃないけど、多分」

　体内には魔力が満ち満ちている。これほどの魔力があるのならばもしかしたら。

　寝起きから間もない状態では魔力があまり安定していなかった。今は意識が覚醒しているからか、魔力が上手く体内で循環している。

　これならば魔力供給ができるかもしれない。

　僕はベッドから降りると、身体の調子を確かめた。問題ない。むしろすこぶる快調だ。

「シオンちゃん、大丈夫なの？　無理しちゃダメよ」

「うん。大丈夫。かなり調子いいよ」

「シオンも問題ないようだし、儂は自宅に戻る。シオン、すまんが後は頼んだ。もし成果があれば、悪いが後で報告を頼む。マリーの回復を祈っておるぞ」

「ありがとうございます」

　バルフ公爵は手をパタパタと振って去っていった。

　僕は寝間着から普段着に着替える。

　そして僕、父さん、母さん、グラストさんの四人でマリーの待つグラストさんの家に向かった。
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　父さんや母さん、コールそしてマリーが室内にいる。

　他にもローズ、グラストさん、ラフィーナ、ブリジットも集まってくれていた。部屋が狭いためローズたちには階下で待ってもらっている。

　医師であるコールと僕たち家族だけが部屋に残ることになった。

　ここはグラストさんに借りている家だ。

　マリーが寝ている部屋も見慣れ、第二の実家のように感じていた。当然、無料とはいかないためグラストさんには家賃を払ってはいる。グラストさんは構わないと言ってくれたけど、僕たちの気持ちを汲くんで受け取ってくれていた。それも今日で終わるかもしれない。

　心を落ち着かせる。緊張がないと言えば嘘になる。手は震えていた。

　今まで約二年もの間、僕は怠惰病の研究に明け暮れ、ひたすらに治療のために日々を過ごした。苦労はあった。辛いと思う時もなかったとは言えない。しかし諦めるつもりもなかったし、我慢というほどの辛さはなかった。

　もしも手を尽くしてもマリーを救えなかったら。そう考えると怖くてしょうがなかった。けれど僕は一生をかけてもマリーを助けると決意していたから、心は揺るがなかった。

　赫夜とエインツヴェルフの影響によるものか、僕の魔力は以前の百倍以上に膨れ上がっている。

　体内に溢れる魔力量は尋常ではなく、それはすなわち治療に十分な魔力を手に入れたということでもある。

　問題は、膨大な魔力があれば怠惰病患者を治療できるという僕の考えが正しいかどうか。魔力供給をすれば治療はできるはずだが、多くの魔力を供給する方法が確立できていなかった。

　そんな風に考えていたが、根本的に考え違いをしていればすべては無駄に終わる。最初からやり直さなければならない。

　ベッドに寝ているマリー。その横で僕は椅子に座っている。

　父さんたちは背後で黙して状況を見守っていた。

　僕は右手を押さえる。微かすかに震えていた。

　大丈夫。絶対に上手くいく。そうやって自分に暗示をかける。

　なあに、もしも失敗してもまた最初からやればいい。もっと別の切り口を考え、そこから研究を進めるだけだ。希望が存在さえしない、あの時の状況とは違う。ここには魔法があり、怠惰病の治療は確実に存在するのだ。治療できない病気などない。そう信じる。

「…………始めるよ」

　誰に言うでもなく、僕は呟いた。

　僕は右手を、マリーの胸元にそっとのせる。魔力の源は心臓の近くにある。僕はそこに魔力受容器官というものがあると考えている。魔力を放出する際、心臓付近が熱く脈動するからだ。

　直接魔力を供給するならば胸に触れる必要がある。

　マリーは天井を見上げているが、反応はない。

　僕は不安を振り切り、魔力を込め始めた。

「十五、二十、二十五、三十」

　もはや恒例となった魔力量のカウント。五ずつ増やしていき、数に合わせた反応を確認する。

「八十、八十五、九十」

　ここまでは今まで何度も試してみた。問題はここからだ。

　緊張感が高まる。

「百、百五、百十」

　徐々に増やしていく。焦らずゆっくり慎重に。何か問題が起きた時、すぐにやめられるように。焦ってはいけない。

　僕は魔力を流しつつもマリーの身体を注視する。

　僕の右手の光が徐々に強くなる。この部屋で魔力が見えているのは僕とマリーだけ。魔力は一定の量まで増えると光量が打ち止めになり、今度は魔力自体の濃度だけが増える。見た目に変化はないが、色濃く感じることになる。

「二百、二百五、二百十」

　まだ、違和感はない。

　マリーに変化はない。軽度の怠惰病患者ならばとっくに何かしらの反応がある魔力量だ。重度の怠惰病患者にはこれくらいの魔力でも足りないのか。

　以前の僕の総魔力量は一万程度で、一度にできる体外放出魔力量の限界は九十まで。しかし今は総魔力量は百万程度で、一度にできる体外放出魔力量の限界は未知数。

　もしも僕が一度に放出できる魔力量の限界まで供給しても、マリーを治療できなければ……。

　その考えを払ふっ拭しょくするように僕は魔力を与え続けた。

「五百、五百五、五百十」

　まだ増える。ここまで供給しても変化がない。悪影響も好影響もない。もしかすると重度の怠惰病患者には効果がないのだろうか。しかしまだ諦めるには早い。すべての可能性を潰つぶし、努力して、何もかもを費やし、その上で諦めるべきだ。

　僕はまだやりきっていない。そう思った時、マリーに変化が訪れた。瞼まぶたがぴくりと動き、指先が微かに震えたのだ。

　背後で父さんたちの声が響いた。しかしすぐにその声は消える。

　反応はあった。軽度の怠惰病患者に魔力供給をした時と同じような反応。この時点で、重度の患者にも魔力供給が有効であるということはわかった。

　後はこのまま行けるところまで行くだけ。

「九百九十、九百九十五、千」

　マリーの瞳が動いた。こちらを見て、瞬まばたきをした。指が明らかに動き、口がわなわなと震えた。

　僕の目は熱くなり、視界は涙で滲にじんだ。自分でも自分の感情がわからない。ただわかっていたことは僕が動きを止めてはならないということ。

　僕は魔力を与え続ける。

「千三百、千三百五、千三百十」

「……あ」

　マリーの声が響いた。

「あ、あなた」

「ああ……ああ」

　両親の声。息が詰まったような声が聞こえた。

　僕の手は震える。しかし魔力供給は止めない。

　冷静になれと、もう一人の自分が僕を励ました。

　左手で右手を押さえる。そうやってなんとか自分を律した。

「千四百九十、千四百九十五、千五百」

　マリーの瞬きは、健康な人間と同じくらいの頻度になった。口は動き、指どころか、手首から先が震えながらも動き始める。マリーは僕をまっすぐ見て、涙を流した。

　僕の手にマリーの手が重なる。彼女自身の意思で手を動かしたのだ。

　心が震える。

　奇跡が起きたのだと思った。

　そして。

「シ……オン」

　マリーはそう言った。

　そしてマリーを覆う魔力光が一ひと際きわ眩まばゆく光り始める。

　それは一瞬の出来事で、僕が顔をしかめると、すぐに通常通りの光の強さに戻った。

　手元に見える魔力に変化は見られない。だが、確実に大きな変化があった。

　『マリーの身体は魔力を取り戻していた』のだ。

　これまでまったく魔力を感じなくなっていたマリーの身体が淡い光で包まれている。薄い光の膜は揺らめいていた。それは魔力の揺らぎであり生命の証拠。

　僕は思わず、魔力供給を中断した。ハッと気づき、慌てて供給を再開しようとしたが、その考えはすぐに消失した。供給を止めてもマリーの身体には魔力が波打っていた。

「魔力が……も、戻った……？」

　僕の呟きと共に、離れていた父さんたちが近寄ってきた。

「な、何だと!?　な、治ったのか？」

「シオンちゃん！　マ、マリーちゃんは」

　僕は二人の問いに答えられない。だって、マリーが僕の手を握って、じっと僕を見つめてくるから。その瞳には意思があった。怠惰病に罹かかっていた時の人形のような顔ではなく。明確に僕を認識し、僕に何かを訴えかけている。

　その視線。

　その思考。

　そして『体温』が。

　彼女がいつもの彼女に戻ったのだと、僕に教えてくれた。

「み……ん、な……ど、した……の……？」

　マリーは動揺している。

　彼女にとってはこの約二年の記憶はないのだろうか。もしもそうだったのならばよかった。怠惰な状態で過ごす時間は恐ろしいほどに苦痛なものだったに違いないから。

　僕はマリーの手をぎゅっと握った。色んな感情が溢れ出し、涙と共に地面に落ちた。

「姉、さん……姉さん、姉さん……っ」

　体温を確かめるように僕はずっとマリーの手を握る。

　無駄ではなかった。僕の考えは間違っていなかったのだ。治療ができた。助かったのだ。

　出口のない道を迷いながらも進み、そして僕たちの力で出口を創り出した。その達成感よりも、僕はただただ安堵した。よかった。そんな思いだけが胸を占めた。

　父さんと母さんもマリーの手を握り、僕の肩を抱いて一緒に泣いた。

　後方でコールも涙ぐみ、僕たちのことを見守ってくれていた。

　この時、僕たちはこの二年の期間で初めて心から笑い、泣くことができたのだと思う。

　僕は心の底から思った。魔法を使えてよかったと。

　誰かを助けるために開発したわけじゃない。でもそれが誰かに役に立つことがある。それを証明し実感し、そして大きな幸福感を抱いた。

　マリーが戻ってきた。それだけが嬉うれしく、そして僕は感情を解き放ち、泣き続けた。

[image: ]





　　　　[image: ]






　マリーを治療して数時間後。

　怠惰病を治療できたという情報は、バルフ公爵の手により瞬またたく間にイストリア中に広まった。

　すぐにバルフ公爵が用意した施設で怠惰病患者を受け入れ、僕は治療に励むことになった。

　端的に言えば一日に数百人の患者を治療した。コールや看護師さんに手伝ってもらい、患者さんを運んでもらったり、アフターケアをしてもらったりはしたけど、治療は僕しかできない。

　結局、全員を治すまで一週間を費やしてしまった。しかもほぼ働きづめだったのでかなり疲労が蓄積している。

　戦場を思わせるほど忙しかった臨時診療所は、今は閑散としていた。

「──あ、ありがとうございます！　先生、ありがとうございます！」

　患者の家族が僕の手を握り、涙を流しながら何度も礼を言った。

　怠惰病治療を終えた患者は臨時診療所から退院し、別の診療所か自宅へと戻ることになる。

　経過観察は随時していく必要があるが、人数が多すぎるため、この施設で看み続けることは不可能だし、以後は本職に任せた方がいいだろうと思ったからだ。

　全員に魔力は戻った。とりあえずは問題ないはずだ。

　最後の患者の治療を終えると、診療所は嘘のように静かになった。

　看護師たちはすでに清掃や整理、後片づけをしてくれていた。

　終わった。やっと終わった。

　一週間かかったけど、なんとか終わった。

　僕は達成感と共に大きくため息を漏らした。

　心底疲れたけれど、みんな治せた。マリーだけでなく、他の怠惰病患者をすべて治療し終えた。

　イストリア内だけだけど、それでも多くの人を治療できたということは間違いない。

「お疲れ、シオン」

「ああ、コールもお疲れさま」

　シャツ姿のコールが僕の肩をぽんと叩いた。

　僕は脱力感に襲われて、力なく笑う。

「これでイストリア内の患者の治療は終わったかな」

「ああ。現時点ではそうだな。また増えるかもしれんが。今回のような騒動にはならないだろ」

「さすがに数千人規模の患者さんを治療するのは勘弁してほしいけど……」

「そうもいかないだろうな」

　イストリア以外にも怠惰病患者は多くいる。

　現時点ではまだ王都からの書簡が届いていないが、女王からの指示があれば僕は王都へ行くことになるだろう。

　二度目の赫夜から十四日。治療を始めて一週間。

　初日に伝令を送ったとして遅くとも二週間ほどで帰ってくるらしいから、そろそろかもしれない。

　ふとコールを見ると、何か言いたげにしていた。

　コールがこんな態度をとるなんて珍しい。いつもはもっと堂々としているのに。

　どうかしたのかと問いかける前に、コールは笑みを浮かべて呟くように言った。

「……シオン、おまえは本当にたいした奴だな」

　コールがそんなことを言うもんだから、僕は素直に驚いた。

　彼が僕のことを褒めることなんて滅多にないからだ。

「突然、どうしたの？」

「別に。ただ、そう思っただけだ。言っておくが、今回の件に関してだけだからな。調子に乗るなよ？　医学に関しては俺の方が上だ」

「それはわかってるけど」

　きょとんとして返すと、コールはハッとして顔を赤くしながら背を向けた。

　なんだ。何が言いたいんだこの人は。僕はよくわからず首を傾かしげることしかできない。

「と、とにかく！　おまえのおかげで救われた。患者だけでなく、医師たちもな。ありがとな」

　僕が何か言う前に、コールは立ち去ってしまった。

　お礼を言いたいならさりげなく言えばいいのに。不器用だな。

　なんて思うと、笑みがこぼれてしまう。ありがとう、か。人に言われるとやっぱり嬉しいな。自分の苦労や努力が、実を結んだと実感できる。

　ちなみに僕が魔法を使えるということを患者や他の医療従事者たちは知らない。ただ患者の胸に手を当てて何かをしたら病気が治ったということしか理解していないはずだ。それでも治ったという事実があるため、治療に関しては信じるしかない。

　最初は懐疑的だったけど、後半に至ってはみんな当たり前のように僕に治療を頼んできてたし、怪け訝げんそうな人はいなくなった。

　しかし赫夜の日の事件で、僕が魔法を使ったということは噂うわさになっているらしい。魔法という文言はなく、不可思議な力を使ったという内容らしいが。

　元々、僕がオカルト的、あるいは怪しげな治療をしているという噂が立っていた。今回のことでそれがさらに濃厚になったのではないだろうか。目撃者は多数いるし、しょうがない。

　以前、魔法のことを周りに話すなと父さんが言っていたけど。大丈夫だろうか。

　まあ、今さら隠す必要があるかどうかは疑問だったし、どうしても治療の際には僕がしていることを誰かが見ることになるから、バレるのは時間の問題だっただろう。

　そこら辺はバルフ公爵も承知しているだろうし、女王も同じだろう。

　隠せとは言われてもいないわけだし、どっちにしても今さら考えても遅いか。

　それに現時点でそうなって困るのは、僕よりもリスティア国の女王だろう。その女王が何もしてこないということは問題ないという考えがあるということ……だと信じるしかないだろう。

　どっちにしても、もう色々と遅いわけだし。
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　すべての仕事を終え、迎えに来てくれた父さんと共に、第二の自宅と化したグラストさんの家に戻ると母さんが出迎えてくれた。

「おかえりなさい、シオンちゃん。どうだった？」

「ただいま、母さん。うん、みんな治したよ」

「そう、よかったわ……本当に。おつかれさま。シオンちゃんは、とてもいいことをしたの。胸を張っていいのよ」

　母さんがやわらかく僕を抱きしめる。その所作から慈愛が伝わってくる。

　父さんも母さんも、あの日から変わらない。

　そもそも僕にとって血の繋がりは大して意味を持たないし、元々血の繋がりはないと知っていたから、僕の態度は変わっていないけれど、父さんと母さんも同様に今まで通りだったのは嬉しかった。

「姉さんは、上？」

「ええ。部屋にいるわよ」

「毎日、シオンはいつ帰るのかと騒いで、大変だったんだぞ。早く顔を見せに行ってやってくれ」

　父さんが苦笑しながら言う。

　この一週間、治療で忙しくて家に帰れなかった。出かける時も「シオン、どこに行くの？」って寂しい顔をされたからなぁ。

　マリーは病み上がりだから、初日には詳しい説明をしてなかった。ただ、僕がいない間に父さんと母さんがきちんと説明してくれたらしいことを、帰宅途中に父さんから聞いている。

　僕は母さんから離れると二階へと上がった。

　マリーの部屋。何度も訪れた部屋だ。

　いつもの扉を開くと、そこにはベッドで寝ているマリーの姿があり、無言で天井を見上げていた。声をかけても、触れても反応はなかった。今でもその光景が瞼に焼きついている。

　あの時の記憶を振り払うように、僕は扉を開いた。

「あ、シオン。おか、えり、なさい」

　ベッドに寝ているマリーがパアッと笑顔を咲かせた。彼女は僕を見つけると、一気に相好を崩し、嬉しそうに頬を紅潮させた。

　僕は内心で安堵する。マリーはもう回復したのだとわかっていても、また戻ってしまうのではないか。そう思ってしまっていたから。

「ただいま。姉さん」

　僕は笑顔で返し、ベッドの横にある椅子に座った。

「待って、た、んだか、ら……シオン、ずっと、いない、から」

　途切れ途切れに話す姉の言葉を、僕は穏やかな心で聞いた。

　マリーは寝たきりだったためリハビリが必要だった。しかしアルフォンス医師の診断では、通常の昏こん睡すい状態からの奇跡的な回復時に見られる、身体における後遺症は少ないとのことだった。

　恐らくは日中に無意識のうちに目を開けていたこと、食事はゆっくりながらも自分で嚥えん下げできていたことから、完全な意識喪失状態ではなかったのではないかということだった。

　そのため覚醒してすぐに声が出せたと見られる。しかし長い間、声を出していなかったので掠かすれてはいる。

　怠惰病患者は自分で寝返りを打ったりすることはなかったので、筋肉や関節の拘こう縮しゅくが起きる可能性を考え、常に家族や看護師が患者の手足を動かしていたため、ある程度は身体機能を保持できているようだった。

　通常、一年の昏睡状態後は数年のリハビリが必要になる。しかし怠惰病は特殊だったようで回復はかなり早い。

　怠惰病の原因は魔力の喪失だ。だけど魔力が喪失した原因は判然としない。

　僕は恐らく、赫夜の影響によるものだと考えている。赫夜は僕に過剰な魔力を供給し、魔力の増幅、循環を促した。それに魔力の器が耐えきれなかった人間が、大量の魔力をもてあまし、正常な状態に戻すために無意識のうちに魔力を過剰に消費してしまった。

　それが恐らく怠惰病患者の前兆である『妙に好調な状態』なのではないか。その反応が著しくなり体内の魔力を使い切り、そして怠惰状態になった。通常は休めば魔力を回復できるが、身体がすでに赫夜の影響を受けた状態のままのため、魔力を回復しても即座に魔力を消費してしまう。

　そのため怠惰な状態が維持されてしまい、自力では魔力を戻せずに回復しなくなる。それが怠惰病だと、僕は考えている。

　赫夜前に怠惰病に罹った人たちは魔力量が少なかった傾向にあったため、恐らくは赫夜の時が来る前に、怠惰病に罹ってしまったのだろう。

　ただマリーに関しては少し特殊だ。

　他の患者は快調ではあったが、身体能力が向上したりはしていない。

　マリーの場合、異常なほどに身体能力が向上し、大人顔負けの膂力を発揮していた。あれも怠惰病の前兆だと思う。

　マリーの場合、僕との魔法の訓練で多少は魔力操作ができたし、魔力量が増えていた。そのため他の患者たちよりも顕著に魔力消費の反応が身体に出たのだろうと思う。

　もしそうなら……いや、今はその先のことは置いておくとしよう。

　とにかく、この世界では医療機器は少ないし、医学レベルも高くはないが、リハビリに関しての考えは存在するようだった。そのおかげか、回復から一週間で少しは話せるようになった。

　しかし自分で身体を動かすことはまだできない。意識があるため常に誰かが付き添うようなことはなくなったが、それでも頻繁に様子を見に行くようにはしている。

　マリーは嬉しそうにしているが、話すのが辛そうではある。

「父さんたちから話は聞いた？」

「う、ん……あ、たしが、こんな、風になって、から、二年近くも、経ってた、のね」

　マリーの声を聞き、顔を見ると心が温かくなる。

　それと同時に心臓が締め付けられるような感覚がこみ上げる。思わず、抱きしめたくなるような衝動も。ああ、本当にマリーが戻ってきた。そう思うと涙が出そうになり、それが恥ずかしくてなんとか堪こらえる。

　僕は自分の心の内を誤魔化すように、話を続ける。

「う、うん。あの時、姉さんが突然倒れてから、色々あったよ」

　本当に色々あった。それでも僕たちは乗り越えて、今ここにいる。

　終わりのない不幸だと思っていた。不条理で理不尽だと思った。けれど諦めずに僕たちは進み続け、そして乗り越えた。

　その達成感と共に幸福感を抱き、僕の周りにあるそのすべてが当たり前ではなく、そして大切でかけがえのないものなのだと実感している。

「全部、聞いた、わ。シオンが、頑張って、くれ、た、ことも。危険な、魔物が、襲って、きた、ことも」

　全部と聞き、僕は一瞬だけ、僕の身の上のことも含まれているのかと思った。

　しかしふと思い出す。父さんと母さんとの話し合いで『マリーには僕がルグレであることや、僕と血が繋がっていないことはまだ話さない』と決まったのだ。

　マリーはまだ回復して間もないし、この約二年の間に多くのことがありすぎた。

　いきなりすべてを話しては混乱するだろうし、せめて身体が回復してから話しても遅くはないだろうということだった。理由はそれだけではないけれど。

「ありがと、シオン。ずっと頑張って、くれた、のよね」

「たいしたことじゃないよ。僕がそうしたかっただけだから。ほら、僕は自分がやるって決めたことは勝手にやるじゃない？　魔法研究もそうだし。だから、苦じゃなかったよ」

「…………シオン」

　マリーが瞳を潤ませてこちらを見上げる。

　子供のような、少女のようなその視線を僕は逃げずに受け止めた。しばらく見つめ合ってしまう。

　無言の空間は、マリーの声によって打ち砕かれた。

「シオン。手、握って」

「うん」

　マリーの手を握ると、温かかった。

　体温は戻っている。魔力も。

　その感触が僕に安心感を与えてくれる。そしてそれはマリーも同じだったようだ。

　笑顔だったマリーは不意に視線を落とした。

「……あ、たし、ちょっと、怖かった。記憶は、ほとんど、ない、けど、なんとなく、ある。一人で、暗闇の中、閉じ込められて、ずっと何もできなくて……怖かった、記憶。でも、ずっと、シオンの、声、が、お母様とお父様の、声が、聞こえてた。だから、耐え、られた、記憶……夢、だったの、かも、しれない、けど」

　マリーは弱い力でほんの少し、僕の手を握り返した。

　その仕草だけでマリーの僕に対する、縋るような心情がわかった。そうなって当然で、そしてそれは少しだけ危うさがあった。

　けれど僕はその思いを拒絶するつもりはない。ただ大切な存在を慈しみ、もう壊れないようにと願うだけ。

　僕は両手でマリーの手を握った。

「あったかい……」

　マリーは眠そうに何度も瞼を閉じかけていた。少し会話をするだけで、かなり疲労するらしい。

「無理しないで、寝ていいから」

「で、でも」

　不安そうに声を上げるマリー。

「僕はここにいるよ。姉さんが起きる時まで」

　僕がそう言うとマリーは安心したように小さく笑い、瞼を閉じる。そして、すぐに寝息が聞こえ始めた。

　僕はマリーの髪を軽く手で梳すいた。思わず泣いた。手が震えてしまうほどに僕は安堵している。

　こんな風になってしまうから、少しだけ時間を置いたのに。この一週間、治療に専念していたのに、それでもダメだったらしい。

　マリーの前で泣いたりすると困らせるから我慢していたけど、僕にはできなかったようだ。

　第二の赫夜の日から二週間。治療法が判明して一週間。もうすぐ、王都から召集の命めいが下るだろう。そうなったら僕はマリーを置いて、この地を離れなければならない。

　その日は必ず来る。そして拒否すれば多くの人間を見捨てることになるだろう。なぜならば世界中で怠惰病が発症し、治療できるのは僕だけなのだから。

　だったらこの僅かな時間を噛みしめよう。この愛いとしくも儚はかなげな姉との時間を。

　僕はマリーの頭を撫でる。

　彼女は姉。しかし血は繋がっていない。

　その事実を知った時、僕は当惑し、意識を逸らした。

　初めて考えたわけじゃない。僕はあえて考えないようにしていた。家族だから、大切な存在だから、簡単に考えられない。だから僕はマリーのことを、家族として好きなのか、女性として好きなのかという疑問を真剣に考えたことはなかった。

　家族として大事なのは間違いない。けれどもしかしたら一生、マリーは目を覚まさないかもしれないと思った時、疑問が頭をもたげた。マリーを本当に姉として好きなのかと。

　血の繋がりがないと知り、しがらみはなくなってしまった。そのせいで余計に考えてしまう。

　どくんと心臓が高鳴る。

　マリーの顔を見ると、どうしても鼓動が早くなってしまう。

　その気持ちの正体が僕にはまだわからなかった。




　翌日、僕たちはイストリアを出ることになった。

　僕とマリーが自宅に戻りたいと言ったからだ。

　グラストさんの家に世話になりすぎているし、もうイストリアへいる理由はなくなったわけで。

　やっぱり勝手知ったる我が家でゆっくりしたい。この平穏は長く続かないのだから、せめて家で、という気持ちが強かった。

　そういうわけで僕たちはお世話になった人たちに挨拶をして、イストリアを発たった。
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　自宅に戻った日の午後。

　僕は中庭で深呼吸をした。久しぶりの我が家だ。やっぱり自分の家が一番落ち着くな。

　さて、ようやく時間ができた。今まで怠惰病治療で時間が全然取れなかったからね。

　これからしようとしていることが二つある。

　今の僕ならできるだろうと思う。なぜなら両方とも確かに存在していたものだからだ。

　まず一つ目は『身体能力向上魔法』だ。

　これは怠惰病の前兆として、マリーが見せた異常なほどの身体能力のこと。あれは無意識のうちに発動した魔法だと僕は思っている。過剰な魔力供給により、身体能力が向上し、大人顔負けの身体能力を見せたんじゃないかと考えられるわけだ。

　しかしあれは過剰に魔力を使いすぎて、反動として魔力が枯渇して怠惰になり、その症状が継続し怠惰病となった。つまり魔力のコントロールができていなかったために起きた症状だ。

　僕は魔力操作にかけては自信がある。

　二年ほど前まで、僕は自身の体内魔力の感知しかしていなかった。

　体内の魔力の脈動は感じていたが、その操作に関してあまり詳しくなかったのだと今なら思う。

　しかし怠惰病治療のために魔物、トラウト、人間の魔力に干渉し続け、供給、調整が可能になった。そのおかげで魔力を強く感じることができ、そして深い理解を得たのだ。

　言葉で言い表すのは難しいが、体内の魔力の流れのようなものを今は認識できている。そのため魔力を練る早さ、効率性も上がっている。

　さらに赫夜の時か、あるいはエインツヴェルフに噛まれた時の影響で、魔力は百倍近くになっている。今ならば意識的に身体能力を向上できるはずだ。

　僕は意識を集中する。

　通常、魔法を使う時は帯魔状態になり、身体中に魔力を帯びさせるか、集魔状態に移行してから魔力を用いて魔法を使う。これを体外魔法とすると、身体能力向上は体内魔法。

　体内魔法に関しては帯魔状態にも移行しない。何もしていない状態では魔力が体内を循環している。この状態の魔力をまず認識する。

　魔力の流れ。これを感じ取るのはかなり繊細な感覚が必要だ。しかし今の僕には容易たやすかった。

　他人の魔力の脈動を感じ、魔力を注ぎ、循環させてきた僕には、自分の魔力操作なんて簡単なことだった。

　心臓付近から湧き出る魔力は頭部に向かい、そして下部へと向かう。全身を巡り続け、その後に体外へと溢れる。

　その人の持つ総魔力量により、体外へ溢れる魔力量は増減する。

　視覚的に魔力を認識できるようにすると、身体の周り一メートル近くまでオーラが現れていた。

　これが今の僕の持つ魔力量だ。

　とりあえず始めよう。

　体内を巡る魔力の奔流を意識的に操作して、体外に出るはずの魔力をあえて体内へ残し、そのまま循環させる。身体中を巡った魔力は肉体へ影響を与える。

　すると一瞬にして身体中に力が溢れる。見た目は変わらない。けれど確かに感じる力の気配。

　僕は不意に跳躍した。

「ふっ！」

　真上に、軽く二メートルは跳んだ。ジャンプには及ばないが、これはただの身体能力向上魔法。

　やっぱりできた。確信は持っていたけど、やってみないとわからない部分もあったし、少し不安だった。できてよかった。

　この魔法、名付けるならば『ブースト』だろうか。

　ジャンプのような一時的な運動を補助するタイプの魔法とは違う。これは僕の身体機能を全体的に強化する魔法なのだ。

　僕は魔力を循環させつつ、身体を動かしてみた。

　通常時、百メートル程度を走ると、十二秒程度。ブースト発動時には六秒程度。

　通常時、走り幅跳びをすると、四メートルくらい。ブースト発動時には八メートル程度。

　ほかにも色々としてみたけど、大体普段の倍くらいの記録が出た。単純に身体能力が倍になったというわけじゃないだろうけど。

　魔法使いであり、剣の類たぐいが使えない僕にとってはこれほど助かる魔法はない。ブーストはこれから重宝する魔法になるだろう。

　さて、このブーストだけでもかなり有用な魔法だけど他にも考えているものがある。これは厳密には魔法とは違うかもしれない。

　分類するならば、フレア、ボルトのように自分の意思で使う魔法は『意識魔法』。

　それぞれの条件で勝手に発動する魔法は『無意識魔法』という感じかな。

　前者はゲームではアクティブ、後者をパッシブと呼んだりする。

　さて僕が今から試すのは無意識魔法の方だ。そしてこの無意識魔法は、僕が意識するまでもなくすでに使われているというものだ。つまり今の何もしない状態でも発動している。

　さて、それは何か。

　僕は中庭から出て近くの森に移動した。そこで細めの木を見つけると、目の前に立つ。そして腰を落として、殴りつけた。ドッという鈍い音と共に、樹木はほんの少しだけ揺れる。

　拳から伝わる重い感覚。かなりの強さで殴った。だというのに、痛みはなくただ刺激だけが伝わった。感触はある。しかし痛覚は刺激されないし、怪我もない。

　あくまで僕が痛みを感じる刺激のことで、触覚全体のことではない。

「やっぱり……そうだったんだ」

　さて、この現象のことを僕はある程度、想定していた。

　エインツヴェルフのことを思い出してみる。あいつは父さんやグラストさんの攻撃を受けても、怪我一つ負わなかった。しかし僕を噛んだ後、エインツヴェルフの体内を巡る魔力は乱れ、明らかにおかしな状態だった。その状態で父さんたちの攻撃を受けた時、相当な硬さはあったが、初回の時とは違い、なんとか腕を寸断できた。

　僕は父さんたちの力の賜たま物ものだと思っていたが、父さんたちは「軟らかくなっていた」と話していた。ここで僕はピンときたのだ。奴が纏っていた魔力が防御の役割を担っていたのではないかと。

　僕は子供の頃、エッテントラウトから魔力の存在を発見し、そして集魔によって手に魔力を宿らせたことがあった。初めての体験で興奮してしまった僕は、思わず魔力が宿った拳で壁を殴ってしまう。あの時、確かに痛みはあった。しかし今思えば、思い切り殴ったにしては痛みが少なかったように思う。おそらくそれは集魔状態で殴ったからだろう。

　僕はその時の経験から、魔力自体にそんな力はないと思ったため集魔状態で何かを攻撃するということを二度としなかった。だが実際は集魔自体に力がないわけではなかったのだ。

　強い魔力は衝撃を吸収する。つまり『シールド』として本人を守る鎧よろいとなる。

　普段、帯魔状態では魔力が少ないし、大して意味はない。

　魔力が少ない状態では集魔しても効果は薄い。子供が本気で殴った力なんて大したことはないのに、それでも集魔では痛みを感じてしまう。

　しかし今の僕の魔力量であれば、帯魔状態でも相当な衝撃吸収力になるということだ。

　それが無意識魔法としてのシールドになる。

　ちなみにこのシールド、別の効果もある。それが『自然治癒能力』である。

　魔力は生命エネルギーのようなものだと僕は考えている。

　そしてその生命エネルギーの枯渇が怠惰病であり、充満が身体の快調である。

　自然エネルギーとしての魔力が体内へ多く巡れば、自然に身体の能力が上がる。それは再生能力も含む。

　何度か、あえて魔力量を抑えた状態にしてシールドを解除したまま、軽く手を傷つけて、観察してみたけど間違いない。軽い傷ならば数分で完全に治癒する。これが、僕が一週間眠り続けていた間に骨折が治った理由だ。

　さてシールドに関してだが、これは体外放出、つまり大気魔法にも該当するのではという疑問が出てくる。答えは否いなである。

　すでに魔力の塊を放出してみたが、それ自体が何かしらのクッションになったり衝撃を吸収したりはしない。あくまで『自然に放出した魔力が体外に溢れている場合』か『部分的に魔力を身体に集めた状態』でなければシールドは発動しない。

　恐らくこれは魔力の特性として『身体に密着しなければシールドとしての特性を発揮しない』のだろう。ただし密着した状態でもシールドと大気魔法としての特性は共生する。

　肌に触れていればシールドの特性があり、離れればその特性は失われるということ。

　さてこのシールドは防御として以外の役目もある。

　僕は右手、拳に集魔する。

　二年前には魔力量九十までだったけど、今は魔力量一万まで集魔が可能。

　それはかなりの威力を内包しているため、魔法を使うのは危険だ。

　一応、抑えて千程度の魔力を集めることにした。そして今度はブーストを使いつつシールドを発動した。

　僕は魔力を集めた拳を繰り出す。さっきよりも明らかに威力が増した一撃。

　ズガンという音と共に、木が揺れた。無数の葉がひらひらと舞う。

　痛みは微み塵じんもなかった。

「……さすがに折れないか」

　しかし、殴った場所は衝撃で削れていた。

　普通に殴ってこうはならない。相当な威力があったようだ。

　素手で簡単に魔物を倒したりはできないと思うけど、牽けん制せい手段にはなる。魔法を生かす一つの手段としては上々だ。

　さて実験は思った以上の成果を上げた。

「うへへっ、これは楽しそうな魔法だね。空を飛べるのも近いかも！」

　なんて独り言を漏らしながら、僕は帰路についた。

　まだ魔法には可能性が秘められているらしい。王都へ行けば、また進展があるのだろうか。それともそんな暇もなく日々に忙殺されてしまうのか。

　不安と期待、そして寂しさを感じつつ、僕は家に戻った。
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　バルフ公爵からの伝令が来た翌日の早朝。

　すでに中庭に迎えが来ているらしい。自宅の居間で僕は鞄かばんを背負い、家族や友人たちと向き合っていた。

　ローズ、ラフィーナ、コール、ブリジット、グラストさんも来てくれた。

　父さんと母さんは心配そうにしていた。

　マリーは椅子に座っている。

「忘れ物はない？　大丈夫？」

「うん。何度も確認したから大丈夫だよ」

　母さんはハラハラした様子だ。いつもはどちらかというと落ち着いている人なのに。僕だけが離れて生活することは初めてだから、心配なんだろう。

　荷物は多くない。数日分の着替えとお金、それと雷らい火かくらいだ。どうせ王都へ行けば生活用品を買い揃そろえる。

　それと道中の食料は僕が用意するわけじゃない。迎えの人たちが持ってきてくれるらしく、馬も必要ない。だから必要最低限の荷物しか持っていない、というわけだ。

　ちなみにお金は僕が貯ためたもの。二年以上の雷らい鉱こう石せきの加工と冒険者ギルドの依頼達成で稼いだお金だ。馬を買ったり、他にも色々と買ったおかげで結構減ったけど、まだ三十万リルムくらいある。

「王都までは馬車では十日近くかかる。途中、ちょっとした山岳地帯があり、魔物も出るから注意しなさい。シオンならば心配はしなくていいだろうが」

「ありがとう、父さん。姉さんのこと、お願いね」

「ああ、こっちは心配しなくていい。できるだけ家を離れないようにするからな」

　父さんの頭に浮かんだ光景は何だったのか。

　ゴブリン襲撃の時か、怠惰病発症の時か、それとも魔族襲来の時か。

　そのどれも父さんはその場にはいなかった。イストリアは最終局面で間に合ったけど。

　もしかしたらそれが心に残っているのかもしれない。

　僕がいない分、母さんとマリーを守れるのは父さんだけだ。父さんを信頼しているけど、心配でもある。離れがたい。そう思ってしまう。

　父さんには領主の仕事があるし、父さんを一人にはできないため母さんは残らないといけない。当然ながら、マリーの世話も必要だし、マリーは長旅に耐えられるような身体じゃない。

　必然、僕一人が王都へ行くことになったのだ。

　僕はみんなの顔を見渡した。僕の旅立ちの日にこんなに人が集まってくれるなんて、本当にありがたいと感じた。

　そんな僕の心情を知ってか知らずか、グラストさんがニッと笑い、豪快に言った。

「シオン、世界は広いぜ！　色んなものを見て、色んな奴と会って、色んなことを知って、もっとでっかくなれよ！　おまえならもっとすげぇことをやり遂げられるだろうからよ！」

「グラストさん……ありがとうございます。イストリアでは本当にお世話になりました。グラストさんのおかげでとても助かりました」

「へっ。あれくらい当然だ。俺としちゃ、いつまででもいてくれてよかったんだけどな！」

　グラストさんは本心から言っているようだった。

「イストリアに行った時は、また寄らせてもらいます」

「ああ。ま、その時は古い家は売ってるだろうから、新しい店の方に来いよ」

　グラストさんはニッと笑い「いい店なんだ」と一言漏らした。

　そういえば、グラストさんの新しいお店に行ったことないな。

　みんな忙しかったし、そんな余裕もなかったから。

　今度はみんなでお店に行こう。

　ラフィーナとコールとブリジットが僕の近くにやってくる。

　コールは顔を厳いかめしくしたまま、ブリジットは顔を隠しているけど、しゅんとしてしまっている。

　ラフィーナだけはなぜか満面の笑みだ。

　僕との別れはそんなに寂しくないのかな。そう考えると悲しかった。

「シオン、そう悲しそうにするな！　永遠の別れというわけでもないだろう！」

「確かにずっとってわけじゃないけど、それでも僕はみんなとも、ラフィーナとも会えなくなるのは寂しいと思うよ」

「ふふん、シオンは寂しがり屋だな。私は全然寂しくないぞ！　なぜなら私は──」

「なぜなら私は？」

　あっ、といった顔をしたラフィーナは誤魔化すように豪快に笑い始めた。

「が、がははは！　な、なんでもないぞ！　ああ、なんでもない！」

　絶対に何かありそうな気がするけど、追及すると面倒な気がしたので僕は気にしないことにした。

　自己紹介の時然しかり、重じゅう鎧がいの時然り、ラフィーナって変な娘こだからなぁ。いい娘だけど。

「しかし、人の印象とはあてにならないものだな！　最初に会った時はただの貴族の子供と勘違いしていたが……おまえは私が出会った男の中で最も素晴らしく、立派な男だと、今では思っているぞ！」

「大げさだなぁ、ラフィーナは」

「そんなことはない！　まったくシオンは、自己評価が低すぎる。もっと偉そうにしろ。威厳を示すことも貴族としては必要なのだぞ。それこそが上に立つ者の義務だ！」

　時折見せる、ラフィーナの上から目線はそのためだったのだろうか。確かに腰の低い貴族なんていたら、平民は見下してしまうだろう。そうなれば家族や、領主であれば領民も見下される。

　あえて偉そうに見せることも必要、か。覚えておいた方がいいかもしれない。

「金言、ありがたく頂戴するよ」

「うむ！　そうしろ！　そ、それとだな、こ、今度、ゼッペンラストへ来るといいぞ。我が父に紹介してやろう！」

　ゼッペンラストはどうやらかなりの田舎らしい。僕たちの領地よりもさらに。

　ただし領地は広く、農耕地域として重宝されているとか。牧歌的な場所は好きだし、悪くないかも。ラフィーナの故郷だし、興味あるな。

「うん。機会があればよろしくね」

「あ、ああ！　いつでもいいぞ！　いつでも、ばっちこいだ！　がはは！」

　豪快に笑うラフィーナを前に、僕も思わず笑みをこぼす。

　そうしていると妙に強い視線を背後から感じて、振り返る。

　マリーがジト目をこちらへ向けていた。

　しかし僕と目が合うと、ぷいっと視線を逸そらしてしまった。

　マリーの隣に立っているローズは笑顔だったけど、なぜか妙な威圧感を感じた。

　なぜか見てはいけない気がして、そそくさと目を逸らした。

　一体、なんだというのか。

　そんな疑問が鎌首をもたげる中、コールが嘆息しながら言葉を紡いだ。

「鈍感だな」

「え？　何が？」

「……なんでもない。おまえは鈍感なくらいが丁度いいんだろう。そうじゃなければ、あれだけのことをやり遂げられないだろうからな。常人なら途中で諦めている。いや最初から諦めてるだろうからな」

「えと、褒めてる？　それともけなしてる？」

「褒めてるぞ。一応はな」

　本当だろうか。コールの顔を見ると不安になってくる。

　こいつ、真顔で冗談とか言うからなぁ。

「またイストリアに来た時には顔を見せろ。何もなくても顔を見せるくらいはできるだろ」

「うん、イストリアに来た時はそうさせてもらうよ。次、いつになるかはわからないけど」

「いつでもいい。頻繁に顔を合わせなければならないってわけじゃないだろ。常に時間を共有しないと関係を保てないならば、それは真の友人じゃない。それはただの仮初めの存在で、表面上だけの薄い関係だ。俺たちは違う。そうだろ？」

　僕は驚きに目を見開いてしまう。コールからこんなことを言われるなんて思いもしなかった。最初に会った時は、もっとぶっきらぼうだったのに。

　コールは気まずそうに視線を泳がせた。恥ずかしいのか、ほんの少し耳が赤い。

　僕は彼の言葉が嬉うれしかった。だから我に返るとすぐに返事をした。

「うん。そうだね。友達だから。離れても、時間が経たってもそれは変わらないよ」

　僕が言うとコールは嬉しそうに笑った。しかしすぐに表情を取り繕い、僕に背を向けた。

　思わず笑いそうになるのを、みんなで必死にこらえる。

　と、くいくいっと袖を引っ張られた。

「……シオン……」

　相変わらずの小柄な少女。髪が伸びっぱなしになっていて顔が見えないが、結構整っていると思う。ただ猫背だし、顔を俯うつむき気味にしていることが多いので、ちゃんと顔を見てないけど。

「ブリジットも来てくれてありがとう」

　ブリジットはふるふると首を横に振った。

「ボクと、シオンは友達……コールも、ラフィーナも友達……だからこれは当然のこと。シオン…………頑張れ……」

　グッと拳を握るブリジット。

　その短い言葉に多くの意味を感じ、僕は大きく頷うなずいた。

「うん、頑張るよ」

「イストリア、来たら……みんなで会おう……魔物のこと、もっと……教えてあげる……！」

　ブリジットの屈託ない笑顔に対して、僕はちょっとだけ引きつった笑みを返す。

　ブリジットって魔物に関して話すと饒じょう舌ぜつになるし、ちょっと怖いんだよね。好きなことに関して話す時、興奮しちゃうのはわかるけどさ。

「は、ははは、そ、その時はお願いしようかな」

　曖昧に返事をすると、ブリジットは満足そうに頷いた。

「シオン、行ってしまうのですね」

　ローズが悲しげに呟つぶやいた。

　さっきまでの威圧感はなくなり、いつも通りのローズがそこにいた。

　いや違う。いつもの清廉さも気品もそこにはなく、純粋な女の子が立っていた。

「わたくしも共に行きたい……というのはわがままなのでしょうね」

「気持ちはすごく嬉しいよ。でも、君にはやらなければならないことがあるんだよね？」

　言うとローズは緩慢に頷いた。

　彼女がいなくなれば家業が疎おろそかになるだろうし、他にも何かやらなければならないことがあるようだった。けれど僕はその『何か』を聞きはしなかった。

　父さんは、村には訳ありの人たちが集まっていると言っていた。ローズも、その訳ありの人なのだろうか。そこに触れたことはない。でも、もしもローズが僕に話したいと思ってくれたなら、その時はきちんと聞こうと思う。たとえそれがどんな内容であっても。

「王都はそんなに遠くないし、用事が終わったら帰ってくるから」

「そう、ですわね……すぐに帰ってきますわよね？」

「うん。約束するよ」

「ええ、待ってますわ」

　ローズは嬉しそうに、それでいて寂しそうに笑った。

　彼女にも色々と世話になった。また何かで恩を返せればいいんだけど。

「シ、オン……」

　マリーが、か細い声で僕を呼んだ。

　僕はマリーの前に移動する。

「姉さん、行ってくるよ」

「……う、ん……」

「渡しておいた『魔法書』は暇な時にでも読んでおいて。一応、今後、怠惰病が再発しないとも限らないし、魔力操作は使えた方がいいと思うから」

　僕は稼いだお金で羊皮紙を買って、魔法に関して記述していた。

　魔法の概要、それぞれの魔法の原理や使い方などをしたためている。羊皮紙は高価で雷鉱石を加工したお金を結構消費してしまった。けれど必要なことだと思い、こつこつと書き溜めておいた。どうやらそれは役に立ちそうだった。

「う、ん、わ、かった……」

　マリーはそれ以外は何も言わず、ただ僕を見つめた。

　そんな顔をしないでほしい。そんな縋すがるような顔をされたら、寂しくてしょうがないって顔をされたら、決意が揺らぐ。

　僕だってマリーと一緒にいたい。家で楽しく暮らしたい。でもそんなことはもうできない。

　僕はルグレなんだ。魔法を使えて、怠惰病を治療できる唯一の存在なんだ。

　僕が王都へ行かないと困る人たちが大勢いる。だから行く。

　僕はマリーの頬ほおに触れた。するとマリーはくすぐったそうに目を細めて、そして僕の手に自分の手を重ねた。マリーはしばらく僕の体温を確かめるように目を瞑つむっていた。けれど長いまつ毛が微かすかに震え、それをきっかけに涙がこぼれた。

「寂しい。シオンが、いないと、寂しいわ……ご、ごめんなさい。我慢、しようと……思って、たんだけど……」

「……ごめんね、姉さん」

　胸が痛い。大切な人が泣いている。その涙を止められるのは僕だけなのに、僕はそれをできない。もうすべてを投げ出してマリーの傍そばにいられたら。そんな風に考えてしまう。

　でもダメなんだ。人は一人じゃ生きられない。一人きりでは生きていけない。

　社会に携わり生きて、人と関わるのならば、やらなければならないことがある。

　僕たちが身勝手に、自分たちのことだけを考えて生きれば、不幸になるのは自分たち自身だ。他人を見捨てて生きれば、必ず後悔する。僕もマリーも家族もみんな。だから僕は留とどまれない。

　僕はマリーの涙を拭ぬぐった。するとマリーは、はにかむように笑った。

「ご、めんね、シオン。あたしは、大丈夫だから……」

　僕はマリーの頭を撫なでた。兄と妹みたいな関係だなと思った。でも時として姉と弟になることもある。僕たちはそうやって生きてきた。

　支え合い、認め合い、縋り合い、そして生きてきたんだ。だからこれが僕たちにとって当たり前だった。

　僕は玄関へと向かう。

　父さんがマリーを背負って僕に続くと、他のみんなもついてきてくれた。

　僕たちは何を言うでもなく、自然に玄関から外に出た。

　見慣れた中庭が広がる──はずだった。

　僕は思わず足を止めて、目の前の光景に見入った。

「シオン・オーンスタイン様に敬礼！」

「「「「「はっ！」」」」」

　大気を震わせるほどの声。それが一斉に響いた。

　青々とした中庭は鈍にび色いろで埋められていた。百、いや数百の兵士たちが整列しており、中央には馬車が数台並んでいた。正門の先にはさらに兵士たちが並んでいる。

　熱気を感じる。彼らの顔は真剣で、その視線は僕へと向けられていた。

　なんだこれは？　そう思い、僕はすでに出迎えである兵士たちを見ていたであろう父さんに向き直った。父さんは肩を竦すくめるだけで、答えてくれない。すると先頭にいた強こわ面もての兵士が一歩前に出る。鎧よろいがやや豪華だ。彼がこの部隊の隊長だろうか。

「怠惰病治療の最功労者であり、イストリア襲撃に際して魔族を迎撃し、多大なる貢献をなさったシオン・オーンスタイン様の護衛をさせていただきます！　私、護衛部隊長のゴート・ファルスと申します！　部隊はシオン・オーンスタイン様の功績、行動に感銘を受け、志願した兵で構成されております！　当然ながら私も、先の戦いを拝見しておりました。見事な戦いぶりでした！　あなたのような素晴らしい方の護衛ができるとは光栄です！」

　説明口調すぎる。この人、この文言を事前に考えていたんじゃないだろうか。

「え、あ、ああ、ど、どうもありがとうございます」

　僕はまだ現実を受け入れられていない。

　どうしようかと思っていたら、ラフィーナが隊の先頭近くにスタスタと移動し、整列した。

「は？　え？」

　ラフィーナが驚いたか、とばかりにニヤリと笑った。

　僕は父さんたちを振り返る。全員が知っていたようで、返ってきたのは苦笑や呆あきれ顔、申し訳なさそうな顔、悪戯いたずらっぽい笑みだった。

　ラフィーナが旅に同行することを知らなかったのは僕だけらしい。

　彼女は笑いをこらえながら敬礼をする。

　ラフィーナは僕の視線に気づくと、小さく舌を出した。

「道中、いかな障害があろうとも、我々がすべて片付けてみせましょう！　シオン・オーンスタイン様は安心して、我々にお任せください！」

「そ、それは心強いですね。お、お願いします」

「この命に代えても！　敬礼！」

「「「「「はっ！」」」」」

　これは何かのコントかな。そう思いたいところだったけど、そうもいかなかった。

　隊長の挨拶を終え、今度はラフィーナが敬礼をし、僕の目の前までやってきた。

「では、こちらへ。馬車にお乗りください。シオン・オーンスタイン『様』」

　様の部分を強調されてしまう。

　僕は後で覚えてろよという視線を彼女に向ける。

　しかしラフィーナは悪戯じみた笑いを浮かべるだけだった。

　僕は振り返り、最後の挨拶を家族にした。

「じゃあ、行ってくるね」

「ああ、気をつけるんだぞ。どれほど離れていても、私たちはいつでもおまえを想おもっている」

「シオンちゃん、お手紙書くのよぉ。お母さんたちも書くからね！　ま、毎日でもいいから！　寝る時は温かくするのよ！」

　父さんと母さんは精一杯の笑顔を見せてくれた。

　そんな中、マリーは慌てて手を伸ばしてきた。

「シ、シオン、こ、これ」

　マリーの手に握られていたものに、僕は視線を落とす。

「首飾り？」

「う、うん……今日、十三歳の誕生日でしょ？」

「ああ、そういえばそうだった。忘れてたよ。そっか、もう十三歳になるんだ」

　精神年齢的には四十を超えてるからなぁ。それくらいになると自分の誕生日に対しての興味って薄れるものだし。

　マリーはそんな僕の心情をわかっていたらしく、小さく笑うと話を続けた。

「遠く、離れても、さ、寂しく、ないように……あ、あたしたちの、こと、思い出せる、ように、お父様とお母様とあたしの三人で、選んだの」

　僕はマリーから渡された首飾りを眺めた。

　綺き麗れいな紅あかい宝石がはめ込まれたネックレスだ。ルビーのように見えるけど、この世界の宝石には詳しくないのでわからない。

「ありがとう。父さん、母さん、姉さん。これ大事にするよ」

「つ、つけてみて？」

　マリーに言われるままに、僕は首飾りをつけた。

　とても軽い。けれど三人の想いが伝わってくる。いつも、みんな僕のことを考えてくれている。

　わがままを言って、迷惑をかけて、それでも僕を愛してくれた。

　父さんは厳しかった。けれどいつも僕たちを導いて、守ってくれた。

　母さんは優しく、穏やかで、たまに怒ることもあるけれど、僕やマリーのことを常に考えてくれていた。

　マリーはいつも僕のことを助けてくれた。味方になってくれた。優しくしてくれた。そしていつも傍にいてくれた。

　当たり前の存在だった彼女と、離れるなんて思いもしなかった。

　ずっと我慢していた。理性を働かせて、自分に言い聞かせてきた。

　でも本当は寂しいんだ。みんなと、マリーと別れたくないんだ。

　大人の自分が、僕にやるべきことを教えてくる。わかっている。けれど感情を抑制するにも限界がある。僕はみんなと一緒にいたい。けれどそんなことを言うつもりはない。言ったら、もう進めなくなる。

　マリーは僕の頬を優しく撫でた。

　その体温がどうしようもなく、彼女の存在を僕に焼きつけてきた。

「シオンは魔法の力で、もっと、沢山の人を救える……ううん、救うんだと、思う。でも、もしも辛つらいって思ったら……あ、あたしたちのこと、思い出して……あたしも、お父様も、お母様も、みんなもシオンの味方、だから。ずっと、ずっとシオンのこと、想ってるから」

　耐えていた。けれど限界だった。

　あまりに優しくて温かい言葉だったから。

　視界は淀よどんで何も見えなくなっていた。

「ありがとう……姉さん。ありが……とう……」

　目が熱い。気づけば僕は泣いてしまっていた。

　みんなの優しさに、家族の愛情に、嬉しさがこみ上げて、同時にどうしようもなく寂しく感じてしまった。ずっと別れるわけじゃないのに、こんなにも心が苛さいなまれてしまうものなのかと。

　今度はマリーが僕の頭を撫でてくれた。なんだかそうされるのはすごく久しぶりな気がする。

「大丈夫……シオンなら、絶対……大丈夫よ」

「……うん」

　僕は自分を叱しっ咤たして、顔を上げるとグッと涙を拭った。

　別れがたい。でも行かなければならない。

　僕は後ろ髪を引かれる思いを振り切る。

「それじゃ…………行ってくるね」

「い、行ってらっしゃい、シオン、気をつけ、てね。無事に、帰ってきてね」

「必ず帰ってくるよ。やるべきことを終えたらね」

　僕はみんなに背を向けた。

　ラフィーナに導かれ馬車に乗る。貴族が乗りそうなしっかりとした馬車だ。ただかなり狭い。三人入れば隙すき間まがないくらいだ。

　どうやら道中はラフィーナも同乗するらしく、僕の横に座った。

「がはは、騙だまされただろう！　どうだ？　私の演技は！」

「まあ、騙されはしたけど、結構ボロが出てたよ？」

「ふん！　負け惜しみを言うじゃないか！」

　実際、何かありそうだとは思ったけど無視しただけ、とは言わないでおこう。言っても「嘘うそつけ！」って言われるだけだろうけど。

「とにかく私はシオンの護衛らしい。先の功績を認められてな、第七十五親衛騎士隊は卒業だ。ただ、隊長から兵卒に逆戻りだがな！」

「そっか。おめでとう」

「私としては別にどうでもいいが。シオンの護衛ができるのは嬉しいぞ！」

　まっすぐに見つめられると照れてしまった。そんな風に思ってくれる友人がいるのは心強い。

　正直に言えば、心細かった。知り合いもいない新天地に行くのは抵抗があった。でも、ラフィーナがいるなら安心かな。

　馬車が進む。

　僕は振り返り、みんなに向かって手を振った。遠く、見えなくなるまで振り続けた。視界から消えてしまうと、力を失った手はゆっくりと下ろされた。

　また戻ってくるから。そう思い、振り切るように僕は正面に向き直る。

　向かうは王都。

　何が待ち受けていようと僕は諦めない。

　魔法の力で必ずすべてを乗り越えてみせる。
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